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人の世の終わりまで永久に繰くり返されるその問いに

われらは唯一無二の絶対なる解答を探求する

われらは、この世界で生きるに価するものであるか

この世界は、われらが生きるに価するものであるか









　第零章　願いごとひとつ　～Will～







　──わたしは、やっと、『自分が人間じゃない』ことを思い出した。




　最後まで残っていた右足の感覚が、とうとうなくなった。

　右足、とけちゃったのかな？　不安になる。視線を落とそうとして、首が動かないのに気づく。しょうがないので、目だけを動かして、そこにあるはずの足を探す。ぼんやりとかすむ視界の端に、スカートの裾すそから覗のぞいた白い足を見つける。よかった、まだ残ってる。ほっと息を吐こうとして、自分が息をしていないのに気づく。

　最初になくなったのは右腕だった。それから左足がなくなって、次が左腕。ものすごく熱くなって、冷たくなって、震ふるえが止まらなくなって、動かせなくなって、感覚がなくなって、最後は指先からぼろぼろ崩れて真っ黒な水みたいになって流れていった。この右足は、いつまでここにいてくれるだろう。心なしか、足首から先が小さくなった気がする。怖くなって、目をそらす。眼球を動かす、ただそれだけのことがひどく億おつ劫くうで、吐き気がする。

　かろうじて、まだ目は見えている。でも、もうすぐそれもできなくなる。

　脳の奥で目を覚ました自じ壊かいプログラムが、Ⅰ－ブレインを蝕むしばんでいく。

　少しずつ、『わたし』が壊こわれていく。

　残っている時間は、たぶん、長くない。

　だから、はやく来てほしい。

　もう一度だけ、彼の顔が見たい。

　はやく、はやく……心の呟つぶやきに呼応するように、胸きよう腔くうの底で擬ぎ似じ心臓が拍動する。全身から細胞を寄せ集めて創つくったかりそめの命が、精一杯の鼓動を刻んでいる。

　本物の心臓と肺は、彼の攻こう撃げきを避よけ損ねたときになくなってしまった。左胸には大きな穴が開いていて、ときおり冷たい風が吹き抜けていく。Ⅰ－ブレインは生命維持に手一杯で、肺を修復することはおろか、穴を塞ふさぐことさえできない。ふたの代わりにと背中を培ばい養よう槽そうに押し当てても、凍った大気はわずかな隙すき間まから滑り込んでくる。作り物の小さな心臓がびくりと震え、Ⅰ－ブレインが悲鳴をあげる。

　命のすべてを作り物の心臓と壊れかけのⅠ－ブレインに預けて、立ち上がることも、息をすることさえもできずに、確実に訪れる死の瞬しゆん間かんを待ちながら、それでも、わたしは生きている。

　生きて、こうやって待っている。

　彼がとどめをさしに来てくれるのを待っている。

　──だから、はやく来てほしい。

　おねがいだから、はや……




（意識レベル低下。脳への酸素供給を最優先で設定）




　……気がつくと、目の前が真っ暗だった。

　恐怖で、擬ぎ似じ心臓が止まりそうになった。間に合わなかった。とうとう見えなくなっちゃった。どうしよう。心に絶望が広がっていく。だけど、すぐにおかしいことに気づいた。眼球から返ってくる反応は、正常そのもの。ちゃんと、目は見えている。どうやら、眠っている間にまぶたを閉じてしまったらしい。最悪の事態にはならなかったみたいだけど、それはそれで困ってしまう。まぶたを動かすのだって簡単ではないのに。

　気を失っていたのは、どれくらいだろう。五分？　一〇分？　それとももっと長い間？　脳内時計が止まっているせいで、時間の感覚がさっぱりわからない。ほんの数秒だったような気もするし、もう何時間もこうしていたような気もする。

　彼は、まだ来てくれないんだろうか。

　ふと、気になった。もし彼が来たとして、彼はわたしに、わたしが生きていることに気づいてくれるだろうか。これは結構な問題だった。わたしの今の姿──両腕と左足が根元からなくなっていて、右足もつま先から崩れ始めていて、左胸には大きな穴が開いていて、肺と心臓がなくて、全身傷だらけの血まみれで、肌はたぶん青白くてだめ。まるで死んでるみたい。

　せめて、目だけでも開けておかないと。Ⅰ－ブレインの領域をほんの少しだけ使って、ゆっくりとまぶたをこじ開けていく。ぼやけた視界に映るのは……

　今度こそ、心臓が止まるところだった。

　彼は、そこにいた。わたしの目の前に立っていて、そのやさしいとび色の瞳ひとみでわたしを見下ろしていた。

　とても不安そうな、悲しそうな顔をしていた。

　やっと、来てくれたね。

　何度か目をしばたかせて『生きてるよ』と合図を送ると、どうやら伝わったみたいで、彼の口元にぎこちない笑みが浮かんだ。

　彼は、わたしに負けず劣らずひどい格好をしていた。かろうじて残っている両足はぼろぼろで、ところどころに白い骨が覗のぞいていた。左肩を中心に上半身が大きく抉えぐれて、もちろん左腕は跡形もなかった。真っ黒に染まった右腕は身長の倍ほどの長さに伸びて、肘ひじのあたりで五本に枝分かれしていた。わたしの攻こう撃げきを受けた左眼めは壊こわれたままで、黒い穴がぽっかりと開いていた、ぼろぼろになった服のいたるところを突き破って、右腕とそっくりの、黒い鞭むちのような触手が何本も垂れ下がっていた。

　そして、左肩の傷口からは、少しずつ、少しずつ、黒い水が滴り落ちていた。

　彼の体もわたしと同じように、緩かん慢まんに崩ほう壊かいしつつあった。

　わたしは、心配そうな目をしていたのかもしれない。彼は肩の傷とわたしの顔を交互に見比べ、『困ったなあ』というふうに笑った。そして、右腕の一本をするりと持ち上げてわたしの頰ほおを撫なでた。きっと優しい感触だったはずなんだけど、とっくに皮ひ膚ふの感覚を失ってしまったわたしには、よくわからなかった。

「……」

　彼の唇が、なにかしらの言葉を刻んだ。たぶん、慰なぐさめてくれたんだと思う。だけど、とっくに耳の機能を失ってしまったわたしには、よくわからなかった。

　なんだか、悲しくなってきた。答えを返そうにも声は出せないし、涙るい腺せんなんか動くはずもないから涙も流せない。ますます、悲しくなる。

　彼は、そのあともいくつか言葉をかけてくれたが、わたしが答えられないのを見ると、その触手状の腕をそっとわたしの体に巻きつけた。

　あっと思ったときには、壊こわれかけのわたしの体は彼の腕に抱き上げられ、目の前には少年めいた穏おだやかな顔があった。

　とっくに崩壊していた右足が、根元からぼろりと崩れた。

　擬ぎ似じ心臓が、とくん、とひとつ鼓動を刻んだ。

　彼は、トルソーのようなわたしの体を抱きしめ、からからに乾いたわたしの唇に自分のそれを押し当てた。

　感覚を失ったはずの唇が、確かに、彼の体温を感じた。

　心の中で、少しずつ悲しみが溶けていった。

　触れ合った唇を通して、なにか暖かいものが心に流れ込んでくる気がした。

　やがて、彼は顔を離し、『どうかな？』というふうに微笑ほほえんだ。

　わたしは、まばたきでそれに応こたえた。

　ありったけの力を振り絞って、笑顔を形作ってみせた。

　もう、悲しくも辛つらくもなかった。

　彼の腕が、するりと首筋に巻きついた。

　わたしは、満ち足りた気持ちでそれを受け入れた。

　やがて、心臓の鼓動が弱まり、意識が薄うすれ、わたしは、暖かい闇やみの中へと吞のみ込まれていった。

　最後の、たったひとつの願いを、心の中にいつまでも繰くり返していた。

　──今度生まれてくるときは、そのときは、きっと……




　その日、西暦二一九一年六月八日、こんなふうにして、わたしは死んだ。







　第一章　龍使いの砦　～Daily Duel～







〈二一九八年六月一日の予定〉

　模も擬ぎ戦せん闘とう実験：中央訓練場、１１００～

　訓練生番号30：雷レイ・小龍シヤオロン、同31：李リ・芳美フアンメイ、両名は１０５５までに所定の準備を終え、専用の待機ブースに出頭すること。

　…………




　　　　††††††††††††††




　脳内時計があるからいいや、と油断して目覚まし時計をセットしておかなかったのが、そもそもの間違いだった。

　水玉模様の布団をがばりと跳ね除のけ、枕まくら元もとの時計を引っつかむ。なんだかものすごくいやな予感。昨日の夜、ベッドに入ったのが一一時過ぎ。そのときに、脳内時計のアラームを朝七時にセットしておいた。それなのに、どういうわけかアラームが鳴った覚えがない。壁かべ一面に窓の代わりに表示されたＣＧの青空には、白い小さなお日様がぽっかり。いやな予感いやな予感、いったい今は何時でしょう？

　落ち着け落ち着け落ち着けと心の中で三回唱えてから、おそるおそる手元の時計を覗のぞき込む。

　一〇時、四五分。

　戦闘訓練開始まで、あと一五分。

「──ねぼうーっ！」

　実にわかりやすい悲鳴とともに、ファンメイは飛び起きた。

　飛び起きざまに身をひねり、力いっぱい右腕を振り抜く。マンガパンダの目覚し時計は一直線に部屋の反対側まで吹っ飛び、作り物太陽にぶつかって派手な音を立てる。

「時計のばかぁー！」

　悪いのは目覚ましをセットしておかなかった自分なのだが、そんな理屈はこのさい無視。大慌てでⅠ－ブレインを叩たたき起こし、コンディションチェックもそっちのけで待機状態の脳内時計を起動する。その間にも現実の肉体は全速力で活動を継続。ベッドの手すりをひとまたぎに飛び越え、部屋の隅のドレッサーの前に着地するつもりが、ちょっと目測を誤って隣となりのゴミ箱に足の小指を思いっきりぶつけてしまう。

　あまりの痛さに、声も出せない。

　足を押さえてぴょんぴょん飛び跳ねながら、どうにかこうにかドレッサーにたどり着く。鏡かがみの向こうには、一三年間見慣れた女の子の顔。北京ペキン生まれにふさわしく、黒目に黒髪に小麦色の肌。頰ほおに薄うすくそばかすが散っていてちょっと子供っぽく見えるかもしれないけど、自分では結構いい線いってるんじゃないかと思っている。

　だけど、今日はだめ。起き抜けのねぼけ顔はどうにもしまらないし、つり目がちで意志の強そうな黒い瞳ひとみは、小指の都合でちょっぴり涙目。おまけに、いつもは三つ編みで一本にまとめている長い黒髪も、ほどいて背中に流したままで、そこかしこからねぐせがぴょこぴょこ。

「ふえぇー」

　こんな顔じゃ、恥ずかしくて外に出られない。まず顔を洗って、髪をちゃんとして、その前にまずは着替えて、それからそれから……

　脳内時計が、頼みもしないのに『西暦二一九八年六月一日午前一〇時四六分』を告げた。

　クローゼットに駆け寄って力任せに扉を引き開け、ずさんに詰め込まれた服の山を引っ搔かき回す。戦せん闘とう訓練のときに着るのは黒いボディスーツ。背中に丸い穴の開いた、肌にぴったりとつくやつだ。別に着替えないといけないなんて決まりはないのだけど、パジャマで戦うのはさすがに恥ずかしいし、どう考えたって空を飛べる方が有利に決まっている。

「服どこー！」

「はい」

　ふいに背中を叩たたかれ、ファンメイは振り返った。目の前には、自分の戦闘服と靴くつとタオルと歯ブラシがひとそろい。反射的に受け取って、両腕に抱え、洗面所めがけて三歩走ったところで部屋を振り返り、

「ル、ルーティ！　いつから」

「ん？」床に膝ひざをついて、部屋中に散らばった服を片づけていた少女は、ファンメイの声に顔を上げ「メイが起きる五分くらい前」

「なんで起こしてくれないのよーっ！」

「だって、メイの寝顔ってとっても可愛かわいいのよ？」半べそで抗議するファンメイに、少女はやわらかい笑顔で答える。「ビデオにとってあるから、こんど見せてあげるね」

　当然とでも言いたげなその答えに、ファンメイは怒るのも忘れて深々とため息をついた。

　少女の名は飛フエイ・露蝶ルーテイ。ファンメイより四歳年上の一七歳で、ここでは年長組だ。濃こい褐かつ色しよくの肌に、長くてさらっとした薄うす茶ちや色の髪と、おそろいの薄茶色の瞳。ファンメイと同じ生きつ粋すいの北京生まれのくせに外見がこんなに中国人離れしているのは、ニューデリーの留学生と国際結婚したおじいさんだかおばあさんだかのお手柄らしい。

　ねぼう遅刻常習犯のファンメイと違って、彼女はとっくに身支度を済ませている。今日の服は、黒を基調にしたベストに、同じく黒のロングスカート。うらやましいな、とファンメイは思う。自分が着たらどうしたって『地味で華がない』になってしまうこんな服も、彼女の手にかかるとたちまち『落ち着いた感じでどこか神秘的』に大変身を遂げてしまうのだ。

「……メイ？」

　名前を呼ばれ、はっと我に返る。いつのまにかルーティの顔に見とれていたらしい。

「な、なんでもないの！　べつに」

「……大丈夫？」

「だいじょうぶ！　ほんとになんでも」

「じゃなくって」彼女は自分の頭をつんつんと指差し「時間」

「へ？」

　──脳内時計が『一〇時四八分』を告げた。

「あーっ！」




　ようするに、実験の日程を決めている研究員のおじさんたちが、なにもかも悪い。研究員がおじさんかどうかなんて会ったことがないからわからないけど、とにかくそのおじさんだかおばさんだかお兄さんだかが悪いに決まってる。

　せっかくのお休みの日に戦せん闘とう訓練をやるなんてひどい、とファンメイは思う。

　べつに訓練が嫌いなわけじゃない。体を動かすのはすごく楽しいし、中央訓練場はファンメイの一番お気に入りの場所だから。だけど、そのためにせっかくの休日が潰つぶれてしまうのはいただけない。なんといっても、訓練はいつでもできるけどお休みの日は一週間に一回しか来ないのだ。

　朝から晩まで遊びほうけていても誰だれにもなんにも言われない、大事な大事な安息日。この日を逃してしまったら、次のお休みまでには授業と宿題と通常訓練に追いまわされる一日を六回も乗り越えないといけない、そういう大事な一日なのだ。その大事な一日の、その中でも一番大事なお昼の真ん中の二時間を訓練なんかに使ってしまうのがどれだけもったいないことか、『外』の研究員の人たちには全然わかってない。

　前回の訓練はちゃんと普通の日だったけど、その前は今日みたいにお休みの日だった。そのときには抗議した。実験は普通の日に、授業をお休みにしてやってくださいって頼んでみた。あまり頻ひん繁ぱんにやり取りするとよそのシティに見つかってしまう、という理由で『外』との通信は一ヶ月に一回、定時報告を送るだけと決められている。ファンメイは端末の前に座り込み、白紙のエディターと悪戦苦闘して、『休日の重要性』と『訓練日程に対する再考の余地』について切々と言葉をつづった。

　たいして期待もしていなかったけど、それでも一ヶ月後に返ってきた回答にはがっかりした。ファンメイ宛の文書には『自分たちの立場がわかっていない』だのなんだのといったオリジナリティのかけらもない訓戒がずらりと並び、最後には『休日と訓練日が重なった場合の代休制度』という実に的外れな提案までなされていた。

　ぜんっぜん、わかってない。

　ファンメイは『休みたい』んじゃない。『お休みの日を満喫したい』のだ。

　ルーティに料理を教えてもらったり、カイと遊んだり、お休みの日はそういうことに使いたいと、ファンメイは思うのだ。

　だから、みんなが忙しい日に自分だけお休みをもらっても、ちっともうれしくないのだ。

　歯は磨みがき粉こをたっぷり塗りつけた歯ブラシをごしごししながらそんなことを考えていると、鏡かがみの向こうの自分とふと目が合った。まだ半分ねぼけ眼まなこで口のまわりを泡だらけにして、いかにも間抜けな感じ。特一級の軍用兵器ですって自己紹介しても、知らない人には絶対に信じてもらえない。

　だけど、自分でもいまいち実感がないのだけれど、それはまぎれもない事実だ。

　シティ・北京ペキン自治軍、技術局特務三課、情報制御能力者開発班、験体番号31。

　生体制御特化型魔ま法ほう士、開発名『龍りゆう使い』。

　七年前、ここに連れてこられた七歳の誕たん生じよう日から、ファンメイの個人データにはそう記載されている。




　着替えに一分、歯磨き一分、顔を洗うのに三〇秒。ルーティに髪を編んでもらうついでに朝ご飯代わりのクッキーを詰め込んで、ファンメイは部屋を飛び出した。

　腰まで届く三つ編みおさげを尻尾しつぽみたいに振り乱し、リノリウム張りの白い廊下を中央訓練場目指してひた走る。

　左手の壁かべに等間隔に表示されているのは、部屋にあったのと同じＣＧの青空。四角い空の真ん中に浮かんだ作り物の太陽が、本物そっくりのやわらかい光でファンメイを照らす。

　自分用の待機ブースまで、全速力で一分足らず。巻き起こる風にあおられて綿わた埃ぼこりが舞い上がり、いんちきな日の光に照らされてきらきらときらめく。本当は廊下を走ってはいけないんだけど、誰だれかに見つかる心配なんて全くない。待機ブースにたどり着くまでの少しの時間に、誰とすれ違うこともない。

　それも当然。ルーティは今いま頃ごろ部屋の掃除をしてくれているはずだし、シャオロンはとっくに自分の待機ブースで準備をしているはずだし、カイは今日もやっぱり医務室のベッドの上。

　だから、今、この瞬しゆん間かんにこうやって廊下を走っているのは、ファンメイ一人というわけ。

「──間に合ったぁ！」

　歓かん声せいとともにスイッチを叩たたき、隔かく壁へきが開き切るのももどかしく、わずかな隙すき間まから待機ブースに滑り込む。一秒遅れて、脳内時計が『一〇時五五分』を告げる。新記き録ろく樹じゆ立りつの瞬間。これまでの最高記録が『一〇時五四分五四秒』だったから、一気に五秒も更新してしまったことになる。

　……あんまりうれしくない。

　大きく肩で息をして呼吸を整え、改めて部屋を見まわす。待機ブースは二〇メートル四方くらいの四角くてだだっ広い部屋で、天井の高さだってゆうに一〇メートルはある。ファンメイの部屋やさっきまでいた廊下と違っていかにも作り物っぽい無機的なライトの光に照らされて、部屋の真ん中に直径二メートルほどの円形の水すい槽そう。他ほかにめぼしいものといえば、入り口の脇わきに設置されたＩＤリーダーがひとつっきり。壁かべ一面に隙すき間まなく施されたチタン装甲と、天井の換気孔に取りつけられた分厚いシャッターが、ただでさえがらんとした部屋を余計に殺風景に見せている。

　今度、花でも飾ろっかな。

　いつものようにリーダーにＩＤを差し込み、いつものようにパスワードを入力する。いつものように袖そでまくりをして、いつものように水槽の前に膝ひざをつく。そうすると、ちょうどファンメイの胸の下あたりに水槽のふちがあたる。身を乗り出して覗のぞき込んでも、底を見通すことはできない。水槽になみなみとたたえられているのは、夜の闇やみを搾しぼって集めたみたいな真っ黒な液体。天井のライトの白い光に照らされて、黒い水面がぬらりと光る。

　両手を差し入れてすくい取ると、かすかな粘性をもったその液体はファンメイの腕をゆっくりと伝い落ちていく。

　──黒の水。

『龍りゆう使い』専用の液状外部増設端末は、外観どおりの開発コードでそう呼ばれている。

「……さってっと」

　努めて軽い口調でそう呟つぶやいて、いつものように深呼吸を二回する。両腕を肘ひじまですっぽりと黒の水にひたして、目を閉じる。

　……せーのっ。

　心の中で掛け声ひとつ。ぐっと息を止め、脳の奥からプログラムを引っ張り出す。

（Ⅰ－ブレインを完全覚かく醒せい状態に移行）

　思考の主体を、大脳新皮質上の生体コンピュータ『Ⅰ－ブレイン』に移行。額ひたいの内側で自分がもう一人目を覚ましたような、奇妙な二重感覚。視界に映る世界はなにも変わっていないのに、頭の中にはもう一人自分がいて、そいつはただひたすらに、冷れい徹てつに、自分の体の内側に注意のすべてを向けている。

　生体制御特化型魔ま法ほう士『龍使い』のⅠ－ブレインは、細胞ひとつ、神経一本の動作状態をナノセカントの精度で測定し、最適な動作状態へと補正を加えていく。

（「身体構造制御」開始）

　世界は『情報』でできている。

　物質、生命、エネルギー、物理法則。この世界のあらゆる事象は『物質世界』に存在するのと全く同時に、それらの事象すべてのもつ『存在情報』によって構成された広大で煩はん雑ざつな抽象世界『情報の海』の内部に、『情報構造体』として存在している。

　ふたつの世界は互いに干渉する。物質世界における存在が情報の海に情報構造体を生み、『情報の海』のうちに生まれる情報構造体のゆらぎが現実の物質を変化させる。

　魔ま法ほうとは、存在の『情報』を書き換える技術。

　魔法士とは、脳内にⅠ－ブレインをもち、魔法を使うものの総称。

（全感覚器官、全神経をⅠ－ブレインの制御下に再定義。自律神経制御デバイスを常駐。心拍数、七五を中心に設定）

　脳内に表示されたそのメッセージを合図に、全身からいっさいの感覚が消滅する。視覚、聴覚、味覚、嗅きゆう覚かく、触覚、すべての感覚処理が通常の脳からⅠ－ブレインに移行。Ⅰ－ブレインに引き継がれたあらゆる感覚は、『感覚』であることをやめ、単なる数値データの変位としてのみ認識される。

　同時に、自律神経や不随意筋をはじめとした体内のあらゆる自動回路がその自律的運動を停止。Ⅰ－ブレインの処理に従って最適化された動作状態へと移行する。

（体組織の構成情報を保存。全細胞の制御をⅠ－ブレインに移行）

『肉体』の存在そのものが、ファンメイの意識から消滅し、現実の肉体を動かしていた『本来のファンメイの意識』が『Ⅰ－ブレインの中のファンメイ』に統合される。脳と脊せき髄ずいを除いたあらゆる器官、体組織の一片、細胞ひとつにいたるまでの全情報がⅠ－ブレインの制御下に入り、すぐに、プログラムの制御に従って表面上は通常状態と変わりない動作を再開する。

　自分の体が『人間』であることをやめ、単なる細胞の塊へと転化される瞬しゆん間かん。

　ちなみに、この状態の自分のことを、ファンメイは勝手に『メイちゃん魔法士モード』と呼んでいる。

　ここまでの所要時間、わずか二秒。

　肉体の動作状態が安定したら、次はいよいよ『黒の水』を取り込む番だ。

（『黒水』の結合を開始）

　感覚を失った腕の表皮を通して、黒の水が体内に浸透を開始する。

　黒の水とは、分子レベルで論理回路を刻み込まれた原形細胞の集合体。自分の細胞を武器として利用する龍りゆう使いの最大の弱点、『体積の限界』を克服するために開発された、いわば、体細胞の増設タンクのようなものだ。

　体内に取り込んだ黒の水を、血管やリンパ管を利用して背中まで伝達する。

　大きな丸い穴の開いた、ファンメイ専用の戦せん闘とう服。

　その穴の中ほど、肩けん甲こう骨こつの下付近に、左右対称な二点をイメージする。

（増設ポート１、２を定義。構造を形成。『腕』を基き礎そに設定）

　完全に感覚を消去されたはずのファンメイ本来の脳が、生物学的にあり得ない異様な感覚におののく。背中から突き出してくるのは、『黒の水』の闇やみ色に染まった小さな二本の腕。

　骨格を形成し、血管を形成し、神経を形成し、筋肉を形成し……

　自分の体を粘土細工のように作り変えていくこの感覚にも、七年間で慣れてしまった。

（増設ポート１、２に制御デバイスを常駐。モード「翼つばさ」）

　背中から伸びた二本の『追加腕』が、Ⅰ－ブレインの制御に従ってその形を変えていく。指骨と掌しよう骨こつが著しく成長し、長く伸びた指の間に薄うすい皮膜が形成される。

　その間にも本物の腕は規則正しい痙けい攣れんを繰くり返し、『黒の水』を少しずつ吸い上げていく。

　背中の器官がある程度まで成長したら、同時並列に本来の肉体の操作を開始。黒の水を取り込むことで三倍近くにも膨ふくれ上がった体重を支えるには、全身の骨格と筋肉をある程度強化する必要がある。

　一分が過ぎ、二分が過ぎたところで、ファンメイは貯ちよ水すい槽そうから腕を引き抜いた。指先をとろりと伝う『黒の水』の残ざん滓しをひと振りで払い落とし、背中に形成されたその器官──ゆうに三メートルはある、巨大な蝙蝠こうもりの翼をいっぱいに広げる。

（『黒水』機能安定。Ⅰ－ブレインの覚かく醒せいレベルを通常段階まで低下。肉体感覚を復帰）

「……こんな感じかな？」

『黒の水』は本質的には単なる細胞の塊であり、貯蔵タンクから取り出して持ち運ぶにはなんらかの器官として肉体に接続しなければならない。どういう部位を増設するかは人それぞれの趣しゆ味みやら能力やらによって異なるが、ファンメイはこの『翼』というのが好きだ。

　これなら腕や足も普段どおりに扱えるし、飛行能力があれば戦せん闘とう中にいろいろと便利だし、なにより見た目がかっこいい。

　だから、最初に『自分の体を自分の好きなように作り変えることができる』と教わったとき、ファンメイは迷いなくこの姿を選んだ。鳥の羽ではなく蝙蝠の羽を選んだのは、鳥の羽だときれい過ぎて、なんとなく恥ずかしかったからだ。

　なにはともあれ、これで戦闘準備完了。

　……よしっ。

「きょーも、がんばるぞーっ！」

　ファンメイは、右拳こぶしをえいっと突き上げ、背中の翼をばさりと羽ばたかせ、

　──翼の先っぽがなにかにぶつかり、背後でものすごい音がして、ファンメイは反射的に振り返り、

「あーっ！」

　部屋の隅のＩＤリーダーがぶっ倒れて、ぷすぷすと煙を噴ふいていた。




　中央訓練場から見上げる空は、今日もやっぱり、雲ひとつない快晴だった。

　コンピュータ合成されたＣＧの青空も悪くはないけど、どうしたって本物には見劣りしてしまう。なにせこっちには本物のお日様までついてるわけだから、いんちきの青空なんかが逆立ちしたってかなうわけがない。

　中央訓練場は、特別な場所。

　ファンメイが日々を暮らすこの研究施設の中でただひとつの、『外』に接する場所。

　高さ一〇〇メートルほどの壁かべに周囲を覆おおわれ、上からガラスのドームでふたをされた、直径五〇〇メートル余りの広大な円形の空間。そこは、いつでも春の陽気に満たされ、自然の香りがあふれている。

　踏み出した足が、やわらかい土の感触を捉とらえる。

　チタン防ぼう壁へきの大地には土が敷しき詰められ、そこかしこに色とりどりの花が咲き乱れる。外周に沿って植えられた様々な種類の木々が、人工の風に吹かれて木の葉をざわめかせる。

　見上げれば、ガラスの天てん蓋がいの向こうに広がるのは、作り物ではない、本物の青空。

　その中心で、突き刺すような強い光をこれでもかと降り注がせているのは、作り物ではない本物のお日様。

　丸く切り取られた空に浮かぶ太陽はいつも小さくて白くて、残念ながら朝焼けとか夕焼けとかは見れないけど、それでも、ここには本物の太陽がある。

　だから、ここに来ると、ファンメイは元気になれる気がする。

　この場所に立って、太陽の光を体中に浴びていると、いやなことや悲しいことや腹の立つことや、そんなものが体の中からすうっと溶け出して、空の向こうに飛んでいってくれる気がする。

　お日様の光には、きっと、元気の素がいっぱい詰まっている。

　だから、この場所はファンメイの一番のお気に入りなのだった。

　……きもちいい。

　まぶし過ぎるくらいにまぶしい日の光をものともせず、ファンメイはまっすぐに空を見上げ、うんっ、と大きく伸びをした。

　今日の天気は晴れ。

　見たわけじゃないけど、昨日も晴れ。

　おとといも、その前も、その前の前も、それから、たぶん明日もあさってもその次も、一年三六五日ずっとずーっと晴れ。

　なぜって、ここは雲の上だから。

　ここが政府機関の研究施設で、地上からの高度が二万二〇〇〇メートルぐらいのところにぷかぷか浮いているんだと初めて教わったのは、ファンメイが九歳のときだ。

　そのときは本当にびっくりして、ぷかぷか浮かんでるんだったらいつか落っこちるんじゃないかと心配になって、落ちたらどうしよう落ちたらどうしようと心臓がどきどきして三日ぐらい眠れなかったのを、ファンメイは今でも覚えている。

　そのことを思い出すと、今でもちょっと恥ずかしい。

　情報制御理論を勉強して、重力制御の仕組みを理解した今では、もちろんそんな心配はもうしない。だけど、あの頃ころは本当に怖かった。傍はた目めに見てもあからさまな怖がりっぷりだったらしく、シャオロンなんかはいまだにそのことで……




　──え？




　突然だった。

　はじめは、目にゴミが入ったのかと思った。

　首をいっぱいに上に向け、空を見上げたままの格好で、ファンメイはガラスの天てん蓋がいの向こうの青空を凝ぎよう視しした。

　二度三度と目をしばたかせ、それでも足りずに目元をごしごしとこすり、意を決してもう一度目を開く。

　いつもと変わりない、一面の青空。

　おかしいところなんかどこにもない。

　なに？　今の。

　頭の中でぐるぐると渦を巻いている思い出のかけらを記き憶おく領域の底に叩たたき込み、空いた容量と演算速度をフルに使って二秒前からの視神経のデータを再生する。

　たった今まで、自分が見ていたもの。

　丸く切り取られた世界いっぱいに広がる、透き通った青空。

　普通に思い出したんじゃ、いまいちはっきりしない。再生速度を限界まで遅くして、視界の隅っこにまで注意して……

　これ、かな？

　時間にして○・○一秒足らず。丸い空の端っこの、小さな一点。透き通るような青がほんのわずかに、陽炎かげろうのように揺らめいた。

　偏光迷彩だと言われればなるほどと思うだろうし、記憶データのノイズだと言われればそんな気もする、その程度のわずかな揺らぎ。

　……よく、わかんない。

　現実の視界と記憶データを重ね合わせ、さらに細かく照会を続ける。わずかな揺らぎを、ほんの些さ細さいな変化を、必死に探す。

　どこにも見つからない。

　膨ふくらんでいた心が、穴の開いた風船みたいにしぼんでいく。

　やっぱり気のせいだったのかなぁ。

　小さく、ため息ひとつ。

　空に向かって力なく両腕を伸ばし、ついでに背中の翼つばさも大きく広げる。体中に日の光を吸い込んで、元気の素を無理やり充じゆう塡てん。

　しぼんだ心は、なかなか膨ふくらんでくれない。

　つまんないの。

　これがお話の中だったら、隕いん石せきとかお化けとか大きなケーキとか、そういうとんでもないものが降ってくるところなのに。

　やっぱり今日もいつもと同じ。すごいことなんてなんにも起こらない。

　ここに来るといつもそう。なにか起こらないかと期待して、なにも起こらなくてがっかりして、それでも懲こりずにやっぱり空を見上げて、そんなことの繰くり返し。

　──隔かく壁へき扉の機械音に、ファンメイの意識は空から地上に引き戻された。

　中央訓練場の入り口は円形の外周を等分するように全部で四つ。そのうちのひとつ、ファンメイが入ってきたのと反対側の扉から、今日の対戦相手が入ってくるところだった。

　短くそろえた黒髪に、どこか子供っぽいとび色の瞳ひとみ。黒いぴったりとした戦せん闘とう服に身を包んでいるせいで、小さな体が余計に小さく見える。

　特筆すべきは、その右腕。

『黒の水』の闇やみ色に染まった右腕は左腕に比べて明らかにひとまわり大きく、肘ひじから先が完全に変形して、金属光沢をもつ黒い二本の刃やいばを形成している。

　本来なら腕の存在するべきラインに沿って、刃渡り二メートル近くもある巨大なものが一本。

　その内側から、対をなすように少し短めのものがもう一本。

　どちらの刃もごくわずかな弧を描き、生物的な形状と金属的な質感を併せもっている。

　チタン隔壁でもつまんでねじ切れそうな、凶悪な増設デバイス。

　ちなみに、この腕のことを、ファンメイは悪意をこめて『蟹かにの爪つめ』と呼んでいる。

　右腕に蟹の爪をぶら下げた少年は、ファンメイがやったのと同じように空を見上げ、気持ちよさそうに大きく伸びをし、そこでファンメイの視線に気づいて、ふんっ、とそっぽを向いてみせた。

　雷レイ・小龍シヤオロンは先月誕たん生じよう日を迎えたばかりの一四歳で、ファンメイより一ヶ月も年上のくせにファンメイより二センチも背が低い。ファンメイと同じ生きつ粋すいの中国人で、ルーティいわく、二人並ぶととってもお似合い、だそうだ。

　冗談じゃない。

　ルーティはきっと、こいつの本性を知らないのだ。

　カイとルーティがいるときは、確かに無愛想なりに笑うし、普通に話だってする。だけど、そんなのはもちろんうわべだけ。ファンメイと二人っきりになると、たちまち態度が豹ひよう変へんする。不機嫌そうに顔をこわばらせ、固く結んだ口はへの字で、口を開いたら開いたで飛び出してくるのは悪口ばかり。いったい、なにがそんなに気に入らないのか。

　天敵、というのは、きっとこういうヤツのことをいうのだ。

　せっかくためたお日様の元気が、ため息と一緒に抜けていく。

　実験開始一〇秒前。

　機械音声のカウントダウンが始まる。

　背中の翼つばさを軽くゆすり、なげやりな深呼吸を一回して、もう一度だけ空を見上げる。

　ガラスの天てん蓋がいの向こうに広がる、『外』の世界。

　そこはきっと、ファンメイが知らない楽しいことであふれている。

　ときどき、本当にときどきだけど、あのガラスの空を突き破って、外に飛び出したくなることがある。

　そんなの無理ってわかっていても、背中の翼が騒さわぐことがある。

　べつに、ここが嫌いなわけじゃない。

　訓練は好きだし、勉強もあんまり嫌いじゃないし、毎日の生活はそれなりに楽しい。

　だけど、七年も同じことを毎日繰くり返していれば、いくらなんでも変化がほしくなる。

　気がつけば、空を見上げている自分がいる。

　一日に四時間の授業と、週に一度のお休みと、思い出したような戦せん闘とう実験。

　当たり前の毎日を、当たり前に繰り返す、当たり前の世界。

　ここが、ファンメイの世界。

　──今日もまた、いつものように、実験開始のサイレンが鳴る。




　　　　††††††††††††††




　五〇〇メートルの距離を隔てて、少年と少女が同時に動いた。

　……と思ったら、少女の方がいきなりコケた。

　背中の翼を広げたままなのを、うっかり忘れでもしたのだろうか。少女の右足が一歩目を刻んだ瞬しゆん間かん、推定加速度二五メートル毎秒のスタートダッシュと翼にかかる空気抵抗が大おお喧げん嘩かして、少女の体はものの見事に仰あお向むけにぶっ倒れた。

　七〇〇〇メートルの距離を越えてここまで音が聞こえてきそうな、壮絶なコケっぷりだった。

　かたや少年の方はといえば、こちらは一歩目を踏み出しかけたままの格好で固まっている。ぽかんと口を開けて目をまん丸に見開いた、絵に描かいたようなびっくり顔。中途半端に持ち上げた右腕の爪つめを振り被かぶるでもなく下ろすでもなく、どうしたらいいのかわからない、という感じで少女を見つめている。

　少女は、動かない。

　少年も、動かない。

　永遠とも思える二秒が、ゆっくりと経過する。

　──地面にべたっと広がったままの少女の翼が、ぴくりと動いた。

　弾はじかれように、少年が駆け出す。見ているこっちが恥ずかしくなるぐらいの、あからさまな心配顔。ごつい爪つめをなかば引きずるようにして、少女めがけて一目散に駆け寄る。

　……と思いきや。

　倒れたままの少女の右腕が黒く染まり、のたうつ蛇へびのように跳ね上がった。

　少女から三歩の距離に迫っていた少年は、とっさに右腕を地面に突き立てて急停止。のけぞるようにして上体をそらした次の瞬しゆん間かんには、黒い触手が少年の鼻先すれすれをかすめ、少年は左手でその攻こう撃げきを振り払い、後方に跳ちよう躍やくして二撃目三撃目をやり過ごす。

　少年が着地するのと同時に、一挙動で少女が立ち上がった。

　袖そでから伸びた黒い触手を腕の形に巻き戻し、土にまみれた背中の翼つばさを細かく震ふるわせて埃ほこりを落とし、呆ぼう然ぜんとしている少年に駆け寄るなり、ぽかっ、と頭を叩たたいて、真っ赤な顔でなにごとかを叫び始めた。

　どうも、少年が自分を攻撃しに来たのだと、勘違いしたらしい。

　画素が荒くて唇の動きまでは読み取れないが、やはりこういう場面の定番として「反則」とか「卑ひ怯きよう者」とか叫んでいるのではなかろうか。

　理り不ふ尽じんな話だ。

　不当な扱いを受けて、少年の方はさぞかしへこんでいるだろうと思えば、どうしてどうしてこっちも負けてはいない。さっきまでの心配顔はどこへやら、不機嫌いっぱいに眉まゆをつり上げ、口の端を意地悪っぽく歪ゆがめて、お返しとばかりに右腕の爪を一いつ閃せん。慌てて飛びのいた少女にびしりと指を突きつけ、たったひと言だけ言葉を返した。

　よっぽどキツいことを言ったらしい。

　少女の肩がわなわなと震えたかと思うと、右の翼が五本の触手に爆はぜて少年めがけて襲おそいかかった。

　少年は側面からの二本を避よけつつ前方の三本を打ち落とし、お返しとばかりに巨大な爪を少女の喉のど元もとめがけて突き込んだ。少女の左の翼がこれを絡め取って、再び、世界が静止した。

　一瞬の静寂。

　二人は互いに射殺すような目で睨にらみ合い、同時に大きく息を吸い込み、

　──次の瞬間、直径五〇〇メートルの広大な訓練場の隅っこを舞台に、壮絶な舌ぜつ戦せんの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　少女が機関銃のような言葉の嵐あらしを繰くり出せば、少年は狙そ撃げき銃のごとく致命的なひと言を切り返し、二人の攻撃は見事に対称、まさしく柔と剛。どこまでも澄すみ渡った一二月の青空の下、互いに拳こぶしを握りしめ、幼い頰ほおを真っ赤に染めて、二人の魔ま法ほう士は互いに一歩も引かず、死力の限りを尽くして『戦い』を繰り広げる。

　かたや、風圧で戦車でも吹っ飛ばせそうな巨大な翼をばたつかせ、かたや、騎き士し剣でもつまんでへし折れそうな凶悪な爪を振りまわし、よく動く口に、ちょっと涙目の怒り顔。自分たちの頭上三〇〇〇メートルの地点からこうやってFWeyeが覗のぞき見していることに、気づく様子はカケラもない。

　FWeyeの偏光迷彩を解除しても、もしかしたら気づかれないかもしれない。

　……なんなんだ、これは。

　ヘイズは、軽いめまいを覚えた。

　FWeyeというのは、要するに船外カメラの一種だ。ヘリウムで膨ふくらませて浮力をもたせた強化ラバーの風船に、バッテリーと小型カメラと偏光迷彩と姿勢制御用モーターを搭載し、ケーブルによって本船と物理的に接続した『浮遊式Flonting 有線眼Wired eye』。雲海の上をほとんど風まかせに漂い、ファインダーの向きを変化させて周囲の映像を拾い集め、集めた画像データをケーブルを介してリアルタイムで本船に転送する、簡易型の船外探査・索敵システム。

　カメラの接続端子から垂れ下がった送信ケーブルは、五〇〇〇メートルにも及ぶ分厚い雲の壁かべを突き抜けてはるか一万メートル下、船の外部端子を経由し、目の前のメインディスプレイまで接続されている。

　ユーラシア大陸南部。ヒマラヤ山脈上空、高度一万五〇〇〇メートル。

　一五〇メートル級高速機き動どう艦かん『Hunter Pigeon』、操そう縦じゆう室。

　操縦席の上で軽く足を組んで、ヘイズは仏ぶつ頂ちよう面づらでディスプレイを睨にらみつけている。余りにも予想外の事態に当惑しているのが半分で、あとの半分は必死に笑いをこらえている。

　そのせいで、ディスプレイの映像にはひっきりなしにノイズが走っている。

　少年と少女のいるガラスのドームは外部に向けて偏光迷彩を展開しているため、Ⅰ－ブレインの助けを借りないことには中の様子がわからない。偏光迷彩の展開パターンを逆算し、中を覗き見て、見たら見たで面白いから笑いそうになり、そうすると画像処理が中断してなにも見えなくなってというプロセスを、ヘイズはさっきから、一秒に数回のペースで延々と繰くり返している。

　見事な精神攻こう撃げきだ。

　この上、少年か少女のどちらかがなにかしでかしてくれた日には、頭の血管がブチ切れて死んでしまうかもしれない。

「ハリー」

　口を開いただけでこみ上げてくる笑いの衝しよう動どうをなんとかこらえ、冷静な声を装って相棒の名前を呼ぶ。

『了解』

　以心伝心──という言葉はコンピュータ相手でも使えるのか疑問だが、そこはさすがに長いつき合い。Hunter Pigeon管制システムの擬ぎ似じ人格『ハリー』はヘイズの意図を正確に汲くみ取り、FWeyeの動作モードを瞬しゆん時じに切り替えた。

　より広こう範はん囲いの、広角視点から映し出される「島」の外観。

　こうやって真上から見ると、巨大なレンズという表現がふさわしく思える。

　地上からの高度、およそ二万二〇〇〇メートル。地平線の果てまで途切れることなく広がる漆黒の雲海の上にあって、島はその姿のほとんどをいまだ偏光迷彩の中に隠し、直径五〇〇メートルのガラスのドームだけを外界に覗のぞかせている。

　シティ・北京ペキンが極秘裏に建造した、情報制御能力者開発用の研究・実験施設。

　内部で育成されている実験サンプルには暴走の危険があり、万が一の場合の被害を最小限に食い止めるために、このような隔離型の施設が建造された──少なくとも、依頼人から送られてきた報告書にはそう書かれていた。

　……なんか、話、違わねーか？

「ハリー」天井の隅のカメラを見上げるのは、相棒と話すときのいつものクセだ。「依頼人の方、なんか動きあったか？」

『六日と二時間前からシティ・モスクワのネットの監かん視しを続けています』機械合成にしてはやたらと抑揚の利いた、トーンの高い男の声が答える。『モスクワ軍に目立った動きは見られません。議会は表面上、ニューデリー軍との協力体制を装っています』

「じゃ、例の報告書の裏は？」

『八時間前に照会が完了しました』ハリーは即答した。『あれ以上の情報は、シティのデータベースには存在しません』

「……裏、なしか」

　ようするにお手上げ。ヘイズは、軽く舌打ちした。

　答えを探すようにさまよわせた視線が、壁かべ際ぎわの小さな窓に向けられる。耐圧ガラス越しに覗く世界は、一面の黒と白のコントラスト。質量をもって固体化したかのような濃のう密みつな闇やみと、途切れることなく叩たたきつけるつぶてのような吹雪ふぶき。そのはるか向こう、三〇〇〇メートル頭上の空を覆おおい隠す鉛色の雲も、今は闇の中にその姿を隠している。

　今をさかのぼること一二年前、世界を冬に閉ざし、世界大戦の引き金となった、大気制御衛えい星せいの暴走事故。撒まき散らされた遮光性気体が世界の空を覆い隠し、一週間途切れることなく雨が降り続いたあの日以来、世界は、青空を知らない。

　雲の上は、人の手の届かない領域だ。

　……ま、おかげでオレは食いっぱぐれねーんだけどな。

　頭上に浮かぶ立体映像のサブディスプレイを、指で弾はじいて目の前に持ってくる。今回の仕事に関して、依頼人から送られてきた報告書。問題の「島」の来歴、建造目的、内部構造、などなど必要不可欠な数々の事項に関して、向こうが調べた限りの情報が記載されている。

　だが、しかし。

　ざっと目を通して一番記き憶おくに残る単語が『Unknown不明』であるような代物をはたして報告書と呼んでいいものなのか、ヘイズは疑問でしょうがない。二〇行足らずの簡潔な報告の中に『Unknown』の記述がなんと三七ヶ所。『内部構造：Unknown』『予想される障害：Unknown』『内部の生存者の有無：Unknown』……『Unknown』の大安売り。

　その中で唯一まともといえるのが「島」の建造当時の記き録ろくだ。大戦勃発の二年前、西暦二一八四年に建造が始まったこと。開発が北京ペキン自治軍内部でも極秘に、わずか数名の研究員の指揮のもと行われたこと。実験サンプルの開発コードが『龍りゆう使い』であったことなどなど、今のヘイズにとってはどうでもいい情報がこと細かに記載されている。

　この一枚の報告書を頼りに、ヘイズは「島」に単独で潜せん入にゆうし、研究データを探り出し、使えるサンプルを奪取して、七日後に予定されているニューデリー軍の総そう攻こう撃げきまでに見事脱出を果たさなければならない。

　単なる特攻、ともいう。

　……ケンカ売ってんのか。

　だが、今さら下りることはできない。賽さいは、とっくに投げられたのだ。

　膝ひざの上あたりに浮かんでいる別なディスプレイに、憂ゆう鬱うつな気持ちで視線を移す。レーダーの中心に表示されている赤い交点がHunter Pigeon。その周囲を取り巻くように、等間隔に半径一〇キロの円を描いている六つの青い光点が、モスクワ空軍の空中戦せん艦かん。

　ヘイズの護ご衛えい、というわけではもちろんない。

　これ見よがしに包囲殲せん滅めつの布陣を敷しいて、『逃げようとしたら撃うつぞさっさと働け』と無言のプレッシャーをかけているのだ。

「……なぁ、ハリー」

『なんですか？　ヘイズ』と言うハリーの声は、どこかなげやりだ。

「あいつら撃っていいか？」

『……なにを言ってるんですか』ハリーの視線は冷たい。『視線』というのはたとえでもなんでもなく、サブディスプレイに横線三本で表示されたマンガの顔が、無表情な目とわずかに歪ゆがんだ口元で見事に『冷たい顔』を表現している。

「やっぱだめか……」

　ヘイズは、深々とため息をついた。




　話せば長くなる。

　そもそも、ことの起こりは一ヶ月前。ヘイズはオーストラリア大陸、シティ・メルボルン跡地から北に八〇〇キロほどのとある辺境の村で、ひとつの依頼を受けた。村の生活を支えている発電プラントが機能停止寸前なので、ちょっと西に行ったところにある別なプラントを掘り出してほしい──実にありきたりな、何度やったかわからないような仕事だった。

　そのはずだった。

　翌日、目的のプラントに勇んで出かけたヘイズは、突然の攻こう撃げきになす術すべなくHunter Pigeonを撃げき墜ついされ、ほうほうの体ていでプラントに逃げ込み、そこで、戦前のものと思おぼしき無人攻撃システムの一群に襲おそわれた。

　発電プラントには、大戦中にシティ・メルボルンが仕掛けたブービートラップ、という要いらないおまけがくっついていた。

　どうやって生き延びたのか、ヘイズ自身にもよく思い出せない。とにかく、ヘイズは二個師団に匹敵する戦力を有した無人攻撃システム相手に三〇時間も戦い続け、最深部に潜ひそんでいた指令ユニットを破は壊かいして、なんとか依頼を遂行した。

　当然、村人は喜んだ。

　だが、報酬を支払う段になって、ひとつの問題が生じた。

　ヘイズに支払われる予定だった報酬は、五〇〇〇クレジット。決して安いとはいえないものの、べつに法外でもなんでもない、いたって適正な料金だ。だが、ヘイズと村人との間で交わされた契約書には、「必要経費は別途請せい求きゆう」という余計な一文が書き込まれていた。

　Hunter Pigeonは、撃墜された。

　知らせを聞いて駆けつけた顔馴な染じみの修理工房の親方は、修理は可能だと請うけ負った。

　ただの修理ではない。一五〇メートル級高速機き動どう艦かん『Hunter Pigeon』の修理だ。

　一ヶ月後、ヘイズと村人たちのもとに送られてきた請求書に記載されていた金額は、「六〇〇万クレジット」という途方もないものだった。

　お祭り騒さわぎから一転、村は、絶望のどん底に叩たたき込まれた。

　六〇〇万あれば、最さい新しん鋭えいの二五〇メートル級戦艦がフル装備で買える。法外も法外、逆さに振っても払える金額ではない。だからといって、村の恩人を裏切っていいものか。村中の大人おとなと子供と老人が角つのを突き合わせて話し合い、話はいっこうにまとまらず、六〇〇万を支払うためにせっかく手に入れた発電プラントを売り払うか、あるいは闇やみにまぎれて恩人の寝首を搔かくか、そういうところまで話はもつれにもつれた。

　そして、困ったことに、ヘイズはこういうシチュエーションにすさまじく弱かった。

　翌朝、不毛な話し合いに疲れ果て、やはりプラントを売り払うしかないと思いつめた村人の前に颯さつ爽そうと現れたヘイズは、契約書から「必要経費……」の一文を消去し、啞あ然ぜんとなった村人に笑って言った。

　船を落とされたのは、オレのミスだ。

　かくして、ヘイズは一夜にして村の英雄となり、これまでに倍するあらん限りの歓かん待たいを受けて、ついでに六〇〇万クレジットの借金を抱えるはめになったのだった。




　カッコつけて大おお見み得え切ってはみたものの、六〇〇万をポンと稼かせげるあてなどあるはずもない。折り悪くたいした仕事も見つからず、途方に暮れていたヘイズに接触してきたのが、モスクワ軍のエージェントだった。

　ちょっと雲の上に上がってもらいたい。

　契約書に判を押してからでなければ、詳しい作戦内容は教えられない。

　報酬は、前金二〇〇万、後金で三〇〇万、成果によっては追加報酬が三〇〇万。相場の一〇〇倍。悪い話ではないだろう。

　いかにも怪しい依頼。だが、ヘイズにとっては天の助けだった。

　一も二もなく、ヘイズは飛びついた。普段なら考えなくても出てくるはずの交渉文句の数々は、頭に浮かびもしなかった。裏を取った方がいいというハリーの言葉はとりあえず無視して、その場で契約書に自分の電子署名を打ち込んだ。「詳しい話」を聞かされて、エージェントを殴り殺したくなった。

　うまい話には裏がある。

　有史以来変わることのない、世界真理のひとつだ。

「……オレは金こん輪りん際ざい、シティの依頼なんか受けねぇからな」

　ヘイズのぼやきに、ハリーも顔に『ため息マーク』を表示して、

『それが賢けん明めいです。……ところで』横線三本のマンガ顔がスロットマシーンのようにくるくると回転し、デジタル時計に書き換わる。現在の時刻、一一時一五分。『作戦開始の時間です』

「……しゃーねーな」ヘイズは苦笑し、すぐにその笑いを引っ込めた。「やるか」

　操作端末に埋め込まれたタッチパネルに手のひらを押し当て、ただひと言、告げる。

「浮上準備、開始」

『了解』それまでとは全く違う、抑揚を欠いた機械音声が答える。『現時点をもって通常プロセスを一時中断。全システムを「浮上準備」プロセスに移行します』

　言い終わると同時に目の前からハリーの顔が消滅し、代わって無数のグラフと数値データが操そう縦じゆう席の周囲を隙すき間まなく覆おおった。

　ヘイズは軽く指を鳴らし、周囲三六〇度に幾重にも展開された立体映像ディスプレイに瞬しゆん時じに視線を走らせた。Ⅰ－ブレインがめまぐるしく回転し、本来なら乗員の安全を確保するために決して操作できないよう設定されているいくつものルーチンを、次々に強制停止させていく。すべての過程が終了するまで、わずか一〇秒。周囲を駆け巡っていた無数のサブディスプレイが消滅し、最後に目の前に残ったのは『全プロセス正常終了』と表示された一枚。画面の隅の『承認』アイコンを視線でクリック。うなじの有機コードを乱暴に引き抜き、大きく息を吐いた。

　Hunter Pigeonの主動力機関、『ＷＺ－０型演算機関』を停止させる準備が、これで整った。

　演算機関というのは、要するにばかでかいコンピュータだ。外部から取り込んだ空気を情報制御によって低温化し、差分の熱量でコンピュータを動作させて並列処理で重力制御を稼か動どう、さらに、熱量を奪い取った空気に運動量を付加して任意の方向に排出することで推力を獲かく得とくする、トムソン型第二種永久機関。

　Hunter Pigeonに限らず世界中の軍隊の、あるいは個人所有の飛行艦かん艇ていの動力には、すべてこの「演算機関」が用いられている。

　欠点は、ただひとつ。

　こいつは、雲の中では動作しない。

　問題となるのは、厚さ五〇〇〇メートルに及ぶ雲海の内部に広がる高レベルの電磁場だ。秒単位でほぼ乱数的に変化する電磁場の微細な分布は、情報の海の内部にコンピュータ・ウイルスに似たある種の構造を形成し、船の演算機関と魔ま法ほう士のⅠ－ブレインの活動を阻害する。情報制御のために開いたチャンネルから進入したウイルスは、コンピュータの内部に膨ぼう大だいな量のノイズを撒まき散らし、無数のエラーを誘発する。

　対抗手段はひとつ。

　演算機関を停止した状態で雲海の内部に突入し、周囲の電波状態を計測してウイルスの構造を特定。別なプロセッサ──例えば魔法士のⅠ－ブレインを利用してウイルスに対する防ぼう壁へきを構こう築ちくし、それをインストールした状態で演算機関を再起動すること。

　雲海を航行する間、絶えず変化するウイルスの構造に対応するため、魔法士は常時『情報の海』に接続され、脳内のエラーと戦い続けることになる。

　一歩間違えばⅠ－ブレインが崩ほう壊かいしかねない、危険な作業だ。

『では、あとのことはお任せしましたよ』

　その言葉を最後に演算機関が停止し、すべての動力が補助系統のバッテリーに切り替わる。

　闇やみに包まれた操そう縦じゆう室で、ヘイズは一人、淡い光を放つ操作端末と向き合った。

「……じゃ、やるか」

　操縦室がかすかな振動に包まれ、手動操作に従って機体がゆっくりと上昇を開始する。

　これからの数分間は、コンマ一秒のミスが死に直結する、天国と隣となり合わせの世界だ。




　　　　††††††††††††††




　地上からの高度、一万八〇〇〇メートルから二万二〇〇〇メートル。

　大戦を生き延びた二億人足らずの人類にとって、その数字は「絶望」を意味している。

　一二年前、世界のすべてを炎に包み、二〇〇億人の命と二〇四一のシティを地球上から消し去った戦争。その引き金となったのは、大気制御衛えい星せいの事故だった。

　南極と北極の上空にひとつずつ設置された大気制御衛星の、原因不明の暴走。撒まき散らされた干ばつ対策用の遮光性気体は世界中のすべての空を隙すき間まなく覆おおい隠し、厚さ四〇〇〇メートルにも及ぶ雲の層を形成した。

　世界は、氷点下四〇度の大気と、やむことのない吹雪ふぶきと、生物の生存を許さぬ永久凍土に支配された。

　エネルギー供給のほとんどを太陽光発電に頼っていた人類は、一夜にして栄光の座から転落した。残されたわずかなエネルギー資源と地熱・風力発電プラントの所有権をめぐって勃発した世界大戦は、瞬またたく間に世界のすべてを飲み込んだ。貴重な資源を湯水のごとく浪費し、『情報制御』というひと筋の光こう明みようまでも人殺しの道具に使い、ついにはアフリカ大陸を地球上から永久に消し去って、気づいたときには、人間という種族そのものが崖がけっ淵ぶちまで追い詰められていた。

　一人の勝利者も生み出さないままに、戦争は終わった。

　人々は戦せん禍かを逃れた七つのシティに逃げ込み、あるいは発電プラントに肩を寄せ、明日をも知れぬ日々をさまよい始めた。それから一二年、世界は終わることのない冬の中を、今も滅びに向かって転がり続けている。

　諦あきらめない人々がいたことだけは、明言しておく。

　彼らは『情報制御理論』という、人類が獲かく得とくした新たな武器によって、世界を冬に閉ざす鉛色の空に立ち向かおうとした。なけなしの資源を搔かき集め、考え得る限りのタイプの演算機関を開発し、人類の希望を託された幾多の船はしかし一機たりとも青空にたどり着くことはかなわず、三年がかりで、彼らはひとつの結論にたどり着いた。

『雲の中では、情報制御は使えない』

　実に単純な、そして、絶望的なルールだった。




　──空を閉ざし、人の侵入を拒む電磁場の海。

　必要なものはふたつ。防ぼう壁へきの展開と同時並列で船を飛行させることが可能な「高性能の演算機関」と、ウイルスがⅠ－ブレインを汚染するよりはやく防壁を構こう築ちくすることが可能な「超高速度演算能力を備えた魔ま法ほう士」。

　人類の技術は、いまだ、そのふたつを任意に生み出すことが可能な段階に至ってはいない。

　西暦二一九八年。

　人類が保有するすべての航空艦かん艇ていの中で、雲の上を飛ぶことが可能な機体と、それを飛ばすことが可能なⅠ－ブレインのペアは、わずかに三対。

　シティ・ロンドン所属、二〇〇メートル級特務工作艦『ウィリアム・シェイクスピア』と、そのマスター『エドワード・ザイン』。

　シティ・マサチューセッツ所属、七五メートル級高高度策敵艦『FA-307』と、そのマスター『クレア・No.7』。

　そして、最後のひと組。

　所属不明。一五〇メートル級高速機動艦『Hunter Pigeon』と、そのマスター『ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ』。

　地上に生きる人間にとって、雲の向こう側ははるか遠い世界だ。
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「──いっくぞー！」

　元気いっぱいな叫びとともに、ファンメイは背中の翼つばさを力の限り羽ばたかせ、訓練場の空高く舞い上がった。

　ガラスの天てん蓋がいすれすれまで一気に上昇し、目いっぱい広げた翼から風を吐いて静止。

　地上からこちらを見上げるシャオロンと、視線が交差する。

　戦せん闘とう実験は三本目に入った。

　一本目は、壮絶な口くち喧げん嘩かの末に引き分け。二本目は、始まったとたんにシャオロンの爪つめが訓練場で一番大きな桜の木に引っかかってしまい、せっかくの大木を傷つけるわけにはいかないからいったん休戦して桜の木を助けてやっぱり引き分け。

　そんなこんなで三本目。

　ここらでケリをつけたいところ。

（知覚処理を一〇倍に加速）

　脳内の感覚処理系統が強化され、身体構造制御によって加速された肉体の運動速度に見合うレベルまで、認識力が引き上げられる。ひどくゆっくりと流れる時間の中で、ただ二人、自分と相手だけが「普通」に動いている。

（細胞配列を「圏」に設定。絶対情報防御、展開）

　全身の細胞配列をナノメートル単位で調整し、体組織に微細な論理回路を構成する。『絶対情報防御』によって情報構造を理論的限界まで強化された龍りゆう使いの肉体は、脳を除くあらゆる部位に加えられた物理的損傷を一秒以内に修復し、あらゆる情報構造体攻こう撃げきを完全に遮断する、無敵の攻撃・防御デバイスとして機能する。

　両の翼の先端を地上に向けて構え、狙ねらいを定める。

　大きく息を吸い込み、弓を引き絞るように力をため込んで。

　──行け。

（身体構造改変）

　翼を、解き放つ。

　黒い蝙蝠こうもりの翼を形成していた体組織が、筋肉の爆ばく発はつ的な収しゆう縮しゆくによって地上めがけて打ち出される。同時に『身体構造変換』が翼を構成する体組織の情報構造体を駆け巡り、細胞配列を書き換えて鞭むちのようにしなやかな触手へと変化させる。右の翼と左の翼、二本の触手は高速で伸びながら空中で絡み合って一本に融ゆう合ごうし、ゴムを引き伸ばすみたいに急速に直径を減じながら、一〇〇メートル眼下の少年めがけて襲おそいかかる。

　張り巡らされた神経が、開放感に打ち震ふるえる。

　翼つばさの支えを失った体が、重力に引かれて自由落下を開始する。

　地上のシャオロンが、迎げい撃げきのために身構える。両足をわずかに開き、右腕の爪つめを腰だめに構え、襲おそいくる黒い触手に正面から対たい峙じする。

　甘い。

　爪の射程距離に入る寸前で、触手が爆はぜる。より合わせたロープをほどくように、全部で一〇本。槍やりの穂ほ先さきのごとく先端を尖とがらせてシャオロンの頭上で大きく広がり、前後左右から同時に龍りゆう使いのただひとつの急所──Ⅰ－ブレインを狙ねらう。

　シャオロンの対応は速い。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく左前方に踏み込み、右腕の爪を一いつ閃せん。左からの四本を切り飛ばすのと同時に肘ひじの内側の二枚目の刃やいばが独立して動き、正面の二本が迎撃される。

　損傷と痛覚を表す数値データの群れが、ファンメイのⅠ－ブレインを駆け巡る。

　一ミリ秒にも満たないわずかな時間で状況を認識。斬きり飛ばされたのは正面と左側面に飛び込ませていた六本。損傷領域はいずれも先端から一メートル前後。鋭えい利りな切断面から体液が零こぼれるよりはやく、断面の構造を修復。

　空中に取り残された六本の切れ端が、ゆっくりと融とけ始める。

　Ⅰ－ブレインの支配から離れて構造を維持できなくなった体組織が、重力に引かれて落下しながら黒の水に戻っていく。体積にして、およそ一リットル。攻撃のためにシャオロンの後方に回り込ませていた二本の動きを瞬時に変更、融けかかった黒の水を空中で絡めとって同化し、体組織としての構造を回復する。

　ここまで、コンマ一秒のロス。

　シャオロンの体はとっくに触手の攻撃範はん囲いを抜け出し、ファンメイの着地点めがけて走り始めている。

　このままだと、懐ふところに飛び込まれる。

　背中の触手を戻しても間に合わない。

　なんとか動きを封じないと。

　とっさの判断で、側面から回り込ませていた無事な二本を操作。狙いをつけるのもそこそこに、がら空きの右足めがけて突き立てる。

　シャオロンは止まらない。

　触手に貫かれた傷口からは、血の一滴さえも零れない。逆に傷口を締しめ上げてこっちの触手の動きを封じ、全くスピードを落とすことなくわずか三秒で爪の射程距離まで到達する。

　マズい。

　切り上げるような刃の一閃とほとんど同時に、ファンメイは着地。負荷に耐え切れず足の関節が悲鳴をあげるが、無視。のけぞるように後方に倒れ込みながら、シャオロンの右足に刺さったままの触手を全力で引き戻す。

　黒い爪つめが、ファンメイの鼻先をかすめる。

　足をとられたシャオロンの体が、仰あお向むけに体勢を崩す。

　金属光沢をもつ長大な刃やいばが、目の前三センチの空間を滑る。

　脳内を走る、かすかな違和感。

　肘ひじの裏から生えているはずのもう一本の刃が、どこにも見当たらない。

　肉体よりも神経よりも先にⅠ－ブレインが反応。瞬しゆん時じに倍の長さに成長した右腕が後ろ手に体重を支え、ファンメイの体を後方に逃がす。

　半瞬遅れてシャオロンの左足が唸うなる。

　その足先からは、スニーカーを引き裂いて突き出した黒い刃。

　体を支えるファンメイの右手首から先が、一いつ閃せんで斬きり飛ばされる。

　右腕を犠ぎ牲せいにして難を逃れ、ファンメイは三メートル後方に着地。シャオロンの右足に刺さったままの触手を、力任せに振りまわす。

「黒の水」を含めても一二〇キロそこそこの小柄な体が、空中に吹っ飛ぶ。

　遠心力に負ける格好で、シャオロンの右足が触手を放す。円運動から逃れた体はそのまま空中で半転して、音を立てずに着地。右足の穴はすでに塞ふさがり、左足の刃も元どおり右肘の内側に戻っている。

　その間にファンメイは切られた右腕を修復。背中の触手を巻き戻すついでに融とけかけの右腕を回収して、元どおりの翼つばさを形成する。

　ファンメイの最初の攻こう撃げきから、ここまでわずか一〇秒。

　双方とも、体に受けた傷はとっくに回復している。

　あらゆる損傷を瞬時に修復できる龍りゆう使い同士の戦いにおいて、互いの肉体に対する攻撃は「相手の動きを妨害する」という以上の意味をもたない。狙ねらうべきはただひとつ、Ⅰ－ブレインに対する致命的な一撃のみ。二人の脳内に書き込まれた訓練用プログラムはその『致命的な一撃』を検出し、戦せん闘とう終了の指令を飛ばして攻撃動作を強制停止させる。それが、訓練終了の合図だ。

　どちらかが相手を殺せる攻撃を繰くり出すその瞬間まで、戦いは終わらない。

　こんどこそ。

　ファンメイは大きく一回深呼吸し、翼を広げて空を見上げ、

「……あれ……？」

　やっと気がついた。

　あれ、の形に口を開けたままで、ファンメイは固まった。

　はじめは、また気のせいか、と思った。

　二度三度と目をこすり、それでも足りずにほっぺをつねって、意を決してもう一度空を見上げる。

　心臓が、大きく跳ねた。

　今度こそ、間違いない。

　視界の中心、太陽のすぐ近く。

　青空が、陽炎かげろうのように揺らいでいた。

（実験プロセスを中止。全プロテクト解除）

　Ⅰ－ブレインが叫んだ。
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　四〇〇〇メートル下方、ガラスのドームの内側から、少女がこっちを見上げている。

　先ほどの、翼つばさの少女だ。

　まん丸に目を見開いて、ぽかんと口を開けて、三つ編みおさげも似合っててこうして改めて見ると結構可愛かわいい顔だな、けどオレの守備範はん囲いにはあと五年ほど足りねーな、とヘイズはどうでもいいことを考える。

　少し遅れて、少年の方も気づく。

　少女と同じくぽかんと口を開けて、目をまん丸に見開いて、こっちはいかにも元気なガキって感じだな、あっでもこいつの方が背ぇ低いのか、それは男として結構キツイもんがあるな、まぁまだまだ伸び盛りだからながんばれよ少年、とヘイズはこれまたどうでもいいことを考える。

　サブディスプレイのひとつに、空の様子が映し出されている。さえぎるものひとつない見渡す限りの青空に、白い小さな太陽がぽっかり。地平線の果てまで続く壮観に酔いしれながら、ヘイズは雲の上を飛ぶ喜びをかみしめる。

　さて。

『いきなり、バレましたね』気づいてはいけない事実を、ハリーがあっさりと口にした。

「……そーだな」作戦もへったくれもあったもんではない。

『これは以前から指摘していることですが』横線三本の冷たい顔が、ヘイズの目の前に表示される。『偏光迷彩の廉価品には性能的に信頼の置けないものが多く、特に魔ま法ほう士を相手にする場合には』

「帰ったら、最上級品買ってくる」

『二ヶ月前も、同じ言葉を聞きました』

　そうだったかもしれない。

『……それで、どうしますか？』

「どうするったって、今さら隠れるわけにもいかねーだろ」

　言わずもがななハリーの質問になげやりな答えを返し、ヘイズはひとつ指を鳴らした。

「……突入」

『了解』輪をかけてなげやりな声で、ハリーが答えた。『偏光迷彩を解除します』
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　水面が揺らぐように、空が震ふるえた。

　はるか上空、四〇〇〇メートル。周囲の光を歪ゆがませて内部の物体を透明に見せかけていた偏光迷彩の幕が取り払われ、空の中心に一隻の巨大な船が出現した。

　その姿を、ファンメイは呆ぼう然ぜんと見上げた。

　本物の航空艦かん艇ていを見たのは、生まれて初めてだった。

　全長は、およそ一五〇メートル。

　細く長い、滑らかな流線型のシルエット。

　船首から突き出すのは、教科書でしか見たことがない荷電粒子砲の凶悪な光。

　外装を一色に染め上げるのは、暗く沈んだ血のような赤。

　そして、船体側面に青いペンキで大きく殴り書きされた『Hunter Pigeon』の文字。

「……か……」

　無意識に、ファンメイは呟つぶやいていた。

　感極まった声だった。

「……かっこいい」

　──シャオロンに、思いっ切り頭を叩たたかれた。

　いきなりの攻こう撃げきに、痛覚の処理が間に合わない。ファンメイはくらくらと視点の定まらない目でシャオロンを睨にらみ、

「なんで叩くのよーっ！」

「わかんないのかよ！」と叫ぶシャオロンの顔は、いつになくあせっている。「バカだろ！　お前バカだろ！」

「ばかって言うなぁ！　このカニ男！」

　なんとなく自分の方が間違ってる気がするけど、ここで負けてなるものか。

「誰だれがカニだ、このコウモリ女！」

　シャオロンの声が、一段階トーンを上げた。

　ファンメイも負けずに声を張り上げ、

「コウモリって言うなぁ！」

「コウモリじゃなきゃイカだ！　このイカ女のバカ女！　この状況でなにが」

　唐突に、シャオロンが叫ぶのをやめた。

　少し遅れて、ファンメイも気がついた。

　日の光をさえぎる、巨大な影。

　シャオロンは口を開いたまま、ファンメイは拳こぶしを振り上げたまま、二人はおそるおそる視線を上に向けた。

　真紅の船影が、ガラスの天てん蓋がいのすぐ向こうまで迫っていた。




　それからの数秒間で、いくつもの出来事が立て続けに起こった。




　巨大な船はガラスのドームに触れる寸前で静止し、三本のワイヤーをドームめがけて打ち込んだ。ワイヤーの先端には吸きゆう盤ばんが取りつけられていて、ガラスの表面にぺたりと張りついた。

　陶器の皿を一〇〇万枚まとめて叩たたき割ったみたいな、ものすごい音がした。

　情報制御によってダイヤモンド以上の強度が与えられているはずのガラスが、粉々に砕け散った。訓練場の空には直径二〇〇メートルほどの大穴が開き、船が降下を再開した。

　訓練場いっぱいに、警けい報ほうが鳴り響ひびいた。

　ほとんど無意識に、ファンメイは動いた。背中の翼つばさを触手に変え、空めがけて撃うち出す。黒い触手は槍やりみたいに一直線に伸びて船の外装にぶち当たり、装甲の強度に負けてあっけなく弾はじかれる。砕けたガラスのかけらが日の光にきらめき、無数のナイフと化して地上めがけて降り注ぐ。本物の雨ってこんな感じかな、ファンメイの頭に浮かぶ場違いな思考。いきなり突き飛ばされて仰あお向むけに倒れ、小さく悲鳴をあげ、上からシャオロンが覆おおい被かぶさってきて、一いつ瞬しゆんなにが起こったのかわからず、シャオロンの爪つめが降り注ぐナイフを片っ端から撃ち払い、ガラスの雨はすぐにやんで、シャオロンの体をなかば押しのけるようにしてファンメイは立ち上がり、




『Hunter Pigeon』のロゴが、目の前にあった。




　真紅の船は、音もなく訓練場の真ん中に降り立っていた。

　側面の扉から、一人の男が飛び降りてくるところだった。

　ドアから地上までの高さは、およそ三メートル。男は実にきれいなフォームで着地を決め、ズボンの埃ほこりりを軽く払い、パニック寸前のファンメイとシャオロンに薄うすい笑みを向けた。

　ハデな男だった。

　身長はおよそ一七〇センチ。ぱっと見の印象は西洋系。年はたぶん二〇歳前後──ただし、ファンメイの乏しい知識からの推測。黒いつなぎの上下に同じく黒いアーミーブーツ。その上から、船の外装と同じ暗い赤色のジャケットをまとっている。鋭するどい右眼めは色素の薄い血色の赤で、左眼が薄茶色な分よけいに目立つ。

　一番すごいのは、その頭。

　収まりの悪いくせっ毛は染めたんじゃないかと思うくらい見事に真っ赤で、前髪のひと房だけを濃こい青色に染めているせいでその色がいっそう鮮あざやかに見える。

　赤、という色に、なにか特別なこだわりがあるのかもしれない

[image: ]

「……あー……」

　男が、口を開く。

　ファンメイは反射的に身構え、シャオロンもそれに倣ならう。

「……その、なんだ」男はやりにくそうに頭を搔かき、しばし逡しゆん巡じゆんしてから続けた。はじめは英語で、それから北京ペキン語でもう一度「大人おとなしく投降は……してくれねーよな……」

　実にやる気のなさそうな声だった。




　　　　††††††††††††††




　ヘイズは憂ゆう鬱うつな気分で、少年と少女の姿を観察した。

　はっきり言って、テンションは最低に近い。

　こうして実際に対たい峙じしてみると、ただでさえ乏しかったやる気がますます薄うすれていく。特殊タイプの魔ま法ほう士のサンプルなどといっても、目の前にいるのはどう見ても一〇代前半の少年と少女。この子供たちを捕まえて軍に売り飛ばすのかと思うと、我ながら情けない気持ちでいっぱいになる。

　だが、ここまできてあと戻りはできない。

（システム起動。稼か動どう率を三〇パーセントに設定）

　頭ず蓋がいの内側で、Ⅰ－ブレインが活動を開始する。ややこしいシステムメッセージもなければ、面倒な起動設定もなし。その能力はただひとつ、周囲の全物質に対する『予測演算』。運動係数の増幅だの物理法則の制御だのといった便利な機能は、ヘイズのⅠ－ブレインにはプログラムされていない。

　少年と少女が互いに目配せを交わし、次の瞬しゆん間かん、同時に動く。

　少年が右で少女が左。

　さて、どう来る？

　考えた瞬間には、すでにⅠ－ブレインが答えを出している。予測のベースとなるのは、先ほど見せてもらった少年と少女の戦せん闘とう。少年の攻こう撃げきは一・二七秒後。少女の攻撃は一・三一秒後。少年は素直に爪つめの攻撃を右から。少女はちょっとひねって左からの二本の触手を囮おとりに使い、その〇・一三秒後に本命の三本を真後ろから。このスピードと形状なら、衝しよう撃げき波はは無視できる。

　脳内には、攻撃を回かい避ひするための最も効率の良い運動経路が、すでに与えられている。

　イメージどおりに体を動かす。爪をぎりぎりまで引きつけてから、上体を大きくのけぞらせる。顎あごの先端をかすめる爪の動きを視界の端に捉とらえたまま、右足を一歩下げつつ身を起こし、触手と触手の隙すき間まに体を滑り込ませる。狙ねらいをはずした爪が囮の触手と接触し、あおりを食ってわずかにぶれた本命の触手がヘイズの右肩をかすめる。

　少年と少女の動きが、同時に止まった。

　自分の得物とこっちの顔を、不思議そうに見比べる。通常の運動速度しかもっていない相手が自分たちの攻撃を回避したことに、納得がいかないのだろう。だが、いかに高速で運動しているといってもたかだか通常レベルの一〇倍。攻撃位置さえ完かん璧ぺきに予測すれば、かわすことなど造作もない。

　それにしても、今のは少し読みが甘かった。少年の爪は予定より〇・〇二秒速かったし、少女の触手は予測ポイントからなんと二ミリもずれていた。少し見くびっていた。Ⅰ－ブレインが回転数を上げ、予測をより正確なものへと書き換えていく。

（修正完了）

　もはや、二人が『理論的に回避不可能』な攻撃を繰くり出さない限り、攻撃が命中することはあり得ない。

　少年と少女が、再び動く。

　今度の動きも予測の範はん疇ちゆう。左に一歩後退してわずかに身をひねり、同時に懐ふところから銃を取り出して、一秒後に少年の頭が来るはずの場所に銃口を向ける。

　マズい。

　引き金を引こうとしていた指を、寸前で止める。

　すべての攻撃があっけなく空を切り、きっかり一秒後に、予定どおりの場所を少年の頭が通過する。少年は気づかない。ヘイズが右手の人差し指に少し力をこめていたら、自分が脳を撃うち抜かれて間違いなく死んでいたことに。

　危なかった。

　依頼人との契約内容は、あくまでも生きたサンプル。Ⅰ－ブレインを破は壊かいするなんてもっての他ほか。だとすると、撃ち込む場所はどこがいいか。腕、足、腹、心臓。しかしさっきの戦せん闘とうを見る限り、こいつらは自分の体を好き勝手に修復できるらしい。

　──そこまで考えて、ヘイズはひとつの疑問にぶち当たった。

　目の前の少年と少女は、Ⅰ－ブレインを破壊されない限りいっさいダメージを受けない。

　そして自分は、この二人を生かして捕らえなければならない。

　どうやって？

　一いつ瞬しゆんの、思考の停滞。

　二人の魔ま法ほう士は、それを見逃さない。

　前と後ろ、ヘイズを挟み込む位置から繰くり出される同時攻こう撃げき。少女の触手が、少年の爪つめが、一直線にヘイズの頭を狙ねらう。

　とっさにサイドステップしてその攻撃をやり過ごし、かわし切れずに頰ほおを浅く切られ、それでもどうにか体勢を崩すことなく着地し、Ⅰ－ブレインの告げる未来予測に気づいて血の気が引いた。

　少年と少女は、まだ気づかない。

　ヘイズが攻撃をかわしたことによって、目標を見失った二人の攻撃はそのまままっすぐに進んでいく。

　ふたつの攻撃が、ヘイズの頭が存在したはずの場所ですれ違う。

　その先にあるのは。

　ようやく、二人が気づいた。

　自分の頭に向かって突き進んでくる互いの攻撃を、信じられない、とでも言うように凝ぎよう視しする。

　理論的に、回かい避ひしようのない攻撃。

　疑いようもなく、致命的な一撃。

　考えるより先に、Ⅰ－ブレインが動いた。

（システム稼か動どう率を一二〇パーセントに再設定）

　ほとんど無意識にヘイズは左手を突き出し、

（予測演算成功。『虚無の領域Void sphere』展開準備完了）

　親指と中指を弾はじいた。

　──小さな音が、世界を静止させた。

　真っ黒い水を顔にぶっかけられて、少年と少女が、わぷ、と悲鳴をあげた。大慌てでごしごしと顔をこすり、それからやっと我に返って、少年は自分の爪つめを、少女は自分の触手を、不思議そうに見つめた。

　爪と触手、どちらも先端二メートルほどが、きれいになくなっていた。

　切り口はいずれも緩ゆるやかな曲面で、球形の空間を抉えぐり取ったあとのような形になっている。なくなった部分は黒い液体に融とけて、二人の顔をべったりと濡ぬらしている。

　二人とも、自分たちがなぜ助かったのかわからない様子で首をかしげている。

　一方、ヘイズはといえば。

（システム、強制終了。再起動には一万二〇〇〇秒以上の休止時間が必要）

　脳内に表示される、無情な警けい告こくメッセージ。『虚無の領域Void sphere』の展開計算によって蓄積疲労の限界に達したⅠ－ブレインが、フリーズアウトを回かい避ひするためにシステムを強制停止したのだ。再起動までに必要な時間はおよそ三時間。当然ながら、戦せん闘とう続行は不可能。

　最悪の展開だった。

　少年と少女の目が、こっちを向いた。自分たちが助けてもらったらしいということがようやく理解できたのか、二人とも対応に困っている。

　……くそったれ。

　この状況をどうにか収める方法を、ヘイズはひとつしか思いつかなかった。

　いまだに突き出したままの左手を引っ込めて、右手の銃も放り捨て、大きく一回深呼吸。両手を広げてゆっくりと頭上に掲げ、なかばやけっぱちに宣言した。

「──投降する」

　状況に全くついてこれないのか、少年と少女がぽかんと口を開けた。

　なにやってんだ、オレは。

　暗あん澹たんたる思いで、ヘイズは青空を仰いだ。







　第二章　ファンメイの長い一日　～Intruder's Game～







　その島は、いったいいつからそこに存在していたのか。




　記き録ろくによれば、建造が開始されたのは西暦二一八五年。情報制御理論の実用化の二年後、大戦勃発の一年前。各国の研究機関が情報制御によるエネルギー問題の解決に行き詰まり、打開策を求めて様々なタイプの魔ま法ほう士の試作に明け暮れていた頃ころの話だ。

　開発を行ったのは、シティ・北京ペキン自治軍、技術局特務三課。わずか数名の研究員によって構成された、シティ・北京最高議会直属の非公開組織。計画の存在そのものが一般市民はおろか軍上層部にさえも秘ひ匿とくされ、作業はすべて極秘裏に進み、一年後の西暦二一八六年二月、高度二万二〇〇〇メートルの空に、直径二〇〇〇メートル、高さ五〇〇メートルの巨大な建造物が浮かぶことになる。

　建造目的はふたつ。ひとつは、当時まだ世界的に実用化の段階にいたっていなかった重力制御システムの動作テスト。もうひとつは、その頃シティ・北京で研究が進められていた特殊タイプの魔法士の隔離実験。もっとも、こちらについては詳細な記録が残されていないため、具体的な研究内容はいっさい不明だ。大戦のさなかに遺い失しつしたのか、あるいは記録などはじめから存在しなかったのか。唯一発見された研究員の日記からも、『龍りゆう使い』『黒の水』『生物学的操作』などの断片的な単語を読み取るのが精一杯で、そこから先はどんな仮説を重ねても、憶おく測そくの域を半歩も踏み出すことはできない。

　ただ、当時のシティ・北京最高議会の議事録の断片を総合するに、少なくとも最高議会直属の研究機関がなんらかのサンプルを育成していて、しかもそれがたびたび暴走事故を起こしていた、ということだけは間違いがないようだ。

　隔離実験施設とは名ばかりで、管理し切れなくなった実験体を処分するための処刑場だったのではないか──まことしやかに、そう主張するものもいる。その説を裏づけるわけでもないだろうが、大戦中にそれらしき魔法士が活かつ躍やくしたという記録は、どこのシティのデータベースにも残されてはいない。

　秘密裏に建造された研究施設に、実戦投入されなかった魔法士。

　研究を命じた最高議会のメンバーが大戦のさなかにことごとくこの世を去り、唯一研究の内容を知るはずの特務三課の構成員の正体もついにわからず、戦後一二年、島はその存在を知られることなく、歴史の闇やみをひそかに漂い続けてきた。




　状況が変化したのは、一年前のことだ。

　西暦二一九八年二月二二日。その日、大戦を生き延びた七つのシティのうちのひとつ『神こう戸べ』が、地球上から消滅した。直径二万メートル、高さ一万メートル、内容積二〇〇〇キロ立方。人類が生み出した最大の建造物のひとつが、一夜にして瓦が礫れきの山へとその姿を変えた。

　シティ・ベルリンが派遣した調査団の報告によれば、原因はマザーシステムの暴走事故。シティの全機能を支える永久機関『マザーシステム』が、メンテナンス中のミスによってオーバーフローした──事件から一週間後に全世界に向けて発表されたその報告を信じたものは、しかし、皆無に等しかった。

　生き残った「元」神戸市民たちの証言は、すでに世界中で公然の秘密と化していた。

　その日、彼らが見たという数々の怪現象、『巨大な腕』『巨人』『青空』……

　巨人に立ち向かった、二人の魔ま法ほう士。

　事件を境に消息を断った、大戦の英雄。

　様々な憶おく測そくが飛び交った。いわく、すべてを仕組んだのはシティ・ベルリンであり、事実の隠いん蔽ぺいのために調査団を派遣したのだ。

　いわく、神戸の上層部が大規模な情報制御実験を行い、その失敗が悲ひ劇げきを生んだのだ。

　いわく、神戸消滅の真の原因はマザーシステムの暴走であり、マザーシステムのコアは実は魔法士のⅠ－ブレインであり、人類の存続のために生贄いけにえにささげられた魔法士の呪のろいがシティ・神戸を滅ぼしたのだ……

　いずれにせよ、事件の真相など、たいした問題ではなかった。

　より重要だったのは、その事件が戦後一〇年を経て薄うすれかけていた人々の危機意識に再び火をつけてしまった、ということだった。

　事件から二週間後の三月八日、公式には戦後初めてとなる、全シティ合同の会議が行われた。議題はひとつ、シティ間の協力体制の確立。神戸の事件をめぐってひとしきり腹の探り合いが行われ、残された六つのシティの代表が失われた一〇〇〇万の命に形ばかりの黙もく禱とうをささげたあとで、話はいよいよ本題に入った。本来なら外交のカードとして大きなアドバンテージを与えてくれたはずのいくつかのデータが互いに無む償しようで提供され、各シティの研究機関へと持ち帰られた。

　シティ・モスクワとシティ・ニューデリーがほぼ同時にその記き録ろくにたどり着いたのは、それから一ヶ月後のことだった。

　ようするに、ジグソーパズルのようなものだ。

　各国がもっていた情報は、ばらばらの断片。それだけでは全体像はわからないし、自分のもっているピースが雲なのか空き缶かんなのか犬小屋なのか、それさえも判然としない。

　だが、ある程度の数のピースが集まれば、状況は大きく変化する。ピース同士の関連性、全体の中での役割。巨大な一枚絵が白日の下にさらされたとき、欠けたブランクの向こう側に、歴史の闇やみに葬り去られた真実が浮かび上がってくる。

　雲海の上を漂う、巨大な人工の建造物。

　試作段階の重力制御機関に、暴走の危険のある実験体。

　シティ・ニューデリーから北東にわずか五〇〇キロ。ヒマラヤ山脈上空、高度二万二〇〇〇メートル。

　──一二年の歳月を経て、「島」は世界の表舞台へと引きずり出された。




「島」の処遇をめぐって、シティ・モスクワとシティ・ニューデリーの意見は真っ向から対立した。モスクワが詳しい内部調査を訴えたのに対して、ニューデリーは断固として「島」の破は壊かいを主張した。

　双方の主張には、それぞれ理由が存在した。シティ・モスクワのマザーシステムは六大シティの中で最も危険な状況にあり、研究に突破口を与えてくれる可能性のある新たなデータは、いかなる危険を冒しても手に入れたいものだった。他方、シティ・ニューデリーにしてみれば、仮に「島」が攻こう撃げき行動を開始した場合、あるいは「島」の重力制御系が停止して墜つい落らくという事態になった場合、被害をこうむるのは地理的に最も近接している自分たちであったから、即時攻撃を主張するのも当然だった。

　そして、他ほかの四つのシティの考えは「わざわざ藪やぶを突ついて蛇へびを出す必要はない」というところで一致していた。調査によって有益な情報が得られる可能性と新たな危険を背負い込んでしまう可能性は五分五分であり、この切迫した状況下でリスクを冒すことはできない。すべてを闇に葬ってしまうのは、最も効率的な手段であるように思われた。

　発見からさらに一ヶ月後の五月二〇日。シティ連合議会とようやく正式に名づけられたその席上で、ニューデリー軍を中心としての「島」に対する全面攻撃が可決された。

　収まらないのが、モスクワだった。

　軍部のエージェントが、密ひそかに活動を開始した。表立って軍を動かすことは不可能だった。ニューデリーとの全面対立は避さけたいところであったし、そもそも雲の上に浮上可能な艦かん艇ていはシティ・モスクワには存在しなかった。時間はあまり残されてはいない。攻撃予定日である六月八日までに、なんとしても見つけなければならなかった。

　エージェントたちは世界中を飛び回り、血ち眼まなこになって一人の男を捜した。

「ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ」という名の、一人の便利屋を。

　……はた迷惑な話だった。




　　　　††††††††††††††




　胸に手を当てて、現在の状況についてじっくりと考えてみた。といっても、あいにく両腕ともに塞ふさがっているから「胸に手を当てて」というのはもののたとえだ。

　作戦に失敗した。

　これは間違いない。偏光迷彩をあっさりと見破られ、無む謀ぼうな特攻をかけるはめになり、挙句は敵を助けて力を使い果たしてしまったのだから、全くお話にならない。大人おとなしく投降してはみたものの、本来ならその場で処刑されてもおかしくなかった。こうやって息をしてものを考えていられるのは、ほとんど奇跡に近い。ひょっとすると、去年の秋頃ごろに南米の小さな村で子供に食い物を分けてやったご利り益やくかもしれない。

　捕まった。

　これも間違いない。なにしろ、手て錠じようで右腕をベッドの脚につながれて、両足をロープでぐるぐる巻きにされているのだから確実だ。首には金属の環わがはめられていて、うなじのところで皮ひ膚ふに半分潜もぐり込んでいる。『ノイズメイカー』──有機コードを介してⅠ－ブレインに一定パターンの雑音ノイズを送り込み、情報制御を阻害する対魔ま法ほう士用の拘束デバイス。Ⅰ－ブレインが処理オチしているのではっきりとはわからないが、重量から考えて最も一般的な、『自我ローカルネツト』と『情報の海グローバルネツト』の接続を妨害するタイプだろう。処理中枢を止めるタイプなら、重くて首を動かすどころではないはずだ。

　と、ここまではいい。問題は次だ。

　おやつを食っている。

　大皿に山盛りのクッキーが、テーブルの真ん中にでんと鎮ちん座ざしている。水玉柄のテーブルは脚の短い小さなヤツで、クッキーの皿とカップふたつを並べると、もう肘ひじを置く場所もない。その前で、ヘイズは足首を縛しばられたまま、器用にあぐらをかいている。

　テーブルの向こうでは、三つ編みおさげの少女がクッキーをほおばっている。

　少女は黒いボディスーツの上に、白いベストを羽は織おっている。幸せいっぱいの顔で右手をせわしなく動かし、さっきからクッキーの消費に余念がない。背中の翼つばさは外してしまったのか、今は普通の人間に見える。もっとも、あの腕がいきなり触手に変化、なんてことが起こらない保証はどこにもない。クッキーの合間を縫ぬうように、ときどき腕が手元のカップに伸びる。チャイナ・ティーはよく冷えているらしく、カップが少し汗をかいている。室温はおそらく二〇度前後。湿度も適切。生命維持系統が生きている証拠だ。

　カップのひとつが少女の分で、もうひとつは、不思議なことにヘイズの分だったりする。

　作戦に失敗した。

　捕まった。

　そして、おやつを食っている。

　──なんでだ。

　左手のクッキーを、じっと睨にらむ。

「……甘いの、苦手？」

　不思議そうに、少女が言った。

「いや、そーじゃなくてだな……」うまく言葉が出てこない。この状況はおかしい。絶対になにかが間違っている。はずなのだが、なにが間違っているのかと問われてもうまく説明できない。なにもかもが間違い過ぎていて、どこから突っ込めばいいのかわからない。

　少女は手を止めて、じっと次の言葉を待っている。

　なにか言わなければ。

　混乱したヘイズは、恐ろしくとんちんかんな質問を口にしてしまった。

「クッキー、好きか？」そんなことを聞いてどうする。

「うんっ！」

　満面の笑みで少女がうなずく。ヘイズもあいまいに笑い返す。ヤバい。はやくも会話が途切れた。なんでもいいから話そうと口を開くのだが、ろくな言葉が浮かんでこない。

　と、中途半端に開いたその口に、少女がぽいっとクッキーを放り込んだ。

　反射的にかみ砕いた。かみ砕いてから「毒」という言葉が頭に浮かんだ。洗脳や尋問に薬が使われなくなったのは一〇〇年も昔の話だが、「下」の常識がここでも通用するなんて保証はどこにもない。

　毒が……

　焼き立てのクッキーはほんのりと暖かく、甘い香りがふわんと口いっぱいに広がった。

　軽い舌触りの菓子が、口の中で溶けていく。

　飲み込んだ。

「おいしいでしょ？」少女が笑う。

　ヘイズは無言で、左手のクッキーを口に放り込んだ。

　真ま面じ目めに警けい戒かいした自分が、ばかみたいだった。




　少年と少女に捕らえられたヘイズは、その場で手て錠じようとノイズメイカーをつけられて、この部屋に連れてこられた。

　はじめの広場から隔かく壁へきを三回くぐって、ＣＧの青空に照らされた廊下を五〇〇メートルほど進んだ一室。扉の表面には淡いピンクの水玉模様が表示され、少女の目の高さに『李リ・芳美フアンメイ』とプレートが張りつけられていた。

「……リ・ファンメイ？」

　思わず声に出してそう読むと、少女がうれしそうにうなずいた。

　ヘイズは混乱していた。なぜこんなところに連れてこられたのか、さっぱりわからなかった。牢ろう獄ごくに連れていかれるのならわかる。尋問室なら、もっとよくわかる。だがここは、どう見てもただの居住ユニットだ。まさかこの中で尋問をやるつもりなのだろうか。あるいは、私室のように見えるのはカモフラージュで、中には尋問用の脳内走査機器が並んでいるのだろうか。

　そんなヘイズの疑問をよそに、少女は扉の脇わきの端末に手速くパスワードを打ち込んだ。ロックが解除され、水玉柄の扉が音もなくスライドした。

　ヘイズは固まった。

　異様な空間が、扉の向こうに広がっていた。

　入り口正面、部屋の奥隅の白い勉強机が、最初に目に止まった。不要なときは壁かべに収納できる引き出し式のヤツなのだが、真ん中の一番目立つところに飾りつけられた少女趣しゆ味みな小物の数々を見るに、普段から出しっぱなしにしているとしか思えなかった。机の左隣どなりが本棚になっていて、数冊の本がピンクの水玉のブックカバーつきで並んでいた。棚の上では大きなパンダのぬいぐるみが、おもちゃの笹ささの葉をうまそうにくわえていた。机の前の椅い子すにはピンクの水玉座布団がのっていて、その上では丁寧にたたまれた服がエベレスト山を形成していた。ブラウスにワンピースにスカートにスラックス、頂上を飾るブラとショーツ。ちらりと横目でうかがうと、隣で少年が赤面していた。

　根性を振り絞って、部屋に踏み込んだ。机からパンダと本棚を挟んで、部屋の一角を占拠する水玉柄のベッド。ドレッサーにクローゼットに、洗面所と思おぼしき木目調のドア。ドアにはマンガパンダのカレンダーがかけられていて、六月八日に赤ペンで大きな花丸と、『メイの誕たん生じよう日』という注釈。部屋の真ん中に小さなテーブルと座布団が数枚。すべての家具に共通する特徴はひとつ。

「……水玉好きだな……」

　ヘイズの人生と接点のカケラもない、およそ理解不可能な部屋だった。




　少女趣味な部屋でＣＧの青空に背中を預け、ヘイズは少女と差し向かいでクッキーをほおばり、チャイナ・ティーをすすっている。こっちの飲み物にだけ薬を入れるって手もあるな、とカップの中身を飲み干したあとで気づいたのだが、どうやらそんな心配は杞き憂ゆうのようだった。

　少女が注いでくれた二杯目をちびちびやりながら、クッキーを三枚まとめて口に放り込む。

　こんなことをしてる場合じゃない、と心の中で思うのだが、他ほかに選択肢がないのだからしょうがない。

　部屋の隅、ここからでは手の届かない場所に、黒髪の少年が座っている。テーブルのクッキーには目もくれず、身体検査で取り上げたヘイズの装備一式を仔し細さいに検分している。銃に携帯端末に偏光迷彩にその他もろもろ。銃はともかく、端末と迷彩はそこそこ高価なものだ。できれば、無傷で取り返したい。

「……壊こわさないでくれよ」思わず呟つぶやいた。

　少年が手を止め、ヘイズの顔をぎろっと睨にらんだ。視線はそのままで足下の銃を手に取り、銃口をこっちに向けて構える。少年には悪いが、どう見ても素人しろうとの手つきだ。グリップの握り方が激しく間違っているし、そもそも安全装置を外さなければ弾は出ない。

「シャオっ！」少女はまなじりをつり上げ「なにすんのよっ！　危ないでしょ、ばかぁ！」

「バカはメイの方だろ」うわずった声で少年。「なにやってるんだよ。そいつ敵だぞ？　のん気にクッキーなんか食べてる場合じゃないだろ！」

　もっともな意見だったが、少女の賛同は得られなかった。

「敵だからって、悪い人とは限らないでしょ！　なんて言うか……その……」少女はしばし悩み「そう、すれ違いよ！　不幸なすれ違い！　わたしわかるもん！　この人、ぜったいいい人なのっ！」

　テーブルをばしばし叩たたいて、根拠のない主張をまくし立てる。

　少年もムキになって、

「いい人とか悪い人とか関係ないだろ、このバカ女！　おれたちのこと捕まえに来たんだぞ？　そんなヤツと仲良くして、あとでひどい目にあっても知らないからなっ！」幾分口調を和らげて、なだめるように「な？　やっぱ、ちゃんと拘束服着せて、倉庫にでも放り込んで、あとのことはルーティとカイに任せ」

　みなまで言わせず、少女の右腕が跳ねた。

　袖そで口ぐちから伸びた黒い触手が、少年の手から銃をはたき落とす。

「シャオのばかっ！」目じりに涙をにじませて、触手の先っぽで少年の頭をぺちぺち叩き「ひどいよ、なんでそういうこと言うのよぉ！　この人、わたしたちのこと助けてくれたのにっ！」

　少年は、げんなりした顔でその攻こう撃げきをかわし、

「わ、バカ、やめ──うわっ！」

　コンマ一秒前まで少年の首が存在した空間を、少女の触手がなぎ払った。

「よけるなーっ！」無む茶ちや苦く茶ちやなことを、少女が叫んだ。

　いよいよ総攻撃開始かと、ヘイズは無意識に首をすくめた。

　が。

　少女は唐突に触手を巻き戻し、両手を膝ひざについてうつむいてしまった。

　小さなその肩が、ひくっ、と震ふるえる。

　少年の方は大慌てだ。ひどくうろたえた様子で口をぱくぱくさせ、視線をさまよわせ、殺気のこもった目でヘイズを睨にらむなり「……勝手にしろ」と呟つぶやいてそっぽを向いてしまった。

　少女は「なによ」と言ってくすんと鼻をすすり、クッキーを四枚まとめて口に放り込んだ。

　そのまま、互いに顔を合わせようともしない。

　沈ちん黙もくの中に、クッキーをかじる音だけが響ひびく。

　ヘイズとしては、居心地悪いことこの上ない。

　少年と少女がこの調子では、いつまで経たっても話が進まない。普通に考えれば行動を起こすチャンスなのだろうが、利き腕と両足を拘束されてⅠ－ブレインも処理オチして、おまけに装備一式取り上げられた状態でできることがあったら教えてもらいたい。ジャケットの裏に隠してあった通信素子も発見されてしまったので、船と連絡をとるのは不可能だ。ハリーは自律型の管制システムだが、初期設定の都合でヘイズの音声承認がなければ演算機関を動かすことができない。今いま頃ごろ、広場の真ん中で困り果てているはずだ。

　とにかく、このままではらちが明かない。

「……なあ」意を決して、少女に声をかけた。

　劇げき的てきな反応があった。少女はぴたりと手を止め、大慌てで口の中のものを飲み込み、目元をごしごしとこすって「なになになに？」

「いや、だからな」予想外のリアクションに戸惑いつつ「尋問とかやらなくていいのか？」

「……あ、なんだ」少女はつまらなそうに「もーちょっと待ってね。もうすぐルーティが来ると思うから」

「ルーティ？」

「そ、飛フエイ・露蝶ルーテイ。それで」さもいやそうに部屋の隅を指差し「あっちのあれが雷レイ・小龍シヤオロン。みんなはシャオって呼んでるの」

　誰だれもそんなことは聞いていない。

　会話の流れからすると、ルーティというのはたぶん、こいつらの上官かなにかだろう。まともなヤツだろうか。そうであってほしいようなほしくないような、微妙なところだ。まともに尋問されるといろいろと困るのだが、かといってこのまま間抜けな時間が続くのもどうかと思う。

　少女はお茶をすすり、少しはにかんで、

「……あ、自己紹介してなかったっけ。わたしメイ。李リ・芳美フアンメイ。よろしくね」

　なんで自己紹介する、と突っ込みたかったが、やめておいた。ファンメイといえば、部屋の入り口に張ってあった名前だ。とりあえず、ここが少女の私室であることだけははっきりした。

　改めて部屋を見まわす。軍事施設の中にいることを忘れそうな、いかにもな感じの子供部屋。隅々まで掃除が行き届いた部屋の中にはしかし、ところどころに一三年の月日が堆積している。かすかに色あせたピンクのカーペット。机の角の小さな傷。本棚の上のぬいぐるみには、何度も補修した跡。

　ふと、疑問が湧わいた。

「お前、何歳だ」

　待ってましたとばかりに、ファンメイが答える。

「一三歳！」

「なるほど」一応、計算は合っている。「ってことは、生まれたときからここにいるわけか」

「えっとね──」

　インターホンの呼び出し音が、少女の答えを遮った。

「あ、来た来た！」ファンメイはドアに駆け寄り「ルーティ、はやくはやく！　この人、待ちくたびれちゃってるんだからっ！」

　待ちくたびれてねーよ、と突っ込みたかったが、やめておいた。扉が開き、一人の少女が入ってくる。先の二人よりは少し年上だが、残念ながらヘイズの守備範はん囲いには二年ほど足りない。中近東系の褐かつ色しよくの肌を黒いベストと同じく黒のロングスカートに包み、薄うす茶ちや色の長い髪をさらりと背中に流している。

　その手には、どういうわけかビデオカメラが構えられている。

　構えているだけではなく、しっかりと部屋の様子を撮さつ影えいしている。

　こいつが、『ルーティ』なのだろうか。

　まともな展開は、期待できそうになかった。

「──それじゃあ、尋問を始めまーすっ！」

　いったいなにがそんなにうれしいのか、ファンメイが拳こぶしをえいっと突き上げ、元気いっぱいに宣言した。




　ビデオカメラが机の上にセットされ、いよいよ『尋問』が始まった。

「初めまして」ファンメイがベッドの上に移り、代わって黒衣の少女がヘイズの前に座った。「私は飛フエイ・露蝶ルーテイ。シティ・北京ペキン自治軍、技術局特務三課、情報制御能力者開発班所属の訓練生です。ルーティ、と呼んでください」

　ひと息にそこまで言って、少女──ルーティはぺこりと頭を下げた。

　どう対処すればいいのかわからず、ヘイズは「……はあ」と間抜けな声を返した。ここの連中はよくよく自己紹介が好きらしいな、などと考えていると、ルーティが顔を上げた。

　にっこりと微笑ほほえみ、期待のまなざしでヘイズを見つめる。

　なんだ？

　わけがわからず、逃げるように視線をそらす。逃げた先にファンメイがいる。水玉ベッドに腹ばいになって、興きよう味みしんしんでこっちを見ている。こっちはだめだ。反対に視線をそらす。部屋の隅で、シャオロンという名の少年がヘイズの装備品を手に取っている。一見、無関心を装っているが、その目はちらちらとこっちの様子をうかがっている。

　数秒間の思考。

　突然、理解できた。

　どうやら、ここは名乗るところらしい。

「ヘイズ」少し迷い、フルネームで言い直す。「ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズだ」

　子供たちの間に、無言のどよめきが走った。

「ヴァーミリオン、ＣＤ、ヘイズ」瞳ひとみを輝かがやかせて、ファンメイが身を乗り出す。「どれが苗みよう字じでどれが名前なの？」

　いきなりなにを聞くかと思えば。

　考えたこともなかったが、適当に答えておく。

「ヘイズが苗みよう字じで、ヴァーミリオンが名前」

「じゃあ」少女はさらに身を乗り出し「真ん中の『ＣＤ』は？」

「ミドルネームだ。べつに意味はねぇ」

「じゃあ、じゃあ！」

「こらこら」さらに質問を繰くり出そうとするファンメイの口を、ルーティが押さえた。「失礼しました。……それでは、ヘイズさんとお呼びすればいいですか？」

「好きにしろ」もう勝手にしてくれ。

「では、ヘイズさん」ルーティは居住まいを正し、宣言した。「尋問を始めます」

　まだ始まってなかったのかよ、と突っ込みたかったが、やめておいた。せいぜい神妙な顔を作って、うなずいてみせる。

「そんなに緊きん張ちようしないでください。二、三、簡単な質問をするだけですから」ルーティは小さく笑い「まず、所属シティと市民ＩＤをお願いします」

「所属シティはなし。ＩＤも持ってねぇ」ちょっと考えてからつけ加える。「これも信用できないか？」

「いえ。アウターの方なんですね。傭よう兵へいですか？」

「まあ、そんなところだ」

　と答えつつも、頭に疑問が浮かぶ。

『不ア登ウ録タ者ー』というのは、シティ住民がシティ外の人間を指して使う言葉だが、差別的な意味を含むため普通は使われないものだ。実際、シティの公式な文書では『アウター』という単語は使わず、『外部住民』という表現が用いられる。

　少なくとも、この少女の口から飛び出すのに似つかわしい言葉ではない。

「それでは」ルーティの質問が、思考を遮る。「ここに攻こう撃げきをかけた目的は？」

　ヘイズは、返答に詰まった。

　予想どおりの質問だったが、一番やっかいな質問でもあった。ここがどういう状況なのかわからない以上、うかつなことは口にしたくない。

　苦しまぎれに、冗談でごまかしてみようとする。

「宝探しだ。この島のどこかに莫ばく大だいな財宝が眠っているという情報を」

　最後まで言わせてもらえなかった。

　気がついたときには、頰ほおのすぐ側そばを風が通り抜けたあとだった。

　冷や汗が一滴、頰を伝う。顔を引きつらせ、ゆっくりと背後を振り返る。

　──巨大な顎あぎとが、ぎい、と喉のどを鳴らした。

　ヘイズの頭を丸まる吞のみできそうなその口は、外も中もすべてが夜の闇やみを搾しぼったように真っ黒で、鋭するどい牙きばが水銀のようにぬらりと光っていた。まわりには目も鼻も耳もなにひとつついていなくて、喉のどから下が黒い糸になって目の前の少女の左の袖そで口ぐちにつながっていた。

「一応、尋問ですから」にこにこと笑いながら、ルーティが左手を巻き戻す。「真ま面じ目めに答えてくださいね？」

「……目的はここの内部調査とデータの奪取。それと、実験サンプルの回収だ」

　初めて、ルーティの顔に緊きん張ちようが走った。

　さらに突っ込んだ質問がくるかと、ヘイズは身構える。

　が、ルーティはそれ以上の追及はせず、「なるほど」とうなずいて次の質問に移った。

「もうひとつだけお聞きします」ファンメイとシャオロンにちらりと視線を送り「なぜ、あの二人を助けたのですか？」

　いささか拍子抜けしつつ、ヘイズは答えた。

「もののはずみだ」

　細かい理由を考えれば『生け捕りにしたかった』とか『二人が弱過ぎた』とかいろいろとあるのだろうが、どれも正確ではないし、そもそもこの場でそれを言って得になるとは思えない。

「もののはずみ、ですか……」と呟つぶやいて、ルーティが目を閉じる。

　じっと、なにかを考えているようだ。

「ね、ルーティ……」ファンメイが不安そうに「この人、どうするの？」

　それは、ヘイズとしても気になるところだ。

　ちなみに、こういう施設で侵入者を捕らえた場合の対応は、脳を無理やりハッキングして記き憶おくを洗いざらい吐き出させたあと、真っ白になった頭にプログラムを突っ込んで人形に仕立てるか、解体工場で分解して資源として再利用する、というのが一般的だ。

「ん？」ルーティは目を開き、いたずらっぽい笑みをファンメイに向けて「そうねぇ……ここは一応、国家機密の研究機関だから、侵入者は闇やみから闇に……」

　たちまち、少女の顔が泣きそうに歪ゆがむ。

　ルーティは「冗談冗談」と手を振り、

　信じがたい言葉を口にした。

「カイとも相談しないといけないけど、たぶんここの記憶を消去してから強制退去ってことになると思うわ。『地球連合憲章に基づいた人道的な対応』。講こう義ぎで習ったでしょ？」

　一いつ瞬しゆんの静寂。

　シャオロンが舌打ちし、ファンメイが「やったーっ！」とルーティに飛びついた。

「マジか？」ヘイズは、思わずそう聞いてしまった。

「そうなると思います」とルーティ。「申し訳ありませんが、それ以上の譲じよう歩ほは」

「いや、それでいい。全然オッケー」そんなカビの生えたような人権思想が、今でも生きているとは驚おどろきだ。どうやら、自我崩ほう壊かいも解体工場行きも免れたらしい。

　……待てよ？

　喜びかけて、すぐに大事なことに気づく。

「……そうすると」おそるおそる聞いてみる。「オレの船は……どうなる？」

「もちろん」ルーティ即答。「そのときにお返しします。メモリーに多少手を加えさせていただきますが……それだと不都合が」

「いや、それでいい。全然オッケー」問題解決。いたれり尽くせりとはこのことだ。借金のことなんか、ここを出てからゆっくりと考えればいい。全く、生きてるってのはスバらしい。

「それじゃあメイ」ルーティはひとつ手を叩たたき「ヘイズさんの手て錠じようとロープ、外してあげて」

　ファンメイが駆け寄ってきて、すぐにロープと手錠を外してくれた。ヘイズの手をつかんでぶんぶん振りまわし「良かったね」と笑う。

　本当に良かった。

　降って湧わいたような幸運をかみしめつつ、ひとしきり握手を済ませてから、

「じゃあ、とっとと処置でもなんでも始めてくれ。記き憶おく領域の操作なら三時間も──」

　三対の目が、同時にヘイズを凝ぎよう視しした。

　思わずたじろぎ「な、なんだよ……」

「申し訳ありません」本当に申し訳なさそうにルーティが言う。「お急ぎなのはわかりますが、ヘイズさんを解放するのは、今すぐというわけにはいきません」

「なんで？」反射的に尋ねる。

「本部の許可がないと、私たちでは外部ゲートを開くことができないんです」ルーティは、ファンメイ、シャオロン、ヘイズ、と視線を泳がせ「ここは隔離実験施設で、私たちは実験体ですから」

　本部ってなんだ、という疑問は、そのときヘイズの頭には浮かびもしなかった。

　ひどく、いやな予感がした。

「いや、ちょっと待て」一いち縷るの望みを託して、聞いてみる。「そりゃ、お前らは出入りできないかもしれんが、他ほかにも普通の人間がいるだろ。そいつらはどうやって外に……」

「ここには、私たちしかいません」予想どおりで、かつ聞きたくない答えを、ルーティがあっさりと口にした。「データ解析は本部で行いますし、生活管理はすべてコンピュータがやってくれています。……私たちも、ここに来てから一度も外に出たことがないんです」

　ああ、やっぱり。

「……そうすると。オレが帰れるのは、いつ頃ごろになるんだ？」

「そうですね」ルーティはしばし考え「次の定時報告が二週間後ですから、それ以降ということに」

　──めまいがした。

　二週間も待たずとも、八日後にはこの島は地球上から消滅してしまう。

　未来は、いまいち明るくないようだった。




「今後の相談をする」と言い残して、三人は部屋を出ていった。ドアに外から鍵かぎがかけられ、ヘイズの装備も一いつ切さい合がつ財さい持っていかれてしまったことは言うまでもない。

　部屋から去る間際に、ファンメイが「大人おとなしくしててね」と手を振っていた。

　お愛あい想そで手を振り返したら、シャオロンに殺気のこもった目で睨にらまれた。

　それはさておき。

「……さて」

　早口に一〇〇数えてから、ヘイズは作業に取りかかった。気がかりは山ほどあったが、まずはハリーとの連絡手段を確保するのが先決だった。船さえ動かせれば、こんな島などいつでも抜け出せる。逃走手段が確保できたら、あらためて真ま面じ目めに調査をやってもいい。

　まずは部屋の隅から隅までを丹念に調べ、カメラや盗聴器の類たぐいを探す。首にはノイズメイカーがついたままだが、それだけで捕ほ虜りよを野放しにするとは考えられない。必ず、なにかが仕掛けられているはずだ。ベッドの下、机の上の小物、パンダのぬいぐるみ。もともと少女の私室であることを考えると、家具に直接埋め込まれている可能性は低い。となると怪しいのは……

　ドレッサーの引き出しの裏に、薄うすっぺらい物体が張りつけられていた。

「ビンゴ」

　ヘイズは呟つぶやき、細心の注意を払って戦利品を引っ張り出した。

　小さなノートだった。

　テープで何重にも補修されたぼろぼろのノートには、「メイちゃんの秘密帳」とタイトルがつけられていた。数秒間の自失。かろうじて立ち直り、一ページ目を開く。鉛筆で三秒で殴り描かいたような少女の自画像が『シャオロンのバカ！』とあっかんべーをしている。

　ノートを元どおりの場所に戻し、額ひたいの汗をぬぐった。

「……よし」

　なにがどうよしなのかは自分でもさっぱりわからなかったが、ヘイズは部屋の調査を終了し、次の作業に移った。

　Ⅰ－ブレインに意識を走らせ、動作状態を確認する。

（システムチェック・クリア。全領域、正常に作動）

　思ったとおり、首につけられたノイズメイカーは、『情報の海』への接続を切断して魔ま法ほうの発現を阻害するタイプの簡易型だ。Ⅰ－ブレイン本体は、全く正常に作動している。連中には悪いが、これではヘイズを止めることはできない。

　部屋の入り口扉に耳を押し当て、外の様子をうかがう。

　なにも聞こえない。

　軽く扉を叩たたいてみる。反応なし。どうやら、本当に誰だれもいないらしい。

　信用されているのだろうか。

　──この人、ぜったいいい人なのっ！

　少女の顔を思い出すと、ほんの少しだけ居心地の悪い気分がした。

　収まりの悪い後ろ髪をざっとかき上げ、指先の感覚だけを頼りに他ほかとは異なる一本をより分ける。長さ五センチほどの、やわらかい針状の演算素子。万が一に備えていつも髪の中に隠してある極細のそれを、慎重につまみ出して唇に挟む。

　針を落とさないように注意しながら、右手の指を使って右のまぶたをいっぱいに広げる。左手の人差し指を眼球と眼がん窩かの隙すき間まにあてがい、無造作に突き入れる。

　指先に、生暖かい感触。

　軽く指を動かして、眼球を抉えぐり出す。零こぼれた眼球を、左手で受け止める。色素の薄うすい、血色の赤。ためしに握ってみると意外なほどやわらかい。生体細胞をベースに作られた義眼は、本物よりも本物らしいのがウリだ。

　眼球を手のひらにのせたまま、反対の手に針を構える。

「こういう隠し方もあるんだよな」

　針を突き立てた瞬しゆん間かん、義眼がかすかな熱を帯びた。

　針の表面に施された微細な論理回路、つまり幾何学パターンの組み合わせによって有機的な構造を与えられた情報体が、眼球の分子構造を書き換えた。みずみずしい弾力を備えていた義眼が、ほんの数秒で半透明のガラス状の物体に変化する。

　ガラス球が、ばかりとふたつに割れた。

　中には有機コードがひと束と、一センチ角のチップが数枚。有機コードをジャケットの裏に押し込み、チップのひとつを選び出して手のひらに張りつける。

　表面の偏光迷彩が起動し、チップはすぐに肌の色に溶け込んで見えなくなった。

「さて、仕事仕事っと」

　眼球から針を抜き取り、元の義眼に戻して眼窩に収める。立ち上がり、手のひらを扉に押し当てる。チップがかすかに振動し、扉の向こうが空くう洞どうであることを伝える。

　そのまま扉に沿って、手のひらをゆっくりと滑らせていく。扉から壁かべに乗り換えた瞬間に、振動のパターンが変化した。手の甲で軽く叩たたいてみる。鈍い音。壁紙一枚隔てた向こうは、おそらく強化カーボン材。この壁を破るのは、相当難しそうだ。

　壁伝いに部屋を一周したら、次は床。こちらも硬質な反応。残るは天井。

「……ん？」

　天井の隅のある地点にたどり着いたところで、反応が変わった。広さにしておよそ五〇センチ四方。薄うす板一枚隔てて空洞が広がっている。奥行きのほどはわからない。

　慎重に指を這はわせ、継ぎ目のようなものがないかを調べていく。

「これか？」

　化粧板を外すと、網状のシャッターが姿を現した。通気ダクトと思おぼしき暗くら闇やみが、チタン合金の金網の向こうに続いている。

　方角的にはさっきの訓練場に向かっているように見えるが、奥がどうなっているかはわからない。

「ビンゴ……か？」

　ヘイズは軽く指を弾はじき、シャッターを外す作業に取りかかった。
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　目を開けると、天井のライトがひどくまぶしかった。

　治ち療りよう室のベッドに身を起こし、戒カイ・蒼元ソウゲンは小さく息を吐いた。

　手首に刺さった点滴のチューブを、新しいものとつけ替える。軽く首をまわして、硬くなってしまった関節をほぐす。ここ数日ほど体調が思わしくなかったのだが、今日の目覚めは珍しくすがすがしいものだった。といっても、一日四時間しか起きていられないことに代わりはないのだが。

　ともあれ、今日もまた、無事に目覚めることができた。

　枕まくら元もとの鏡かがみを手に取り、こわごわと覗のぞく。そこにあるのは、一七歳の少年の顔。やせた頰ほお、白過ぎるほど白い肌、血色の瞳ひとみ。まぶたにかかる乳白色の前髪を指で払いのける。心なしか、今日は顔色がいいような気がする。

　脳内時計が『二時三五分』を告げた。

　今日はまだ、誰だれも来ていない。

　おかしい。

　毎日、この時間になると、必ず見舞いがやってくる。ファンメイもシャオロンもルーティも、カイが目を覚ますこの時間を見計らって、花やらおやつやらビデオやらを抱えて今日の出来事を報告しに尋ねてくる。特にファンメイは、二時三〇分を一分一秒たりとも遅れることはない。

　それなのに、今日は足音すら聞こえない。

　なにかあったんだろうか。

　と思ったとたん、地じ響ひびきのような靴くつ音おとが、カイの耳に飛び込んできた。

　誰かが廊下を、ものすごい勢いで走っている。

　どんどん近づいてくる。

　扉の向こうで、派手なブレーキ音。

　スライド式のドアが開き切るのももどかしく、わずかな隙すき間まから、三つ編みおさげの少女が部屋に飛び込んできた。

「ごめんね、遅れちゃったっ！」叫ぶなりベッドに駆け寄り、両腕をいっぱいに広げて抱きついてくる。「カイ、起きてた？」

「今起きたところだよ」ファンメイの小さな体を抱き止めて「……珍しいね、メイが遅刻するなんて。なにかあったの？」

「そーなのっ！　聞いて聞いてっ。もうすごいんだか──わっ！」

　いきなり襟えり首くびをつかまれ、ファンメイが悲鳴をあげた。つかんでいるのはルーティだ。いくらファンメイが騒さわいでいたとはいえ、足音を全く気づかせなかったのはさすがというべきか。

「メイが話すと長くなるからダメ」ルーティは猫ねこの子みたいにファンメイを持ち上げ、部屋の隅に運んだ。「メイもシャオを見習って、部屋の掃除してね」

　シャオロンは入り口の脇わきで、古くなった花を花か瓶びんから取り上げていた。ルーティの声に振り返り、ファンメイに向かって意地悪く舌を出してみせる。

　ファンメイも負けずに、あっかんべーをやり返す。

　相も変わらず、微笑ほほえましい二人だった。

「こらこら」ルーティが苦笑混じりに「ちゃんと協力して、急いで終わらせてね。カイに説明したら、みんなで会議やるんだから」

　などと言いつつも、そんな二人の様子をしっかりビデオに収めている。

　シャオロンとファンメイは声を合わせて「はーい」と答え、やっぱり激しく睨にらみ合い、それでも二人で協力して身長ほどもある巨大な花瓶を持ち上げた。ふらつきながらというよりは互いの呼吸が合わずにもたつきながら、花瓶を抱えて隣となりの給湯室に入っていく。

　二人の姿が消えるのを見計らったように、ルーティが口を開いた。

「ちょっと、面白いことになってきたみたい」ビデオディスクを差し出し「とりあえず、これ見て」

　さっきまでとは打って変わって、その顔は真剣そのものだった。

「なにかあったんだね？」カイは問うた。

「ええ」ルーティはうなずいた。




「……なるほど」

　ディスクの再生が終了すると同時に、カイはうなじの有機コードを引き抜いた。といっても、Ⅰ－ブレインにデータを丸ごと取り込んだから、実際には三秒とかかっていない。

　再生装置のプラグをベッド脇のディスプレイにつなぎ換え、トラックナンバーを打ち込む。問題の場面を、ディスプレイに呼び出す。

　今日の戦せん闘とう実験の、最後の一幕。

　ファンメイとシャオロンが、赤いジャケットの男に向かって攻こう撃げきを繰くり出す。

　男が攻撃をかわして、目標を見失った二人の腕が互いの頭に襲おそいかかる。

　呆ぼう然ぜんとする、二人。

　次の瞬しゆん間かん、小さな音が響ひびき、触手と爪つめの輪郭が崩れる。

　そこで、カイは映像を静止させた。

「すごいね、これ」傍らのルーティを見上げ「どういう能力かな？」

「情報構造体攻こう撃げきの一種だとは思うんだけど」ルーティは、その光景を食い入るように見つめている。「『絶対情報防御』を突破できる攻撃なんて……」

　あり得ないことだ。『絶対情報防御』によって展開された防ぼう壁へきは、人間の脳に収まるサイズのⅠ－ブレインの能力では絶対に突破できない。そのサイズの演算素子で実現可能な最大の演算速度が、『絶対情報防御』を打ち破るのに必要な最低値に到底足りないのだ。これは理論的に証明の可能な『定理』であり、技術力や精神論で説明のつく問題ではない。

『魔ま法ほう』とはオカルトではない。抽象代数と理論物理と大脳生理学によって支配された、純然たる論理体系なのだ。

　だが、ディスプレイの中の男は、現実にそれをやってのけた。

「どうも、よくわからないね」カイは枕まくら元もとの端末を引き寄せ「Ⅰ－ブレインのデータは取れたの？」

「一応、ノイズメイカーからデータは拾ったわ。これ──」

　差し出されたデータチップを受け取り、カイは小さな画面の上にヘイズのⅠ－ブレインの解析結果を呼び出した。

「……なに、これ？」思わず、眉まゆをひそめる。

「見てのとおりよ」ルーティは端末を覗のぞき込み、ため息をついた。「能力を調べるどころじゃないわ。確かに演算速度はものすごいけど、Ⅰ－ブレイン全体で記き憶おく領域がたったの二パーセント、外部出力端子もなし。こんなの、予測演算以外の役に立たない。……あの人のⅠ－ブレイン、完かん璧ぺきに欠陥品よ」

　Ⅰ－ブレインの内部構造は、少なくとも機能的には、通常のコンピュータと同様に考えることができる。記憶領域からプログラムを呼び出し、中央演算素子ＣＰＵで走らせ、出力端子から『情報の海』に送り出すことで、初めて『魔法』は成立する。

　だが、このⅠ－ブレインには、『魔法』を使うために必要な要素がことごとく欠けている。どれほど優秀な演算能力を備えようと、それに見合うだけのプログラムがなければコンピュータは機能を発揮しない。

　だけど、この人は現実に……

　カイは、膝ひざの上の端末とベッド脇わきのディスプレイを交互に見比べ、うーんと唸うなった。

「まぁ、そのことはおいおい考えようか」ビデオディスクを取り出して、ルーティに手渡す。

「で、信用できそう？」

「それは、まだなんとも。だけど……」ルーティは少し言いよどみ、はにかみながら「ああいうのを『いい人』っていうのよ、たぶん」

「二人の反応は？」

「メイはずいぶん気に入ってるみたいだけど、シャオがね……」ルーティは困り顔で「なんか毛嫌いしてるの。そりや警けい戒かいするのが当たり前なんだろうけど……って、なにを笑ってるの？」

「ああ、ごめんごめん」意外と鈍いんだな、とカイは苦笑し「シャオが怒ってるのはそういう理由じゃないよ。まぁ、はしかみたいなものかな」

　ルーティは首をかしげ、

「……なんの話？」

「あの人と仲良くしろ、とかそういう火に油なことは言わない方がいいと思うよ」

　ルーティは、ふーん、とわかったようなわからないような答えを返し、ポケットから小さな薬くすり瓶びんを取り出した。

「はい、今日の分。特製ブレンドよ」

　中にはたったひと粒、毒々しい紫色の錠じよう剤ざいが入っている。

「今日はまた、すごい色だね」カイはルーティお手製の薬を手のひらに開け、ためらいなく口に運んだ。「……あんまり、おいしくないよ？」

「当たり前でしょ」

　ルーティは苦笑し、空の瓶をポケットに隠した。

　タイミングよく給湯室のドアが開き、なぜか不機嫌いっぱいの顔でシャオロンが入ってくる。

　巨大な花瓶を引きずるようにして元の場所に運び、乱暴な手つきで新しい花を放り込む。

　どういうわけか、一人だ。

「メイは？」とルーティ。

「自分の部屋」シャオロンは振り返りもせず、ぶっきらぼうに答える。「気になるから、様子見てくるってさ！」

「……なにを怒ってるの？」よせばいいのにルーティが聞く。

「べつにっ！」耳たぶを真っ赤にして、シャオロンが怒鳴る。

　そんなやり取りに、カイは目を細めた。




　　　　††††††††††††††




『──まったく。一時はどうなることかと思いました』機械合成にしてはやたらと抑揚の利いた声が、船外スピーカーから流れ出た。『ヘイズのあと先考えない行動は今に始まったことではありませんが、今回ばかりは寿命が縮ちぢみました』

「……ああ」

　心配声の相棒に生返事を返し、ヘイズはため息をついた。船の外、タラップの中ほどに腰かけて、ぼんやりと下を眺めている。ほんの三時間ほど前に、最初に降り立った広場。ばら撒まかれたガラスの破片はすべて取り除かれたらしく、戦いの痕こん跡せきは少なくとも地表には見られない。
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　少女の部屋からダクトを進むことおよそ三〇分、やっとの思いでヘイズはここにたどり着いた。長く、険しい道のりだった。まっすぐ平坦だったのは最初の二〇メートルだけで、そこから先は曲がり角あり、枝分かれあり、行き止まりあり。途中で出会った掃除ロボットには、なぜか二〇ミリ弾で攻こう撃げきされた。

　Ⅰ－ブレインが再起動しなかったら、確実に死んでいた。

　我ながら、よくがんばった。

　──その挙句がこのざまかと思うと、腹が立つのを通り越してなんだか泣けてくる。

　もう一度深々とため息をつき、ヘイズは視線を上に向けた。

　ここから一〇〇メートル上、広場を覆おおうガラスのドームの真ん中には、ヘイズが作った大穴が口を開けている。そのまわりを無数の小さなロボットが這はいまわり、損傷を修復している。その様子はさながら、餌えさに群がるアリのようだ。

　そして、透明な天てん蓋がいのさらに向こう、円形に切り取られた空は、一面の鉛色に染まっている。

『青』ではない。『鉛色』だ。

　鈍く光るチタン合金、表面に刻み込まれた精巧な論理回路。

　重厚な隔かく壁べきに閉ざされた空を、ヘイズは憂ゆう鬱うつな気分で見上げた。

　船ごと閉じ込められるという可能性を考えなかったのは、失敗だった。

「……あの壁かべ、破れると思うか？」たいして期待もせずに、聞いてみる。

『おそらく、不可能ではないかと』ハリーの声にも、やる気が感じられない。『外周の構造から想定される厚さは、最低でも五メートル。表面の論理回路に加えて、管理システムによる情報強化も行われていると考えると、この船の装備では歯が立ちません』

「オレが吹っ飛ばすってのは……」

『ヘイズの演算速度は、はじめから計算に入っています』にべもない。『だいいち、下へ手へに破は壊かいしたら船ごと破片の下した敷じきですよ』

「そーか」

　隔かく壁へきを破壊するという手段は諦あきらめた方が良さそうだ。これで当面の行動目標は決まった。頭の中で唱えてみる。『脱出経路の確保』。大変わかりやすい。

　涙が出そうだ。

「……くそったれ」ヘイズは立ち上がり、ズボンの埃ほこりを軽くはたいた。「とりあえず、取られた装備、補充しとかねぇとな」

『私は何を』

「演算機関の動作テストでもしといてくれ」

『了解』と答えて、ハリーは静かになった。人間でいえば眠ったようなもので、いったんこの状態になったら、緊きん急きゆうコードを叩たたき込まない限り二四時間は目を覚まさない。

　タラップを上り、船内に足を踏み入れる。気密扉をくぐった瞬しゆん間かんに空気が変わる。極限まで乾かん燥そうした冷たい風に混じる、かすかなオゾン臭。それは、壁一枚隔てた向こうで今もヘイズの指示を待っている、巨大なコンピュータの吐息だ。

　入り口から通路をまっすぐ進むと、一〇メートル足らずでＴ字路に突き当たる。左に行くと操そう縦じゆう室で、右が居住ユニット。全長一五〇メートルの船体の大部分が演算機関に占められていてるために、Hunter Pigeonの居住区画にはたった六人分の部屋しかない。といっても、ヘイズ一人で使うには広過ぎる空間だ。ひと部屋を自分の私室、ひと部屋を物置に使って、あとの四部屋は空室になっている。ヘイズは迷いなく、物置部屋の扉に手をかけた。

　そのとき。

「ん？」

　なにかが聞こえたような気がして、ヘイズは廊下を振り返った。

　換気扇のかすかな唸うなりにまぎれてしまうくらいの、小さな音。

　タラップの軋きしむ音に似ていたような気がする。

　息を殺して、少し待ってみる。

　変化なし。

「……気のせいだな」

　そう結論して、扉を引き開けた。

　噴ふき出してくる埃ほこりっぽい匂においに顔をしかめ、部屋の様子に思わずため息を漏らす。

　さして広くもない部屋を埋め尽くす、見渡す限りの箱、箱、箱。形も大きさもばらばらの箱が、衝しよう撃げきで倒れないようにロープで固定されて天井までびっちりと詰め込まれている。どれになにが入っているのか、そもそもいつからここにあるものなのか、管理責任者であるヘイズ自身もさっぱり把は握あくしていない。最近のものほど入り口近くにあるだろう、とまあその程度の予想を立てるのが精一杯だ。

「確か、予備の通信素子がこの中に……」

　ヘイズは床に座り込み、一番手近な箱を開いた。比較的小さい部類に入るものだが、それでもヘイズの両腕に余るくらいの大きさはある。この箱ひとつ調べるだけで軽く一時間はかかりそうだ。この箱の中に見つからなかったときのことは、精神衛えい生せいに悪いので考えないことにしよう。

　しばらく無言で、箱の中身をあさる。

「しかし、どうなってんだ、こりゃ」

　合成肉の缶かん詰づめと年代物の音楽ディスクが一緒になっているのには、我ながら呆あきれてしまう。

「──なにしてるの？」

　突然、後ろから声をかけられた。

「見りゃわかんだろ。もの探してんだよ。予備の通……」

　通信素子が、と言いかけて、ヘイズは動きを止めた。

　冷や汗が一滴、頰ほおを伝った。

　なにかやわらかいものが背中をくすぐっている。

　身をかがめたままの格好で、おそるおそる振り返った。

　無数の黒い触手が、うぞり、と鎌かま首くびをもたげた。

　ヘイズは腰を抜かした。




「──ごめんなさいっ！」本当にすまなそうにそう言って、ファンメイはぺこっと頭を下げた。「ちょっとビックリさせようと思っただけなの。あんなに驚おどろくなんて思わなかったの」

　なんで謝あやまる、と突っ込みたかったが、やめておいた。この少女と話していると、どうも感覚が狂ってしまう。やりにくくてしょうがない。脱走を企くわだてるふとときな捕ほ虜りよを捕まえたのだから、もう少し偉そうな態度をとってもらいたいものだ。

　紙コップにコーヒーを注ぎ、少女の前に置いてやる。

「……まぁ、いいから飲め」

　テーブルの前ですっかりしょげかえっていたファンメイは、ヘイズの言葉にようやく顔を上げた。コーヒーをひと口すすり、「にがい」と顔をしかめる。しょうがないのでミルクと砂さ糖とうを出してやると、少女はうれしそうに手を伸ばした。

　物置部屋の隣となりの自分の私室で、ヘイズはテーブルに頰ほお杖づえをついている。向かいではファンメイがソックスに包まれた足をぷらんぷらんさせながら、甘さ一二〇パーセントのミルクコーヒーを飲んでいる。ヘイズの体型に合わせた椅い子すはファンメイには大き過ぎるようで、足の先が床に届いていない。紙コップのコーヒーだけというのはいささか味気ない気もしたが、茶菓子なんて気の利いたものはこの船には常備されていない。代わりに酒のつまみを出すという手も考えたが、イカの足や柿の種がコーヒーに合うとはさすがに──

　待て待て。

　柿の種なんかどうだっていいんだ。

　ファンメイがひと息つくのを見計らって、質問する。

「で……なんでここにいるんだ？」

　ファンメイはちょっと考え、

「部屋に戻ったらヘイズがいなくて、すっごくビックリしたんだけどルーティとシャオとカイにばれたらダメだって思ってそれで。……あ、カイっていうのはね」

「待て待て待て」説明する気あんのかコイツは。「ちょっと落ち着け。……そうだな。部屋を出たところから順番に説明してくれ」

「あ、ごめんね……えっと」

　以下、ファンメイの話を要約するとこういうことになる。

　ヘイズの部屋を出た三人は、『カイ』というもう一人の仲間と相談するために医務室に向かった。カイはルーティと同い年の訓練生なのだが、体が弱くて医務室のベッドから起きられないらしい。医務室に着いたファンメイは部屋の掃除を始めたのだが、途中でヘイズのことが気になって部屋にとって返し、ヘイズがいないのを発見した。部屋中を引っ搔かきまわして天井の通気ダクトの異変に気づき、大慌てでこの『中央訓練場』までやってきた。実はヘイズが通ったダクトは、訓練のないときに花や木の手入れをするために、ファンメイも抜け穴として利用しているのだという。

「──掃除ロボットに見つからなくてよかったね」ファンメイはヘイズの首にはまったままのノイズメイカーを指差し「わたしは魔ま法ほう使ったから平気だったけど、あいつら動いてるもの見たら手当たり次第に銃撃うつの。すっごく危ないんだから」

　笑ってごまかすしかない。『そもそも魔法が使えない』ヘイズにとって、このタイプのノイズメイカーは全くの無意味なのだが、それは隠して力を使えないフリをしておいた方が、この先都合がいいだろう。

　ファンメイはコーヒーをひと口すすり、

「とりあえず、部屋には鍵かぎかけて『入っちゃダメ』ってプレートも下げてきたから、ヘイズがいなくなったことは誰だれにもばれてないと思う」

「……お前、オレを捕まえに来たんじゃないのか」

「うん」ファンメイはうなずき「……だけど晩ご飯までには戻らないと。ルーティやシャオに見つかったら、今度こそ『闇やみから闇』になっちゃうかもしれないよ？」

　ようするに、この少女はヘイズのことを心配してくれたらしい。

　わけがわからなかった。

「お前、なに考えてんだ？」

「ん？」

「ん、じゃねぇだろ。わかってんのか？　オレは侵入者で、捕ほ虜りよで、こうやって脱走しようとしてて、でもってお前はそれを見つけたんだぞ？」なんでオレがこんなことを、と思いつつ、ヘイズは懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する。「いいか？　こういう場合の対応というのはだな。不意打ちでもなんでもかけてこっちの戦せん闘とう能力を奪い、それが不可能な場合にはとりあえずこっちがなにをやってるのかよく観察して……」

　ファンメイは、不思議そうに首をかしげ、

「そんなことしたら、友達になれないじゃない」

　またしても、意味不明なことを言う。

「友達？」

「うん、友達」

「誰だれと誰が」聞かなくてもわかっているが、聞かずにはいられない。

「ヘイズとわたしが」

「なんでオレがお前と友達になるんだ」

　ファンメイはそれには答えず、物珍しげに部屋を見まわした。

「……擬似体感映画スム・センスとかはないの？」

「人の話聞け！」

「ないの？」

「……あるわけねぇだろ、そんなもん」戦前の旅客機じゃあるまいし。

「なぁんだ」あからさまに落胆したファンメイが、すぐに声をあげた「あっ！」

　壁かべに張りつけられた一枚の写真を目ざとく見つけ、椅い子すを蹴け飛とばすようにして駆け寄る。

「ねえねえ！　これ……」

「──触るな！」反射的に、ヘイズは叫んだ。

　ファンメイがびくりと身をすくませ、伸ばしかけた手を止めた。

　たちまち、その顔が泣きそうに歪ゆがむ。

「あ、いや、その、なんだ……」ヘイズは慌てて椅子から立ち上がり、写真を外して泣き顔の少女に差し出した。「古い写真だからな。丁寧に扱ってくれ」

　ファンメイは、今のは演技だったんじゃないかと思うくらいの変わり身のはやさでにっこり微笑ほほえみ、その写真を受け取った。

　古びた滑走路を背景に、下は二〇代の若者から上はどう見ても八〇を過ぎた老人まで、全部で二三人の男女がカメラに向かって笑っている。その大人おとなたちに取り囲まれるようにして、写真の真ん中の一番目立つところに、赤毛の少年が立っている。まわりの人間が泥だらけのつなぎを着ている中で一人だけめかし込んで、小さな体を精一杯伸ばし、カチカチに緊きん張ちようした顔でそれでも心から幸せそうに笑っている。そんな人々のはるか後方、写真の隅に小さく、真紅のペイントを施された飛行艦かん艇ていが写っている。

　余白に書き込まれた文字に、ファンメイが気づいた。
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「──西暦二一八七年一二月四日……『空賊Flying PiratesHunter Pigeon』」ヘイズの顔を見上げ「なに、これ？」

「誕たん生じよう日の記念写真だ」ファンメイの頭の上から写真を覗のぞき込み「一二年前だから、オレが八歳のときのヤツだな」

「誕生日！」いきなり、ファンメイが叫んだ。「あのね、わたしも今度誕生日なの！」

「……ほぉ」たいして興きよう味みもなかったが、一応礼れい儀ぎとして聞いてみる。「いつだ？」

「六月八日！　一四歳になるの！」

　そういえば、カレンダーに花丸がついていたような気がする。モスクワ軍の攻こう撃げきと同じ日というのは、皮肉な話だが。

「もしかして、パーティとかやるのか？」

　ファンメイは「うん！」とうなずいて写真に目を戻し、

「ヘイズもやったの？　パーティ」

　ヘイズは、無言でうなずいた。

「じゃあ」ファンメイは真ん中の少年を指差し「このちっちゃいのがヘイズ？」

「ああ、そうだ」確かに、あの頃ころのヘイズは目の前の少女より頭ひとつは背が低かった。

「えっと、それじゃあ」少年の肩に手を置いている初老の男女を指差し「これ、おじいちゃんとおばあちゃん？」

「いや、親父おやじとお袋」

「お父さんとお母さんかぁ……今、どうしてるの？」

「一〇年前に死んだ」と言ってから慌ててつけ加える。「まぁ、それなりに幸せだったんじゃねぇか？　大往生ってヤツ」

「そうなんだ」ファンメイは写真をヘイズに返し「わたしにはお父さんもお母さんもいなかったから、なんかうらやましい」

「あ、そうか」当然のことだが、遺い伝でん子し合成で生まれる先天性の魔ま法ほう士に両親はいない。「まぁ、遺伝子合成で生まれたからって、化け物ってわけじゃないしな……」

　ファンメイは首をかしげ、すぐに両手をぶんぶんと振ってヘイズの誤解を訂正した。

「──違う違うっ！　わたしにはちゃんとお父さんもお母さんもいたのっ！　わたしが生まれてすぐに病気で死んじゃっただけっ！」

「そうなのか？」

　だとすると、生まれて一年に満たない赤ん坊にⅠ－ブレインの埋め込み手術をしたということになる。にわかには信じがたい話だが、あの頃はどこの研究機関でもでたらめがまかり通っていた。そういうことをやっていたとしてもおかしくはない。

「じゃあ、お前以外の三人も……」

「うん。みんなわたしと同じ。北京ペキン生まれで天涯孤独……あ、そうでもないか」

　ファンメイはしばし考え、

　こう言った。




「確か、シャオのすっごく遠い親戚が、シティ・北京に今でも住んでるはずだから」




　なにを言われたのかわからなかった。

　ヘイズは、ファンメイの顔をまじまじと見つめた。

　冗談を言っているのではないと納得するのに、三〇秒以上かかった。

「……その親戚」

「ん？」

「その親戚って、今でも生きてるのか？」

「うん」こともなげに、ファンメイはうなずいた。「わたしも話に聞いただけなんだけど、シティ・北京ペキンで軍人やってるんだって。シャオのお父さんとは仲が悪かったらしいけど……って、どうしたの？」

　最後の問いかけは、ヘイズの耳には入らなかった。

　ひとつの仮説が、頭に浮かんでいた。

「なぁ、ファンメイ」仮説を確かめるべく、少女に質問する。「シティって、いくつあるか知ってるか？」

「へ？」

　唐突な質問にファンメイは目をしばたかせ、

「知ってるわよ、そのぐらい」胸を張って答えた。「全部で二〇四八個！」

　ある意味で、それは正解だった。

　大戦の勃発よりも、大気制御衛えい星せいの暴走よりも昔。人類が文明の頂点を極めていた時代。

　地球上には、全部で二〇四八のシティが存在していた。

　──ヘイズは、ようやく、状況を理解しつつあった。




　　　　††††††††††††††




　大戦を生き延びたシティは全部で七つ。そのうちシティ・神こう戸べはすでに消滅し、西暦二一九八年六月現在、地球上には六つのシティが存在していることになる。

　ベルリン、ロンドン、マサチューセッツ、ニューデリー、モスクワ、そしてシンガポール。

　北京という名のシティは、地球上には存在しない。

　適当なデータベースに『シティ・北京』で検索をかけてみればいい。

　そこには、間違いなくこう記述されているはずだ。

　西暦二一八七年一〇月六日、核かく融ゆう合ごう炉ろの暴走により消滅、と。




　　　　††††††††††††††




　元は倉庫に使っていたという殺風景な部屋にはパイプベッドと小さな机が運び込まれ、隅のテーブルの上にはヘイズの携帯端末が置かれていた。ログを調べた限りでは、中のデータは読まれなかったらしい。もっとも、たとえ読まれたとしても、こういう事態に備えてたいしたデータは入っていない。残念ながら、他ほかの装備は返してもらえなかった。

　ヘイズが消えていた三時間足らずの空白は、幸い他ほかの三人には気づかれなかった。ファンメイはダクトのことも、ヘイズがハリーと接触したこともひと言もしゃべらなかったから、ヘイズはずっと少女趣しゆ味みな部屋にいて、ファンメイと遊んでいたということになった。

　殺気のこもった目で睨にらまれたのは、いうまでもない。

　出された夕食をほとんど味もわからずに喉のどに流し込んだところで、有無をいわせずシャワールームに放り込まれた。趣味から著しく外れた着替えを押しつけられ、この部屋まで『連行』され、扉に外から鍵かぎがかけられて、ヘイズはようやく一人になった。

　一人になると、今日一日の出来事が、次から次へと頭によみがえってきた。

　真新しいシーツの匂においのするベッドに転がって、ヘイズはぼんやりと天井を眺めた。

　バラバラだったパズルのピースが、頭の中で組み上がりつつあった。




　ファンメイは、シティ・北京ペキンが消滅したことを知らなかった。それどころか、大戦の勃発と終しゆう焉えんも、大気制御衛えい星せいの暴走事故も、人類が滅亡に瀕ひんしていることも、なにひとつ知らなかった。

『わたし、外に出たらやりたいこといっぱいあるの』

　そう言って、少女は笑った。

　……ここの時間は、西暦二一八六年で止まっている。

　そう考えれば、自分に対する甘いとしか思えない対応にも納得がいく。この島が作られた当時、シティ体制全盛の時代には、『戦争』は各シティの威信をかけた『競技』として地球連合議会の定めた厳げん密みつなルールにのっとって行われていた。捕ほ虜りよに対する虐待は最も不名誉な行為とされ、どこのシティでも人道的な対応が厳守されていた。ついでにいうなら『アウター』という言葉は、シティでの生活に馴な染じめずに街の外で生きる人間の総称として、戦前では一般的に使われていたものだ。

　そして、本国からもたらされるという、一ヶ月に一度の定時報告。

　ヘイズの予想が正しければ、おそらくそれは管理システムの内部で処理された架空の通信だ。はじめからそうだったのか、それとも本国との連絡が途絶えたときに内部の混乱を避さけるために緊きん急きゆう処置がとられたのかはわからない。いずれにせよ、少女たちは定期的にもたらされる外からの連絡を頼りに、歴史から忘れられたこの島で、たった四人で一〇数年間も生きてきたのだ。

　いつか誰だれかが、『もう出てきてもいいよ』と言ってくれる日を信じて。

「……ま、オレには関係ねぇけどな」

　余計なことを考えている場合ではない。明日から忙しくなる。まずは脱出経路の確保、隔かく壁へきを開ける手段を調べる。そのためにはここのシステムの詳細な構造、データが必要だ。それが済んだら、脱出までに可能な限り情報を集める。外の世界情勢や正しい歴史については、おそらく話すべきではない。気を抜くとついつい忘れそうになってしまうが、ここに押し込められているのは暴走の可能性のある危険なサンプルだ。安全なものを連れ帰れば追加報酬が三〇〇万、そうでないものは、残念だが連れてはいけない。

　なにが残念なんだ？

　ベッドから跳ね起きて、ヘイズはわしわしと頭をかきむしった。ビジネスライクにいこうと思うのに、ついつい余計なことを考えてしまう。どうも感傷的になっている。ほんの数時間で、ここの連中に毒されてしまったようだ。

　こういうときは、とっとと寝るに限る。

　頭から布団を被かぶり、ヘイズは目を閉じた。

　──そんなことしたら、友達になれないじゃない。

　少女の声が、頭の中で響ひびいた。

「……オレには関係ねぇ」

　もう一度、声に出して呟つぶやいた。
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　ベッドに飛び込んだ途端に、笑いがこみ上げてきた。

　必死に声を押し殺し、それでも我慢し切れずに、頭から布団を被ってファンメイはくすくすと笑った。

　やったあ。

　一いつ生しよう懸けん命めいかばったかいがあった。やっぱり面白いことになってきた。ここに来てから初めて会った『外』の人。明日はなにを聞こう。どんな話をしよう。そればかりが、頭の中で渦を巻いている。

　心臓がどきどきする。今夜はとても眠れそうにない。

　はやく明日になればいいのに。

　今、何時だろう。

　と思ったときには、パンダの時計が目の前にあった。

　一時一五分。

　明け方まで、あと五時間とちょっと。

　──そこまで考えて、不思議なことに気がついた。

　目覚し時計に巻きついている、黒い触手。

　枕まくら元もとから時計を持ってきてくれた触手は、もちろん、自分の右肘ひじから生えている。

　だけど。

　……わたし、身体構造変換の命令なんか出したっけ？

　ちょっと考えてみる。Ⅰ－ブレインの過去ログも引っ張り出してみる。

　おかしいなぁ。

「……ま、いっか」

　きっと、自分でも気がつかないうちに魔ま法ほうを使ったに決まってる。

　たいしたことじゃない。

　時計を枕まくら元もとに置き、右腕を元に戻して、もう一度頭から布団を被かぶった。

　そのときは、深く考えなかった。







　第三章　噓がホントでホントが噓で　～Lost Memories～







〈二一九八年六月四日の予定〉

　初等戦術理論：０９００～１０００

　訓練生番号30：雷レイ・小龍シヤオロン、同31：李リ・芳美フアンメイ、両名は定刻までに所定の準備を終え、アドレスＳ３３８７Ｄにアクセスすること。

　………………
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　脳内時計が午前一〇時を告げると同時に、『講こう義ぎ終了』の文字が目の前を躍おどった。

「おわりーっ！」

　歓かん声せいとともにゴーグル型のヘッドセットを放り出し、ファンメイは水玉ベッドから飛び起きた。

　本当は講こう義ぎが始まった瞬しゆん間かんから部屋を飛び出したくてうずうずしていたのだが、ヘッドセットディスプレイの網膜認識システムはそんなずるを許してはくれなかった。かっちり六〇分の授業からやっと解放されて、ファンメイは一目散にドレッサーに駆け寄った。

　鏡かがみの向こうで、満面の笑顔がこっちを見返している。今日の服は白いブラウスにチェックのスカート。ファンメイだってスカートぐらいはく。襟えり元もとにあしらった小さなリボンが我ながらおしゃれ。

　ねぐせ良し、洗顔良し、三つ編み良し。

「かんぺきっ！」

　元気いっぱいに宣言して、ファンメイは部屋を飛び出し、

「う……」思わず、顔を強こわ張ばらせた。

　顔いっぱいに不機嫌を張りつけたシャオロンが、仁に王おう立だちで待ち構えていた。

　今日は通常訓練もないので、Ｔシャツにアーミーパンツという私服スタイルだ。どこかで運動でもしてきたのか、額ひたいに汗を浮かべ、肩で荒い息をしている。

「……なによ」ファンメイは剣けん吞のんな声をあげた。

　シャオロンは、ぷいっとそっぽを向いて、

「べつに」

「べつになわけないでしょ！」ファンメイは先手を打った。「なんか文句あるんでしょ！　言いたいことあるんなら、はっきり言いなさいよ！」

　こいつの言いたいことなんて、聞かなくてもわかっている。あの日から今日でもう三日、お昼休みや午後のお見舞いのあとにヘイズのところに遊びに行くのは、ファンメイの日課となりつつある。シャオロンには、それが気に入らないらしい。

　そんなに気になるんなら、一緒に来ればいいのに。

　シャオロンだって、本当はヘイズと話したいに決まっているのだ。外のこととか、シティのこととか、いろんなことを聞きたいに決まっているのだ。だけど、わたしと一緒にはしゃぐのが恥ずかしいから、ああいうふうにひねた態度を取っているのだ。そうに決まってるとファンメイは勝手に思い込んでいた。

　シャオロンは、そんなファンメイを横目にぼそりとひと言、

「……バカ女」

　頭に、かっと血が上った。

　日々の口くち喧げん嘩かで鍛きたえられた豊富な悪口のレパートリーが、全部まとめて喉のどから飛び出しそうになった。だけど、すぐに思いとどまって大きく深呼吸する。落ち着け落ち着け落ち着け。こんなヤツと遊んでる場合じゃない。お昼休みが終わったら、また一時から講こう義ぎが始まってしまう。時間は残り少ない。

「用がないんならどいてよねっ！」

　自分より二センチ背が低い体を押しのけて、ファンメイは今度こそ廊下を駆け出した。

　後ろでシャオロンがなにか言っていたが、よく聞こえなかったので無視した。

　ＣＧの青空に照らされて、白い廊下を全速力。

　走っているうちに、ふと、不思議なことに気づいた。

　シャオロンはファンメイと同じ講こう義ぎを受けていたのだから、少なくとも二時までは自分の部屋にいたはずだ。ファンメイが部屋を出たのは講義が終わってほんの一、二分後。ということは、シャオロンは講義が終わった瞬しゆん間かんに部屋を飛び出して、全速力で走ってきたことになる。

　いったい、なにしに来たんだろう。

「……そこまでして、いやみ言いに来なくてもいいのに」

　そんなにわたしのこと嫌いなのかなあ、と思うと、ちょっと悲しくなるファンメイだった。
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　ジャガイモに限らず野菜の皮むきには、コツというヤツが存在する。

　素人しろうとがよくやる失敗は、包丁で皮を切ろうとすることだ。芋いもの方を固定したままで、包丁の方を動かす。これだと刃が芋を支えている指に当たって危ないし、どうしても皮が分厚くなってしまうからでき上がりが不恰好になる。

「だからだな」ヘイズは包丁とジャガイモを両手に構え、身振りを交えて説明した。「右利きなら右手、左利きなら左手に包丁を構えて……そう。でもって、反対の手に芋を持って、親指で包丁の刃を押さえながらむしろ芋の方をまわすように……」

　ファンメイはふんふんとうなずき、おっかなびっくりジャガイモの皮をむき始めた。

　ときどきヘイズの手元を覗のぞき込み、指の位置を確認している。その包丁さばきはどうにも危なっかしくて、ヘイズはなかなか皮むきに集中できない。「わたしもやるの」という申し出そのものは大変ありがたかったのだが、これでは手伝ってもらっているのか講習会をやっているのかわからない。

　キッチンの隅に積み上げられた『これから皮をむかれる予定』の野菜の山を横目に、ヘイズはため息をついた。

「働かざるもの食うべからずです」

　というルーティの鶴つるのひと声で、ヘイズは料理を手伝わされるはめになった。献立を考えて調理するのがルーティで、下ごしらえや皿洗いがヘイズの仕事。驚おどろいたことにここの食事は、物質循じゆん環かんプラントで生成される小麦蛋たん白ぱくや促成栽培の野菜を材料に、手作業で作られているのだった。

「三年ぐらい前に自動調理器が壊こわれちゃったの」とはファンメイの説明。

　ちなみに、料理当番のローテーションなどは存在しない。『まともに食べられるものを作らないと材料がもったいない』という実に納得のいく理由によって、朝昼晩の一日三食から一〇時と三時のおやつにいたるまで、すべてがルーティ一人の手でまかなわれているためだ。データライブラリを参考に見よう見まねで始めたらしいが、腕は確かだった。

　ヘイズの仕事は、野菜の皮をむいたり合成小麦蛋たん白ぱくのひき肉に下味をつけたりすること。

　まさか料理の手伝いをやらされるとは、思ってもみなかった。

　せっかく人手が増えたんだから働かせなきゃ損、という理屈はよくわかるのだが、だからといってこれはどうかと思う。使うつもりはないし、使ったところで効果があるとも思えないが、ヘイズの右目の中にはテトロドトキシン系の神経毒だって収納されているのだ。自分が悪人だったらどうするつもりなのだろう。ここが戦前の世界だというのはよくわかっているが、どうも、連中の能のう天てん気きさはそれだけでは説明できない気がする。

　だが、まあ、悪い気はしない。

「──あーっ！」

　突然、ファンメイが叫んだ。

「どうした！」

　指でも切ったか、とヘイズは顔を上げた。

　ファンメイは、元の半分ぐらいに小さくなったでこぼこのジャガイモを手のひらにのせて、

「できたの」

　誇らしげに笑った。




　あれよあれよという間に、ここでの暮らしも今日で三日目、初日の『尋問』も加えると四日目だ。

　ヘイズの生活は、野菜の皮むきと肉の味つけを中心に動いていた。

　ノイズメイカーと発信機をつけておくことを条件に、ヘイズには行動の自由が与えられた。午前中いっぱい使って一日分の仕事を済ませてしまえば、午後からはなにをするのも自由。ただし、ノイズメイカーの内側に張りつけられた発信機は行動モニターも兼ねているらしく、中央訓練場に行こうとしたらたちまち警けい報ほうが鳴った。仕方がないのでハリーとの連絡は通信素子で行い、分担して調査を進めている。

　ファンメイは、暇さえあればやってきて、ヘイズのまわりをうろちょろしている。

　はじめのうちこそ『学校ってどんなところ？』とか『海水浴って楽しい？』とか、ヘイズも知識としてしか知らないようなきわどい質問をぶつけて困らせてくれたが、三日目ともなるといいかげんネタも尽きたようで、今日はずいぶんと大人おとなしい。

　シャオロンには顔を合わせるたびに睨にらまれ、ルーティには「助かります」と喜ばれ、カイというもう一人の実験体とはいまだに顔を合わせる機会がなくまあそんなふうに、ヘイズの三日間は過ぎていた。

　調査の方は、さっぱり進まない。

　ハリーと手分けして内部を調査した結果、わかったことはふたつ。ひとつは、この島が少なくともふたつ以上の階層から成り立っていること。もうひとつは内部のネット構造が、こちらも同じくふたつ以上の独立した回線で構成されていることだ。

　ヘイズが今いるのは島の一番上、実験体のための隔離区画で、中央訓練場を除いたその全域に、ひとつの独立したネット回線が張り巡らされている。ファンメイたち実験体が普段から利用する、データライブラリと一般家庭の生活支援システムを合わせたような代物で、アクセスが容易な代わりに機密に属するような情報はどこにも見当たらない。

　もうひとつの回線はハリーのいる中央訓練場を中心に、下の階層へと広がっている。もっとも、こっちはプロテクトがすさまじく強固で、中の様子はほとんどわかっていない。が、少なくともヘイズのいるこの階層とは別に重力制御システムが収められた階層が存在するのは間違いなく、『ふたつ以上の階層』というのはそこからの推測だ。

　第一の目的である『脱出手段の確保』は、まだ糸口さえ見えていない。

　とはいうものの、収しゆう穫かくが全くのゼロかというとそうでもない。データライブラリを眺めているだけでも、いろいろなことがわかる。例えばここの実験体、『龍りゆう使い』という代物については、ここ数日である程度のことが理解できてきた。

　自分の肉体を自由に変形させ、武器として使う魔ま法ほう士。

　当初、ヘイズはその能力を過小評価していた。生物の形態を模したところで、得られる能力には限界がある。空を飛びたいなら重力を制御すればいい。遠距離を攻こう撃げきしたいのなら、それこそ選択肢は山のようある。翼つばさや触手を使う必然性はどこにもなく、汎はん用よう性を求めるにしても『生物学的操作』という方向性はあまりに非効率的だ──そう考えていた。

　大きな間違いだった。

　肉体の変質による他生物の能力の獲得、人体の運動機能限界の突破、それらの特性は『龍使い』にとっては副次的なものでしかなく、『肉体を武器として使う』ということそれ自体が他ほかに類を見ないメリットだったのだ。

　魔法士の肉体。

　情報制御理論において、それはいかなる意味をもつのか。

　例えば、『騎き士し』と呼ばれる能力者がいる。あらゆる魔法士の中でも最高の機動性と最高の近接戦せん闘とう能力を併せもつ、対魔法士戦闘のスペシャリスト。専用デバイス『騎士剣』から繰くり出される情報解体攻撃は、対象物質の構成情報を一時的に消去し、原子レベルにまで分解してしまう。

　だが、彼らは他者の肉体に対して直接『情報解体』を仕掛けることは、決してない。あらゆる防御を情報構造体に対する攻撃によって打ち砕き、相手の本体に対しては『騎士剣』による物理的一撃を見舞う。それが騎士の戦術だ。

　なぜか。

　答えは簡単。『そんなことは不可能』だからだ。

　問題となるのは、情報構造体の強度だ。すべての物質には物理的な強度と同時に、他者からの影えい響きようされがたさ──情報制御に対する防御力というものが存在する。そこらに転がっている石ころひとつ、それを構成する原子ひとつが、『情報の海』という巨大なネット構造の中でそれぞれ独自の防ぼう壁へきを展開している。

　情報制御とはつまるところ、物質の防壁を乗り越えて内部パラメータを書き換える作業に他ほかならない。

　防壁の性能は物理的な強度とは全く無関係に、単位時間あたりの情報構造体の変化の割合、ひらたくいえば思考速度によって決定される。ダイヤモンドやチタン合金は物理的には強固だが、情報という側面から見れば砂も同然、情報構造体攻撃に対しては紙切れ一枚の役にも立たない。

　逆に物理的には脆ぜい弱じやくな生物やコンピュータは、『情報の海』の中では堅けん牢ろうな防壁を備え、情報制御をほとんど受けつけない。その際たるものが人間、特に魔ま法ほう士で、Ⅰ－ブレインをもった魔法士の肉体を情報解体するのは実質的には不可能に等しい。

　ではもし、その肉体を攻こう撃げき・防御デバイスとして利用することが可能だとしたら。

『物理的には脆弱』な魔法士の肉体を、『物理的にも強固』なものに作り変えることができるとしたら。

　つまりそれが、『龍りゆう使い』と呼ばれる能力者の本質だった。

　無論、弱点は存在する。能力が『自分の肉体の制御』に限定されているということは、実現可能な攻撃範はん囲いに限界があるということだ。肉体を構成する細胞の数は有限で、質量保存の法則を乗り越えない限り勝手に増やしたり減らしたりすることはできない。腕を伸ばすにせよ翼つばさを生やすにせよ、そのために必要な細胞は体の他の部分からもってこなければならない。もうひとつの弱点は運動能力。物理法則を書き換えずに自分の肉体をいくら強化したところで、得られるスピードや攻撃力には自ずと限りがある。情報解体能力を備えているわけでもないから、ある程度以上の強度を備えた物質を破は壊かいすることは、おそらく不可能だ。

　結論として、『龍使い』は対一般兵器戦、わけても数十キロの広範囲で展開される対艦かん隊たい戦には、著しく不向きであるといわざるを得ない。

　だが、対個人戦、対魔法士戦では。

　騎き士しに対する切り札ともなり得る、その価値は計り知れない。

「──ヘイズ？」

　不思議そうなファンメイの声に、ヘイズは我に返った。いつの間にか思考に没頭して、手元がお留守になっていた。慌てて左手を一回転、裸にむいたジャガイモを足下の籠かごに放り込む。

　その上からファンメイが、さっきよりはいくらか大きい、立方体型のジャガイモを投げ入れた。

「……まぁ、はじめに比べりゃましか」

　ファンメイはうれしそうにうなずき、三つ目に取りかかった。真剣な顔でジャガイモを睨にらみつけ、これに失敗したらキッチンが爆ばく発はつしてしまう、といわんばかりの慎重さで、ゆっくりゆっくりと包丁を滑らせていく。

　その姿はどう見ても、ごく普通の一三歳の少女だ。

　……こいつが暴走、ねぇ。

　ここまで『龍りゆう使い』の調査を進めて、わからないことがひとつある。『暴走の危険』というヤツがそれだ。

　ここにいる実験体はすべて暴走の可能性のある危険なサンプル──シティ・モスクワの報告では、そういうことになっていた。

　だがヘイズには、目の前の少女と『暴走』という単語が、どうしても結びつかない。

　見た目が普通の子供だから、などという感傷的な理由ではない。『龍使い』のⅠ－ブレインの構造はあまりにも安定していて、誤作動を起こす余地がどこにも見当たらないのだ。

　かろうじて可能性があるのは、『黒の水』と呼ばれる外部増設端末のトラブル。だがその確率も低いといわざるを得ない。たとえ外部端末がなんらかの不確定な動作を起こしたとしても、切り離してしまえば済むことだ。

　あるいは、暴走というのはなにかの勘違いなのかもしれない。

　無意識に、ファンメイの顔をじっと見つめた。

「え？　な、なに？」

　視線に気づいて、ファンメイが顔を赤らめる。

「いや、なんつーか……」少し考え、思い切って疑問をぶつけてみる。「……体を変形させるって、どんな感じなんだ？」

　ファンメイは、ふえ？　と目をしばたかせ、

「どんな感じって言われても……肉体操作のときって、感覚はみんな数値データに変換しちゃってるし……」

「そうじゃなくてだな。例えば、あの『黒の水』ってヤツ。あれ、なんかの拍子で体から切り離せなくなるとか、そういうことはねぇのか？」

「あ、それは平気」ファンメイはぱたぱたと手を振り「元の体と黒の水は、ぜんぜん違うの」

「違うって、どう違うんだよ」

　ファンメイは、うーん、と眉まゆを寄せ、

「……人間の体は硬いけど、黒の水はやわらかい……みたいな……」

「なんだそりゃ？」

「えっと、だからね」

　ファンメイは例によって要領を得ない調子で、一いつ生しよう懸けん命めいに説明を始めた。

　それによると、『黒の水』は龍りゆう使いの外部端末として調整が施されているおかげでほとんど好き勝手に変形させることが可能なのだが、それに比べて『本来の人間部分』は情報的に強固なため、腕や足などの末端を変形させるのがやっとなのだ、ということらしい。

「……じゃあ、お前の体を全部触手にばらして一いつ斉せい攻こう撃げき、なんてことはできないわけか」

「当たり前じゃない」ファンメイは笑い「わたし、ちょっと体の構造がいじれるだけの人間なんだから。そんなものすごいことできないもん」

　言ったところで笑いを引っ込め、じとっとヘイズを睨にらみ、

「……もしかして、わたしが好き勝手に体いじくれると思ってたの？」

「は？」はっきり言って、できると思っていた。「まぁ、そりゃ……って！」

　ファンメイの触手が、ヘイズの手をぺちっと叩たたいた。

「ひどーい！　わたしのこと、化け物みたいに思ってたんだ！」

　ぷぅっと頰ほおを膨ふくらませるファンメイの頭を、ヘイズは「悪い悪い」と撫なでた。

　暴走の危険は、おそらくない。

　そうであってほしいと思っている自分に気づいて、ヘイズは苦笑した。
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　平静を装っていられたのも、自分の部屋にたどり着くまでだった。

　スライド扉の閉まる音を合図に、緊きん張ちようの糸が切れた。パイプベッドにうつぶせに倒れ込んで、シャオロンは盛大なため息をついた。

　またやってしまった。

　今日こそは落ち着いて話をしようと思っていたのに、結局いつものとおりになってしまった。頭の中に用意しておいた言葉が、ファンメイの顔を見た途端に全部まとめて吹き飛んだ。どうしようどうしようと困った挙句に、出てきた言葉はやっぱり『バカ女』。

　バカ女はないよなぁ、と自分でも思う。

　ファンメイの前に出ると、いつもこうだ。頭の中が真っ白になってしまって、言いたいことがなにも言えない。笑わなきゃと思うのに、顔の筋肉が石せつ膏こう細工みたいに固まってしまう。いつも不機嫌で悪口ばかり、こんなヤツ、嫌われて当たり前だ。

　いったい、いつからこうなったんだろう。

　昔はもっと仲が良かったのに。

　いつでも二人で遊んでいたし、ケンカなんかしたことなかったのに。

　次から次へとあふれてくる自己嫌悪に打ちのめされて、シャオロンは自分で自分の頭をぽかっと叩たたいた。

　今日もまたファンメイは、ヘイズのところに遊びに行ってしまった。

　昨日もそうだったし、一昨日おとといもそうだった。昼休みも夕食のあとも、ファンメイは暇さえあればヘイズのところに行って、あれやこれやと質問をぶつけていた。シャオロンはそのあとをこっそりとついてまわり、ファンメイに見つかってはケンカをした。

　外の人間に会ったのなんか七年ぶりだから、シャオロンだって気にならないわけじゃない。

　だけど、それ以上にファンメイのことが心配だった。

　みんなの言うとおり、悪い人ではないのかもしれない。

　ここ何日か見ていて、それはよくわかった。

　だけど、もし自分もファンメイもルーティもカイも騙だまされているだけで、本当は悪い人だとしたら、ファンメイはきっと悲しい思いをすることになる。

　もし本当にいい人だったとしても、二週間後にはあいつは外の世界に帰ってしまう。

　どっちに転んでも、ファンメイはきっと泣くことになる。

　そうなったとき、自分にはきっと、ファンメイを慰なぐさめることができない。

　ファンメイが心配だ。

　だけど、どうやってそれを伝えたらいいのかわからない。

　あいつと仲良くなってもいいことなんかひとつもない、とそう言いたいのに、ファンメイの前に立つとうまく言葉が出てこない。

　それに、自分は嫌われているから、きっとなにを言っても聞いてもらえない。

　それにそれに──シャオロンの悩みはどんどん深みにはまっていく──もしかしたら今考えた理屈なんか全部こじつけで、自分はただ単に、あいつにやきもちを焼いているだけなのかもしれない。

　こんなヤツ、嫌われて当たり前だ。

「……おれのバカ」

　考えれば考えるほど、果てしなく落ち込んでしまうシャオロンだった。
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『医務室』と書かれた扉の前で、ヘイズは右手に持った花束に視線を走らせた。

　ファンメイが中央訓練場に忍び込んで集めてきた花に、ルーティが手を加えたものだ。色合いはいいし、種類も豊富。バラのとげが丁寧に取り除かれているところなど、即席で作ったとは思えない。

　問題はひとつ。

　なぜこれを、ファンメイではなく自分が持たなければならないのか。

「……なぁ」後ろの少女を振り返り「やっぱ、お前が持ってくれ」

「だーめっ！」ファンメイはまなじりをつり上げ「今日は、カイにヘイズのことを紹介するのっ！　だから、その花はヘイズが渡さなきゃダメなのっ！」

　どういう理屈だ、と思ったが、言っても無駄なので諦あきらめた。心の中でため息をつき、インターホンを押す。

　どうぞ、と声がして、扉がスライドした。

　覚悟を決めて、一歩踏み込む。ベッドの上に身を起こしかけていた少年が、ヘイズの姿に驚おどろいたような顔をする。色素の薄うすい白い髪に、赤い瞳ひとみ。これが『カイ』か、と妙に納得していると、ファンメイに背中を突つかれた。

「あいさつあいさつ！」小声で指示を受ける。

　ヘイズはしぶしぶながら、ベッドの傍らに歩み寄った。許しも得ずにパイプ椅い子すを広げて、どかっと腰を下ろす。

　少年の鼻先に花束を突きつけ、ぶっきらぼうにひと言。

「……ヘイズだ」

　──後ろで、ファンメイが思いっ切りずっこけた。

「なによそのあいさつはっ！」

「いや、なんつーか、こういうのは苦手……」

　そこで、ヘイズは言葉を止めた。白髪の少年が、くすくす笑いながら花束を受け取った。

　片手で口元を押さえたその笑い方が、少年にとっての大だい爆ばく笑しようなのだろう。花束を握った手で苦しそうに腹を抱え、目じりに少し涙を浮かべている。
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「……いや、すいません」ひとしきり笑ってから「あなたのことは、みんなからよく聞いています。初めまして。僕ぼくの名は戒カイ・蒼元ソウゲン、カイと呼んでください」

　そう言って、右手を差し出す。

　ヘイズは苦笑し、その手を握り返した。

「ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズだ。よろしく」

　そんな二人の顔を、ファンメイがうれしそうに見比べていた。




「──そーなのっ！　シャオったらひどいの！　なんか知らないけど、ヘイズのこと目の敵にしてるのっ！」

「ふぅん、それは良くないね。……ところでメイ。会ってたった四日の、それも年上の人を呼び捨てにするのは、どうかと思うんだけど」

「え、そ、そーかな。……でも、でもね」

「あー、もういい、呼び捨てでいい！」

　滞りなく自己紹介が済んだところで、そのままの流れで今日の報告会が始まった。報告係はファンメイで、カイとヘイズは合いの手の役だ。ファンメイの明るさに吹き飛ばされて、ぎこちない空気はすぐに消えた。テーブルの上にはよく冷えたチャイナティーと、ルーティお手製のクッキー。そのルーティは、今日は忙しくて夕方まで来れない。もう一人の少年がヘイズと一緒に来るはずもないので、今日の報告係はファンメイ一人。そのせいか、ファンメイは普段ヘイズといるときの三倍は張り切っていた。

　ひとしきり、和やかな時間が流れた頃ころだった。

　ファンメイが突然、いまだにカイの膝ひざの上に置かれたままの花束に目を止めた。

「あーっ！」大慌てで花束をひっつかみ「忘れてたっ！　かびんっ、花か瓶びんどこーっ！」

　ヘイズが止める間もなく、給湯室に駆け込んでしまった。

「忙しいヤツだな」

　ヘイズは苦笑し、ベッドに視線を戻して、カイの様子がおかしいのに気づいた。

「どうした？」

「……いえ」

　カイは、笑っていなかった。

　青ざめた顔にびっしりと脂汗を浮かべ、小刻みに震ふるえる手で必死に胸を押さえていた。ファンメイがいたときの楽しげな様子は微み塵じんもない。ぜいぜいと荒い息をつき、枕まくら元もとのタオルで口元を押さえて、激しく咳せき込んだ。

　大丈夫か、と叫ぼうとしたヘイズを、カイが視線で制した。

「……静かに……メイに……聞かれます」

　ただならぬ様子に、ヘイズは声も出せなかった。

　一分近くも経たって、カイはようやく咳せきを止めた。汚れたタオルをダストシュートに放り込み、力なく笑う。

「……すいません、驚おどろかせて」

　その顔を、ヘイズはまじまじと見つめた。

　戒カイ・蒼元ソウゲン。一日二〇時間の睡眠を必要とし、ベッドから起き上がることもできない四人目の実験体。

　自身の肉体を完全に制御・修復できる龍りゆう使いが体調を崩すなどということが、はたしてあり得るのか──この少年のことをファンメイに聞かされたときから、それが頭に引っかかっていた。

「大丈夫なのか」

「ええ」と答えるカイの顔は、すでに平静を取り戻している。「軽い発作みたいなものです。……このことは、メイとシャオには内緒でお願いします。心配しますから」

　軽い口調とは裏腹に、その目は真剣そのものだった。おそらく、なにを聞いても答えは返ってこないだろう。仕方なく、ヘイズは「ああ」とうなずいた。

　沈ちん黙もくが、五秒続いた。

「そうだ」カイはなにか思いついた様子で、枕まくら元もとの携帯端末を手に取った。「良ければ、意見を聞かせてほしいんですが」

「なんだ？」会話が続いたことにほっとして、ヘイズは端末を覗のぞき込んだ。

　小さな画面いっぱいに、文字列が並んでいる。なにかのプログラムのようだ。

「ここなんですが」中ほどの一行を指差し「もう少し、効率化できませんか？」

「……ちょっと、キーボード貸せ」ヘイズは躊ちゆう躇ちよなく問題の行を削除して、新たな二行を書き加えた。「……これで六マイクロセカトは時間が稼かせげるはずだ」

「なるほど」カイは感心したように何度もうなずいてから「これ、なんのプログラムかわかりますか？」

「……なんらかのウイルス」と言ってからヘイズは首を振り「いや、そうじゃない。むしろ、ウイルスに対する抗体プログラム」

　この答えに、カイは目を丸くした。

「よくわかりましたね。こんな特殊な構造なのに」

「まぁな」ほとんど勘だけで答えたのだが、どうやら当たりだったらしい。それにしても、ヘイズも初めて見る構造だ。「なんに使うんだ？　こんなもん」

「メイの誕たん生じよう日プレゼントですよ」

「はぁ？」

　ヘイズの素すっ頓とん狂きような声に、カイはくすくすと笑った。

「冗談ですよ」

　そこにタイミング良く、ファンメイが帰ってきた。

「今、わたしのこと呼ばなかった？　なに？　なんの話？」

「あー、なんでもねぇ、なんでもねぇ」

　結局、プログラムのことはうやむやになってしまった。




　そんなこんなで、少なくとも表面上は取り立てて語るほどのこともなく、六月四日は無事に終わった。

　事件は、次の日に起きた。
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　ファンメイがそれを見つけたのは、全くの偶然だった。




「おっはよーっ！」

　という声とともに勢いよく扉を引き開け、ファンメイは「あれ？」と首をかしげた。

　誰だれもいない部屋をぐるりと見まわし、脳内時計の『午前一一時一五分』という表示を確認し、それから一歩下がって扉にかかっているプレートを手に取る。

『ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ』

　間違いなく、ここはヘイズの部屋だった。

　ファンメイはもう一度、部屋を覗のぞき込んだ。やっぱり誰もいない。おかしい。部屋にずかずかと踏み込んで、ベッドの上のシーツを引っぺがす。空っぽのベッドを前に首をかしげる。ヘイズはどこに行ったんだろう。

　午前の講こう義ぎが終わってから、今日も今日とてファンメイはキッチンに向かった。ところが、キッチンには促成栽培プラントから出てきたばかりの野菜が山積みで、それを調理する人が見当たらなかった。ファンメイはあちこち探しまわった末に、もしかしたらまだ寝ているのかもしれないと、この部屋まで起こしに来たのだ。

　トイレにでも行ったのかなぁ。そう思って、しばらく待ってみる。

　帰ってこない。

「どこ行っちゃったのよぉ……」

　ファンメイは半べそで部屋を見まわし、ふと、天井の隅に小さな穴が開いているのを発見した。

「あれ？」

　なんだろう、と近寄ってみる。直径一センチほどの丸い穴。お行ぎよう儀ぎ悪くテーブルの上に飛び乗り、それでも足りずに精一杯背伸びして、ファンメイはどうにか穴を覗のぞき込んだ。

　小さなチップが、ほのかに光を放っていた。

　必死に目を凝こらすと、おぼろげに中の様子がわかってきた。二センチ角のチップは天井裏の内うち壁かべに張りつけられていて、そこからコードが三本延びている。壁かべを走るケーブルの一本が防ぼう護ご皮膜をはがされてむき出しになり、チップはそこに接続されているのだった。

　なに、これ？

　ファンメイはしばらく考え、部屋に視線を戻し、テーブルの上の携帯端末を見てピンと来た。

　指先を触手に変えてチップを引っ張り出し、Ⅰ－ブレインに接続する。

　やっぱり。

　チップの中には、ここのデータライブラリから吸い出された『龍りゆう使い』に関するデータが、山のように詰め込まれていた。脳の記き憶おくと端末のデータを消されてもいいように、ヘイズはこうやってこっそりとデータを集めていたのだ。

　テーブルから飛び降りて、手の中のチップをまじまじと見つめた。

　腹なんか、ちっとも立たなかった。

　それどころか、ヘイズの思わぬ弱みを握ったのがうれしくて仕方なかった。

　ファンメイは大声で笑いかけ、シャオロンやルーティに見つかったら面倒なことになると気づき、必死に声を押し殺してガッツポーズをとった。ヘイズが帰ってきたときの驚おどろく顔が見ものだった。なんて言ってやろう。『見たわよ』？　『これなに』？　そんなありきたりの言葉じゃつまらない。なにかもっとこう、かっこいいやつを考えないと。

　殺風景な部屋の真ん中に座り込んで、ファンメイはしばし、至福のときを味わった。

　それでも、ヘイズは帰ってこない。

　ファンメイはだんだん退屈になってきた。退屈になると、どうでもいいことが気になりだす。なんの気なしに、ファンメイはチップの中を読み始めた。

「……つまんない」

　そこにはファンメイが何百回読まされたかわからない、『龍使い』に関する基本的なデータが延々と並んでいた。情報制御理論の研究者が読めば涙を流して喜ぶ代物なのかもしれないが、ファンメイにとってはただの退屈な教科書だ。膨ぼう大だいなファイルの山を、ファンメイはどんどん読み飛ばしていった。

　五分もそうしていただろうか。

　ファンメイは突然、他ほかとは形式の違うファイルに行き当たった。他のものはデータをそのままコピーしただけなのに、それだけはここ数日間に何度も作り直した形跡があった。おまけに、他ほかのものはいくらでも読み放題なのに、それだけは馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいに厳げん重じゆうなプロテクトが施され、ファイルの存在そのものが巧妙に隠いん蔽ぺいされていた。

　これこれ。

「やっぱ、こーいうのがないとね」

　ファンメイはうきうきしながら、『調査報告』とタイトルのついたそのファイルを読み始めた。




　それからおよそ三時間。午前中いっぱい献立の相談につき合わされていたヘイズが、ようやくすべての仕事を終えて帰ってきたときには、部屋中が台風のあとみたいに引っかき回され、携帯端末は叩たたき壊こわされ、天井裏に隠しておいたデータチップがテーブルの上に放り出されていた。
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　ファンメイが講こう義ぎをサボった。

　初めてのことだった。

　講義が嫌いで遅刻常習犯のくせに変に真ま面じ目めなファンメイは、これまで一度だってずる休みをしたことがなかった。寝坊して朝ご飯が食べられなくても、午前の講義には必ず出席する。午前中の訓練でどんなに疲れても、午後の講義は休まない。クリスマスパーティでツリーの飾りつけをおおせつかったときも、カイの誕たん生じよう日の前日にプレゼントが間に合わないと慌てていたときも、一日も欠かさず皆勤賞を貫いてきたそのファンメイが、昼の一時からの『システム設計演習』に、四〇分を過ぎても現れなかった。

　講義が終わるのを待ち切れずに、シャオロンはヘッドセットをかなぐり捨てて部屋を飛び出した。無断早退は減点一、追加の宿題二日分が待っている。だけど、そんなことはどうでもいい。血が上った頭で冷静に冷静にと唱えながら、シャオロンはまっすぐにヘイズの部屋に向かった。

　予想に反して、部屋には誰だれもいなかった。おまけに、どういうわけか部屋中が荒れ放題に荒れていて、叩き割られた端末の残ざん骸がいがあちこちに飛び散っていた。

　なにがあったのか気になるところだったが、今はファンメイの方が先決だった。どこに行ったんだろうと考えて、こんどはキッチンに駆け込んだ。ところがキッチンにもやっぱりファンメイはいなかった。ヘイズが一人で野菜の皮をむきながら、今日はファンメイは来ていない、と保証した。その言葉を裏づけるように、隣となりの食堂にはファンメイの分の昼食が手つかずで残されていた。

　それで、シャオロンはここにやってきた。

『李リ・芳美フアンメイ』とプレートが張りつけられた水玉模様の扉の前で、大きく深呼吸した。

　ここにもいなかったら、次はルーティの部屋、それでもダメだったらこんどは医務室、そこもハズレだったら最後は広間。ファンメイを見つけたらそのときは──

　頭に浮かんだその言葉に、びくりと身がすくんだ。

　インターホンに伸ばしかけた指が力を失い、シャオロンはわけもなく左右の廊下に視線を走らせた。ファンメイに会ったら、この扉を開けてそこにファンメイがいたら、いったいなにを言えばいいんだろう。考えもなしにここまで来てしまったことに気づいて、シャオロンは狼ろう狽ばいした。

　その瞬しゆん間かん、なんの前触れもなく扉が開いた。

　シャオロンは死ぬほどビックリして、反射的にいつもどおりの行動に出てしまった。つまり体を硬直させ、ついでに顔の筋肉も固まって、傍はた目めには不機嫌いっぱいにしか見えない表情を作ってしまった。

　扉の向こうに、ファンメイが立っていた。

　いつも以上に不機嫌、というより、なんだか泣きそうに見えた。

「……なに？」

　いつもより少し元気のない声で、そう言った。

　とたんに、例の病気が始まった。頭の中が真っ白になって、心臓が大きく跳ねた。足がすくんで逃げ出したくなった。ファンメイの小さな唇や、薄うすくそばかすの散った頰ほおや、そういうものが気になってまともに顔が見れなくなった。

　シャオロンは視線を落とし、そっぽを向き、ファンメイの顔を横目に睨にらんで、

「……なんでサボったんだよ」

　信じられないことが起こった。

　ファンメイが目を伏せて「ごめんなさい」と謝あやまったのだ。

　あまりのことに、シャオロンは二の句が継げなかった。こんなのは反則だ。ルール違反もいいところだ。必死に言葉を探し、ようやくもっともらしいのを思いつき、ぱっと顔を上げて、ファンメイの目じりにほんのり涙がにじんでいるのに気づいた。

　頭の中で、なにかが爆ばく発はつした。

「──あ、謝るくらいなら、はじめからサボるなよ！　このバカ女！」

　この暴言に対しても、ファンメイは力なく笑って「うん。ごめんね」ともう一度謝った。そして、とうとうなにも言えなくなってしまったシャオロンの脇わきをすり抜け、

「わたし、急いでるから……」

　そう呟つぶやいて、止める間もなく廊下を走っていってしまった。

　小さくなっていく三つ編みおさげを、シャオロンは呆ぼう然ぜんと見送った。

　もしかして仲直りするチャンスだったんじゃ──そう思ったのは、ファンメイの姿が廊下の角を曲がって見えなくなってしまってから、しばらくあとのことだった。

「おれのバカ……」

　部屋に帰ろう。自分で自分の頭をぽかっと叩たたき、無理やり一歩踏み出す。

「……あれ？」

　そこでやっと、不思議なことに気づいた。

　ファンメイの走り去った方向は、いつもと正反対だった。

　普段なら誰だれも近寄らない、この研究施設の一番はずれ。

「あっちって、確か……」

　その方向には、部屋はひとつしかない。廊下を曲がってまっすぐ進んだ、突き当たりの扉。ホストコンピュータや配はい電でん盤ばんが並ぶその部屋には、『管理室』という名前がついている。

　入り口の鍵かぎは壊こわれているし、中に入ってもたいして面白いものはないが、それでもその部屋は『立ち入り禁止』に指定されているわけで、管理システムの許可なく入ったことがバレたら、追加の宿題や反省文が待っている。

　あんなところに、なにしに行ったんだろう。

　シャオロンは、ファンメイのあとを追って歩き始めた。




　せっかく反省文覚悟で管理室に入ったのに、ファンメイの姿はどこにも見当たらなかった。

　巨大なコンピュータの壁かべで幾重にも区切られた迷路のような部屋を、シャオロンは少女の名前を呼びながら練り歩いた。

　部屋の中をくまなく一周するためのルートは、一昨年おととしの肝試しですでに確立されていた。三分ほどかかって部屋の入り口に帰ってきたところで、うーん、と唸うなる。

「おっかしいなー」

　この部屋に来るまでの廊下には、分かれ道なんかひとつもない。ファンメイが部屋に入らず途中で引き返したのなら、絶対にどこかですれ違うはずだ。

　ファンメイは必ずこの部屋に入った。それは間違いない。

　じゃあ、いったいどこに行ったんだろう。

　しばらく考えて、納得のいく理由を思いついた。ファンメイはきっとこの部屋に入って、シャオロンがたどったのと全く同じルートをひと足先に抜けたのだ。自分の名前を呼ぶ声は聞こえたはずだが、声の主が嫌いなヤツだったから無視したと考えれば説明がつく。

　そうに違いない。

　元来た道を引き返して、シャオロンはファンメイを探しに行った。

　部屋の奥隅の床板がほんの少しだけずれていることに、最後まで気づかなかった。
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　床板を少しずらしておいたのは、やっぱり正解だった。

　なにしろ、ここには光源と呼べるものがひとつもない。明かり取りのために隙すき間まを開けておかなかったら、今いま頃ごろあたりは真っ暗、自分の手元も見えなかっただろう。頭のはるか上、管理室から差し込んでくるわずかな光を頼りに、ファンメイはゆっくりゆっくりとはしごを降りていった。

　深い穴だ。いったいどこまで続いているのか、実はファンメイもよく知らない。直径一メートルほどの円形の穴は管理室からまっすぐ下に伸びていて、中には昇降用のはしごが据すえつけられている。翼つばさを広げるにはいくらなんでも狭過ぎるから、飛んで下りることはできない。仕方がないのではしごにつかまり、普通の人間みたいに手と足を使って一段一段踏みしめていく。

　こういうときは、翼って不便だなぁと思う。

　この縦たて穴あなを見つけたのは、一昨年おととしの肝試しのときだった。参加者は二人、自分とシャオロン。あの頃は今みたいに仲が悪くなかったから、いつでも一緒に遊んでいた。肝試しをやろうと言い出したのはファンメイで、シャオロンもすぐに乗ってきた。じゃんけんで負けてファンメイがお化けの役になり、隠れ場所を探しているうちに偶然この穴を発見した。

　いつかシャオロンにも教えてあげようと、とっておきのネタとして隠しておいた。

　そのうちシャオロンとの仲はなんだかギクシャクしてしまって、この穴の秘密はファンメイ一人のものになった。それでも、いつか仲直りできたら一緒に探検しようと思って、今日までこの穴に潜もぐったことはなかった。

　こんな悲しい気持ちでここに来ることになるとは、思ってもみなかった。




　ヘイズの部屋の天井裏で見つけたデータチップ。そこには、信じがたい内容が刻まれていた。

　大気制御衛えい星せいの暴走。

　世界大戦の勃発。

　冬に閉ざされた世界に、滅亡の危機に瀕ひんした人類。

　地球上から消滅した、シティ・北京ペキン。

　そして、この島に対する攻こう撃げき計画。

　それらの事実が、この島に関する調査報告のあちこちに、まるで当たり前のように書き記されていた。

　信じられなかった。

　冗談だと思いたかった。

　だけど、天井の裏にものものしく隠されたチップが、ファイルに施されたでたらめなまでのプロテクトが、それが冗談でもなんでもないことを声高に主張していた。

　ファンメイはめちゃくちゃに荒れ狂って、ヘイズの部屋を引っかきまわした。なにも見つからないのに癇かん癪しやくを起こして、携帯端末を床に叩たたきつけた。自分の部屋に駆け戻って枕まくらに顔を押しつけ、心の中の暴風雨を必死に鎮しずめようとした。信じられない。信じたくない。自分が知ってしまったその『真実』が、噓うそである理由を必死に探した。

　データライブラリで調べればいい──真っ先に頭に浮かんだその考えは、すぐに無意味だとわかった。そこにはファンメイが知っている歴史しか書いていないのだから、そんなものをいくら調べたってなんの役にも立たない。ルーティに相談するのはダメ。カイに相談するのもダメ。シャオロンでも同じ。こんな怖こわいこと、誰だれにも話せない。なんとしても自分一人で調べないと。

　そう思ったとき、もう二年近くも忘れていたこの縦たて穴あなの存在が、突然頭によみがえってきた。

『ここ』の下の『どこか』に通じている、秘密の抜け道。

　自分たちのいるこの階層の下に別の階層があるはずだ、というのは、ファンメイたちにとっては公然の秘密のようなものだった。もちろん、データライブラリのどこを調べてもそんなことは書いていない。だけど、訓練に使う黒の水はどこから来るのか、有機物循じゆん環かんプラントの本体はどこにあるのか、この島はどうやって空に浮いているのか、と考えれば、第二第三の階層の存在は自ずと明らかだった。

　そこにはきっと、ファンメイたちには閲えつ覧らんを許されていない膨ぼう大だいなデータが眠っている。

　そこに行けば、自分の知っている歴史が噓うそなのかホントなのかがわかるかもしれない。

　気がついたときには、ファンメイは部屋を飛び出していた。

　──かっこ悪いところ見られちゃったな。

　シャオロンの顔を見たとたん、不覚にも涙があふれそうになった。わたしとんでもないこと知っちゃった、どうしよう、そう叫びたかった。だけど、やっぱりできなかった。自分一人でなんとかしなきゃ、と心に決めた。

　そう思ったら、素直に『ごめんなさい』が言えた。

　どうしてかはわからない。

　ただ、シャオロン相手につまらない意地を張っていた自分が、とてもちっぽけでばかみたいに思えて、これまでのことを全部ひっくるめて謝あやまりたくなった。

　シャオロンは、どう思っただろう。

　変なヤツだと笑っただろうか。

　それとも、少しは心配してくれただろうか。

　……そんなわけないか。

　最後の三段を一気に飛び降りて、ファンメイはようやく固い床の上に降り立った。

　見上げれば、小さな光点ははるか頭上。少なくとも五〇メートルは下りてきたはずだ。

「……さて」

　ここが第二階層なのかな、とあらためて周囲を見まわす。目の前には細くまっすぐな通路が延びていて、ファンメイはその行き止まりに立っている。天井には五メートル間隔で小さなライトが埋め込まれ、淡い黄色の光で暗くら闇やみを切り取っている。床も壁かべもすべてが殺風景なむき出しのチタン合金で、ところどころに意味のわからない番号標識が張りつけられている。

　ここは自分の知らない場所だ。間違いなく。

「どうしよう」

　勢いでここまで来てはみたものの、具体的なことはなにも考えていない。ポケットには有機コードと携帯端末が入っているが、ハッキングなんて難しいことはファンメイには無理だ。どこかにデータ検索用の端末とか、極秘書類の分厚いファイルとか、そういう都合のいいものがあればいいんだけど。

　とにかく前に進まなきゃ、と心に決めて、ファンメイはおっかなびっくり歩き始めた。一本道なのは好都合。迷子になる心配はないし、なにより、どっちに行こうかと迷わなくて済む。

　低い天井に反はん響きようする自分の足音におびえ、廊下に刻まれた微妙なでこぼこに何度も転びそうになりながら、一〇〇メートルほど進んだところで、半分潰つぶれかけの隔かく壁へきにぶち当たった。

『研究棟：関係者以外立ち入り厳げん禁きん』

　たぶん、はじめはそう書いてあったのだろう。厚さ五センチはありそうな重厚な隔壁は、しかし真ん中で縦たて一直線に切り裂かれ、そこからむりやりこじ開けられて『関係者』と『以外立』がぐしゃぐしゃになっていた。ファンメイはその穴から、中に入り込んだ。

　瞬しゆん間かん、足下に火花が散った。

　考えるより先に体が動き、ファンメイは全速力で駆け出した。逃げ遅れた右足に銃弾が命中し、筋肉の中ほどまでめり込んで止まった。全部で四発。かすかな痛み。左足を軸に跳ちよう躍やくし、空中で身を捻ひねって右足を力いっぱい振り抜く。筋肉の動きと遠心力の相乗効果で右足に埋まっていた銃弾が四発まとめて打ち出され、そのうちの一発が天井からファンメイを狙ねらっていた銃口を正確に撃うち抜く。小さな爆ばく発はつ音。右足に開いた傷口は一ミリ秒とかからずに修復。頭の中はとっくに『メイちゃん魔ま法ほう士モード』だ。

　そのまま勢いを殺さずに着地、一瞬も止まらずに走り出す。一〇〇メートル一・五秒で疾走するファンメイのすぐ後ろを、正確に銃声が追ってくる。

　だだっ広い部屋。天井が高い。周囲に壁が見当たらないから、いったいどのぐらいの広さがあるのかわからない。目につく範はん囲いで弾除よけになりそうな遮しや蔽へい物は、ファンメイが一〇人は入れそうな大きなコンテナが三つ。敵は、おそらくダクトにいるのと同タイプの掃除ロボット。銃声の重なり具合から考えて、数はおそらく八、一〇より多いことは絶対にない。

　それだけ確認すると、ファンメイは攻こう撃げきに転じた。

　右腕を変形させて触手に変え、銃声から逆算した目標点めがけて撃ち出す。細く、長く、細胞一個の細さになってもなお強度を失わないそれは、もはや触手というよりは刃の糸ワイヤーブレード。解き放たれた触手は闇やみを切り裂いて一直線に走り、次の瞬しゆん間かん、天井からファンメイを狙ねらっていた掃除ロボットの体が、真っぷたつに切断されて斜めにずれた。

「──邪じや魔ましないでよっ！」

　ファンメイは叫びとともに右腕を引き戻し、さらに二体のロボットを葬り、後方からの機銃掃射を大きく跳ちよう躍やくして回かい避ひし、

「あれ？」

　着地の瞬間、右足がくたりと力を失った。

（管理レベルＥ１に抵触。拘束プログラム起動）

　Ⅰ－ブレインが、抑揚のない声で宣告した。
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　部屋中が好き勝手に荒らされ、端末は叩たたき壊こわされ、ベッドのシーツがバラバラに引き裂かれていた。

　調査報告を収めたデータチップが、テーブルの上に放り出されていた。

　なにが起こったのかは、明白だった。

　部屋に帰ってことの成り行きに気づいたヘイズは、血ち眼まなこになってファンメイを探した。ところが、ファンメイの姿はどこにも見当たらなかった。そうこうするうちに他ほかの連中もファンメイがいないことに気づいて、大おお騒さわぎになった。なにしろこんな狭い研究施設の中だ。隠れる場所などどこにもありはしない。シャオロンが通気ダクトの中をくまなく探索し、ファンメイの発見に失敗するに及んで、混乱は頂点に達した。

　そして一分前、館内のスピーカーがいっせいに、カイの声で、ファンメイ発見を報じた。

　ヘイズは医務室への道を急いでいた。

「ハリーっ！」周囲に誰だれもいないのを確認し、襟えり元もとの通信素子に呼びかける。

『なんですか？　そんなに大声を出さなくても』

「ファンメイにあれを見られた」

　三秒間の沈ちん黙もく。

「……なんとか言えよ」

『アホですか、あなたは』

「もういい！　お前しゃべるなっ！」

　一方的に通信を切り、ヘイズは医務室の扉を開けた。

　すでに集まっていた三人の目が、同時にヘイズを凝ぎよう視しした。カイとルーティは青ざめているが、意外にもシャオロンは涼しい顔だ。

　ルーティが「こちらに」とベッド脇わきの席を譲ゆずり、カイが膝ひざの上の端末を示した。

「ファンメイの居場所がわかったのか？」

「ええ」カイはうなずき「ここの下、第二階層です。あ、第二階層というのは」

「説明はいらねぇ。その程度は調べてる」

　ヘイズは端末を覗のぞき込む。そこには、無数のエラーメッセージが隙すき間まなく表示されている。

「保安システムの、エラーログです」ヘイズがなにか言うよりはやく、カイが説明した。「これだけは全階層で共通のファイルを使うので、データを拾うことができました。これとこれが、第二階層への侵入者の存在を表しています。メイと考えて、間違いありません」

「第二階層って、ホントにあったんだ……でも」ヘイズの隣となりから端末を覗き込み、シャオロンが首をかしげた。「メイのヤツ、なにしに行ったんだろ」

　ヘイズには、おおよその見当がついた。あのファイルを読んだファンメイは、真相を確かめようとしたのだ。ここのデータライブラリにはファンメイたちが信じ込まされていた偽の歴史しか入っていないから、他ほかのデータを求めて地下に向かった──そんなところだろう。

　これからのことを考えると頭が痛いが、まあ、そのことはあとでゆっくり考えよう。

　それにしても、

「で、なにをそんなにあせってるんだ？」

　シャオロンも同じことを考えていたらしく、ルーティの顔を見つめた。

　ルーティの声は、震ふるえていた。

「第二階層は機密区画です。たとえ進入したのがファンメイでも、防ぼう衛えいシステムが起動します」

「それがどうしたんだよ」その程度のことで、あの少女がどうにかなるとは思えない。

「このままだと、メイの命にかかわります」

「だからなんでだよ」

　ルーティは目を閉じ、眉まゆ根ねを寄せ、搾しぼり出すように言った。




「──私たちのⅠ－ブレインには、第二階層より下では能力が使えないように、プロテクトがかけられているんです」




「……なんだと？」ヘイズはうめいた。

「な、なに言ってんだよ」シャオロンが作り笑いを浮かべて「ルーティ……こんなときに、そんな冗談……」

　ルーティは、無言でかぶりを振った。

「冗談……じゃないのか？」一いつ瞬しゆんの自失から立ち直ると、シャオロンは猛然と怒り出した。「なんだよそれ！　そんな大事なこと、なんで教えてくれなかったんだよ！　それ知ってたらメイだって」

「知らなかったのよ！」ルーティが、珍しく感情むき出しで叫ぶ。「私だって、第二階層に通じるルートがまだ残ってるって知ってたら、ちゃんと説明したわよ！　こんなことになるなんて……」

　最後は涙声で、ルーティは椅い子すに座り込んだ。

「そんな……」真っ青な顔で、シャオロンがぺたんと床に崩れ落ちた。「……おれのせいだ。おれ、メイの様子がおかしいって気づいてたのに……」

「みんな落ち着いて」青ざめた顔で、カイが手を叩たたいた。「今はそんな話をしてるときじゃないよ。どうやってメイを助けるか、それを考えないと」

「すぐに助けに行こう！」とシャオロンが立ち上がり、「どこに？」というルーティの冷静なひと言にしおしおと床に座り込んだ。

　ヘイズは考える。

　わかっている。どうすればいいのかぐらいわかっている。バカなことを考えるなと、理性と知性と計画性が頭の中で肩を組んで叫んでいる。

　どう考えても、ファンメイは見捨てるべきだ。ファンメイがこのまま死ねば、データチップの中身は永遠に闇やみの中。このあとの仕事も円滑に進む。逆にファンメイを助ければ、外の世界情勢も、ここが攻こう撃げき目標にされていることも、すべてを説明しなければならない。おまけに、救出作戦を成功させるためには、こっちの手のうちをすべてさらけ出さなければならない。

　わかっている。

　オレは、正義の味方じゃない。

　ヘイズは自分に言い聞かせ、何度も何度も言い聞かせ、

　とうとう、叫んだ。

「ハリー！　聞いてるな！」

　突然の声に、三人が顔を上げた。

『聞こえています』機械合成にしてはやたらと抑揚の利いた声が答える。『状況は認識しました。それで、どうするつもりですか』

　自分に集中する三人の視線を無視して、指示を続ける。

「第二階層のネットに侵入は可能か？」

『プログラムの完成度は六五パーセントです。完成には最低でもあと四八時間が……』

「いいから答えろ！　進入は可能か？」

　通信素子の声は二秒間沈ちん黙もくし、ようやくヘイズの言わんとするところに気づいた様子で、『未完成のプログラムを無理やり動かせと言うのですか？　しかし、それは……』

「可能かって聞いてんだよ！」

『可能です。……ですが、内部の調査に使える時間は二分が限度です。それに、四日間かけて構こう築ちくしたプログラムをすべて捨てることになります』

「いいからやれ！」迷いなく、ヘイズは命じた。「第二階層のネットに侵入したら掃除ロボットの動きを探れ。集積点にファンメイがいるはずだ。見つけたら手近な監かん視しカメラを乗っ取って、映像をこっちにまわせ。わかったか！」

『了解』ハリー即答。『進入を開始します……クリア。警けい備びシステムをトレース……』

　その間にヘイズは、通信素子をカイの端末に接続した。

『……クリア。ターゲットの位置を確認。監視カメラにアクセス。映像、入ります』

　端末に映し出されたノイズまみれの映像を、その場にいた全員が覗のぞき込んだ。

　ファンメイがいた。

　傷だらけだった。

　龍りゆう使いにはあり得ない満まん身しん創そう痍いの姿で、ファンメイは這はいずるように掃除ロボットの攻こう撃げきから逃れていた。特にひどいのが右足で、無数に開いた銃じゆう痕こんからとめどなく血が流れ続けている。たとえ攻撃から逃げ切ったとしても、このままだと出血多量で死は免れない。

　新たに放たれた銃弾が少女の左足を撃うち抜き、小さなその体がびくりとのけぞった。

「メイっ！」シャオロンが、悲痛な叫びをあげた。「メイ、しっかりしろよ！　メイ！」

『残念ですが』ハリーが少年の叫びに割って入る。『そこには音声出力端末が存在しません。申し訳ありませんが』

「あそこまでの進入経路はわかるか」ヘイズはさらに問う。今は一分一秒が惜しい。「防ぼう衛えいシステムの過去ログにアクセスしろ。掃除ロボットの」

『出ました。ファンメイ様が進入に使ったと思われるルートです』

　掃除ロボットの行動から逆算してファンメイの移動経路を推論しろ、そう指示を出す前にハリーは解を導みちびき出していた。さすが相棒、以心伝心だ。

『この通路の先端に、建造時の出入りに利用されたと思われる縦たて穴あなが存在します。その先は第一階層の……』

「管理室！」シャオロンが叫んだ。
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（管理レベルＥ１に抵触。拘束プログラム起動。全システム、基き礎そレベルに固定。再起動は二〇時間後）

　そのメッセージがⅠ－ブレインに表示された瞬しゆん間かん、突然、体が力を失った。

　一ミリ秒ですべての能力が剝はぎ取られ、次の一ミリ秒で自分の動きに負けた。バランスを崩したファンメイの体は慣性の法則にしたがってチタン合金の床を転げまわり、壁かべに叩たたきつけられてやっと止まった。

　痛覚処理の恩恵を失った全身が、すさまじい痛みに悲鳴をあげた。中途半端に減速した状態だったのはせめてもの救いだった。もう少し加速した状態で同じことが起こっていたら、ファンメイは確実に死んでいた。体がバラバラになりそうな、すさまじい痛みが全身を襲おそう。どこにけがをしたのかわからない。Ⅰ－ブレインから反応が返ってこない。骨が折れたか、内臓が破裂したか、そんなことさえわからなくなってしまった。

『痛み』という感覚そのものが、ファンメイにとっては縁えん遠どおいものだった。生まれて初めて感じる混乱と恐怖に、ファンメイは頭を抱えて泣きじゃくり、その声が敵を引き寄せる可能性に気づいたときはすでに遅く、無数の銃口がいっせいに火を噴ふいた。

　その一掃射で、ファンメイの右足はずたぼろになった。痛覚が束になって頭に襲いかかった。正気を吹っ飛ばされなかったのは、ほとんど奇跡だった。

　触れたら崩れそうな右足を引きずって、コンテナの陰に転がり込んだ。

　そのまま、冷たいチタン合金の床に体を預けて、動かなかった。

　四方八方から飛んでくる流れ弾が体に命中するたびに、ファンメイは体をのけぞらせ、痛みにおびえた。それでも、悲鳴はあげなかった。

　死んだフリをしていたわけではない。

　怖こわくて痛くて、声が出せなかった。

　誰だれか助けて、と叫ぶこともできなかった。

　──永遠とも思える二分間が過ぎ去り、いつの間にか銃声は聞こえなかった。ファンメイは体を起こそうとして痛みにうめき、むせ返るような血臭に、少しだけ吐いた。

　戦せん闘とう行為を中断したためか、Ⅰ－ブレインの一部が機能を回復していた。そのわずかな力を使って、破れた血管を塞ふさぎ、失血によるショック症状を抑えた。それでも、流出してしまった血液を補うことはできない。ふらふらする頭で、逃げなきゃ、と考え、しかし立ち上がることはできず、ファンメイはゆっくりと床を這はい進み始めた。




　いったいどっちに行ったらいいんだろう──そのことにやっと思いいたったのは、移動を開始してしばらく経たった頃ころだった。自分がどこから来たのか、どっちに行けば帰れるのか、そんなこともわからずに闇やみ雲くもに動きまわってしまった。

　落ち着いて状況を分析した方がいい、なけなしの理性が頭の片隅でささやいていた。だけど、動くのをやめてしまったらまたロボットたちが襲ってくる気がして、それが怖くて、ファンメイは必死に体を動かし続けた。

　気がつくと、目の前に扉があった。

　どうにか這ったままで通れるぐらいの、隙すき間まが開いていた。

　最後の力を振り絞って、体を押し込んだ。

　そのまま部屋に転がり込み、こんどこそもう一ミリも動けなくなって、ファンメイは冷たい床に頰ほおを押し当てた。ひんやりとした感触が気持ち良かった。

　後ろで、しゅん、と音がした。視線だけで振り返ると、隙すき間まがなくなっていた。

　ぜったいぜつめいだぁ、と思った。

　頭の中にもやがかかったみたいで、それ以上のことを考えられなかった。

　だんだん目の前が真っ暗になっていく。暗く、くらく、もうなにもかんじない。からだもうごかせない。わたしがこわれていく、すこしずつ、すこしずつ、

　──あのときみたいに

　頭に浮かんだその考えに、薄うすれかけていた意識が叩たたき起こされた。わたしは、今なにを考えてたの？　あのときっていつ？　必死に視線を動かし、部屋を探る。狭い部屋。両方の壁かべに一列に並んだ端末。入ってきたのと反対側に、もう一枚の扉。見えなくてもわかる。あの扉には『培ばい養よう棟』と書いてあるのだ。

　そんなはずはない。そんなこと、あり得ない。だけど、だけど確かに、




　わたし、この場所を知ってる。




　……そして、ファンメイの中で、なにかが壊こわれた。
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　ヘイズは走る。時間は待ってはくれない。ことは一刻を争う。管理室からトンネルを抜け、第二階層に降り立ち、チタン合金の廊下を全速力で駆け抜ける。

　その半歩後ろから、シャオロンが必死でついてくる。Ⅰ－ブレインは使えないから、運動能力は普通の人間となんら変わるところがない。小さな体を精一杯大きく動かして、なんとか遅れないようにと頑張っている。カイとルーティは上で待機。ここでは彼らの能力が使えない以上、ついてこられても足手まといだ。本当はシャオロンも置いてくるつもりだったのだが、少年の決意は固かった。

　正面に、ひしゃげてぶっ壊こわれた隔かく壁へきが出現。ファンメイはこの向こう。飛び込もうとした瞬しゆん間かん、足下に火花が散った。慌てて後方に飛び退り、シャオロンとぶつかりそうになる。

「どうしたんだよ！」

　シャオロンの問いには答えず、ヘイズは隔壁の陰に飛び込む。首だけ突き出すようにして、中の様子をうかがう。今度は見えた。部屋中に散開した数百の銃口が、隔壁の穴に向かっていっせいに火を噴ふいた。

「わっ！」

　シャオロンが大慌てで、ヘイズの後ろに隠れた。おそるおそる中の様子を覗のぞき込もうとして、すぐに首を引っ込め、小声で問う。

「どうすんだよ。あいつら、どんどん増えてる。これじゃ、中に入れない！」

　ヘイズは答えない。今の一いつ瞬しゆんで捉とらえたすべての銃口の座標を、頭の中でシミュレートする。

（システム起動。稼か動どう率を七五パーセントに設定）

　振り返りもせず、シャオロンに言う。

「オレから離れんなよ」

　へ？　という少年の声を背中に、ヘイズは隔かく壁へきの向こうに飛び込んだ。

　数百体の『掃除ロボット』が、いっせいにこっちを睨にらむ。

　シャオロンが慌てふためいて、

「危ない！　あんた、まだノイズメイカーが！」

「関係ねぇよ！」ヘイズは叫び、オーケストラの指揮者のように両手を構え、

（予測演算成功。『破砕の領域Erase circle』展開準備完了）

　親指と中指を、軽く弾はじいた。

　──次の瞬間、降り注ぐ無数の銃弾が突然その動きを停止し、形を失って砂のように崩れ落ちた。

「……え？　あれ？」シャオロンが、不思議そうな声をあげた。

　ヘイズの首には、相変わらずノイズメイカーがはまっている。外部への出力端子を潰つぶされた魔ま法ほう士は、どんな形であれ魔法を使うことはできない。

　だが、ヘイズは魔法など使ってはいない。そもそも、『できそこない』の魔法士であるヘイズには魔法が使えない。その能力はただひとつ、予測演算。今、ヘイズのⅠ－ブレインは全能力の七五パーセントを使って、周囲の空気分子ひとつひとつの運動をつぶさにトレースしている。

　ヘイズが指を鳴らすたびに、小さな音が生まれる。

　小さな音が周囲の空気を震ふるわせ、空気分子の配列を変化させて『論理回路』を形成する。『論理回路』が時間とともにそのパターンを変化させることで、情報制御演算と同様の効果を生み出す。

　論理回路に接触した物質の情報構造に干渉し、存在情報を消去する『情報解体攻こう撃げき』を。

　──音とは、つまるところ、空気分子の振動に他ほかならない。

　そして、空気分子の運動は、大域的には流体力学に従いながら、分子一個単位ではカオス理論に支配される。

　すべての音は、たとえ指を鳴らす程度の小さな音であっても、世界の中で大きな意味をもっている。巨大な系に飲み込まれた小さな振動は、系の内部で周囲に微細な影えい響きようを及ぼし、微細な影響は増幅を繰くり返しながら系全体に拡散する。ほんの小さな音が、世界に存在するすべての空気分子の運動に、ひいては世界そのものに多大な変化を与えている。

　カオス理論では、これを『バタフライ効果』と呼ぶ。

　空気分子ひとつの運動は、世界に存在する他ほかのすべての分子の運動状態と連立した多元方程式によって記述される。系を狭い部屋に限定したとしても、必要な計算量は膨ぼう大だいだ。エントロピー制御によって空気を大域的に扱うのとはわけが違う。まして、最終的に必要な空気分子の配列から現在の状態を逆算し、指を弾はじく程度の音を重ねることによってその状態を実現するなど、不可能に等しい話だ。

　だが、ここに、それを可能にするほどの超高速度演算能力を備えた魔ま法ほう士が一人。

　ヘイズが指を弾くたびに、ロボットが一体、また一体、爆ばく発はつを起こすことすらできずに、砂のように崩れ落ちていく。

　空間に刻まれた論理回路によって存在情報を抉えぐり取られたロボットの体が、原子レベルに分解されていく。

　シャオロンは、なにが起こっているのかさっぱりわからない様子で、

「……あんた……Ⅰ－ブレイン」

「オレのは特別製なんだよ」後ろのシャオロンを振り返り「それより、できるだけしゃべるな。予測演算がややこしくなる」

　シャオロンは、うん、と言いかけて慌てて口を塞ふさいだ。

　その背後に、銃口がきらめく。

　ヘイズはとっさに、右足で床を叩たたく。甲高い音が少年の後ろに論理回路を形成し、飛来する銃弾を消し飛ばす。

　どこからか補充されているのか、敵の数は一いつ向こうに減らない。

　このままではらちが明かない。

　ファンメイはどこだ。

　突然、シャオロンに袖そでを引っ張られた。

　指を鳴らす瞬しゆん間かんだったので、危うく論理回路の形成に失敗するところだった。ヘイズは猛然と口を開きかけ、シャオロンの指差す先に気づいた。

　コンテナの陰から正面の扉に向かって、点々と血が滴っていた。

　脳内の空き容量を使って、付近の空気の流れを読み解く。

　──Ⅰ－ブレインが、弱々しい呼吸音を捉とらえた。
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　空を、飛ぼうと思った。

　あの日、翼つばさをいっぱいに広げて、まっすぐに空を目指した。

　翼つばさの色は、白でなければならなかった。きれいで真っ白な天使の翼。そうでなければ、あの青い空にはふさわしくないと思った。だけど、黒の水で作った翼は、何回作り直しても真っ黒のままだった。こんなの天使の翼じゃない、ちょっと悲しくなった。でも、鴉からすみたいに真っ黒なその翼を、彼はきれいだと言ってくれた。

　だから、飛べると思った。

　……あの日、わたしはその場所に立っていた。

　真っ黒な翼を広げて、空を見上げた。

　わたしは一人だった。

　彼は、一緒に飛ぶことができなかった。

　だけど、わたしが飛ぶことは、彼の願いだった。

　だから、飛んだ。

　空まで、あとほんの一歩だった。

　そこに、『ここ』と『むこう』の境界線があることに、わたしは最後まで気づかなかった。

　翼が、力を失った。

　真っ黒な翼は真っ黒な水に融とけて、青い空を背景にゆっくりと流れ落ちていった。わたしは翼を失い、『ここ』に向かってまっすぐに落ちていった。

　わたしは、飛べなかった。

　わたしの体は、地面に叩たたきつけられた。

　そして、

　──わたしは、やっと、『自分が人間じゃない』ことを思い出した。




　人間、いよいよ危ないというときには、いろんな幻を見るものらしい。

　気がつくと、そこは相変わらず暗い部屋の中で、ファンメイは相変わらず冷たいチタン合金の床に体を預けていた。

　不思議なことに、痛みは全く感じなかった。神経制御による無痛状態とは違う。頭の中がぼうっとしびれて、目を開けているのに夢の中にいるみたいだった。

　いや、違う。ついさっきまで、本当に夢を見ていた。

　目を開けていても夢は見れるのだと、ファンメイは初めて知った。

　不思議な夢だった。

　ファンメイは中央訓練場の真ん中で、空を見上げていた。背中にはいつもの蝙蝠こうもりの翼の代わりに、黒い鳥の翼が生えていた。ガラスの天てん蓋がいが噴ふき飛んでいて、空がすごくきれいだった。

　夢の中の自分は、今の自分よりも少しだけ大人おとなびていた。

　ひどく、悲しそうな顔をしていた。

　さっきまでのいやな感覚は、頭の中から消えていた。自分が知らないはずのことを知っているような奇妙な違和感は、もう感じなかった。昔、なにかで読んだことがある。既視感デジヤヴユといって、短期記き憶おく野やと長期記憶野が混線して起こるものらしい。

　だとすると、自分はいよいよ危ない。

　失血から来る酸素不足で、脳が壊こわれかけているのかもしれない。

　ばかなことしたな、と思う。こんなことになるなら、みんなに相談すれば良かったのだ。いや、それ以前に、面と向かってヘイズに問いただせばよかったのだ。なのに、自分は怖こわがって、泣いて、わけがわからなくなって、挙句にこんなことになってしまった。カイとルーティは、きっと心配してる。ヘイズはきっと、データチップをちゃんとしまっておかなかったことを悔やんでる。シャオロンはきっと……

　そこまでだった。

　頭の内側から染み出してきた闇やみが、とうとう、ファンメイの意識を塗り潰つぶした。




　　　　††††††††††††††




「開かないよ！」チタン合金の扉を蹴けりつけ、シャオロンは絶望の声をあげた。

「どいてろ！」ヘイズが叫び、指を弾はじく。

　なにも起こらない。

「くそったれ！」ヘイズがさらに二度三度と指を弾き、降り注ぐ銃弾の雨を撃うち払いながら「ふざけやがって！　情報強化されてやがる！」

　シャオロンは拳こぶしを握りしめ、目の前に立ち塞ふさがる壁かべを睨にらみつけた。

　悔しい。なにもできない自分が悔しくてたまらない。ここまで来られたのはヘイズのおかげだ。自分はなにもしていない。ファンメイを助けると勇んで飛び出して、結局はこそこそ隠れていただけ。

　この向こうにファンメイがいるのに。

　助けを待ってるはずなのに。

「……おい」しばらくなにごとか考えていたヘイズが、不意に呼びかけてきた。「お前のⅠ－ブレイン、動くか？」

「え？」

　言われてシャオロンは、頭の中を走査する。脳内のあちこちに、小さなプロテクトが潜ひそんでいるのがわかる。『ある』と知らなければ到底気づかない、巧妙に隠いん蔽ぺいされた禁則条項。わかっていればなんとか抑え込むことは可能だが、無理やりⅠ－ブレインを作動させたとして、動ける時間はどう頑張っても一〇秒が限度。

「……なんとか、一〇秒くらいなら動くけど……」

　ヘイズはうなずき、

「今からオレが、その扉吹っ飛ばす」扉に向かって左手を構えた。「一発限りの奥の手だ。これをやるとオレのⅠ－ブレインは機能停止して、三時間は能力が使えなっちまう。だから、後はお前が頼りだ」

　同時に右手の指を打ち鳴らし、シャオロンめがけて飛来した銃弾を消し飛ばす。

「ファンメイをかっさらって、ついでにオレも引きずって、ここから離脱する──できるな？」

　口元に薄うすい笑みを浮かべ、ヘイズは問う。

　迷いなく、シャオロンはうなずいた。

　できるかできないか、じゃない。

　やるだけだ。

「行くぞ」ヘイズが、左手の指を軽く弾はじく。

　情報強化されているはずの扉がかすかに震ふるえ、次の瞬しゆん間かん、壁かべの真ん中に直径二メートルの穴が生まれた。

（『運動能力制御』開始）

　シャオロンは駆け出した。運動速度は通常の一〇倍。同時に、頭の中に馴な染じみのないシステムメッセージが表示される。

（管理レベルＥ１に抵触。拘束プログラム起動）

　構わず部屋に飛び込む。ファンメイは、扉のすぐ脇わきに倒れていた。ひどい姿だ。ぼろぼろの右足が痛々しい。シャオロンは少女の体を抱き上げ、思いがけないその柔らかさにどきりとした。

　残り時間は、七秒。

　体が少しずつ力を失っていくのがわかる。ファンメイを抱きかかえて、シャオロンは部屋を飛び出す。ヘイズはまださっきの場所に立っていて、そこに向かって掃除ロボットが殺到しつつある。

（身体構造改変）

　左腕でファンメイを抱えたまま、右腕を爪つめに変化させる。ヘイズめがけて飛来する銃弾を叩たたき落とし、すぐに腕を本来の形に戻してヘイズの体をつかまえる。

　そのまま、全力で跳ちよう躍やく。

　残り時間が四秒を切った。

　四方八方から降り注ぐ銃弾の一発が、右足を撃うち抜いた。

　痛覚処理に力を使う余裕がない。痛みがそのまま頭に走る。歯を食いしばってこらえる。我慢しろ、これぐらい。メイはもっと痛かったはずだ。

　残り時間二秒で着地。部屋の外に飛び出し、ヘイズの体を離して、腕を再び爪に変化させ、

「──まだまだぁっ！」

　最後の力を振り絞って、隔かく壁へきを突き崩し、道を塞ふさいだ。

（全システム、基き礎そレベルに固定。再起動は二〇時間後）

　もうそれ以上は立っていられなくて、シャオロンはくたりと座り込んだ。瓦が礫れきに塞ふさがれた通路の向こうを凝ぎよう視しする。

　しばらく、沈ちん黙もくが続いた。

　なにも、起こらない。

　ほうっ、と息を吐き、腕の中の少女を見下ろす。

　少女の唇が、かすかに動いた。

「……よかった」

　シャオロンは、呟つぶやいた。

「ほんとに、よかった……」

　涙があふれてくるのを、止められなかった。

　ヘイズの手が、そっと背中を叩たたいた。




　　　　††††††††††††††




　嵐あらしのような一日が過ぎ去って、今はもう夜の一一時。

　自室の水玉ベッドの上で、ファンメイはすーすーと寝息を立てている。

　痛覚処理ができないだろうということで、全身に麻酔を施されている。ぼろぼろの服は脱がされて、包帯の上から水玉模様のパジャマを着せられている。壊え疽そしかかった右足は切断されてしまったので、ズボンの片一方は空っぽだ。どうせあと一一時間も経たてば、Ⅰ－ブレインが機能を回復する。幸い内臓へのダメージはたいしたことはなく、肋ろつ骨こつが四本折れただけで済んだ。最大の問題は出血多量だったが、それも有機物循じゆん環かんプラントをいじって作らせた人工血液でぎりぎりごまかせた。救出された直後の死人顔はどこへやら、安らかな顔で眠っている。

　その隣となりではシャオロンが、負けず劣らず安らかな寝息を立てている。

　ベッドの傍らに膝ひざをついて、ファンメイの頭のすぐ隣に突っ伏すようにして眠っている。ファンメイと同じくⅠ－ブレインが機能低下しているので、右足に受けた傷はそのままだ。骨を貫通していて相当痛かったはずなのだが、麻酔注射一本うっただけであとはすべての治ち療りようを拒否し、それからずっと、ファンメイの側そばを片時も離れようとしない。ファンメイの寝顔を見ているうちに、いつの間にか自分も眠ってしまっている。ときどき、その口元が、にへらと笑う。よっぽどいい夢でも見ているのかもしれない。

　ベッドの隣、壁かべ一面に表示されたＣＧの空も、今は夜。大きな三日月と無数の星が、水玉模様のベッドをひっそりと照らしている。

　子供たちは、穏おだやかに眠っている。

　シャオロンの右足には、真っ白な包帯が、勲くん章しようみたいに巻かれている。




『……それから、どうなりましたか？』

「連中には全部説明したよ。さすがに暴走のことは話せなかったけどな」

　Hunter Pigeonの操そう縦じゆう席に座って、ヘイズはぼんやりと天井のカメラを見上げている。首にはもうノイズメイカーはないし、発信機もついていない。ついでに、中央訓練場に通じる通路の隔かく壁へきはルーティに噴ふき飛ばしてもらったから、これからはいつでも船に戻ることができる。

　明日からは、脱出の準備が始まる。

　ファンメイの治ち療りようを終えて静かになった医務室で、ヘイズはカイとルーティにすべてを話した。大気制御衛えい星せいの事故と世界大戦。現在の外の様子とこの島の置かれている状況。ファンメイが盗み見たデータチップも包み隠さず差し出して、信用できないなら煮るなり焼くなり好きにしろ、と締しめくくった。ただし、『暴走』に関することだけは伏せておいた。それに関する結論は先延ばしにして調査報告にも書かなかったから、ファンメイも知らないはずだ。

　二人はずいぶんと悩み、結局はヘイズを信用してくれた。薄うす々うすなにかに気づいていたらしく、青ざめた表情の中にかすかな諦あきらめが浮かんでいた。最大の問題はファンメイとシャオロンにどうやって説明するかということだったが、それはルーティがやってくれるという線で話がまとまった。

　明日からは協力して、脱出計画を進めていくことになる。

　事態は好転しつつある。

　……だが、ヘイズの胸のつかえは、大きくなる一方だった。

　首尾よくここを脱出できたとしても、連中に待っているのはシティの魔ま法ほう士としての生活だ。軍用兵器として利用されるか、実験動物として籠かごの中で過ごすか。いずれにせよ、待っているのは幸せとは言いがたい日々だ。

　それを思うと、ひどく不愉快な気分になる。

『……ヘイズ』ふいに、ハリーの顔が目の前に浮かんだ。

「なんだ？」

『迷っていますね』

　見透かされてしまった。

「お前って、ときどき擬ぎ似じ人格っぽくねーよな」

『誉め言葉と受け取っておきます』

　ハリーのマンガ顔が、微笑を形作った。つられて、ヘイズも力なく笑った。

　ややあって、ハリーが続けた。

『これをお見せするべきかどうか、ずいぶん考えました。……ですが、やはりお見せします』マンガ顔が消滅し、代わってひとつの文書が立体映像ディスプレイに映し出された。『第二階層に進入した際に、偶然見つけたデータです』

　それは、この島の建造当時の、研究記き録ろくの一部だった。

　いたるところに『極秘』と書かれたその記録には、龍りゆう使いを生み出した機関、シティ・北京ペキン自治軍、技術局特務三課の、構成員の名前が並んでいた。

　そのうちのひとつが、目に止まった。

　忘れたくても忘れられない、いやな名前だった。

　アルフレッド・ウィッテン。

　魔ま法ほう士の正式名称『ウィッテン・ザイン型情報制御能力者』にその名を残す、情報制御理論創始者の一人。

　そして……

『……裏も取れました』冷静な声で、ハリーが続ける。『確かにこの時期、シティ・北京に市民登録されていたという記録が残って……ヘイズ？』

　ヘイズは笑った。

　目を閉じ、片手で顔を覆おおって、喉のどの奥から搾しぼり出すように引きつった笑い声をあげた。

　こんな偶然があるのか。

「……ってことはなにか？」声が震ふるえているのが、自分でもわかった。「あいつらみんな、オレの兄弟みたいなもんじゃねぇか」







　間幕劇　存在する必要のない存在　～Defective Product～







　こいつは失敗作だ。そう言ったのは、アルフレッド・ウィッテンだ。

　そのたったのひと言で、少年の運命は決まった。

　今から一二年前の話だ。




　その頃ころの少年は、もちろん『ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ』などというたいそうな名前はまだもっていなくて、二二番だか三番だかのシリアルナンバーで呼ばれていた。先天性魔ま法ほう士の多くがそうであるように、ガラス筒の培ばい養よう槽そうに浮かぶ『自分』を生まれて初めて認識したときには、少年の体はとっくに七歳相当に成長していて、大脳新皮質にも相応の知識やら判断力やらが詰め込まれていた。塩基配列を制御するコンピュータは少年に標準的な白人の体と、おさまりの悪い赤毛と、薄うす茶ちや色の瞳ひとみと、頭ず蓋がいの内側の生体コンピュータ、Ⅰ－ブレインをくれた。

　──このⅠ－ブレインに、問題があった。

　マサチューセッツ軍、数理研究所所長、アルフレッド・ウィッテンが最初に気づいた。




　情報制御理論創始者の一人でもある研究所の統括者の御ご託たく宣せんだ。担当の研究員たちは飛び上がった。大気制御衛えい星せいの事故からはや半年。戦争は膠こう着ちやく状態に陥り、あらゆる物資、エネルギーは不足し始めている。使えない魔法士を飼っておく余裕など、どこにもない。すぐさま少年のⅠ－ブレインに入念なスキャンがかけられ、コンピュータ接続による動作テストが行われた。

　正常に発達しているはずのⅠ－ブレインからは、膨ぼう大だいな量のエラーが検出された。

　さらに詳しい検査のために、頭ず蓋がい骨こつをこじ開けて脳細胞の採取が行われた。三日三晩、少年は眠ることはおろか、目を閉じることさえ許されなかった。発狂できない自分が恨めしかった。研修生の一人が犯した些さ細さいなミスが元で、右眼めの視力は永久に失われた。

　データ解析にさらに丸四日をかけて、研究員たちが導みちびき出した結論は、要約すれば次のようなものだった。

　記き憶おく領域の消失。

　Ⅰ－ブレインのほとんどの部分を覆おおい尽くすまでに過剰に成長した演算素子と、栄えい養よう分をすべて奪われて枯死してしまった記憶領域の残りかす。いかに優れた演算能力を有しようとも、それを動かすべきプログラムをもたない限りコンピュータは機能しない。

　育成過程においてどのような偶然が作用したのか。過去のデータを洗いざらい掘り返しても、その原因を特定することはついにできなかった。そして、たとえ原因が特定できなくても、その結果として生み出されたものは誰だれの目にも明らかだった。

　この世に生を受けて一〇日目に、少年は失敗作の烙らく印いんを押された。




　責任の所在などどうでもいい。ウィッテンのひと声で罪のなすり合いは片づき、少年の処遇だけが問題として残された。サンプルとして解体するか、原子レベルに分解して次の素体の材料にするか。いずれにせよ、魔ま法ほうを使えない魔法士など必要ない。処分するというその一点において、研究員たちの意見は一致していた。

　できそこないの魔法士にできたのは、毎日決まった時間に培ばい養よう槽そうの点検にくる研究員の顔を睨にらみつけることと、自分を培養槽につなぎ止めている無数のケーブルに爪つめで傷をつけることだけだった。

　死刑宣告が下される日は、ついにやってこなかった。

　当時、シティ・マサチューセッツと同盟関係にあったシティ・メルボルンでは、マザーコア・システムの研究が極秘裏に進められていた。その研究者たちが、少年に興きよう味みを示した。少年の知らないところで腹の探り合いが行われ、商談は進み、最終的にいくつかの実験データがメルボルンからマサチューセッツに提示された。

　この世に生を受けてからちょうど二〇日目のその日に、少年は験体として、シティ・メルボルンに売り渡された。




　空くう賊ぞく。そう呼ばれる人々がいた。

　飛行艦かん艇ていで軍の輸送部隊を襲おそい、食料や補給物資を強奪する非合法集団。もともとはシティ体制に反発した不ア登ウ録タ者ーたちが、武装した船で民間船を襲ったのが始まりといわれている。かつては世界に数えるほどしか存在しなかったこの人種も、大戦の勃発とともに崩ほう壊かいしたシティの生き残りや敗残兵を取り込んで膨ふくれ上がり、当時、世界にはかなりの数の空賊集団が確認されていた。中には軍用機を持ち逃げして空賊に下る強つわ者ものの逃亡兵もいて、その戦力は侮りがたいものになっていた。

　少年を乗せた輸送船を襲ったのも、そういった空賊集団のひとつだった。

　彼らはいかなる手段によってか軍最さい新しん鋭えいの輸送船にやすやすと取りつき、催涙ガスと閃せん光こう弾で瞬またたく間に船内を制圧した。厳げん重じゆうに封印された扉をこじ開けて保管庫に突入した彼らは、そこで、巨大な円筒ガラスの生命維い持じ槽そうに浮かぶ赤髪の少年を発見した。

　こりゃお宝だ、と一人が笑った。

　どうにでもなれ。

　自分を生命維持槽から引きずり出す男の手を、少年はさめた目で見つめた。




　風ふ呂ろに入れられ、洗い立ての服を着せられ、生まれて初めての暖かい食事を与えられても、少年には相変わらず、自分の置かれている状況がさっぱりわからなかった。

　油断してはいけない、と思った。

　自分を解剖して実験に使うつもりなのか、それとも軍に売り飛ばすつもりなのか、どっちかに決まっていると思った。

　それでも、具の入っていない粗末なスープはとてもおいしくて、あっという間に飲み干してしまったら待ち構えていたようにお代わりが出てきた。

　食事が終わった頃ころに、その二人がやってきた。

　初老の域に差しかかった、男と女だった。

　お前は今日からわしらの息子だ、と男が言った。

　あたし一人でも面倒見れるのにあんたが勝手についてきたんだろう、と女が言った。

　まあそう言うな、と男が言い、ともかくこの子に名前をつけてやらんといかんな、と切り出した。

　まるで、少年に名前がないことを知っているような口ぶりだった。

　それからが大変だった。二人は、ああでもない、こうでもない、とたくさんの名前を口々に並べ立て、男が「これがいい」と言えば女が「なんだいそりゃ」、女が「これなんかどうかね」と言えば男が「そりゃどうかな」。喧けん々けん囂ごう々ごうと一時間も続けた末に、男の出した『ヴァーミリオン』と女の出した『ヘイズ』をくっつけるということで話はまとまった。

『ヴァーミリオン』は戦死した男の息子で、『ヘイズ』は病気で死んだ女の夫だった。

　ミドルネームについては双方一歩も譲ゆずらず、結局、二人の名前の頭文字をくっつけた『ＣＤ』というよくわからないものが採用された。

　ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ。

　それが自分の名前なのだと思うと、なんだか不思議な気分だった。




　少年を助けた空くう賊ぞくたちは、小さな地熱発電プラントの側そばに、ひっそりと根城を構えていた。全部で二三人、少年を含めて二四人。誰だれがどういう過去の持ち主かは、詮せん索さくしないのが決まりだった。だから、誰も少年の素性には触れなかったし、少年も、誰にも自分の素性は話さなかった。一度だけ、父が脳の写真を撮とろうとしたことがあったが、いやだ、と言ったら、すまん、と謝あやまってくれた。母がそれを知って、二人がケンカした。

　それで、父と母のことが好きになった。

　しばらく暮らすうちに、父と母がここのリーダーみたいなものなのだとわかってきた。みんなが父と母のことを『親おや父じさん』『お袋さん』と呼び、頼っていた。二人の専門は船の整備だったが、それ以外でも生活上のいろいろなトラブルに首を突っ込んでは、うまく場をまとめていた。そんなとき、二人の体はいつもの何倍も大きく見えて、少年はそれをとても誇らしく思った。いつしか少年も、二人を『親父』『お袋』と呼ぶようになっていた。

　三ヶ月も経たったある日、少年は、親父に連れられて船の操そう縦じゆう室にいた。

　初めて入ったHunter Pigeonの操縦席には、少年が知識としてしか知らない様々な機械がところ狭しとひしめいていた。

　突然、目の前に顔が現れた。少年はひどく驚おどろいて、逃げ出そうとしたところを親父に捕まった。親父は、意外に力が強かった。そのまま真ん中の操縦席に座らされて、横線三本のマンガ顔と向き合った。緊きん張ちようのあまり、声が出なかった。

　親父が言った言葉を、今でも覚えている。

　──こいつは、とある軍が開発した最さい新しん鋭えいの戦せん艦かんなんだがなぁ、動作が不安定な上に擬ぎ似じ人格のアクが強過ぎる欠陥品だってんで、危うく解体されるところだったんだ。

　自分と同じだ、と思った。

『初めまして、ハリーです』顔が、笑った。『よろしくお願いします、ヘイズ』

　生まれて初めて、少年にも友達ができた。




　少年が助けられた一二月四日は、少年の誕たん生じよう日ということになった。

　パーティをやろう、と言い出したのは親父で、あんたにしちゃまともなこと言うね、とお袋もすぐに賛成した。

　あの日から、ちょうど一年後のことだった。

　二三人が手分けして材料をかき集めた。どこから持ってきたのか本物のイチゴまで用意されて、立派な誕たん生じよう日ケーキが完成した。誕生日プレゼントを用意できるほどの余裕はなかったから、そのケーキがプレゼントの代わりだった。

　一人で全部食べていい、という大人おとなたちに対して、少年は、みんなで食べないとおいしくない、と頑強に主張した。さして大きくもないケーキが二四人分に切り分けられ、イチゴが丸ごと一個のった一番大きなひと切れが少年の皿にのせられた。

　ハリーが、さも残念そうに、おいしいんでしょうねぇ、と言った。

　みんなが笑った。

　少年も、笑った。

　記念写真をどこで撮とるかは、ハリーと一緒でないといやだ、という少年の言葉ですんなり決まった。滑走路にカメラがセットされ、でき上がった写真には『空賊Flying PiratesHunter Pigeon』と書き込まれた。
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　その日初めて、少年は皆に自分の素性を打ち明けた。

　誰だれも、なにも言わなかった。

　ただ、親おや父じとお袋が、静かに頭を撫なでてくれた。

　初めて、本当の家族になれた気がした。




　幸せな日々の終わりは、あっけないほど簡単に訪れた。

　その日、突然の轟ごう音おんに驚おどろいて部屋を飛び出した少年が見たものは、炎の中で逃げ惑う、自分の『家族』の姿だった。メルボルン自治軍の兵士たちは「サンプルはどこだ」と空くう賊ぞくたちを問い詰め、口を割らないと見るや迷いなく射殺した。

　彼らがいったいどうやってここのことを知ったのかは、あとになってもわからなかった。

　お袋は、少年の目の前で心臓を撃うち抜かれて死んだ。

　親おや父じは、少年の手を引いて船まで走り、あと三歩というところで腹に無数の銃弾を浴びた。

　少年を助けた、これがその代だい償しようだった。

　少年は必死に親父の体を引きずって、船に逃げ込んだ。

　ハリーが船を飛ばして、住み慣れた我が家はあっという間に見えなくなった。

　親父が血を吐いた。

　血を吐いて、激しく咳せき込み、そして、なす術すべもなく立ちすくむ少年に語り始めた。

　自分が軍の研究者であったこと。

　何人もの子供を、研究の名のもとに切り刻んできたこと。

　それが恐ろしくなって逃げ出したこと。

　最後に、楽しい思い出ができたこと。

　──いいか、お前は生きなきゃならん。なにがなんでも生き続けろ。それでなんになるのかは、わしにもわからん。辛つらいだけかもしれん。苦しいだけかもしれん。この先どんなに頑張っても、いいことなんかひとつもないかもしれん。それでも生きろ。生きて、突っ走って、這はいつくばって、そして笑え──

　それが、親父の遺ゆい言ごんになった。

　軍の追つい撃げき部隊が迫っていた。

　少年は必死に船を操り、戦った。

　死にたくなかった。

　死んでたまるかと思った。

　くやしかった。




　その日、生まれて初めて、少年は泣いた。







　第四章　星に願いを　～Happy Birthday～







　ハリーの構こう築ちくしたプログラムをすべて捨てずに済んだのは、不幸中の幸いだった。

　ネット防ぼう壁へきに接続を破は壊かいされる寸前、Hunter Pigeonの管制システムはコンピュータとは思えない臨りん機き応おう変へんな対応を示し、第二階層のネット構造の中に無数の『針』を打ち込んだ。

　そのうちのほとんどは防ぼう衛えい機構に発見され、破壊されてしまったが、生き残ったわずか数本の『針』はネット構造の内部に静かに『糸』を伸ばし、進入プログラムに対して防衛機構が作り上げた迎げい撃げきプログラムを次々に破壊して、ほんの小さな進入口を内部からこじ開け始めた。

　今、ハリーはその持てる力のすべてを使って、防壁を破るための『鍵かぎ』を再構築している。カイが提供してくれた、この島のネット構造に関するいくつかのデータも役に立った。

　完成予定は、六月七日の夜。だが、その場ですぐに脱出というわけにはいかない。軍の作戦が予定どおりに行われれば、その頃ころにはこの島の下には飛行艦かん艇ていが集結しているはずだ。モスクワによる妨害が行われていることを期待するにしても、FWeyeによる監かん視しの可能性は無視できない。

　軍の作戦開始は午前六時。それまでにはFWeyeの引き上げが行われるはずだから、狙ねらいは攻撃が始まる瞬しゆん間かん。マサチューセッツとロンドンが雲の上に船を出してくる可能性については、考えても始まらない。

　どの道、選択肢などたかが知れていた。

　作戦決行は、六月八日早朝、夜明け前と決まった。




　　　　††††††††††††††




　薄うす闇やみの中、やわらかい光に照らされて、ファンメイは目を覚ました。

　ＣＧの夜空にぽっかり浮かぶ大きな三日月が、最初に目に飛び込んできた。首を動かそうとしたところで、自分がいつもの水玉ベッドに寝ていることに気づいた。おまけにいつ着替えたのか、いつもの水玉パジャマを着せられていた。机の上に並んだたくさんの小物。本棚の上にはパンダのぬいぐるみ。間違いなく、ここは自分の部屋だった。

　ベッドの上に起き上がろうとして、「……んっ」とうめいた。体にちっとも力が入らなくて、クラゲになってしまったみたいだった。Ⅰ－ブレインの警けい告こくメッセージがさかんに身体機能の低下を訴えていて、右足に至ってはなんの反応も返してこなかった。

　ベッド脇わきの椅い子すでりんごの皮をむいていたシャオロンが、「メイ！」と顔を輝かがやかせた。

「大丈夫か？　苦しくないか？　どっか痛いとこないか？」

　なんだかぼんやりとした頭で、ファンメイはうんうんうんとうなずいた。記き憶おくがひどくあいまいで、どうして自分の体に包帯が巻かれているのかもわからなかった。眠い眠いと訴える脳をなだめすかして、なにがあったのか思い返してみた。ものすごく大事なことを忘れている気が……

　ファンメイは飛び起きた。

　たちまち目の前が暗くなり、ぐらりと体がよろけた。脳貧血。血液の総量が全然足りない。シャオロンがりんごとナイフを放り出し、抱き止めるようにして体を支えてくれた。

「ばか！　まだ寝てろ！　いくらⅠ－ブレインが機能回復したって、細胞の数は全然足りてないんだぞっ」

　その言葉が、どこか遠いことのように聞こえた。

　脳内時計を叩たたき起こして時刻を確認する。『六月六日午後七時』。冷たいものが、背筋を走る。ほとんど丸二日無駄にしてしまった。こうなったらもう、自分で解決なんて言ってられない。はやく、あのことを誰だれかに伝えなきゃ。乾き切った唇を必死に動かして、言葉をつむぐ。

「シャオ……はやくルーティ呼んできて……大事な話なの。このままじゃ、みんな」

「メイ、落ち着けって」シャオロンは、なだめるようにファンメイの頭を撫なで「もう大丈夫だから心配すんな。あのディスクのことなら、ヘイズが全部話してくれたから」

　なにを言われたのか理解するのに、しばらく時間がかかった。

「……ほ、ほんと？」

「ほんと。メイが寝てる間にルーティが来て、説明してくれた。今、みんなで脱出の準備して──うわっ！」

　気がついたときには、ファンメイは目の前の少年に抱きついていた。

「……メ、メイ？」

　涙が次から次へとあふれて、どうやっても止められなかった。必死に抱え込んでいた不安と恐怖が、嗚お咽えつとなって喉のどから零こぼれた。自分では「シャオっ！」と叫んだつもりだったが、ぐしゃぐしゃの涙声は言葉になってくれなかった。シャオロンの手が、ためらいがちに背中にまわされた。

「……シャオ……わたし、わたしね」涙でぐしゃぐしゃの顔を、少年の胸に押し当てる。「どうしたらいいか……わかんなかったの……わたしが知ってる歴史、全部ウソで……外にはもう、なんにもなくて……」

「気持ち、わかるよ」シャオロンが、いつもよりもずっと優しい声で答える。「おれだって、話聞いたときは、どうしたらいいかわかんなかった」

　ファンメイは、ひぅっとしゃくり上げ、

「……だけど……そんなの……そんなのひどい……わたし……いつかそとに……そとにでて……やりたいこと……みんなといっしょ……たくさん……やりたいこと……そと……」

　最後はもうめちゃくちゃで、自分でもなにを言っているのかわからなかった。

　カッコ悪い、と思った。

　だけど、シャオロンはなにも言わずに、静かに背中を撫なでてくれた。

　思ったとおりに小さくて、思ったとおりにぶっきらぼうで、思ったよりもずっとあったかい手だった。




　部屋に明かりが灯ともり、ＣＧの夜空が水玉模様に塗り替えられた。

「……メイ、ほら」

「……うん」

　シャオロンが差し出したタオルでファンメイは涙をぬぐい、びーっと鼻をかんだ。大泣きした自分が急に恥ずかしくなって、ベッドに潜もぐり込んで頭から布団を被かぶった。目から上だけを覗のぞかせて、自分でも聞こえないくらいの小さな声で、

「外のこと、ちゃんと説明してくれる？」

　シャオロンは不思議そうに首をかしげ、

「？　だって、メイ、あのディスク見たんだろ？」

「そうだけど……でも、勘違いしてると困るから」

　シャオロンは「そっか」とうなずき、ルーティから説明されたという話を聞かせてくれた。

　自分たちがこの島に連れてこられてすぐに、外で本物の戦争が起こったこと。

　世界が、冬に包まれていること。

　シティ・北京ペキンが消滅したこと。

　この島が、コンピュータに無人管理されていること。

　ニューデリー軍の攻こう撃げきが迫っていること。

「……じゃあ、シティ・モスクワの人たちは、わたしたちの味方なの？」

「味方っていうのとはちょっと違うって、ルーティは言ってた。モスクワ軍は実験サンプルをほしがってるだけだから、油断しちゃだめだって」

「じゃあ、ヘイズは？」

「あの人は、モスクワから依頼を受けたフリーの便利屋」

　ファンメイはしばし考え、

「わたしたちの味方になってくれないかなぁ」

　シャオロンは首を横に振り「無理だよ」

「なによぉ、そんなあっさり……」ファンメイはちょっと悲しくなって「まだ、ヘイズのこと信用できないの？」

「違う。あの人は信用できる」そこでいったん言葉を切り、ファンメイが口を挟もうとした瞬しゆん間かんに先を続ける。「だけど、おれたちを助けるってことは、シティと戦争するってことだろ？　報酬だってもらえないし、なんのトクもないし……無理だよ、そんなの」

「……そっか」あふれそうになった涙をシーツの裾すそでぬぐい、無理やり笑顔を作った。「そうだよね。そんな無理、言えないよね」

　しばしの沈ちん黙もく。

　先に口を開いたのは、ファンメイだった。

「わたしはなにしたらいいの？」

「荷物の運び出しとかはおれたちがやるから、メイはもう一回、ちゃんと寝ろ」シャオロンの指が、ファンメイの髪をそっと梳すく。「脱出は明後日あさつての朝だから、体力回復させとかないと」

「明後日かぁ……」思わず、笑みが零こぼれた。「誕たん生じよう日に脱出なんて、なんかカッコいいね」

　シャオロンは呆あきれたように「……バカ女」

「シャオの『バカ女』も、なんか久しぶりに聞いた気がする」上目遣いに、シャオロンの顔を覗のぞく。「……わたしって、やっぱりバカかなぁ」

　これに対して、シャオロンはなぜか怒ったように「バカじゃない！」

「へ？」無む茶ちや苦く茶ちやな言い草にファンメイは目を丸くして「自分で言ったんじゃない……それに、今度のことだってわたしが一人で突っ走って、みんなに心配かけて……」

「バカじゃないったらバカじゃない！　いつもみたいに『バカって言うな！』って怒れよ！」

　むきかけのりんごをファンメイの目の前に突き出し「食えっ！」

「う、うんっ」

　ものすごい剣幕にビビって、ファンメイは反射的にりんごを受け取った。皮つきのところと皮なしのところとどっちから食べようか一いつ瞬しゆん迷い、上半分の白い方にかぶりつく。寝転がったままなので、ちょっと食べにくい。

　またしても沈黙。

　こんどは、シャオロンが口を開いた。

「……なあ、メイ。……その、Ⅰ－ブレイン、なんかおかしくなかったか？」

「ん？」質問の意味がわからない。ファンメイはりんごをくわえたまま、どういうこと？　と目で尋ねる。

「いや、ルーティに聞いてこいって言われたんだけど……下の、第二階層に潜もぐったときに、Ⅰ－ブレインがおかしくならなかったか、って……」

「え？」芯しんだけになったりんごをゴミ箱に放り込み「だから、Ⅰ－ブレインが止まっちゃったのは、さっき言ってたプロテクトのせいなんでしょ？」

「そーじゃなくて」シャオロンは頭をかき「『へんな夢を見なかったか』とか『頭の中で声が聞こえなかったか』とか……おれもよくわかんないんだけど、そういうの」

「へんな夢？」ファンメイは首をかしげた。

　そんなことを言われても困ってしまう。実のところ、Ⅰ－ブレインが止まったあとのことはあまりよく覚えていないのだ。いっぱい銃で撃うたれて、痛くて、怖こわくて、どこかの部屋に逃げ込んだところまではおぼろげに思い出せるのだが、そのあとはさっぱり。次にうっすらと意識が戻ったときには、誰だれかの腕に抱きかかえられていた。

　そういえば……

「ねえ、シャオ。……わたし、どうやって助かったの？」

「え？　そりゃ」シャオロンはしばし言いよどみ「……ヘイズが助けに行ってくれたんだよ」

「……そうなの？」

「そうなのって……当たり前だろ。おれが行っても、Ⅰ－ブレイン動かないんだから」

「そっか」とうなずいてはみたものの、ファンメイには納得できない。かろうじて思い出せる最後の記き憶おく。自分を抱きかかえる小さな腕。あれはヘイズのものではなかった……ような気がする。もっと細くて、もっと頼りなくて。

　ふと、ベッドの側そばのゴミ箱に目が留とまった。

　シャオロンは、ん？　と首をかしげ、ファンメイの視線をたどり、

「あ！　いや、違う！」ゴミ箱に捨ててあった包帯を大慌てで引っ張り出し「べつになんでもないっ！　ちょっとけがしただけで、ほら！　もう治ってるし！」

　と、真っ赤に染まった白布を乱暴にポケットに突っ込もうとするのだが、そんなに怪しい態度では「けっこう大けがでした」と自白しているようなものだ。

「……シャオ、ひょっとして、それ」

「違う違う違う違う！」耳たぶまで真っ赤にして、シャオロンはぶんぶんと首を振る。「そうだ！　ルーティ呼んでこないと！」

　逃げようとしたシャオロンの腕を、ファンメイはそうっとつかんだ。それだけで、シャオロンの動きがぴたりと止まった。その腕を支えにして、また貧血で倒れないように、静かに起き上がる。

「……シャオが、助けてくれたの？」少年の細くて頼りない腕を胸に抱き「ホントに？」

　ぎぃっと音が聞こえそうなぎこちない動きで、シャオロンは首だけで振り返り、

「……助けたのはヘイズで……おれは手伝っただけ──うわっ！」

　いきなり背中から抱きつかれて、シャオロンは「わわわ」と情けない悲鳴をあげた。ファンメイは抱きついているんだか首を締しめているんだかわからない体勢で、肩越しに少年に頰ほお擦ずりする。感情が高ぶって、自分で自分が止められない。
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「ホントに？　ホントにわたしのこと助けに来てくれたの？　ねぇ！　ホントに？」

「メイっ……む、胸が……背中……」

「その足、わたしのせいでけがしたの？　そうなの？」

　がくがくがくとうなずくシャオロン。ファンメイはますます固く少年を抱きしめる。声が震ふるえているのが、自分でもはっきりとわかる。胸の中にすごく熱いものがあって、そいつが「うれしいうれしい」と力いっぱい叫んでいる。

「どうして助けに来てくれたの？　わたし、ひどいこといっぱい言ったし、いじわるばっかりだったし、ケンカもしたのに」

「ど、どうしてって……」

　しどろもどろにシャオロン。ファンメイはさらに頰ほおを摺すり寄せ、

「どうしてなの？　わたしのこと、嫌いじゃなかったの？　Ⅰ－ブレイン使えないのに、怖こわいって思わなかったの？」

　シャオロン無言。赤い顔がますます赤くなる。

「ねえ」

　──シャオロン、臨りん界かい点突破。

　いきなり抱ほう擁ようを振り解き、立ち上がるなりファンメイの頭をごんっと叩たたく。

「……いったーいっ！」ファンメイは涙目で頭をさすり「なんで叩くのよーっ！」

「うるさいっ！　そんなつまんないことどーだっていいんだ！」シャオロンは、立ち上がった拍子に倒れた椅い子すを蹴け飛とばして「ルーティ呼んでくるからな！　大人おとなしく寝てろ！」

　と叫ぶなり、床を踏み抜きそうな勢いで部屋の外に飛び出してしまった。

　ファンメイはしばらくの間、シャオロンが出ていった扉を呆ぼう然ぜんと見つめていたが、

「……なによ」乱暴にベッドに倒れ込み、頭から布団を被かぶった。「なによなによなによ！　人がせっかくお礼言おうと思ったのにっ！」

　シャオロンがなにをそんなに怒っているのか、さっぱりわからないファンメイだった。
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　同じ頃ころ──

　ルーティの部屋では、ヘイズとルーティが二人で、黙もく々もくと脱出の準備を進めていた。

　といっても、やることは普通の引っ越しと変わらない。中央訓練場の隔かく壁へきを開けるためのプログラムはハリーが作っているから、ヘイズたちのやるべきことは荷物の運び出しだけだ。というわけで、ヘイズは昼過ぎからずっと、肉体労働に忙殺されていた。

　壁かべ一面の棚を埋め尽くす『荷物』を、順番どおりにダンボール箱に詰め込んでいく。

「……しっかし、よくまぁ、こんなにため込んだよな」

『二一九五年一二月二三日：クリスマスパーティ』とラベルの張られたビデオディスクを、ダンボール箱に放り込む。その隣となりに『一二月二四日』『一二月二五日』と順番に収めていく。いちばん古いものは六年前、『二一九二年六月八日』。一番新しいものが一昨日おととい、『二一九八年六月四日』。一年三六五日、一日たりとも欠けることなく、六年分で二〇〇〇枚と少し。ディスク容量を考えれば二、三枚にすべて収めることも可能なはずなのに、わざわざ一日に一枚ずつ使っているのは彼女なりのこだわりなのだろうか。

　なにかのオブジェのように整然と並ぶディスクの群れを見上げ、ヘイズは思わずため息をついた。

「なぁ、マジでこれ全部持っていく気かよ」

　……答えが返ってこない。

　ヘイズは、ベッドに腰掛けて黙々と衣類の整理をしている少女に視線を移し、

「おい！」

「……え？　あ、はい」ルーティは手を止め、顔を上げた。その目はどこか虚うつろで、口調も頼りない。「……あの、なにか言いましたか？」

「……いや」

　ヘイズが首を振ると、ルーティは「そうですか」と呟つぶやいて、また視線を落とした。やはり目は虚ろなままで、視点が定まっていない。今日一日の作業の間、ずっとこの調子だった。ぼんやりしている、というのとは少し違う。表情とは裏腹に動作は機敏で、服をたたんでダンボール箱に詰め込む手つきにもよどみがない。目の前の作業に没頭することで、余計な思考を追い出そうとしているようにも見える。

　ショックを受けているのだろう、と思う。

　──ま、当たり前だよな。

　自分の信じていたものが一日ですべて崩れてしまった衝しよう撃げきは、ヘイズには想像することしかできない。そして、想像することしかできない痛みに対して、言葉はなんの力ももたない。ヘイズは黙だまって、目の前の作業に集中した。

　すべてのディスクを箱に収めるのに、一時間以上もかかった。

「……これでよし、っと」立ち上がり、箱のひとつに手を伸ばす。「じゃ、これ、船に運ぶぞ」

　その言葉に、ルーティが反応した。

　作業の手を止めて顔を上げ、「あ……」と声をあげた。

「どうした？」

「あ……あの……」ルーティは何度もためらってから「そのディスクは……」

　居住まいを正し、まっすぐにヘイズの顔を見上げた。

　ヘイズはそのままの姿勢で、次の言葉を待った。

　沈ちん黙もくが、五秒間続いた。

　ひどく思いつめた顔で、ルーティはディスクの入った箱を指さし、

「そのディスクは、全部、ヘイズさんに預かっていただきたいんです」

「……は？」

　予想外の言葉に、ヘイズはぽかんと口を開けた。そんなヘイズに向かって、ルーティはさらにまくし立てた。

「ずっと持っていてくださるだけでいいんです！　それが面倒なら、保存処理をして、どこか、誰だれにも見つからないところに埋めてくれるだけでもかまいません！」すがるような目でヘイズを見上げ「……ダメですか？」

「いや……ダメって言うか、なんでオレに預けんだよ」少女の意図がさっぱり見えない。「自分で持ってりゃいいじゃねーか……それとも、そのディスクなんかやばいデータでも入ってんのか？」

　ルーティはそれには答えず、立ち上がった。ヘイズの隣となりに歩み寄り、まだ封をしていない箱を開けて、一枚のディスクを取り出す。

「……ほら、これ。九四年五月一〇日。四年前のシャオの誕たん生じよう日です。このときは、メイが『ケーキ、わたしが作るの』って言い張って、自動調理器を使わずに試してみたんですけどやっぱり失敗して……」そのときの様子を思い出しているのか、ルーティは目を細めた。「あ、こっちは……七夕たなばたって知ってますか？　中国の古いお祭りなんですけど、シャオとメイがデータライブラリからその話を見つけてきて、みんなで訓練場に忍び込んだんですけど、隔かく壁へきが塞ふさがっていて星が見えなくて、それでも、メイがどうしても七夕やりたいって言うから、竹の代わりに桜の木に短冊をつるして……」

「へぇ……」

　唐突に始まった、昔話。

　彼女たちの歩んできた道のりが、ヘイズの目の前で紐ひも解かれていった。

　世界から忘れられたこの島で、子供ばかりたったの四人。

　繰くり返される単調な日々。

　でも、その中に少しでも多くの楽しみを見つけ、互いに助け合い。

　楽しみは四倍に、苦しみは四分の一に。

　ときにはケンカして、でも仲直りして。

　幸せとともに過ぎ行く日々。

　──ここは、子供たちの楽園だった。

「……このディスクには、私たちの思い出が、全部詰まってるんです」ふいに、ルーティは表情を曇くもらせ「でも、軍の手に渡ったら、これもただの研究材料にされてしまいます」

「いや、でもなぁ」ヘイズは頭をかき「だからって、オレなんかに預けてもしょうがないだろ。そんな大事なもんなら、ちゃんとお前らで分けて、どっかに隠しといて」

　ルーティは、静かに首を振った。

「……本当は、これは私たちには不要なものなんです……これがなくても、思い出は私たちの脳の中に記き憶おくされてますから」ディスクの表面にそっと指を滑らせ「ただ、私たちがここにいたってことを、生きてたって証拠を、どこかに残しておきたいんです」

　奇妙な言葉だ、と思った。

　それはどういう意味だ、と問いただすべきだったかもしれない。

　だが、ヘイズはそうしなかった。

　代わりに、ルーティの手からディスクを取り、

「預かった」

　と答えた。

「……ありがとうございます」

　ルーティの瞳ひとみから、涙が一滴零こぼれた。
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　夜中に、目が覚めた。

　あり得ないことだったし、あってはならないことだった。

　ベッドの上に仰あお向むけになったままで、カイはまばたきもせずに医務室の天井の闇やみを見つめた。自分が起きているのだと納得するのに、しばらく時間が必要だった。脳内時計で時刻を確認する。『午前一時三五分』。今日、正確には昨日眠ったのが六時半だから、まだ五時間しか経たっていない。全身に悪お寒かんが走る。

　恐れていたことが、とうとう始まった。

　跳ねるように体を起こし、手首の点滴チューブを引き抜いた。枕まくら元もとの携帯端末を引き寄せ、スイッチを入れた。肋ろつ骨こつの内側で心臓が暴れている。落ち着け。まだ間に合う。あとほんの数時間。それだけあればプログラムは完成する。

　端末を叩たたこうとして、指が止まった。

　──落ち着け。

　いったい僕ぼくは、なにをしようとしてるんだ？

　手の震ふるえを必死に抑えて、端末を元の位置に戻した。プログラムの完成はもう間近、明日一日あれば十分だ。今、一番しなければならないことは、一分一秒でもはやく眠ること。このままだと取り返しのつかないことになる。

　ルーティの薬は、確かテーブルの上……

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

　突然、自分の意志とは無関係に右腕が跳ねた。肘ひじから先が瞬時に闇やみ色に染まり、鞭むちのようにしなって細く伸びた。独立した生物のように空中で鎌かま首くびをもたげ、テーブルの上の薬くすり瓶びんめがけて襲おそいかかる。

　──間に合え！

　とっさに左腕を刃やいばに変え、右腕を根元から切り飛ばす。切断面からは血の一滴さえも零こばれない。薬瓶を貫く寸前で力を失った触手はぽたりと床に落ち、何度か痙けい攣れんを繰くり返してからじわりと融とけて、あとには黒い水たまりだけが残った。

　神経系を処理するまでもなく、なんの痛みも感じなかった。

　残った左腕を元に戻し、こわごわと水たまりに触れた。手のひらを通して液体を体に再吸収し、右腕を再生する。

　肩、肘ひじ、手首、指関節……

　大丈夫、思いどおりに動く。

　大きく息をついた瞬間、今度は内臓が痙攣した。喉のどの奥からこみ上げてくる不快感。とっさに枕元のタオルを口に押し当てた。

　ごぼり、と生暖かい液体があふれた。

　タオルに吸い切れなかった液体が、シーツに零れて黒い染みを作った。

　それは、胃液でも、血液でもなかった。

　体の中が空っぽになっていくような、異様な感触があった。

　発作は、起こったときと同様、前触れもなく治まった。ぜいぜいと荒い息をつき、震える手で薬瓶をつかんだ。強化プラスチックの瓶が握力に負けて砕け、中に収まっていた紫色の錠じよう剤ざいを、カイは瓶のかけらごと飲み下した。

　脱力感に襲われ、崩れるようにベッドに横たわった。

「……あと……一日くらいかな」

　真っ黒に染まったタオルを握りしめ、呟つぶやいた。

「僕ぼくの……寿命は」
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　そして、誰だれの上にも平等に、最後の一日が訪れた。
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　朝、六時。シャオロンはいつものシャツの上からもう一枚カッターを羽は織おり、中央訓練場の鉛色の空を見上げた。人工照明の味気ない光に照らされて、うんっと大きく伸びをする。ひんやりとした空気が気持ちいい。ここに立つのも今日で最後かと思うと、なんだかさびしい気がする。外周に並ぶたくさんの木々の、ひとつひとつに手を触れてまわる。

「……さてと」

　訓練場を一周したところで、あらためてまわりを見まわす。誰だれもいないのを確認しながら、広場の一角を占拠する真紅の船に歩み寄る。

　ゆっくりと、タラップを上っていく。

　上り切ったところでもう一度だけ、周囲に視線を走らせる。わけもなく足音を忍ばせて、船内に足を踏み入れた。

　どう考えても、他ほかに相談できる相手が思いつかなかった。

　本人に聞くなんてもっての他だったし、ルーティに話すのは恥ずかしかった。カイなら相談に乗ってくれるかもとは思ったが、どうもこういうことには疎うとい気がした。

　それで、シャオロンはここにやってきた。

　Hunter Pigeon艦かん内ない、居住ユニット。『ヘイズ』とプレートの張られた扉を見上げて、大きく一回深呼吸した。ノックをしようとした瞬しゆん間かんに、チタン合金のドアがスライドして、ヘイズが姿を現した。驚おどろいた様子で、珍しいな、と笑った。

　とっさに、言葉が出てこなかった。

　ヘイズの顔を見た瞬間に、頭の中にあった台本が真っ白になってしまった。まずはおはようってあいさつしようとか、これまでの失礼な態度をちゃんと謝あやまろうとか、道すがら考えてきたいろいろなことが、全部まとめて吹き飛んでしまった。

　なにか言わないと。

　頭の中をぐるぐると言葉が駆け巡る。ぐるぐるまわっているだけで、いつまで経たっても形にならない。ヘイズが不思議そうに、用がねぇんなら閉めるぞ。まずい。このままじゃダメだ。せっかく勇気を出してここまで来たのに。なんでもいいから、話をつなげないと。

「あ……あの、あのさ……」

「どうした？」

　次の瞬しゆん間かん、混乱の頂点に達したシャオロンは、とんでもなく失礼な質問を口にしてしまった。

「──あんた！　ロリコンか？」

「……は？」

　扉の向こうで、ヘイズがぽかんと口を開けた。




　テーブルの上に浮かぶ立体映像ディスプレイに、さまざまなキーワードが並んでいる。『パンダ』『水玉模様』『クッキー』『花』……。即席で作った『ファンメイの好きそうなものリスト』は見事なまでにバラバラで、そこになんらかの法則性を見みい出だすのは不可能に近い。ヘイズはさっきから仏ぶつ頂ちよう面づらで、そのリストを睨にらみつけている。

　テーブルを挟んだ反対側の椅い子すに座って、シャオロンは足をぷらんぷらんさせながら紙コップのコーヒーをすすっている。

　ひと口飲んでは熱さに顔をしかめ、ふた口飲んでは苦さにむせる。「ブラックでいい」なんてカッコをつけてはみたものの、シャオロンの好みはミルクと砂さ糖とうをこれでもかというほど放り込んだ、甘さ一二〇パーセントのヤツなのだ。どうにか半分飲み干したところでそれ以上は諦あきらめて、紙コップをテーブルの上に置いた。

　落ち着かない気分で、ヘイズの思案顔を見つめる。

「……やっぱ、パンダだな」

　ぽつりと、ヘイズが口を開いた。

「パンダ？」思わず問い返す。

「ああ。あいつの好きなもんベストワンつったら、やっぱパンダしかねぇだろ」

『パンダですか』

　ヘイズの頭の上に浮かんでいる横線三本のマンガ顔が、にゅにゅっと口を波線にした。この船の管制システムで、ハリーという名前らしい。

『ですが、ファンメイ様は既に「パンダの時計」「パンダのぬいぐるみ」「パンダのカレンダー」と三種の神器をそろえているのではありませんか？　そこに、さらにパンダ系で攻めるのは、戦略的にどうかと』

　ヘイズは「……なるほど」と呟つぶやき、難しい顔で天井を睨んだ。腕を組み、眉み間けんにしわを寄せ、ときどき唸うなりをあげるその姿は、どこからどう見ても真剣そのものだ。

　──メイの誕たん生じよう日プレゼントを一緒に考えてほしい。

　──これで最後だから、ちゃんと誕生日をやりたい。

　そう頼んだときには、まさか、こんなに一いつ生しよう懸けん命めいになってくれるとは思わなかった。生きるか死ぬかってときになに言ってんだ、とバカにされるに決まってると覚悟して、それでも他ほかに相談できる相手が思いつかないから仕方なしにここに来たのに。

　それなのに、この人は……

「……しゃーねーな」ふいに、ヘイズが立ち上がった。「いっそ、好きなもんリストから離れるか」

　そう言って、部屋の隅の小さなコンテナに歩み寄る。「ちょっと待ってろよ」とふたを開け、中を引っかきまわし始めた。なんだかやたらと楽しそうで、小さな口笛まで聞こえてくる。

「え？　あ、あの……」

　成り行きにいまいちついていけずに、シャオロンが戸惑っていると、

『ああ、気にしないでください』落書きみたいなハリーの顔が、目の前に飛んできた。わざとらしく音声のボリュームを落とし『大きな声では言えませんが、ヘイズは「誕たん生じよう日」と名のつくものにそれはもう弱いんです』

　意外な言葉に、シャオロンは目をしばたかせ「なんで？」

『それは、私の口からはなんとも』ハリーの目が、意味ありげに壁かべに向けられる。そこには、一枚の写真が張りつけられている。『まぁ、本人が好きでやっていることですから』

「……っと、あったあった！」

　ようやくお目当てのものを見つけたらしく、ヘイズがコンテナから顔を出した。埃ほこりまみれの顔を手の甲でぬぐい、小さなケースを投げてよこす。

　シャオロンはそれを空中でキャッチし、ケースの上に積もりに積もった埃に軽く咳せき込んでから、おそるおそるふたを開けた。

「……うわ」

　思わず声をあげる。中には鈍い銀色の、飾り気のない指輪がひとつ。シャオロンには外の世界でのものの価値なんてわからないが、これはけっこう『いいもの』のような気がする。

　こんなのあげたら、メイ喜ぶかな……

「それでどうだ？」

　ヘイズの声に、シャオロンは我に返って「え？」と顔を上げた。続くヘイズの「やるよ」という言葉で、ようやく話がつながった。危うく指輪を取り落としそうになる。

「や、やるって……え？　でも……」

「それでもミスリル銀製だ。サイズはフレキシブルだし、いいカンジだろ？」

「そうじゃなくて！」

　言いつのるシャオロンに、ヘイズは薄うすく笑い、

「もともと博打ばくちで巻き上げたもんだからな。見た目ほどたいしたもんじゃねぇ──それに、ただでやるんじゃねぇぞ」ひと息。「一昨日おとといはお前のおかげで助かったからな。その礼だ」

　シャオロンは、手の中の指輪をじっと見つめた。

　確かに、誕たん生じよう日プレゼントとしては申し分ない。やり過ぎなくらいだ。

　だけど。

　なにかが違う気がする。

「……悪いけど」ずいぶん迷ってから、指輪を突き返した。「やっぱりいらない」

『なぜです？』とハリー。『なにか、お気に召しませんか』

「違う。すごくいいと思うけど、でも」

「気持ちがこもってないか？」

　次の言葉をズバリ言い当てられて、シャオロンは目を丸くした。そんなシャオロンにヘイズは意味ありげな笑みを向けて、

「じゃ、こういうのはどうだ？」と指を鳴らした。

　──数分後。

　小さな指輪と論理回路形成用の小さなナイフをポケットに、シャオロンは意気揚々と部屋をあとにした。

　論理回路は主に建材や装甲の強化に利用される技術だが、そもそもコンピュータやⅠ－ブレインを媒ばい介かいせずに情報制御を行うために開発されたものだから、使い方によってはさまざまな効果を引き出すことができる。

　例えば、この小さな指輪に模様に似せて論理回路を刻みつけ、ちょっとしたメッセージを記き録ろくしておくことなんかもできたりする。

　メッセージ、メッセージっと……

「よしっ！」

　今日は、忙しい一日になりそうだった。
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　最後の一日は、瞬またたく間に過ぎ去っていった。

「大人おとなしく寝てろよ」とシャオロンに釘くぎを刺されていたファンメイだったが、黒の水で作った代わりの右足をつなげて、ご飯をいつもの三倍食べたら、体調なんてあっという間に元どおりになってしまった。せっかく元気になったのに、いつまでもベッドに寝ているのは退屈だった。荷物があらかた運び出されてしまってがらんとした部屋で、しばらく考えた。

　決めた。

　ファンメイはベッドから抜け出して、自分の部屋の家具ひとつひとつにお別れを言った。それから、キッチンに出向いてお気に入りのお皿やカップひとつひとつにお別れを言い、すべての部屋をまわってそのひとつひとつにお別れを言った。どんなものにも、どんな場所にも、必ずなにかしらの思い出があった。「さよなら」とひと言口にするたびに、脳の片隅で思い出がりんと澄すんだ音を立てた。

　泣くもんか、と我慢したのだけれど、やっぱり泣いてしまった。

　自分の部屋に戻ってきたのは、昼の三時を少し過ぎた頃ころだった。胸にぽっかり穴が開いて、冷たい風が吹き抜けていた。ファンメイは水玉ベッドにぽてんと転がって、ＣＧの太陽をぼんやりと見上げた。

　大事なことを忘れていたのに気づいたのは、五分ほど経たってからだった。

　今日の間に、どうしてもひとつだけ、やっておかなければならないことがあった。

　ベッドの上に飛び起きて、端末はどこにやったっけ、と考えた。

　……考えたときには、右腕の肘ひじから先が黒い触手に転じていて、机の引き出しにしまっておいた携帯端末が目の前に浮かんでいた。

　こういうことは前から何度かあったけど、先日の第二階層での一件以来ますますひどくなった気がする。体が勝手に動く、というわけではない。むしろ、生身の部分とⅠ－ブレインが直結していて、『身体構造の制御』が『生身の体を動かす』のと同じレベルになってしまったみたいだった。

　気を取り直して、端末のスイッチを入れた。『講こう義ぎをサボってはいけません』という類たぐいのエラーメッセージを片っ端から消去して、メール作成ソフトを起動した。三〇分以上もかかってどうにか納得のいく文面を書き上げ、シャオロンの部屋めがけて送りつけた。

　それから、空っぽのクローゼットを開き、一着だけ残しておいた戦せん闘とう服を取り出した。

　体を変形させるための伸しん縮しゆく性の素材に、翼つばさを広げるための背中の穴。七年間世話になったこの服もこれが着納めかと思うと、ちょっとだけ泣きそうになった。いつもの倍の時間をかけて着替えを終え、脱ぎ散らかしたブラウスとスカートを丁寧にたたんでベッドの上に置いた。ドレッサーの前に立ち、自分の姿を仔し細さいに点検して、最後に、三つ編みおさげの先っぽに、自分がもっている中で一番可愛かわいいリボンをあしらった。

　脳内時計が『午後四時』を告げた。

　壁かべに映るＣＧの青空に、ＣＧの鳥が翻ひるがえった。




　中央訓練場の一角、ファンメイが入ってきたのと反対側の隔かく壁へきから、黒髪の少年が姿を現した。肌にぴったりと張りつくタイプの黒いボディスーツを着ているせいで、小さな体がよけいに小さく見えた。なんだかうつむき加減で、とぼとぼした足取りだった。

「よしっ！　ちゃんと着替えてきたみたいね」

　シャオロンの戦闘服姿に満足して、ファンメイはうんうんとうなずいた。『黒の水』の増設はないし、空は隔壁に閉ざされて鉛色だし、訓練場の隅には大きな船がでんと居座っているけど、ともあれ、これで準備が整った。

「じゃ、始めるねっ！」

「始めるって……」シャオロンは困り果てた顔で「なぁメイ。やっぱやめないか？」

「……なによぉ、そんなつまんないこと言わないのっ！」

「けど……おれ……」

　いまいち気乗りしない様子のシャオロンに、ファンメイは内心で首をかしげた。戦せん闘とう服を着てきたからにはやる気まんまんに違いないと思ったのに、どうも勝手が違う。

　ここに呼び出された目的は、シャオロンだってちゃんと承知しているはずだ。

　なにしろ、メールには『果たし状』とタイトルをつけておいたのだから。

　まあいいや、と心の中でうなずく。

　これを言ったら、シャオロンだってやる気になるに決まっているのだ。

「わたしたちがここで何回くらい戦ったか、知ってる？」

　シャオロンは熱のこもらない声で「知らない」と答えた。

　ファンメイは偉そうに胸を張り、

「二一六回。それで、対戦成績は一〇八勝一〇八敗の引き分け」ここで、思わせぶりに間を置いて「……決着つけたいと思わない？」

　さあどうだ、とシャオロンの顔をまっすぐに見み据すえた。

　シャオロンは答えない。

　いきなり、ファンメイに背を向けて、

「……帰る」

「ちょ、ちょっと待ってよぉ！」予想外のリアクションにファンメイは慌てて「なんでよ！　引き分けなのよ？　引き分け！　それでいいの？　もうこれで最後なんだから、決着つけようよ！」

「じゃ、おれの負けでいいや」シャオロンは振り返りもしない。「不戦敗。一〇九勝一〇八敗でメイの勝ち」

「だめよ、そんなの！」ファンメイは駆け寄り、シャオロンの腕をつかんだ。「なんでそんなこと言うのよ！　そんなの意味ないじゃない！」

「……メイとは、もう戦いたくない」

「わたしの体のこと心配してるの？　だったら大丈夫！　もう元気になったんだから……だから、ね？　シャオ」

「──やりたくないったらやりたくない！」

　シャオロンは、乱暴にファンメイの手を振り解き、振り返った。

「……シャ……シャオ？」

　あまりの剣幕に、ファンメイはとっさに次の言葉が出せなかった。

　シャオロンは怒っていた。

　歯を食いしばり、肩を震ふるわせ、握りしめたこぶしは血の気が引いて真っ白になっていた。

「メイが……」大きく息を吐き、言葉を搾しぼり出す。「メイが大けがして、おれも銃で撃うたれて、それで……龍りゆう使いは絶対に死なないって思ってたのに、あんなに痛くて、メイが死ぬかもしれないって思って……そしたら、訓練とかで平気で戦ってたのが、ウソみたいに怖こわくなって……もしなにか間違いが起こって安全装置が働かなかったらみんなを、メイを殺してたかもしれないって思ったら……なのに、なんでだよ！」

　最後はうつむいて、小さな声で呟つぶやく。

「なんでそんなこと言うんだよ……」

「わ、わたしは……」

　それ以上は言えずに、ファンメイは唇をかみしめた。

「……メイは、そんなに戦うの好きなのかよ」

　違う。

　必死に首を振った。

「ごめんね……」そっと、シャオロンの手に触れる。「そんなつもりじゃなかったの」

　シャオロンはうつむいたまま、顔を上げてくれない。

　傷ついているのだ。

　わたしのせいで。

　ファンメイは、覚悟を決めた。

　本当の気持ちを、伝えなければならなかった。

「……だけど……これで、最後だから」

　人工の風に吹かれて、外周の木々がざわめいた。




「──もう二度と、ここでシャオと訓練できないから」




　シャオロンが「え？」と顔を上げた。

「この訓練場とも、これでお別れだから」ファンメイは、まっすぐにシャオロンの目を見て「だから、最後にけじめがつけたかったの」

　二人の決着。

　本当は、そんなもの、どうでも良かった。

　それが口実に過ぎないことぐらい、自分が一番よく知っていた。

　ただ、もう一度だけ、この場所を走りたかった。

　やわらかい土を踏みしめ、吹き抜ける風の声を聞きたかった。

「いろんなこと、あったよね」ひざまずいて、足元の土をそっと撫なでる。「信じられる？　わたしたち、二〇〇回もここで戦ったのよ？」

　体格のハンデを考こう慮りよしてか、それともなにか理由があったのか、ファンメイの訓練相手はシャオロンに設定されることがほとんどだった。

　小さなこの島の代わり映えのしない日々の中で、互いに認めた、たった一人のライバル。

　何度も戦いを繰くり返すうちに、お互いの手のうちは知り尽くして、次はああしてやろう、今度はこうしてやろうと作戦を練ることは、いつしかファンメイの日常の一部になっていった。

「……戦ってほしいなんて、もう言わないから」

　一日に四時間の授業と、週に一度のお休みと、思い出したような戦せん闘とう実験。

　当たり前の毎日を、当たり前に繰り返す、当たり前の世界。

　ここが、ファンメイの世界だった。

「だから、一緒にここにいて」

　地面を見つめたままで、懇こん願がんした。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔を、見られたくなかった。

　……ふいに、小さな手が、三つ編みおさげに触れた。

「わかった」シャオロンの指が、ファンメイの頭をそっと撫なでた。「メイの挑戦、受けて立つよ」

　驚おどろいて顔を上げた。

　シャオロンの優しい瞳ひとみにぶつかって、心臓がどきんと音を立てた。

「……いいの？」涙をぬぐいもせずに、問うた。

「いいよ」シャオロンは、うなずいた。「だから、泣くなよ」




　二人の魔ま法ほう士は立ち上がり、互いに反対を向いて歩き、一〇〇メートルの距離をおいて向かい合った。

　いつしか風はやみ、痛いほどの静寂が訓練場を支配していた。

「待機ブース、ロックされてるから、黒の水は使えないけど」ファンメイの右腕が、五本の触手にばらけた。「最後の勝負、準備はいい？」

「もちろん」シャオロンが笑い、その右腕が黒い刃やいばに転じた。

　そして、二人は全く同時に、最初の一いち撃げきを解き放った。




　　　　††††††††††††††




　脳内時計が『午後六時』を告げた。

　薬くすり瓶びんを片手に、ルーティは医務室への道を急いだ。

　瓶にいっぱいに詰まっている白い錠じよう剤ざいは、実のところ薬ですらない。分子レベルで論理回路を刻み込まれた、ミクロン単位のワクチン・プログラム。有機物合成プラントをフル稼か動どうして、作れるだけの量を作ってきた。試作品を表す派手なカラーリングはもう必要ない。自分のⅠ－ブレインで実験したのだから、確実だ。

　とうとう、完成した。

　長い道のりだった。

　七年間、ずっと噓うそをつき続けてきた。噓の歴史、噓の世界、噓の記き憶おく。ファンメイとシャオロンの笑顔を見るたびに、心が痛んだ。真実を知らせた方がいいのではないかと、眠れぬ夜を過ごすことが何度もあった。カイが倒れてからの一年は、恐怖におびえ暮らす日々だった。

　でも、それももう終わる。

　カイのプログラムも、そろそろ完成しているはずだ。

　今度こそ、この島から抜け出すことができる。

　私たちの、勝ちだ。

　最後はほとんど全速力で、医務室の前にたどり着いた。ほつれた髪をいいかげんに撫なでつけ、深呼吸をして、ドアをノックした。

　返事が、なかった。

　少しだけ不安になって、ドアに耳を押し当てた。強化された聴覚が、かすかな呼吸音を捉とらえた。カイは部屋の中、ベッドの上。たぶん、疲れて眠ってしまったのだろう。それなら起こせばいい。心配することはない。カイの脳を蝕むしばむ病びよう魔まなど、もはや恐れる必要はない。

　ドア脇わきのタッチパネルに指を滑らせ、自分のＩＤを通した。

　かすかな機械音を立てて、ドアがスライドした。




　──ルーティの手から、薬くすり瓶びんが滑り落ちた。




　　　　††††††††††††††




　夜、一一時。照明が落とされ、闇やみに沈む訓練場。

　二人の戦いは、飽くことなく続いた。

　虚空に閃ひらめく爪つめの刃やいば。

　空間を穿うがつ触手の槍やり。

　互いにすべての力と技術を出し尽くし、常に二手先三手先を読み合い、それは、名勝負と呼ぶにふさわしいものだった。

　ときに形を変えながら、躍やく動どうする小さな体。

　途切れることのない、軽快なステップ。

　少年と少女の口元に浮かぶ、かすかな笑み。

　戦いというより、それは、なにかの舞踊に似ていた。

　二人のダンスは、いつまでも、いつまでも、飽くことなく続いた。

　最後の瞬しゆん間かん。

　黒い触手が少年の首を浅くかすめ、黒い刃やいばが少女の肩を軽く叩たたき、それでとうとう精も根も使い果たしたのか、二人は折り重なるようにぶっ倒れてしまった。

　双方、息も絶え絶えといった体で、起き上がろうとしない。

　延々七時間に及ぶ壮絶な戦いは、引き分けに終わった。

　立体映像ディスプレイに映るその光景を、ヘイズはじっと見つめた。

「……終わったな」

　それだけ呟つぶやいて、大きく息をついた。

　二人が訓練場に姿を現したちょうどそのとき、ヘイズはHunter Pigeon居住ユニットの自室にいた。二人の会話を聞くとはなしに聞いてしまい、船から出るに出られなくなった。

　少年と少女の、最後の戦い。

　その一部始終を、ヘイズは見届けた。

　最後まで、目をそらすことができなかった。

　冷たいなにかが胸の奥に降り積もっていくのを、はっきりと感じていた。

　……ディスプレイの向こうで、二人が起き上がった。

　船外の集音マイクが、ノイズ混じりの会話を届けてくる。




　──決着……つかなかったね

　──そうだな……でも……

　──……でも？

　──でも……楽しかった

　──……うん




　少年と少女が顔を見合わせ、笑った。

　二人はもう一度地面に仰あお向むけになって、そっと寄り添った。




　──終わっちゃったね

　──そうだな

　──かぜ、きもちいいね。

　──そうだな

　──……空、見えないね

　──……そうだな




「ハリー。隔かく壁へきは開けられるか？」

『はい。つい先ほど、プログラムが完成しました』

「……隔かく壁へき、開放」軽く、指を鳴らす。

『了解』ハリーが答える。

　ディスプレイに映る訓練場の闇やみに、淡い光が差し込んだ。

　少年と少女が、同時に『あっ』と声をあげた。

　訓練場を覆おおう隔壁の中央に、小さな穴が生まれた。

　二人が見上げる中で穴はゆっくりと広がっていき、やがて、満天の星空が世界を満たした。

　空の一番高いところで、丸い月が微笑ほほえむ。

　少女の手と、少年の手が、そっと重なった。




　──きれいだね

　──きれいだな

　──でも、もう一回、お日様、見たかったね

　──そうだな

　──……ね、シャオ

　──……ん？




　小さな指と、小さな指が、そっと絡んだ。




　──ここから出て、もし離れ離れになっちゃっても、ずうっと友達でいようね

　──……約束する




　……立体映像のディスプレイを部屋の隅に押しやり、ベッドに横たわったまま、ヘイズは静かに目を閉じた。

　胸の底にわだかまり続けていた冷たい塊が、かすかに震ふるえていた。

「ハリー」目を閉じたままで、相棒の名を呼んだ。「あいつらのこと、軍から隠し通せると思うか？」

『不可能です』ハリーの声は、心なしか沈んでいた。『たとえはじめはごまかせたとしても、どこかに閉じ込めて一生外に出さないというのでもない限り、時間の問題です』

「そうか……」ヘイズは、目を開いた。「……潜せん伏ぷく候補地の検索開始。シティ・モスクワ、およびシティ・ニューデリーと敵対関係にある地方自治体。一五〇メートル級艦かん艇ていの補修施設。以上の二点を最優先に、リストを作成」

　三秒の間があった。

『……ひとつ、言わせていただきます』ハリーの顔は、横線三本で見事な「諦あきらめ」を表現していた。『今度ばかりは、これまでのようにはいきませんよ。シティを敵にまわすということは、戦争をするということです。報復と見せしめのために、モスクワ軍は血ち眼まなこになってヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズという男を探すでしょう。いずれ、世界中のネットに顔が公開され、莫ばく大だいな賞金がかけられる。あの子たちはともかく、あなたは捕まれば確実に処刑。それが、わかっていますか？』

「……ああ」ヘイズは、うなずいた。

『いいんですね？』

　その言葉は、疑問ではなく、確認だった。

　だから、迷いなく答えた。

「ああ」

　自分は甘いのだろう、と思う。

　いつだってそうだった。

　仕事を仕事と割り切れず、感傷に流されて危険を背負い込む。報酬をふいにして、貴重な装備を無駄にした挙句に、増えるのは生傷と借金ばかり。

　もっと利口になれ──そう忠告されることもあった。

　いつか死ぬぞ──そう諭さとされることも、たびたびだった。

　だが、それがどうした。

　それが賢かしこいやり方だというのなら、オレはバカの方がいい。

　そうしなければ生きていけないというのなら、人生なんてろくなもんじゃない。

　たぶん、どんなに頑張っても、オレは、こんなふうにしか生きられないのだ。

　部屋の一角、壁かべの中ほどに、一枚の写真が張りつけられている。

　色あせてぼろぼろになった写真の余白には、『西暦二一八七年一二月四日・空賊Flying PiratesHunter Pigeon』と記されている。

　写真の中央、たくさんの大人おとなたちに囲まれて、赤髪の少年は、今日も幸せそうに笑っている。

　──生きて、突っ走って、這はいつくばって、そして笑え──

「これでもう、まともな世界には戻れねぇ」ヘイズは笑った。「苦労、かけるな」

『空くう賊ぞく稼か業ぎよう、復活ですね』ハリーが笑う。『忙しくなります』

　自室をあとにして、廊下を歩き、船外に出て、タラップに一歩目を踏み出す。

　ファンメイとシャオロンの目が、同時にこっちを見た。

　二人そろって真っ赤になり、大慌てでつないでいた手を離す。

「い、いつからいたの！」ほとんど悲鳴のような声でファンメイ。

「朝からだな」起き上がろうとする二人を手で制し、タラップを降りていく。「全部見せてもらったぞ。いい勝負だった」

　二人はゆっくりと顔を見合わせ、弾はじかれたように互いに反対を向いた。ヘイズは苦笑し、二人から少し離れた場所で立ち止まった。

「その、なんだ……」どうやって切り出そうかと迷い、単刀直入にいくことに決めた。「ハリーと相談したんだけどな。お前らを軍に渡すの、やめた」

　予想していた歓かん声せいは、聞こえなかった。

　二人は、不思議そうな顔で、こっちを見上げた。

「……どうした？」ヘイズは少し不安になり「よけいなお世話か？」

　大慌てで、二人がぶんぶんと首を振った。

　五秒ほど間があって、ファンメイが口を開く。

「……でも……いいの？　そんなことしたらヘイズ……」

「そうだよ！」シャオロンが、あとを引き継ぐ。「だって、軍を敵にまわすんだろ？　そんなことして、なんの得があるんだよ」

「そうしないと、オレがしんどいんだよ」照れ隠しにしか聞こえないような本音を、ヘイズは真顔で言った。「だから、オレを助けると思って、大人おとなしくついてきてくれ」

　少年と少女は、ゆっくりと顔を見合わせ、

　こんどこそ、歓声があがった。

　二人は飛び起きて、「やったーっ！」と手を取り合った。

　そのまま固く抱き合って、互いの頭をすり寄せた。と思ったら、次の瞬しゆん間かんにはばっと体を離して、真っ赤な顔で背中を向け合う。

　やがて、どちらからともなく、くすくすと笑い出す。

　笑い声はどんどん大きくなり、二人は背中を寄せ合って、地面に座り込んだ。

　ヘイズの胸の底で、冷たい塊が、音を立てて割れた。

　これでいい。

　夜空を見上げた。

　半円に少し足りない月が、緩ゆるやかにときを刻んでいた。

　──しばらくの間、静かなときが流れた。

　ファンメイとシャオロンは背中合わせのまま、ヘイズはタラップに腰かけて、瞬またたく星を見上げた。

「……最後の夜、だな」そんな言葉が、口を突いて出た。「やることは、全部やったか？」

　互いに背を向けたまま、二人がそろって「うん」とうなずく。

　背を向けたままのくせに、二人は同じ表情を浮かべていた。

　そっくりの、淡い笑みを。

　その心の中にどんな思いが渦巻いているのか、うかがい知ることはできない。

　生まれてから今日までを過ごした「故郷」との、永遠の別れ。

　あるいは、親おや父じとお袋に死に別れたときの自分と、同じような気持ちなのだろうか。

「……一三年は、長いよな」

　ぽつりと、呟つぶやいた。

　呟いて、下ろした視線が、少年と少女の不思議そうな顔にぶつかった。

「？　なんだよ」

　顔を見合わせる二人。

　ファンメイが、おずおずと口を開く。

「一三年って、なに？」

「なにって……」二人の鈍さになかば呆あきれながら「お前らがここに来てから、一三年なわけだろ？　だからだな」

「一三年じゃなくて、七年」ファンメイが割り込んだ。

　一いつ瞬しゆん、意味がわからなかった。

「……七年？」

「うん、七年」こともなげに、ファンメイはうなずいた。「言わなかったっけ。わたしたち、七歳のときにここに連れてこられて……あ、もちろんルーティとカイは一〇歳だったけど……」

　ファンメイはなにか勘違いしているのだろう、と思った。

　そうでなければ、説明がつかなかった。

　一いち縷るの望みを託して、隣となりのシャオロンに視線を移す。

　相変わらずの不思議そうな顔が、そこにあった。

　ヘイズがなにを驚おどろいているのかさっぱりわからない様子で、少年は首をかしげていた。

　間違いない。

　──ってことは、こいつらの記き憶おくは……

　自分がとんでもない勘違いをしていたことに、ヘイズはようやく気づいた。
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　一二年前、西暦二一八六年二月。

　シティ・北京ペキンは、極秘裏に開発した魔ま法ほう士実験用の隔離研究施設を、ヒマラヤ山脈上空、高度二万二〇〇〇メートルに打ち上げた。

　その三月後、西暦二一八六年五月。

　大気制御衛えい星せいの事故と、それに起因した世界大戦の勃発。二年間続いた戦争のさなかに、シティ・北京は地球上から消滅した。さらに、エネルギー供給を断たれて通常艦かん艇ていの動力源を失った人類は、雲の上を飛ぶ手段を失った。演算機関が実用化された現在でも、それは変わらない。

　以上が、揺るがすことのできない、歴史的事実だ。

　少女たちがこの島に連れてこられたという七年前、西暦二一九一年。

　シティ・北京ペキンは、すでに存在していない。

　では、ここに存在する、『龍りゆう使い』と呼ばれる実験体たちは、いったい何者なのか。
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　訓練場と待機ブースを結ぶ緩ゆるやかに傾斜した通路を、ヘイズは全速力で駆け下りた。

「──二一九二年」後ろからついてくる二人に、振り返りもせずに問う。「確かに、ルーティはそう言ったんだな？」

「うん、間違いない！」とシャオロン。「大気制御衛えい星せいの暴走事故が起こったのは、六年前だって」

　ヘイズは脳をフル回転させて、自分に与えられた情報を整理していった。

　自分は確かに、ルーティに説明した。シティ・北京の消滅は今から一一年前のことだと、そう教えた。

　ルーティは納得したフリをしながら、ファンメイとシャオロンには、二人の記き憶おくと矛盾しないように噓うその知識を与えた。

　ここから、少なくともふたつのことがわかる。

　ルーティは、ヘイズの言葉が真実で自分たちの記憶の方が間違いであることを、つまり『正しい歴史』を、ヘイズに説明されるまでもなく知っていた。

　そして、そのことをファンメイとシャオロンに説明できない理由が存在した。

　……オレはまだ、なにか重要なことを知らないらしい。

　確かめる必要があった。

　通路を下り、待機ブースを抜け、隔かく壁へきの穴に飛び込む。

　照明を落とされた廊下は、壁かべに表示されたＣＧの夜空の、淡い光に照らされていた。

　そこで、ヘイズは足を止めた。

　靴くつ越しに触れる床面の感触に、かすかな違和感を覚えた。

　なんだ？

　リノリウム張りの床をつま先でこする。

　濡ぬれている。

　粘性の高い液体が、一面に薄うすく広がっている。

「……あれ？」後ろで、ファンメイが呟つぶやいた。「黒の水だぁ」

　遅れて出てきたシャオロンも、「あれ？」と声をあげた。

　ヘイズは身をかがめ、床面に指を滑らせる。確かに手触りは、サンプルとしてひそかに入手しておいた黒の水にそっくりだ。

「間違いねぇんだな？」立ち上がり、後ろの二人を振り返る。

「間違いないよ」シャオロンが答え、首をかしげて「でも……なんで」

「管理システムが壊こわれちゃったのかな？」同じように、首をかしげてファンメイ。

　得体の知れない不安が、ヘイズの胸に広がった。

「……まぁいい」今は、ルーティのことが先決だ。「行くぞ」

　そう言って、一歩目を踏み出す。

　黒の水の表面が、かすかに波打った。

　そのときだった。

　Ⅰ－ブレインが、ほんの小さな違和感を捉とらえた。

　水面の波紋が、ヘイズの動きに起因したものとは異なるパターンを描いている。

　予測演算とは別のなにかが、頭の隅で危険を告げた。

「──逃げろ！」

　反射的に叫んだ。

　叫び、自らは構えて、右手の指を弾はじいた。

　瞬しゆん間かん、跳ね上がった無数の触手が、壁かべ一面の夜空を貫いた。
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　飛フエイ・露蝶ルーテイは、戒カイ・蒼元ソウゲンのことが好きだった。

　初めて会ったときから、好きだった。

　一六年前。二一八二年、四月。シティ・北京ペキン。士官学校の入隊式。

　人ごみにごった返す、環かん状じようリニアの改札口。

　生まれて初めて第一階層に降りてきた少女には、うまく土地勘がつかめない。携帯端末の地図と目の前の風景を何度見比べても、どっちに行ったらいいのかわからない。こんなことなら見み栄えを張らずに、道ガ案イ内ドプログラムを持ってくればよかった。士官候補生の真新しい制服に身を包み、薄うす茶ちや色の髪に紺のベレー帽をちょこんとのせて、少女は今にも泣き出しそうな顔で、雑踏の中に立ちつくす。

　人の流れに突き飛ばされて、転びそうになる。

　少女を支える、真っ白な手。

　色素の薄いミルク色の髪に、真新しい士官学校の制服。

　潑はつ剌らつとした、その横顔。

　少女の心臓が、どきりと高鳴る。

　少年は、少女のベレー帽を拾い上げ、埃ほこりを払い、薄うす茶ちや色の髪の上にちょこんとのせる。

　それから、視線に気づいて、不思議そうに少女の顔を覗のぞき込む。

　──どうかしましたか？

　二人が一四歳の、春だった。




　夢から覚めると、悪夢の続きが待っていた

　照明の落ちた夜の医務室。ルーティは部屋の隅にうずくまって、じっと膝ひざを抱えていた。泣き腫はらした目がひりひりと痛む。自分は今、ひどい顔をしていると思う。いったい、いつの間に眠ってしまったんだろう。あれからどれだけ時間が経たったのかもよくわからない。脳内時計で時刻を確認しようとして、やめた。

　なにもかもが、もう、どうでもよかった。

　白髪の少年が、部屋の中央に浮かんでいる。

　目を閉じ、両腕を広げて、磔はりつけの聖人のように穏おだやかな表情を浮かべている。

　数秒おきに胸が上下し、呼吸に合わせて唇がかすかに動く。

　死んではいない。むしろ、顔色が良くなったようにさえ見える。

　その周囲を、半透明の膜が覆おおっている。

　黒の水で作られた球形の膜が、胞え衣なのように、カイの体を包み込んでいる。

　カイの両腕と両足は、中ほどから胞衣に溶け込んで融ゆう合ごうしている。

　胞衣からはさらに、外に向かって無数の触手が張り巡らされ、部屋の内うち壁かべを切り裂いて奥の──訓練場のデータケーブルに取りついている。

　はじめは、なにをやっているのかわからなかった。

　しばらくして、目的がわかった。

　アクセス先は、第二階層、黒の水の管理システム。ハッキングに屈したシステムは、輸送ラインを総動員して、この医務室に一番近いカイ専用の待機ブースに、安全基準をはるかに上まわる膨ぼう大だいな量の黒の水を送り込んだ。

　あふれ出した黒の水は、廊下を伝って、ここまで到達した。

　扉に開けた穴から流れ込んでくる黒の水を、カイは瞬またたく間に取り込んでいった。

　そんなことをしなくても、私の体でよければいくらでもあげるのに。

　虚うつろにさまよわせた視線が、部屋の隅に転がる携帯端末に止まった。

　いつもカイの枕まくら元もとにあった、専用の端末。中に入っているデータはすでにチェックした。カイが七年かけて作った、今日完成するはずだったそのプログラムには、しかし、一番大切ないくつかの部分が欠けていた。

　間に合わなかったのだろうか。

　それとも、欠けた部分はカイのⅠ－ブレインの中に存在しているのだろうか。

　一秒で、考えるのをやめた。

　どうでもいいことだった。

　私は負けたのだから。

　ポケットから薬くすり瓶びんを取り出し、ぼんやりと眺めた。

　薬は、確かに完成した。これさえ与えれば暴走は止まる。

　止まるのだ。

　だが、ルーティが与えた白い錠じよう剤ざいを、カイは吐き出した。水に溶かして無理やり血管に打ち込んでも、すべて体外に排出されてしまった。

　拒絶しているのだ。

　カイの体を構成する、黒の水が。

　手の施しようがなかった。

「……どうして」膝ひざの間に顔をうずめる。涙は出ない。とうに流し尽くした。「どうしてなのよ……」

　予感のようなものは、確かにあった。だから、万が一のためにヘイズにディスクを託した。

　分ぶの悪い賭かけであることぐらい、いやというほど知っていた。

　それでも、心のどこかで信じていた。

　頑張れば、きっとなんとかなると。

　諦あきらめなければ、きっと思いは届くのだと。

　……さっさと、諦めてしまえばよかったのだ。

　そうすれば、絶望することもなかったのに。

　無意味な努力に、傷つくこともなかったのに。

「……ごめんね」

　自分は卑ひ怯きよう者だ、と思う。

　カイが目を覚ましたら、きっとしかられるだろうと思う。

　自分は生きている。

　ファンメイもシャオロンも、まだ生きている。

　なにも知らないあの子たちのために、最後まで絶望してはいけない。

　わかっている。

　そんなことぐらいわかっている。

　だけど、私はもう動けない

　医務室の冷たい床の上に倒れ伏すあなたを見たとき、吐き出された薬が床に転がったとき、すべてを諦めてしまった。

　最後のひとかけらの力までも、私は使い果たしてしまった。

　──ルーティは動かない。

　医務室の粘りつくような闇やみの中、うつむき、膝ひざを抱え、目を閉じて、愛いとしい少年が生まれ変わる瞬しゆん間かんを、静かに待ち続けている。
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　触手の攻こう撃げきを撃うち払い、なんとか訓練場の入り口まで戻ってきたヘイズは、思わず舌打ちを漏らした。

　直径五〇〇メートルの広大な空間のすべてが、すでに黒の水に埋め尽くされていた。

　人工の風に吹かれて穏おだやかに波打つその姿は、月明かりの下では湖かなにかのように見えた。それだけに、水面から生え出した触手が外周の木々に絡みつき、外がい壁へきを這はい上がろうとする様は、いっそう奇怪に映った。

　Hunter Pigeonは──

　ここから、直線距離でおよそ一〇〇メートル。真紅の船体には、すでに無数の黒い触手がまとわりついている。情報強化された船の装甲は触手に押し潰つぶされるほどやわではないが、ハリー一人ですべての触手を情報解体するのは難しいだろう。ヘイズの演算速度を合わせれば、なんとかなるかもしれない。いずれにせよ、ここから船までは自力でたどり着く以外に手はなさそうだ。

　あとの二人を振り返る。

　ファンメイとシャオロンは、腕を変形させてすっかり臨りん戦せん態勢を整えている。二人とも不安げな表情を浮かべてはいるが、かろうじて平静を保っているだけでも見上げたものだ。『決けつ闘とう』の疲れが色いろ濃こく顔に浮き出ているが、それでも戦力にはなる。

　作戦ともいえないような作戦が、一秒で決まった。

「──強行突破で、船まで突っ切る」指を構え「行くぞ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」ファンメイが抗議の声をあげた。「カイとルーティは、どうすんのよぉ！」

「……あ！」シャオロンが、はっとした。気が動転して、二人のことに気が回らなかったらしい。「そうだよ、どうすんだよ！　はやく助けに行かないと、カイもルーティも！」

「助ける」ヘイズは断言した。「けどな、このままじゃオレたちまでやられちまう。状況もさっぱりわからねぇ。だから、いったん船に戻って態勢を立て直す。なにをやるにしてもそのあとだ」

　迷っている時間はなかった。




（予測演算成功。『破砕の領域Erase circle』展開準備完了）

　ヘイズが指を弾はじいた瞬間、目の前で黒の水が消し飛び、訓練場の入り口の周りに直径二メートルほどの地面が露ろ出しゆつした。

　それを合図に、三人は訓練場に飛び込んだ。

　ヘイズの足が着地音を生み、空気分子の配列に論理回路を刻む。水面から今にも跳ね上がろうとしていた黒い触手が、分子結合を否定されて塵ちりに消し飛ぶ。二歩目を踏み出すと同時に指を弾はじき、次の二メートルを切り開く。踏み下ろした足がさらなる音を生み、ヘイズの体を前進させる。

　ヘイズが指を弾くたびに黒の水が消失し、一直線に道が開けていく。

　そのあとにぴったりとファンメイとシャオロンがつき従い、さらにそのあとを追うように、流れ込んだ黒の水がかりそめの道を消し去っていく。数え切れないほどの触手の群れが、全方位から襲おそいかかる。シャオロンの刃やいばとファンメイの触手が、『破砕の領域Erase circle』をかいくぐった攻こう撃げきを片っ端から打ち落としていく。それでも捌さばき切れなかった触手が数本、ヘイズの頰ほおを浅く切り裂く。目の前数センチをかすめるその攻撃に、ヘイズはまばたきすらしない。

　わずか二〇秒足らずで、三人は黒の水の只ただ中なかを駆け抜けた。

　Hunter Pigeonのタラップまで、あと三歩というところだった。

　最後の最後まで、ヘイズは気づかなかった。

　糸のように細い触手が一本、攻撃を逃れたのに気づかなかった。そいつがタラップの陰にじっと身を潜ひそめていることにも気づかなかったし、ゆっくりともたげられた鎌かま首くびの先が正確にファンメイの頭を狙ねらっていることにも気づかなかった。

　なにもかもが、突然だった。

　シャオロンが「メイっ！」と叫んだ。

　体当たりするようにして、ファンメイの体を突き飛ばした。

　ファンメイが呆ほうけたような顔で、タラップに倒れ込んだ。

　ヘイズが気づき、構えたときには、すべてが手遅れだった。

　──黒い刃の糸が、シャオロンの頭を正確に撃うち抜いた。
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　シャオロンの体を抱きかかえて、ファンメイはHunter Pigeonの船内に転がり込んだ。

　勢いあまってバランスを崩し、腕の中の少年をかばう格好で、背中をチタン合金の床にしたたかにぶつけてしまう。痛みをこらえて体を縮ちぢこませ、固く目を閉じる。

　すぐ側そばでヘイズの足音、それに続いて扉の閉まる音。それから、静寂。

　目を開ける。

　触手の姿は、どこにもなかった。

　助かったと思った瞬しゆん間かん、抑え込んでいた緊きん張ちようがまとめて心臓に襲いかかってきた。戦せん闘とう機動時の高速回転とは異なる、不規則で不快な脈動。全身が小刻みに震ふるえ、脂汗が額ひたいを濡ぬらし、限界を超えたストレスに胃が痙けい攣れんを始める。喉のど元もとまでこみ上げてきた胃液を、無理やりに押し戻す。Ⅰ－ブレインは筋肉に溜たまった乳酸を処理するのに必死で、体の『恐怖』を消すところまで手がまわらない。

　怖こわい。

　状況に流されるままにここまで走ってきてしまったけど、いったいなにが起こっているのかさっぱりわからない。自分たちの脱出計画に気づいた管理システムが、第二階層のときみたいに邪じや魔ましに来たんじゃ──頭に浮かんだその可能性を、一秒で否定する。コンピュータが黒の水を動かせるとは思えないし、だいいち、それなら掃除ロボットが出てこないのはおかしい。

　じゃあいったい、誰だれが黒の水を動かしたんだろう。

　わからない。

　無意識に腕に力が入り、

　そこでやっと、胸の中の少年の存在を思い出した。

「……シャオ？」おそるおそる身を起こし、少年の頭を支えて「ねえ、シャオ？」

　反応があった。シャオロンが苦しげにうめき、うっすらと目を開けた。虚うつろなまなざし、視点が定まっていない。唇がかすかに震ふるえている。額ひたいに直径五ミリほどの穴が開いていて、滴った血が顔の右半分に幾筋もの線を描いている。

「大丈夫？　痛い？」

　言ってしまってから激しく後悔する。大丈夫なワケないじゃないバカ、自分を罵ののしる。少年の体温を感じていないと不安で、血で濡ぬれるのもかまわずに頰ほおを撫なでる。

　シャオロンの手がゆっくりと持ち上がり、額の傷に触れる。

「……わかんない……再生が、うまく働かないんだ。……それに……なんか眠……」

　言葉が途切れ、腕がだらりと下がる。気を失ってしまったらしい。少年の体を抱き上げようとして気づく。頭を支えていた左手に、ぬるりといやな感触。後頭部にもうひとつ傷があって、そこからも血が流れ続けている。

　ふたつの傷を結ぶラインは、明らかに、Ⅰ－ブレインを貫通していた。

「シャオ……ねぇシャオ？」少年の体をがくがくと揺さぶる。反応が返ってこない。頭の中が真っ白になる。「起きて……ねぇ起きてよ……起きてったら！」

「落ち着け！」

　パニックを起こしかけたファンメイを救ったのは、ヘイズの声だった。立体映像ディスプレイ相手に指示を飛ばしていたヘイズが、ファンメイの前にかがんで肩を揺さぶった。

「……え？」

「え、じゃねぇ！　とりあえずオレの部屋に運べ。棚の上から二段目に医い療りようキットが入ってる。オレもあとで行くから、できるだけのことはやっとけ！」

「う、うん」

　具体的な指示を与えられたことで、パニックが少しだけ遠のいた。シャオロンの体を背負い、居住ユニットに急ぐ。扉を開け、パイプベッドに少年の体を寝かせ、棚から医い療りようキットの箱を見つけてテーブルの上にひっくり返す。散乱した薬くすり瓶びんや包帯を前に動きが止まる。ガーゼで塞ふさげばいいんだっけ、その前に消毒が先だっけ応急手当てのやり方も知らない自分に愕がく然ぜんとする。なにかマニュアルみたいなものは……

　いきなり、振動が部屋を襲おそった。

　薬瓶が三本まとめてテーブルから転げ落ち、ファンメイはベッドの手すりにしがみついて、どうにか転ばずにすんだ。激しい縦たて揺ゆれと横揺れが断続的に続く。ベッドの上でシャオロンが苦しげにうめく。

　なにが起こってるの？

　ベッドの枕まくら元もとに、立体映像ディスプレイのリモコンを見つけた。外の様子がわかるかもしれない。転ばないように踏ん張って手を伸ばし、なかば勘で適当なスイッチを押した。

　大当たりだった。

　ベッドのちょうど真上に、立体映像の『窓』が出現した。

　船外カメラと直結した『窓』に、訓練場の様子が映し出される。

　画面いっぱいに映し出された黒い水面が、月の光に照らされて揺らめく。

　そこから生え出した無数の触手が、こっちに向かってまっすぐに伸びている。

　カメラの向きを何度か変えて、状況が少しわかってきた。真紅の船体に絡みついていた黒い触手は、すでにあらかた分解されていた。枷かせを解かれたHunter Pigeonの船体はゆっくりと高度を上げ、それを止めようと新たに生まれた触手が水面から飛び出し、チタン合金の船体に叩たたきつけていた。触手そのものはすぐに破は壊かいできても、運動量まではどうしようもない。触手が叩きつけるたびに部屋が激しく振動し、ディスプレイの映像が揺れ動いた。

　画像の端に、かすかな違和感を感じた。

　リモコンを操作し、カメラを真下に向けた。

　ファンメイは目を見開いた。

　訓練場の中央、黒い湖の上。

　いるはずのない人間が、そこに佇たたずんでいた。

　白過ぎるほど白い肌に、色素に乏しい白髪。

　口元に浮かぶ、優しげな微笑。
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　細い腕がゆっくりと掲げられ、それに呼応するように黒の水が跳ねた。

　訓練場全体に薄うすく広がっていた黒の水がひとつに寄り集まって、真紅の船体に襲いかかった。

　今度の衝しよう撃げきはシャレにならなかった。

　部屋全体が大きく斜めに傾き、テーブルがひっくり返って部屋の隅まで転がった。ファンメイはベッドに飛びついて、必死にシャオロンの体を支えた。衝撃は次々に襲いかかり、ファンメイの体は大きく左右に揺れ動いた。

　ディスプレイの向こうで、訓練場が急速に遠とお退のいていく。

　触手の攻こう撃げきから逃れるために、船が上昇速度を上げたようだ。

　画面の片隅を訓練場の外がい壁へきが高速で流れていく。ものの数秒で上端に到達。

　ついに、『島』と『外』との境界線を越えた。

　その瞬しゆん間かんだった。

（管理レベルＥ３に抵触。危険度ランクＳ。緊きん急きゆうプロテクト発動）

　Ⅰ－ブレインが、警けい告こくを発した。

（生体維持機構停止プロセス開始。速やかに管理区画に帰き還かんせよ）




　ファンメイは、絶叫した。
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　悲鳴を聞いて駆けつけたヘイズの前に、信じがたい光景が広がっていた。

　ベッドの傍らに座って、ファンメイがうつむいていた。腕と足を力なく投げ出して、全身をがたがたと震ふるわせていた。うつむいているせいで表情はよく見えない。ただ、カチカチと歯を鳴らす音だけが、静かな部屋に響ひびいていた。

　靴くつの片一方がすぐ側そばに転がっていて、粘性のある黒い液体がその下に小さな水たまりを作っていた。

　少女の右足首から先は、ない。

　ふくらはぎが先細りになっていて、先端から流れ出た液体が靴の下の水たまりに流れ込んでいる。

　火にあぶられた蠟ろう人にん形ぎようのように、少女の体は少しずつ、黒い液体に融とけていく。

　ベッドの上ではシャオロンが膝ひざを抱えて、苦しげにうめいている。少年の場合は左腕だ。インクを零こぼしたような黒い染みが、白いシーツに広がっていく。

　それが、目の前で起こっている現象のすべてだった。

「おい！」ファンメイに駆け寄って、肩を揺さぶる。「しっかりしろ！　どうした！」

「……ヘイズ……？」

　ファンメイの顔は、恐怖にまみれていた。

「なにがあった！」

「……わかんないの」弱々しい声が答える。「変なメッセージが……頭の中で……そしたら急に体が……」

「第二階層のときのやつか？」

「違うの……生体維持がどうとか……それで、管理区域に戻れって……」不安そうにベッドの方をうかがい「……シャオは？」

「心配すんな」ヘイズはファンメイを背負い「ちょっと、目ぇつぶってろ」

　シャオロンの体を両腕に抱え、立ち上がった。

　うかつだった。

　こいつらの開発者たちは、実験体が第二階層に進入するのを防ぐためにさえ、あれだけのプロテクトを用意したのだ。その連中が、実験体の逃亡を阻止するためになんの手段も講こうじていないはずがなかった。

　管理区域というのは、間違いなくあの島のことだ。実験体を外に出さないための、誤って外に出た実験体を自動的に消去するための安全装置。それが今、二人の体を蝕むしばんでいるそういうことだろう。

　このままあそこに戻らなければ、おそらく二人は死ぬ。

　大きく息を吸い込んだ。

　吐き出した。

　ここで怖おじ気けづくぐらいなら、はじめからこいつらを助けようなどとは思わない。

　覚悟を決めるのには、一秒もかからなかった。




　船外に通じる扉の前で、ヘイズは天井のカメラを見上げた。

「──もういっぺん確認するぞ。Hunter Pigeonはオレたちを投棄したあと、高度三万五〇〇〇メートルで偏光迷彩を展開して待機。軍の攻こう撃げき開始後三〇分待っても連絡がない場合には、独自の判断で戦場を離脱。わかったか？」

　立体映像のマンガ顔が、目の前に浮かんだ。

『最後の命令以外は了解しました。お気をつけて』

「……言うと思ったよ」苦笑するしかない。「けどな、マジでヤバいと思ったらとっとと逃げろよ」

　ハリーはそれには答えず、もう一度『お気をつけて』と繰くり返した。

　ヘイズは口元に薄うすい笑みを浮かべ、ただひと言、命じた。

「──突入」







　第五章　噓の世界であなたと二人　～Paradise Lost～







　夢を見ていた。

　夢の中で、世界は闇やみに包まれていた。

　熱く、重く、ねっとりと絡みつくような血色の闇。どこまで行っても終わりのない、上下の区別さえない空間。シャオロンは胎児のように体を丸めて、果てない虚空を漂っていた。

　音も、匂においも、そこには存在しなかった。

　ただ、赤黒い闇と、けだるい熱と、粘りつくような息苦しさだけがあった。

　額ひたいの穴から、止とめ処どもなく血が流れていた。

　あふれた命は果てのない闇に溶けて、世界を赤黒く染めていった。

　いったいいつからそうしているのか、もうよくわからなかった。時間の感覚など、ここでは無意味だった。訓練場、触手の群れ、頭を貫く痛み、少女の悲鳴……。なにもかもが、遠いことのように思われた。

　闇は少しずつ質量を増し、シャオロンを押し潰つぶそうとしていた。

　シャオロンの意識を消し去り、力を奪い去ろうとしていた。

　あのとき。

　ファンメイをかばって頭を貫かれたあのとき、こいつは目覚めた。

　それまでは、Ⅰ－ブレインの片隅で、静かに息を潜ひそめていた。

　生命とさえ呼べない、純粋な生存本能の塊。

　その思考はただひとつ──自分を広げること。

　際限なく、自分を大きくしていくこと。

　意識が薄うすれていく。

『雷レイ・小龍シヤオロン』が消えるのは、時間の問題だった。

　……メイ、ごめん。

　頭の奥が、ずきりと痛んだ。
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　手探りで見つけた非常用の発光素子をテーブルの上にセットして、明かりを灯ともした。

　薄緑の光が弱々しく闇やみを押しのけ、周囲の空間をおぼろに浮かび上がらせる。

　今日を最後にお別れするはずだった、自分の部屋。

　砕けて床に飛び散った、『李リ・芳美フアンメイ』のプレート。

　穴だらけになったクローゼットの扉、叩たたき割られたドレッサーの鏡かがみ、押し潰つぶされて原形をとどめない机。壁かべと床と天井を縦じゆう横おうに走る、数え切れないほどの爪つめの跡。

　不思議なくらいに傷ひとつない、水玉模様のベッド。

　ベッドの上に力なく横たわる、黒髪の少年。

　どこかで電源ケーブルが切断されてしまったらしく、周囲に光源と呼べるものは他ほかにない。ほんの数分前までは天井のライトが光を与えてくれていたが、緊きん急きゆう用のバッテリーも底をついた。

　第二階層に向かったヘイズは、まだ帰ってこない。

　脳内時計が、『午前三時五分』を告げた。

　軍の攻こう撃げき開始まで、三時間を切った。




　中央訓練場に降り立ってすぐに意識を取り戻したファンメイは、自分の目を疑った。

　直径五〇〇メートルにわたって広がっていた黒の水はほとんどがどこかに消え去り、残ったわずかなものも、制御を解かれて無力な細胞の塊に戻っていた。

　ファンメイは黒の水をかき集めて潰れた右足の代わりを作り、背中に小さな翼つばさをつけた。シャオロンの左手も修復したかったが、気を失ったままではどうしようもなかった。

　ハリーが第二階層へのアクセスを試みたが、ネット回線が物理的に切断されているらしく、接続は不可能だった。

　意識の戻らないシャオロンをファンメイが抱きかかえ、三人は島の内部へと踏み込んだ。廊下にも部屋にも黒の水の姿は見当たらなくて、床のそこかしこに巨大な穴が口を開けていた。

　ここから下に流れたんじゃねぇか──ヘイズが推測を口にしたが、確証は得られなかった。

　すべての部屋を巡っても、カイとルーティの姿を見つけることはできなかった。

　三人はいったんファンメイの部屋に戻り、シャオロンの応急処置を行った。それが済むと、ヘイズは一人、第二階層に向かった。ファンメイは連れていってもらえなかった。下では力が使えない以上、足手まといになるだけだったし、意識の戻らないシャオロンを守るものが必要だった。

　二人を探してくる。

　お前らの頭の中の管理システムを解除する方法、どっかにあるはずだ。

　そう言い残して、ヘイズは通路の穴に飛び込んだ。

　それから二時間が過ぎた。

　不安と恐怖に押し潰つぶされそうな二時間だった。

　余計なことは考えるな──去り際にヘイズはそう言った。考えてもしょうがないことをいくら考えても精神が擦すり減るだけだ、だからなにも考えるな──そう言われた。だから、ファンメイはなにも考えないように努力した。

　無理だった。

　頭を空っぽにしようとすればするほど、疑問は次から次へと湧わいてきた。いったいなにが起こっているのか。誰だれが黒の水を動かしたのか。カイとルーティはどこに行ったのか。訓練場で見たあの人影は本当にカイだったのか。もしそうなら、どうしてあんなところにいたのか。……それから、自分の体はどうなってしまったのか。

　最後の疑問は、特に強烈だった。

　いくら考えるなと念じても、思考は自動的にそこに流れていった。恐怖という名の猛毒が、精神を蝕むしばんだ。あのとき、頭の中に警けい告こくメッセージが表示された瞬しゆん間かん、いきなり右足が熱くなった。それから一転して冷たくなり、痙けい攣れんし、筋肉が反応しなくなって、感覚が消滅した。気がついたときには足首から先が融とけて、黒い水たまりが広がっていた。

　粘性のある、黒い液体。

　なくなった右足の代わりに、今は黒の水で作った模造品がつないである。

　作り物のはずの足には、なんの違和感も感じない。

　これはわたしの足じゃないのに。

　──シャオの包帯、取り替えなきゃ。

　そこから先は怖こわくなって、考えるのをやめた。医い療りようキットの箱を開け、消毒薬とガーゼを取り出した。立ち上がってベッドに歩み寄り、シャオロンの顔を覗のぞき込む。土気色の頰ほおには、生気が感じられない。あれから二時間、容態は悪くなる一方だ。出血はいまだに収まらないし、呼吸も少しずつ途切れがちになっている。手当ては一五分おきに続けているが、そもそも効果があるのかわからない。それでも、なにかしていないと不安で、ファンメイは包帯を外しにかかった。

　ふいに、かすかな揺れを感じた。

　シャオロンの体を抱えたまま、おそるおそる足下を見下ろす。

　気のせい？

　そう思ったとたん、再び振動が襲おそってきた。さっきよりも強い。

　こんどは間違いなかった。

　床下になにかがいる。

（「身体構造制御」開始。全細胞の制御をⅠ－ブレインに移行）

　轟ごう音おんが響ひびいた。

　少年の体をしっかりと抱え、床を蹴けった次の瞬しゆん間かん、足下から飛び出した黒い物体が絨じゆう毯たんを突き破り、ベッドを粉砕した。

　──腕？

　訓練場でファンメイたちを襲ってきた触手とは全く異なる形状。金属光沢と質量感を兼ね備えた、ファンメイの身長ほどもある巨大な腕。肘ひじから先は床を構成する強化カーボンの向こうに隠れて、どうなっているのかわからない。

　かろうじて攻こう撃げきを回かい避ひしたファンメイは、天井すれすれまで跳ちよう躍やく。

　腕は固く拳こぶしを握りしめ、まっすぐに突きを繰くり出してくる。

　巨大な拳を片手でいなし、シャオロンの体から手を離すと同時に天井を蹴りつける。腕の表面を滑るように床めがけて突っ込み、すでに触手に転じている右腕をその根元に絡ませる。

　着地。ありったけの力をこめて、腕を根元から引きちぎる。

　シャオロンの体は、いまだに天井の近くにある。

　制御を解かれた腕が空中で半回転、黒の水に融とけながら床に突き刺さる。

　その衝しよう撃げきが、部屋を構成していた構造材に、最後の一撃を加えた。

　足下が、崩れた。

　危うい均きん衡こうを破られた床面が、バラバラのピースに砕けて陥没した。

　闇やみが、ファンメイを包み込んだ。

　体が自由落下を開始した。

　とっさになになにつかまろうとして、見上げた先にシャオロンがいた。考えるより先に腕が触手に変化して、少年の体を絡め取った。返す刀で逆の腕に体組織を集め、限界まで伸ばしてドアのふちをつかんだ。

　落下は止まらなかった。

　つかんだドアが、壁かべごと崩れた。

　ファンメイの体を支えてくれるものは、もう、どこにもなかった。
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（予測演算成功。『破砕の領域Erase circle』展開準備完了）

　弾はじいた指が、踏み込んだ靴くつ音おとが、周囲の空間に論理回路を撒まき散らす。通路の床一面を薄うすく覆おおう粘液の川が真っぷたつに裂け、今にも跳ね上がろうとしていた黒い触手が怖おじけたように身を引く。闇やみと黒の水に支配された通路を、ヘイズは一直線に駆け抜ける。

　第二階層に降り立ってから、すでに二時間が過ぎようとしていた。

　黒の水が開けた穴は第一階層から真下、数十層に及ぶ装甲板を突き抜けて第二階層の通路につながっていた。黒の水が通り過ぎたあとと思おぼしき通路は内ない壁へきをずたずたに破は壊かいされ、いたるところに掃除ロボットの残ざん骸がいが転がっていた。

　ヘイズがたどり着いたのは研究棟のような区画で、かろうじて生き残った天井のライトが、ところどころで小さく闇を照らしていた。等間隔に並んだ扉の向こうでは一様に、使う者のいない端末と机が埃ほこりを被かぶっていた。

　当初、適当な端末にアクセスして情報を引き出そうと考えていたヘイズだったが、その計画はすぐに修正されるはめになった。第二階層のネット回線と送電ラインは触手の攻こう撃げきによって随所で寸断され、端末という端末が片っ端からもの言わぬ箱へと成り下がっていた。となれば、足を使う以外に道はない。ときおり出くわす黒の水を突っ切り、掃除ロボットをなぎ倒しながら、ヘイズは第二階層をしらみ潰つぶしに調べてまわった。

　二時間。島の大きさから考えて、全体の少なくとも八割はすでに踏破したはずだ。

　だが、ルーティとカイの姿はどこにも見当たらない。

　ファンメイたちの脳内プロテクトを解除する方法も、糸口すらつかんでいない。

　焦りがつのる。

　結局失敗して自分だけ逃げました、なんてオチは死んでも御免だった。

　正面に曲がり角、その少し手前にドア。考える前に腕が動き、開閉キーを叩たたく。バッテリーでかろうじて生きているモーターが作動し、ドアがスライドする。

　飛び込み、追ってきた触手を『破砕の領域Erase circle』が消し飛ばし、ドアが閉じる。

　沈ちん黙もく。

　黒の水が攻撃してくる気配はない。

　大きく息を吐く。

「……キツイな」

　ここまで長時間連続稼か動どうさせると、Ⅰ－ブレインもさすがに疲労蓄積で停止寸前だ。肉体の疲労も限界に近い。跳ねまわる心臓をなだめすかし、深呼吸を繰くり返す。暗くら闇やみでもそれとわかるほど息が白い。全身を伝う汗が急速に冷えていく。電力供給を断たれて温度制御系が機能停止したのだろう。気温が少しずつ下がり始めている。

　凍死とまではいかなくても、冷気は過激な運動と同じくらいのスピードで体力を奪っていく。

　いつまでもここにじっとしているわけにはいかない。

　息を殺して部屋の外に意識を向ける。完全防音の扉越しに、微細な空気振動の変化を感じる。粘性の高い液体がゆっくりと流れる音。

　黒の水は、まだこの向こうにいる。

「……クソったれ」

　Ⅰ－ブレインが回復するまでにはもうしばらくかかる。休きゆう憩けい時間を三分と定め、ヘイズは目を閉じた。

　考える。

　そもそも、黒の水を操っているのは、いったい誰だれか。

　ファンメイにはあえて言わなかったが、その答えはあまりにも明白だ。龍りゆう使いの肉体に接続されない限り『黒の水』は無害な細胞の塊に過ぎない。必然的に犯人は行方ゆくえ不明の二人、ルーティとカイのいずれか、あるいは両方ということになる。

　問題は、その黒の水が、ファンメイとシャオロンを攻こう撃げきしたということだ。

　いったい、なにが起こったのか。

　あの二人が、弟や妹のように可愛かわいがっていた少年と少女を殺そうとするなど、ヘイズには到底信じられない。

　可能性があるとすれば……

「……暴走」

　思考は自然とそこに行き着き、そして、そこで行き止まりだった。

　モスクワ軍の報告書に記されていた『暴走』の可能性。それが具体的になにを意味するのかは、いまだに見当もつかなかった。

　魔ま法ほう士の開発実験において、あるいはもっと大きく『情報制御理論』の研究において、『暴走』という単語は、理論予測を逸脱した現象を放り込むためのブラックボックスに過ぎない。『予定外のことが起こって大規模な被害が出た』という以上のことは、実はなにひとつわからないのだ。最もありふれたパターンは、論理構こう築ちくが不完全で発動した能力が無差別な効果を発揮するというものだが、今回の場合にはあてはまらない。黒の水の攻撃には、明確な殺意が感じられる。だとすれば……

　そこで考えるのをやめた。推論に推論をかけても、得られる解は単なる妄想だ。

　気になることは、もうひとつあった。

　論理回路に接触した触手が分解されるまでに要する時間が、少し前からナノセカント単位で長くなっている──わかりやすくいえば、情報構造体が強化されているのだ。

　黒の水を操っているのが誰だれかはさておいて、自分は確実にその『誰か』に近づいている。

　本来、龍りゆう使いの絶対情報防御に対して『破砕の領域Erase circle』は効果をなさない。それが通用しているのは、情報制御の精度が低く、防御が完かん璧ぺきではないからだ。おそらく、広こう範はん囲いに黒の水を展開しているせいで末端まで演算速度が追いつかないのだろう。当然ながら、本体に対してはそうはいかない。念ためにジャケットの裏には銃も隠してあるが、不意打ちでも食らわせない限り防御を突き破るのは不可能だ。

『虚無の領域Void sphere』を使うしかない。

　だが、あれは一発限りの奥の手だ。

　──どーしたもんかねぇ。

　ヘイズはぼんやりと天井を見上げ、

　そこでやっと、自分の置かれた状況に気づいた。

「……ここは生きてるのか」

　うかつだった。天井の隅の非常灯がかすかに明滅しているのに、今の今まで気づかなかった。電源が生きている。もしかするとネット回線も。

　この階層では標準的な、机と端末がひとつずつの狭い部屋。わずかな光を頼りにスイッチを探り当て、なかば祈るような気持ちでオン。

　軽い電子音が響ひびく。

　さびついたパイプ椅い子すに飛び乗って、タッチパネルの埃ほこりを払い除のけた。

　ディスプレイが青白い光を放つ。予想していたＩＤ入力画面の代わりに、味も素っ気もないデータリストが表示される。なんだこれはと思いつつも、最初のファイルを呼び出す。

『実験記き録ろく：二一八四・八・一四～』

　はじめにそうあった。

　少し落胆する。どうやらこれは、この島が作られる以前、研究が始まった頃ころの実験記録らしい。こういうデータを収めた端末は、機密保持のためにネットからは独立に設定されるのが常だ。それでも、なにか手がかりがあるかもしれないと思い直して読み進めていく。研究報告形式のデータは『龍りゆう使い』の基き礎そ原理の考案に始まって、Ⅰ－ブレインのシステム構こう築ちく、黒の水の開発、試作品の完成、人体実験の開始、と年代を追っていた。

　次のファイルを展開する。

　衝しよう撃げきが、ヘイズを襲おそった。

『二一八四・九・一三：験体07、暴走』

　その下にとってつけたように、『験体07』らしき少年の顔写真が一枚。たったそれだけの、簡かん潔けつ極まりない記録。この少年がいかなる人物で、具体的になにが起こったのか──そんなことは全く記されていない。

　次のページも同じ。年号、験体番号、写真、『暴走』。次も、その次も、さらにその次──

　息を吞のんだ。

　黒髪に黒くろ瞳ひとみ。三つ編みおさげがよく似合う、少女の笑顔。

　しかし、ヘイズの知っている少女とは少し違う。どこか大人おとなびたその顔立ちは、一六、七歳といったところだろうか。

『二一八四・九・二七：験体13、暴走。一五日間生存』

　なんだこれは。

　次々とページをめくっていく。験体は全部で一三人、そのうち生存日数の記載されたものが全部で四人。どれも、この数日で見慣れた顔──ただし、そのうち二人はヘイズが知っているよりも少しだけ大人びていた。

　さらに読み進むと、実験結果と思おぼしき数値のリストが数ページ続いてから、こうあった。

『二一八五・一・二二：第二段階に移行。適合体開発実験開始』

　四人分のデータが、そこに並んでいた。




『14：雷レイ・小龍シヤオロン……

　15：李リ・芳美フアンメイ……

　16：戒カイ・蒼元ソウゲン……

　17：飛フエイ・露蝶ルーテイ……』




　験体番号、素体名、身長体重などの個人データ。それから……

　タッチパネルに両手を叩たたきつけた。

『開発番号15：素体名、李芳美。二一八五・八・一起動』

　吐き気がした。

『──〈黒の水〉含有率、九〇パーセント』
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　背中の翼つばさを限界まで広げ、力の限り空気をつかんでも、重力に抗あらがうには到底足りなかった。

「このぉっ！」

　靴くつを脱ぎ捨て、足を触手に変え、視界の端を流れるチタン合金の分厚い装甲板を何度もつかみそこねながら、ファンメイは黒の水がぶち破った巨大な縦たて穴あなを一直線に落ちていった。

　限界まで加速された視覚が、闇やみの向こうから迫る第二階層の床を捉とらえた。落差はおよそ一〇〇メートル、自由落下なら五秒とかからない。できる限り加速度を殺しているが、それでも一〇秒以内には到達する。このままだと、秒速二〇メートルでチタン合金だか強化カーボンだかに突っ込むはめになる。ファンメイにとってはどうということない衝しよう撃げきでも、腕の中の少年には致命傷になりかねない。

　足の組織も翼つばさに取り込んで、必死に減速をかける。

　──間に合え！

　最後の最後で身を捻ひねり、ファンメイは背中から着地した。翼をたたんでクッション代わりに使い、できる限り衝撃を殺す。シャオロンにダメージを与えないために、運動エネルギーをすべて翼に受ける。筋肉が爆はぜ、神経がちぎれ、砕けた骨が皮ひ膚ふを食い破って突き出す。痛みを表す数値データの群れが、Ⅰ－ブレインを駆け巡る。

　しばらくの間、動けなかった。

「……成功……かな？」

　翼を修復するのももどかしく、シャオロンの顔を覗のぞき込む。土気色の顔には相変わらず生気が感じられないが、とにかく死んでいないということで今は納得するしかない。ほどけかかった包帯を丁寧に巻き直す。大きく息を吐き、あらためて状況を確認する。

　広い部屋だ。ファンメイたちがいるのは壁かべ際ぎわなのだが、反対の端が遠過ぎて見えない。周囲に黒の水の姿はないが、足跡のように壁と床がずたずたに切り裂かれている。高い天井に直径一〇メートル以上もある大穴が開いていて、パイプやら送電ケーブルやらがふちからぶら下がっている。あそこから落ちてきたのかと思うと、なんだか怖こわい気がする。

　そこまで考えて、やっと気がついた。

「ここって……」

　思い出した。ほんの数日前、ファンメイはこの部屋で死にかけたのだ。そのときの恐怖が、脳裏によみがえる。今にも掃除ロボットが襲おそってきそうな気がして、反射的に身をすくませる。

　そこで、もっと大事なことに思い至った。

　このままだと、前みたいにⅠ－ブレインが止まってしまう。

「──プ、プロテクト！　頭！　うわわっ！」

　大慌てでⅠ－ブレインに意識を飛ばすが、警けい告こくメッセージが表示される気配はない。

「あれ……？」

　不思議だなぁとあたりを見まわして、理由がわかった。壁一面に稠ちゆう密みつに刻み込まれた論理回路が、随所で破は壊かいされて効果を失っている。たぶん、この回路が空間に情報構造体を張り巡らせて、プロテクトを起動させる鍵かぎの役目を果たしていたのだ。これは明るい材料だ。龍りゆう使いに仕掛けられたプロテクトがすべて同じ形式にのっとっているのなら、島から脱出する手段も意外と簡単に見つかるかもしれない。

　修復の終わった翼をばさりと広げ、天井の穴を見上げる。

　はるか頭上に存在するはずの自分の部屋は、闇やみに吞のまれて陰も形も見えない。

「……無理……かなぁ」

　第一階層まではゆうに五〇メートル。飛んで帰るには翼つばさのサイズが足りない。はしごはどっちだったっけ、と一いつ瞬しゆんだけ考えて、すぐに思い直す。Ⅰ－ブレインが動くのだから、けが人を抱えたままでも足手まといにはならない。ヘイズと合流することを考えるべきだ。

　ファンメイは一人うなずき、シャオロンの体を抱き上げようとした。

　そのときだった。

　なんの前触れもなく、シャオロンが目を開いた。

「わっ！」ファンメイは一瞬だけ驚おどろき、すぐに破顔した。「よかったぁ……。大丈夫？　どこも痛くない？」

　シャオロンは答えない。

　どこか虚うつろな目で、ファンメイの顔を見つめる。

「……どうしたの？」

　やっぱり大丈夫じゃないのかなぁ、とファンメイは不安になり、シャオロンの頰ほおにそっと手を伸ばした。

　その手を払い除のけ、シャオロンは一挙動で立ち上がった。

　ギクシャクと、できの悪い人形みたいな動きだった。

　右腕の肘ひじから先が、黒く染まっていた。

　……次の瞬間、異変に気づいたファンメイがとっさに上体をそらすのと、刃やいばの爪つめが一瞬前までファンメイの頭が存在した空間をなぎ払うのが、ほとんど同時だった。

　考える前に体が動き、ファンメイは大きく後方に飛び退すさった。触手に転じた背中の翼が投と網あみのごとく広がって、シャオロンの右腕を絡め取る。動きを封じられるかと見えた瞬間、黒い刃の爪は液体に融とけて触手をすり抜け、次の一瞬には再び構造を回復して、一直線にファンメイの頭を襲おそう。

「シャオっ！　やめて！」

　間一髪でその攻こう撃げきをかわし、ファンメイは悲鳴じみた声で叫んだ。ことここにいたってもなお、目の前で起こっていることが信じられなかった。

　少年のとび色の瞳ひとみが、ぐるりとファンメイを睨にらむ。

　ガラス玉のような、生気のない瞳。

　と。

　突然、少年がまばたきし、その目に光が戻った。夢から覚めたような呆ほうけた顔。ゆっくりとした動作で体を引き、不思議そうに自分の腕を見下ろす。

　黒く染まった、刃の爪を。

「あ……」

　見る間に少年の顔が恐怖に染まった。ただでさえ生気のない顔から血の気がうせる。いまだに刃やいばの形を留とどめる腕とファンメイの顔を何度も見比べ、

「……メイ……おれ……！」

　いきなり身を翻ひるがえし、逃げるように駆け出した。

「え？　ま、待ってよぉ！」

　わけもわからぬままに、ファンメイはあとを追った。
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　自分がまだ意識を保っていられるのが、信じられなかった。

　頭の中が、闇やみに塗り潰つぶされていくようだった。

　右腕の肩から先は、すでに意のままにならなかった。内臓の制御も六割以上が奪われてしまった。今でこそ自分の足で走っていられるが、それもいつまでもつかわからない。

　自分が自分でなくなる前に。

　その前に、なんとしても始末をつけなければならなかった。

　とにかくファンメイから離れる──それ以外のことは考えられなかった。正面の穴に飛び込み、『培ばい養よう棟』と書かれた扉を抜けた。暗い通路に足音を響ひびかせ、分かれ道という分かれ道をでたらめに曲がった。いつの間にか少女の足音は聞こえなくなり、安心したとたんに足がもつれた。

　シャオロンはチタン合金の床を無様に転がり、壁かべに叩たたきつけられて止まった。

　痛覚を処理するまでもなく、体になんの痛みも感じなかった。

　喉のどの奥に不快な痙けい攣れん。

　口元を押さえる間もなく、あふれた黒い液体が床を濡ぬらした。

　再び立ち上がるだけの力は、もう、残っていなかった。

　かろうじて動く左腕で、小さな爪つめを作った。切っ先を頭に押し当て、目を閉じた。

　時間は、残されていなかった。

　自分が消えたら、『そいつ』は間違いなくファンメイを狙ねらうだろう。ファンメイの意識を消し去って、その体を取り込もうとするだろう。

　だから。

　おれは、今すぐに死ななければならない。

　……腕は動かなかった。

　意思に反して、力を失った左腕が床を打った。

　甲高い金属音が響く。

「……シャオ？」

　曲がり角の向こうから、心配そうな少女の声。

　反射的に叫んだ。

「来るな！」

　叫んでしまってから気づく。来るなと言われて引き下がるファンメイじゃない。息を潜ひそめてやり過ごした方がましだった。足音がどんどん近づいてくる。

　心を絶望が覆おおう。

　通路の暗くら闇やみの向こうから、少女が姿を現した。

「シャオっ！」

　こっちの姿を見るなり、血相を変えて駆け寄ってくる。

　右腕が、歓かん喜きに打ち震ふるえる。

　ダメだ。

　ありったけの力を左腕に込める。祈るような気持ちで、動けと念じる。

　──動いた。

　小さな爪つめが、跳ね上がりかけた右腕をチタン合金の床に縫ぬい止めた。

「メイっ！　来るな！」

　言うことを聞いてくれたというよりは、異様な状況に驚おどろいたのだろう。ファンメイは、シャオロンの三メートル手前で立ち止まった。

　ファンメイに襲おそいかかろうと、刃やいばの右腕が激しく暴れる。

「そこで止まって」声を出すことが、苦痛になりつつあった。「メイに頼みがあるんだ」

「……たの……み？」

「うん……」シャオロンは息を吸い込み、吐き出した。「おれを殺してくれ」

　ファンメイが「え？」と口を開けた。

「シャオ、どうしたの？　そんな冗談……」

「体が言うことを聞かないんだ」詳しく説明する暇も、言葉を選んでいる余裕もなかった。「全体の六〇パーセントぐらいが、もう制御を受けつけない。そいつが、メイを殺そうとしてるんだ！」

「そんな……なんで」言いかけて、ファンメイが息を吞のんだ。「……頭のけがのせい？　そうなの？」

　シャオロンは無言でうなずく。

　見る間にファンメイが真っ青になった。

「時間がないんだ。はやくしないと……おれの意識も」かまわず先を続ける。意識が遠とお退のきそうになる。「だから、はやくおれを殺してくれ！」

　ファンメイは、いやいやと頭を振った。当たり前だ。滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言っているのは自分が一番よく知っている。それでも、他ほかに方法が思いつかない。

「頼むよ……じゃないとおれ……メイを」

　その先を続けることはできなかった。

　あっと思ったときには、目の前にファンメイがいた。

　危ない、と叫ぶ間もなかった。

　細い腕が、シャオロンの体を抱きしめていた。

「メイ！　はやく離れ……メイ？」

「ごめんね……」少女の声は、涙で震ふるえていた。「わたしのせい……あたまのケガ……わたしのことかばって……」

　のたうつ右腕を、必死に押さえつけた。

　はやく離れなきゃという気持ちと、いつまでもこうしていたいという気持ちが、頭の中でごちゃ混ぜになっていた。

　ファンメイは泣きながら、何度も「ごめんね」と繰くり返した。

　シャオロンはもうなにも言えずに、なすがままにされた。

　自分を抱きしめる、小さな腕。

　思いがけなくやわらかい、その体。

　涙で濡ぬれた、黒い瞳ひとみ。

　ああ可愛かわいいなぁ、と思った。

　自分は世界一の幸せものだ、と思った。

　こんなに可愛い子が、自分のために泣いてくれるのだから。

　泣きじゃくるファンメイに、そっと唇を寄せた。

　少女は、拒まなかった。

　触れ合った唇のぬくもりが、勇気をくれた。

　頭の中の闇やみが薄うすらぐ。

　体がほんの少しだけ力を取り戻す。

　させない。

　絶対に、させない。

　脳の奥から、最後のひとかけらまでも意識を振り絞る。

　おれはまだ、ここにいる。

　お前なんかにメイは渡さない。

　渡すもんか。

「……メイ……」

　シャオロンは唇を離し、

「……さよなら」

　ファンメイの体を、乱暴に突き飛ばした。




　それからの数秒間で、いくつかのことが起こった。




　刃やいばの爪つめに突き立つ左手を抜き放ち、シャオロンは一挙動で跳ね起きた。拘束を解かれた刃の右腕が唸うなりを上げ、弧を描いてファンメイに襲おそいかかった。

　ファンメイは蝙蝠こうもりの翼つばさを体の前に広げ、刃を受け流そうとして、失敗した。

　衝しよう撃げきを殺し切れずに、少女の体は側方に大きく流れた。

　そのときには、シャオロンはすでに床を蹴けって、ファンメイの正面に迫っていた。

　体勢を崩したファンメイめがけて、左の刃をまっすぐに突き出す。

　少女の右腕が、瞬しゆん時じに反応する。

　黒く染まった腕が五本の触手に爆はぜ、襲いくる刃めがけて跳ねる。

　ファンメイが、驚きよう愕がくに目を見開く。

　触手と化した自分の右腕をはっと見つめ、蝙蝠の翼を無数の細い糸に転じて、その動きを封じようと動く。

　それでも、少女の右腕は止まらない。

　四本の触手が翼の投と網あみに絡め取られ、最後の一本がすべての糸をかいくぐる。

　槍やりのように鋭するどく尖とがった触手の穂ほ先さきが、まっすぐシャオロンに迫ってくる。

　黒い刃と黒い槍が、交こう錯さくする。

　接触まで、一ミリ秒。

　そこで、シャオロンは、左の刃を消去した。

　融とけかけた黒の水を突き抜けて、槍が一直線に伸びる。

　その先にあるのは──

　ファンメイの口が、悲鳴を形作る。

　シャオロンは、小さく笑った。

　もう間に合わない。

　どんなことをしても、もう止められない。

　だから、メイは悪くない。

　……だから、泣かないでほしい。




　黒い触手の槍が、正確に、シャオロンのⅠ－ブレインを撃うち抜いた。




　　　　††††††††††††††




　──ケーキを作ろうと思った。

　大きくて、丸くて、イチゴがたっぷりとちりばめられていて、生クリームのデコレーションも立派で、真ん中に『お誕たん生じよう日おめでとう』なんて書かれたチョコレートの板がのっかっているような、そんなケーキ。自動調理器が作ってくれるケーキは一年三六五日寸分違たがわず同じ味で、シャオロンがひそかに不満を漏らしているのをファンメイは知っていた。データライブラリーから大昔の料理教本を呼び出して、何日もかけて手順を頭に叩たたき込んだ。

　シャオロンの、一〇歳の誕生日だった。

　ルーティとカイをアシスタントに、作業は丸八時間に及んだ。今から思えばそれは、『料理』というよりは『実験』と呼ぶにふさわしいものだった。お手本どおりにやったはずなのにスポンジは膨ふくらまず、生クリームは何度やってもなんだかよくわからないどろどろした液体に化け、間違えて塩を入れてしまった分だけ砂さ糖とうは規定量の三倍放り込み、オーブンは煙を噴ふき、圧力鍋なべは爆ばく発はつした。

　どうにか『ケーキ』に見えないこともない物体が完成したのは、ほとんど奇跡に近かった。

　いよいよ試食という段になり、まず、ルーティが名乗りをあげた。

　固かた唾ずを飲んで見守るファンメイの前で、生焼けの小麦粉と分離した牛乳と潰つぶれかけたイチゴの混合物がフォークで切断され、口に放り込まれた。

　ルーティはなんともいえない顔でファンメイとケーキを見比べ、なんともいえない声で、複雑な味ね、と評した。食べかけのケーキをカイに勧め、グラスいっぱいのチャイナティーをひと息に飲み干した。

　必然的に、二人目の犠ぎ牲せい者はカイに決まった。

　固唾を飲んで見守るファンメイの前で、生焼けの小麦粉と分離した牛乳と潰れかけたイチゴの混合物が、口に放り込まれた。

　カイは眉まゆひとつ動かさずに、おいしいよ、と笑ったが、飲み込んだ瞬しゆん間かんに顔色が変わった。口元を押さえてトイレに駆け込み、五分後に半病人の顔で戻ってきた。

　ただならぬ事態に、ファンメイは慌てた。自分も試食してみるべきか、それともこんな危険なものは早々に処分してしまうべきかと悩んでいると、待ちくたびれたシャオロンが顔を覗のぞかせた。なんだか覇は気きのない三人の様子に首をかしげ、テーブルの上のケーキを見つけて、一目散に飛びついた。

　止める間もなかった。誰だれもが、目を閉じた。

　生焼け小麦と分離牛乳とイチゴの残ざん骸がいの混合物が、口に放り込まれた。

『……おいしい』

　誰もが耳を疑った。

　シャオロンは、メイありがと、と笑い、それはそれはうれしそうな顔で巨大なケーキを消費し始めた。

　ルーティとカイはぽかんと口を開け、ファンメイは、なんだそんなにひどいできじゃなかったんだ、と安心した。

　わたしも食べよ──そう思ったときには、最後のひと切れがシャオロンの口に放り込まれたあとだった。わたしまだ食べてないのに、とファンメイは怒り、おいしかったからつい、とシャオロンは謝あやまった。そう言われると悪い気はしなかった。ファンメイはたちまち機嫌を直し、また作ってあげるね、と約束した。

　あと片づけの途中に、残ったスポンジの切れ端を発見した。

　うきうきした気分で、自分の作品を味見した。

　危うく死ぬところだった。

　シャオロンはその日の夕食に顔を出さなかっただけで、次の日の訓練にはなにごともなかったかのように現れた。

　涙目のファンメイに驚おどろいた様子で、どうしたんだよ、と言った。

　ファンメイは言葉を詰まらせながら、昨日のことを謝ろうとした。

　ケーキ、とひと言口にした途端に、ありがと、と遮られてしまった。

　おいしかった、と頑強に主張するシャオロンの笑顔が、よけいにファンメイを傷つけた。

　たぶん、あのとき初めて、二人はケンカした。

　結局、ケーキの件を謝ることはできなかった。

　とうとう、できなかった。

　……いつもそうだ。

　シャオはいつも、わたしのことを気遣ってくれる。

　自分のことは放っておいて、わたしを守ってくれる。

　わたしがそのことに気づくのは、いつだってずっとあと。

　お礼を言うことはできないし、謝らせてもくれない。

　シャオは勝手だ。

　勝手で、いじわるで、優しくて。

　──そんなシャオロンのことが、ファンメイは大好きだった。




　駆け寄って抱き起こしたとき、シャオロンはまだ息をしていた。

　生きているのが信じられない状態で、それでもまだ生きていた。

　顔の右半分がべっとりと血に濡ぬれていて、頭に開いた穴から向こう側が覗のぞいて見えた。両腕の肘ひじから先はぼろぼろに崩れて、黒い水に融とけていた。なにもかもが黒く染まっていくのに、傷口からあふれる血だけが赤いままで、ファンメイにはそれがシャオロンの命そのものに見えた。瞳どう孔こう拡大、脈拍微弱、血圧三〇、体温二一度、生命維持限界を突破、蘇そ生せい処置は不可能──無意識にそこまで分析している自分がいやになる。必死に少年の名を呼び、体を揺さぶる。けが人を動かしてはいけないなんて当たり前の理屈は、沸ふつ騰とうした頭の中では一秒だってもたない。

　シャオが死ぬ。

　わたしのせいで。

　わたしがころした。

　それ以外のことが、なにひとつ考えられない。

　……シャオロンの体が、かすかに動いた。

　わずかに光の戻ったとび色の瞳ひとみで、ファンメイを見上げた。

　血の気のない唇が、弱々しく動く。

　弾はじかれるように、少年の口元に耳を寄せた。

「……メイ」吐息にまぎれてしまうくらいの、小さな声だった。「ありがと」

　なにを言われたのか、わからなかった。

「シャオ？」少年の顔を覗のぞき込む。

「……やっと……思い出したんだ」シャオロンは微笑ほほえみ、通路の暗くら闇やみをぼんやりと見つめた。「すごく、大切なこと……おれが誰だれで、なんでここにいるのか……やっと……」

　夢を見るような、どこか楽しげな口調だった。

　シャオロンが狂ってしまったのだと、ファンメイは思った。

　黒い水に濡ぬれた体を、必死に抱きしめた。

　──しっかりして。

　そんな当たり前の言葉を、口にすることさえできなかった。

「……そうだよ……あのとき……」息も絶え絶えに、シャオロンは喋しやべり続ける。「……あのときは、おれがメイを殺したんだ。だから……今度こそ失敗しないように……間違えないように……よかった……ホントによかった……」

　声は細く、切れ切れになっていく。皮ひ膚ふが崩れ、右足が融とけ落ち、眼球からあふれた黒い水が涙のように頰ほおを伝い、それでも、シャオロンは話すことをやめない。

　ファンメイはどうすることもできない。

　ばかみたいに黙だまって、シャオロンの声を聞くことしかできない。

「……これでいい……これでいいんだ……メイは悪くない……ルーティも……カイも……誰だれも……悪くなんか……」黒い水が少年の両目を覆おおう。もうなにも映さない瞳で、必死にファンメイの顔を見上げる。「……おれ、今度こそ、にんげ……人間のままで……メイのこと……守って……守れた……おれの、勝ち……よかった……メイ……そうだ」

　消えかかっていた声が、力を取り戻した。

「……今日……メイの、誕たん生じよう日だろ？……プレゼントが……あるんだ……ズボンの、ポケット……」

　言われるままに、ファンメイはポケットを探る。

　黒い水でぐっしょりと濡れたポケットの中に、小さなものを見つけた。

　飾り気のない、銀色の指輪だった。
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「……どう……かな……？　サイズ……合うと……思うんだけど……」

　不安そうなシャオロンの声に、ファンメイは自動人形のように動いた。何度も指輪を取り落としそうになりながら、震ふるえる指にはめた。

　指輪の感触が伝わるように、少年の頰ほおをそっと撫なでた。

　頭の中が真っ白で、なにを言ったらいいのかわからなかった。

　シャオロンは、ゆっくりとうなずいた。

　崩れかけた口元に、淡い笑みが浮かんでいた。

「……たんじょうび……おめでと」

　──腕の中の重みが、なくなった。

　まるでそれが本来の姿であったかのように、少年の体は瞬しゆん時じに黒い液体に融とけた。抱き止めようとした腕をすり抜けて、水は床に零こぼれ落ちた。

　声を上げる間もなかった。

　雷レイ・小龍シヤオロンという名の少年の体は跡形もなく消えうせ、あとにはただ黒い水たまりの上に、小さな靴くつと結んだままの包帯が浮かんでいた。

　水たまりの底には血の混じった肉片がジャムのように沈殿し、かろうじて、それが人間であったことを示していた。

　最後に残った戦せん闘とう服が、ファンメイの手から滑り落ちて、水たまりにいびつな波紋を描いた。

　それが自分のものよりひとまわり大きいことに、ファンメイは初めて気づいた。やっぱり男の子だったんだ、とぼんやりと思い、そんなことを考えている自分の正気を疑った。心の中が冷たくて、なにもかもが現実の出来事とは思えなかった。

　人間の心にはきっと、本当に辛つらいことがあったときに狂ってしまわないための安全装置がついているのだろう──そんなことを、ふと考えた。

　通路の冷たい壁かべに背中を寄せて、両手と翼つばさで膝ひざを抱えた。

　かつては少年の体であった水たまりを、ぼんやりと見つめた。

　水。

　黒い水。

　自分をごまかすことは、もうできなかった。

　疑いようもなく、それは『黒の水』だった。




　どれくらいそうしていたのかわからない。

　目の前に誰だれかが立っていることに、ファンメイはしばらく気づかなかった。

　のろのろと顔を上げる。

「……ヘイズ……？」

　全力でここまで走ってきたのだろう。ヘイズは額ひたいから汗を滴らせ、大きく肩で息をしていた。

　水たまりの傍らに膝をつき、小さな靴くつを拾い上げる。

　ひどく青ざめた顔で「なにがあった？」

　ファンメイの体が、びくりと震ふるえた。

　止まっていた心が、軋きしみをあげた。

「……水……」冷たく乾いた声は、自分のものとは思えなかった。「……黒の水が攻こう撃げきしてきて、部屋の底が抜けて、ここまで落ちて……シャオが、目、覚まして……それで、いきなり襲おそってきて……わたし、びっくりして……そしたら、急にシャオが逃げて……追いかけたら、来るなっていわれて……それで……」

　大きく息を吸い込む。世界のすべてが現実感を取り戻していく。チタン合金の冷たい床。通路を満たす冷え切った闇やみ。思い出したように明滅を繰くり返す天井のライトの小さな明かり。目の前に横たわる、小さな黒い水たまり。

　ひうっ、というねじくれた吐息が、喉のどから漏れる。

　もうなにも話したくないのに、話すことをやめられない。

「……おれを、ころせって……からだが、いうこときかないって……それで、シャオのつめが……わたしのみぎうで、かってにうごいて……それで……！」

　心の中の安全装置が、跡形もなく砕けた。

　自分でもわけのわからない叫びとともに、ファンメイは右腕を振り上げ、

「──なんでよおっ！」

　ありったけの力で、床に叩たたきつけた。

　痛覚と損傷を表すエラーの群れが、Ⅰ－ブレインを駆け巡った。再び振り上げた右腕は、手首と肘ひじの真ん中でいびつに曲がっていた。構わずもう一度叩きつける。五本の指がでたらめな形に潰つぶれ、砕けた骨が手首から突き出す。

　鮮せん血けつが飛び散り、頰ほおを濡ぬらす。

「なんで止まんないのよばかぁっ！　わたしの……わたしの腕のくせに、なんで言うこと聞かないのよぉっ！」

　ようやく事態に追いついたヘイズが、「なにやってんだ！」と右腕をつかむ。その手を振り解き、ファンメイはさらに右腕を打ち据すえる。何度も何度も叩きつけ、何度も何度も叫ぶ。自分で自分が止められない。

　わかっている。こんなのはただの八つ当たりだ。

　右腕はただ自分の言うことを聞いただけ。あの瞬しゆん間かんに、心が感じたほんの少しの恐怖に、頭に浮かんだわずかな攻こう撃げき衝動に反応しただけ──そんなことぐらい、誰だれに言われなくてもわかっている。それでも、他ほかにどうすることもできない。

　悪いのはわたしじゃない。勝手に動くこの腕が悪いんだ。

　そう思わなければ、わたしはきっと壊こわれてしまう。

　果物を握りつぶすような、鈍い音。

　ぼろくずと成り果てた右腕が、とうとう肘からちぎれ飛んだ。

　ファンメイは勢いあまって体勢を崩し、倒れそうになったところをヘイズに抱き止められ、それ以上は一ミリも動けずに、ただ視線だけが右腕の軌跡を追った。

　腕は、通路の低い天井にゆっくりと放物線を描き、血色の滴を闇やみに振り撒まき、




　──床に触れた瞬間、跡形もなく、黒い水に融とけ落ちた。




　世界が、ぐらりと揺れた。

　ヘイズが「見るな！」と叫んだ気がしたが、よく聞こえなかった。

　Ⅰ－ブレインが『心拍数と発汗量の異常な上昇』を訴える。

　体が小刻みに震ふるえるのを、抑えられない。

　視線を下ろす。

　右の肘から先が、どこにもない。

　顔を上げる。

　小さな水たまりが、そこにある。

　ちょうど右腕くらいの大きさの、『黒の水』の塊。

　頭がおかしくなりそうだった。

　黒の水で作った、かりそめの右足。

　黒の水に融とけた、シャオロンの体。

　──まるで、はじめから全部、黒の水でできていたみたいに……

　恐ろしい考えが、心を埋め尽くした。

「……わたしは……ファン……メイ……」呟つぶやく声は、ひどく虚うつろだった。「……李リ・芳美フアンメイ。シティ・北京ペキン自治軍、技術局特務三課、情報制御能力者開発班、験体番号31。生体制御特化型魔ま法ほう士、開発名『龍りゆう使い』。コード……市民コード……」

　一六桁けたの認証ＩＤと、二五六桁のパスワードを、ファンメイは呪じゆ文もんのように唱えた。

　自分で自分を騙だますための、自分は人間だと信じるための、それは魔法の呪文だった。

「おい、しっかりしろ、おい！」

「……出生登とう録ろくは西暦二一八四年六月八日、シティ・北京、第五階層、第二四地区」ヘイズに肩をつかまれ、激しく揺さぶられ、それでもファンメイはしゃべり続けた。「七歳のときに、魔法士実験の被験体に選抜。好きな色はピンク、好きな模様は水玉、好きな動物はパンダ、好きな食べ物はクッキー。ちゃんとお父さんがいて、お母さんがいて……わたしは……人間……わたしは……わたしは……」

　助けを求めるように、ヘイズを見上げた。

　お前の言うとおりだと、お前は人間だと、そう言ってほしかった。

　噓うそでもいいから、言ってほしかった。

　ヘイズは、苦渋に顔を歪ゆがめ、逃げるように目をそらした。

　それが答えだった。

　声にならない悲鳴が、喉のどの奥でくぐもった音を立てた。

　震ふるえる手で、自分の頰ほおを撫なでた。

　得体の知れないなにかが、記き憶おくの闇やみの底で蠢うごめいていた。




　朽ちていく体。

　今にも消えてしまいそうな意識。

　弱々しい擬ぎ似じ心臓の鼓動。

　零こぼれ落ちる黒の水。

　──わたしは、やっと、自分が




　ヘイズが、ファンメイの肩から手を放し、ゆっくりと立ち上がった。

　放り出してしまった靴くつを拾い集め、亡なき骸がらの側そばに並べて置く。

　なにかを考えるようにじっと目を閉じ、ややあって、ぽつりと口を開いた。

「──知りたいか？」

　虚脱状態に陥っていたファンメイは、かろうじて「え？」と答えた。

　ヘイズは、小さく息を吐いた。

　何度かためらってから、意を決したようにファンメイをまっすぐ見下ろし、

「……第二階層はほとんど調べた。残ってるのはこの奥の部屋だけ……お前のほしがってる答えは、そこにある」言葉を切り、手を差し伸べる。「キツイ話だ。知らなかった方がよかったって、そう思うかもしれねぇ。それでも知りたいか？」

　なにを言われたのか理解するのに、少し時間が必要だった。

　差し出された手と、ヘイズの顔に、ぼんやりと視線をさまよわせた。

　答え。

　脳の片隅に残っていたわずかな理性が、その言葉に反応した。

「……教えて」

　気がついたときには、目の前の、ヘイズの手にすがっていた。

　そうするしかなかった。

　どんなにひどい真実でも、今よりはマシだと思った。

　このままなにもわからずにいたら、壊こわれてしまいそうだった。

　ふらつく体を引きずって立ち上がり、Ⅰ－ブレインを動かした。床に飛び散った黒の水を吸い上げて、腕を修復した。大部分はシャオロンの亡なき骸がらと溶け合ってしまっていたけど、ちゃんと少年の分は残しておいた。

　ふと、思いついた。

　丁寧に並べられた靴くつを拾い上げ、水たまりの底に沈めた。戦せん闘とう服も丁寧に広げて、黒の水を覆おおい隠すように置いた。

　そうやっておけば、シャオロンが生き返るかもしれないと思った。

　そんな夢みたいなことを考えなければ、まともに歩くことさえもできなかった。




　ヘイズの言う『最後の部屋』にたどり着くには、曲がりくねった通路をさまよい、全部で八枚の隔かく壁へきをこじ開けなければならなかった。チタン合金の隔壁には例外なく厳げん重じゆうなロックと情報強化が施され、一三ヶ国語の警けい告こく文ぶんが最高レベルの危険を訴えていた。

　ヘイズは携帯端末を操り、ロックをひとつずつ破は壊かいしていった。

　ファンメイはショックから立ち直れないままに、ただヘイズの背中を追った。

　はじめから終わりまで、二人は一度も口を開かず、互いの顔を見ようともしなかった。

　ようやく最後の隔壁の前にたどり着いたのは、三〇分が過ぎた頃ころだった。二枚の隔壁に挟まれたその場所は少し広い空間になっていて、天井といわず床といわず、四方のすべてが分厚い装甲で厳げん重じゆうに鎧よろわれていた。ファンメイたちが入ってきたのと反対側の隔かく壁へきはひときわものものしい警けい告こく文ぶんに彩られ、『験体培ばい養よう室』とプレートが張りつけられていた。

　その光景にファンメイはかすかな違和感を覚えた。

　ずっと前に、ここに来たことがあるような気がした。

　ヘイズが隔壁に歩み寄り、銃のグリップで脇わきのタッチパネルを叩たたき割った。

　内部の回路に端末を接続して、プログラムを走らせ、

「──ここを開ける前に、話しとくことがある」

　そこでやっとファンメイを振り返り、前置きなしに切り出した。

　部屋の様子に気を取られていたファンメイは、一いつ瞬しゆんなにを言われたのかわからずに「え？」と答えた。

「……話？」

「ああ」ヘイズは、携帯端末を床に置いた。「ここの、第二階層のデータを調べてわかった、龍りゆう使いの歴史だ」

　頭の神経が、ようやくつながった。

　喉のどがこくんと音を立てる。

　龍使いの歴史。

　わたしの、正体。

　冷たいなにかが、心臓をわしづかみにした。

　体が震ふるえそうになるのを必死にこらえ、うなずく。

　ヘイズはうなずき返し、静かに語り始めた。

「──西暦二一八四年三月。シティ・北京ペキン自治軍、技術局特務三課。そこで、生体制御特化型魔ま法ほう士、開発名『龍使い』の研究が始まった」

　そこでいったん言葉を切り、視線だけで「続けていいか？」と問う。

　ファンメイはうなずく。

　自分の知っている歴史では研究が始まるのは二一八八年なのだが、それはこの際どうでもいいことだ。

　ヘイズは先を続けた。

「──研究の中心になったのは当時の技術局総局長、アルフレッド・ウィッテン……まぁ、こいつのことはどうでもいい。とにかく、研究は『龍使い』の基き礎そ理論に始まり、Ⅰ－ブレインのシステム構こう築ちくを経て、試作品の開発へと進んだ。能力の自由度を増すために『黒の水』が考案され、シミュレーションも完かん壁ぺきに成功した。問題はそのあとだ」

　研究開始から半年後、西暦二一八四年九月、実験はついに最終段階に入った。

　完成したⅠ－ブレインの、人体に対する埋め込み。士官候補生の中からひそかに集められた被験者たちは、期待に胸を膨ふくらませ、自分たちの栄光を信じて手術台に上った。

　一人の脱落者も出すことなく、手術は無事成功。被験者たちは生命維い持じ槽そうの中でおよそ二ヶ月にわたる最終調整を施されたあと、黒の水との接続実験に臨のぞんだ。

　だが、この実験はのちに、シティ・北京ペキンの公式記き録ろくからは永久に抹まつ消しようされることになる。

　実験は、失敗に終わった。

「……え？」ファンメイは思わず口を挟んだ。「……しっぱい……？」

「そうだ。一三名の被験者は原因不明の昏こん睡すい状態に陥って、大半のヤツがその日のうちに暴走した。トチ狂って化け物みたいな状態になった挙句、研究所の壁かべをぶち破って逃げ出そうとしたところを処分された」

　言葉を切り、息を吐く。

「責任問題とかいろいろあったみてぇだけど、そりゃどうでもいい。とにかく、研究者は躍やつ起きになって暴走の原因を調べた。それでわかったのは、Ⅰ－ブレインにも黒の水にも問題はなにひとつなかったってことだ」

　暴走の原因は拒絶反応──人間の体に取り込まれた黒の水を、本来の人間部分が異物として拒絶する現象だった。

　無論、人体が拒絶反応を起こすことは、研究者たちも予測していた。極限まで拒絶反応を抑えるために験体には可能な限りの処置が施され、少なくとも計算上は、どこにも問題はないはずだった。

　だが、いかに小さくとも、〇・〇〇〇〇〇〇一は断じてゼロではない。

　どんな手段を用いたとしても、反応を完かん壁ぺきに消滅させることは不可能だ。

　シミュレーションでは無視されてしまう程度の、ほんのわずかな『人間部分』の抵抗。黒の水はそれを攻こう撃げきと認識して、対抗進化を始める。体組織の内部に独自の回路を形成し、拒絶反応を抑えようとする。

　進化した黒の水に人体はさらに過激に反応し、その反応がまた黒の水のさらなる進化を誘発し、連れん鎖さ反応の末についには全身が黒の水に支配され、脳が侵食されてしまう。

　それが『暴走』の正体だった。

「……被験者は全員、まだ一〇代の士官候補生だった。問答無用で暴走したのが九人、ほんの数日間でも『人間』を保っていられたのが四人……で、こいつがその中の一人。最後まで生き残った、一番適正の高かった験体だ」

　差し出された記き憶おく素子を受け取り、映像を読み出して、ファンメイは目を見開いた。

　一人の少女の姿が、有機コードを介して脳裏に映し出された。

　黒髪に黒くろ瞳ひとみ、三つ編みおさげの、どこか大人おとなびた少女。

　軍の礼服に身を包み、はにかんだように笑うその顔は。

「これ……わたし……」

「──験体番号13番、李リ・芳美フアンメイ。当時一六歳」淡々と、ヘイズは告げた。「一四年前、西暦二一八四年一〇月一一日、魔ま法ほう士実験の失敗で、死んだ」




　床に置き去りにされていた携帯端末が、小さな電子音で作業の終了を知らせた。

　ヘイズは端末を拾い上げ、キーを叩たたいた。

「……龍りゆう使いの欠陥を修正するために、すぐに次のプロジェクトが立ち上げられた。普通の人間に黒の水を接続するのがダメなら、はじめから人間と黒の水の混合体を作って、成長段階で二つの部分をすり合わせりゃいい──連中はそう考えた」

　第一次実験の失敗を踏まえて、計画はあくまでも慎重に、最悪のケースを想定して進められた。実験体が最終的に暴走することを前提に、外界から隔離された特殊な実験施設が用意された。内部で育成される験体には『自分はⅠ－ブレイン埋め込み手術を受けた後天性の魔法士である』という偽の記き憶おくが植えつけられ、外部への脱出が不可能なように、暴走した際には自動的に機能を停止するように、何重ものプロテクトが施された。

　実験サンプルの素体には、第一次実験において最も高い適正を示した四人の遺い伝でん子しと記憶が使われた。四種類の実験体は受精卵のレベルから人工合成され、培ばい養よう槽そうの中で静かに目覚めのときを待った。

　西暦二一八五年二月、実験開始から二年後のその日。

　子供たちを乗せた島は、ヒマラヤ山脈上空、高度二万二〇〇〇メートルの空に──

「待ってよ！」ファンメイは思わず叫んだ。「そんなのおかしい！　計算ぜんぜん合ってない！　だって、だってわたし七年前に」

「お前の言うとおりだ」ヘイズは静かな口調で反論を遮った。「だから、この話には、まだ続きがある」

　島は実験場であると同時に、もうひとつ、別の機能を備えていた。

　験体が暴走することを前提に作られたこの施設に不可欠な設備。

　失敗した験体を回収してデータを収集し、それを元に違うパターンのサンプルを自動的に合成する『工場』としての機能。

　生み出されたサンプルは偽りの記憶を植えつけられ、実験場で再び暴走までのデータを収集され、それを元にして、さらに次のサンプルが作成される。すべての実験は自動的に、永久に繰くり返され、蓄積されたデータは本国に送られて、いつの日か完全な『龍使い』を生み出すはずだった。

　だが、そのわずか一年後に世界大戦が勃発し、シティ・北京ペキンは地球上から消滅。

　子供たちは、歴史から忘れられた。

「実験サンプルを自動的に合成する、この島の心臓部……」ヘイズは携帯端末を閉じ、接続端子を引き抜く。「それが、ここだ」

『験体培ばい養よう室』の隔かく壁へきが、ゆっくりと持ち上がっていく。

　差し込む光が、通路の闇やみを押しのける。

　扉の向こうは、意外なほど明るい。

　ふらつく体を引きずって、部屋に足を踏み入れた。

　逆光の中に浮かび上がる無数のシルエットに、じっと目を凝こらした。

　入り口のすぐ側そば、ファンメイの右手にそびえる、円筒ガラスの培ばい養よう槽そう。

　その中に浮かんでいるのが誰だれなのか、一いつ瞬しゆん、わからなかった。

　──体中の血が逆流する音が、聞こえた気がした。

　ぐらりと膝ひざが砕け、危うく倒れそうになったところを、ヘイズに背中から支えられた。

　培養槽の中に『わたし』がいた

　長い黒髪を羊よう水すいにたゆたわせ、人形めいた顔にあいまいな笑みを浮かべ、ガラス玉のような瞳ひとみでこっちを見下ろしていた。

　ヘイズの手を押しのけて、培養槽に歩み寄った。

　目の前に浮かぶ自分を、声もなく見上げた。

　頭が、割れそうに痛んだ。

　脳の奥底で、なにかが砕けた。

　見たこともないはずの光景が、一人の少女の姿が、記き憶おく領域を埋め尽くす。

　ファンメイは、目を見開いた。

　吹き抜ける凍えた大気、むせ返る血の臭におい、験体培養室を照らすライトの冷たい光。

　少女はブラウスとスカートに身を包み、ほどけた三つ編みを背中にたらし、壊こわれかけの体を引きずって、必死に端末を操作する。

　Ⅰ－ブレインを半分失い、潰つぶれかけの心臓は今にも止まりそうで、それでも瞳から意志の力が絶えることはなく、口元に浮かぶ不適な笑みは揺るぎもしない。

　右腕はとうに崩れ去り、左足もなかば消えかけて、それでも培養槽を背中にどうにか体を支え、残った左腕でキーを叩たたき続ける。

　培養槽に浮かぶ小さな『自分』の小さな頭に、ありったけのデータを流し込んでいく。

　この子には、わたしの分まで幸せになってほしい、と思う。

　やがて、小さな電子音が響ひびき、少女は満足げに息を吐く。

　羊水の中でまどろむ次の『自分』に、そっと微笑ほほえみかける。

　うなじの有機コードを引き抜こうとしてやめる。もう少しこのままで。この子には、わたしの記憶の最後のひとかけらまでも、持っていってほしいと思う。

　役目を終えた左腕が、根元から崩れ落ちる。

　機能停止した心臓の代わりに、細胞を寄せ集めて作った擬ぎ似じ心臓がかりそめの鼓動を刻む。

　立ち上がることは、もうできない。

　残されたわずかな力をかき集め、

　最後の願いを、言葉に乗せる。

　……今度生まれてくるときは、きっと




「──メイ」

　やわらかい声に、ファンメイの意識は現実へと引き戻された。

　びくりと体を震ふるわせ、反射的にヘイズを振り返る。

　ヘイズは険しい目で、部屋の奥を睨にらみつけていた。

　……違う。

　今の声は。

　ヘイズの視線をゆっくりとたどり、ファンメイは息を吞のんだ。

　部屋の奥、培ばい養よう槽そうの回廊に立ち尽くす少女の姿を、呆ぼう然ぜんと見つめた。

「……ルー……ティ……？」

「とうとう、ここまで来たのね」

　ひどく悲しそうに、ルーティは微笑ほほえんだ。




　ようやく光に慣れた目が、周囲の様子をはっきりと捉とらえていく。

　高い天井、むき出しのパイプ。通路のような細い部屋の両りよう脇わきを等間隔に埋める、円筒ガラスの培養槽。壁かべにも床にも破は壊かいの跡が色いろ濃こく残っているのに、培養槽だけが無傷のままで残されている。

　羊よう水すいの中には、四人の子供たちが、穏おだやかな顔で浮かんでいる。

　二人の少年と二人の少女の、数え切れないほどの複製が、壁に沿って整然と列をなしている。

　ルーティは、なにかを探すように一いつ瞬しゆんだけ目を泳がせ、ため息をついた。

「そう……やっぱり、シャオはダメだったの」

　ヘイズが右手を構え、ファンメイをかばうように割って入った。

「カイは、どこだ？」

　ルーティはわずかに首を捻ひねり、背後を、部屋の奥を振り返った。

「この先のエレベータ・ルームから、第三階層に向かいました」ファンメイたちに向き直り「……私には、どうすることもできなかった」

　なにもかもに疲れ果てた、老人のような顔をしていた。

　ヘイズは右手の構えを解き、短く問うた。

「暴走、か？」

「ええ……」ルーティはうなずき、小さく笑った。「もう、知ってるんですね。ここがなんのための部屋なのかってことも、私たちが欠陥品だってことも」

　通路の両りよう脇わきに並ぶガラス筒に、ゆっくりと視線を巡らせる。羊よう水すいの中に浮かぶ四種類の実験体を、じっと見つめる。

「やっぱ、そうなのか」ヘイズの声が、かすかに沈んだ。「お前らは、ここで製造された……」

「そうです」ルーティは、培ばい養よう槽そうのガラスを愛いとしむように撫なで「私は……私たちは、黒の水と人体の齟そ齬ごを修正するために作られた実験体。化学合成された受精卵から生まれ、なにも知らずに生きて、いずれは暴走して死ぬ、それだけの存在……」

　その言葉に心の中でうなずいている自分に、ファンメイは驚おどろいた。

　記き憶おくの闇やみから解き放たれた『真実』が、当たり前のようにそこにあった。

　──わたしは、ここで死んで、ここで生まれた。

　そんなことを考えている間にも、ヘイズとルーティの会話は続いた。

「ってことは……お前らが生まれたのは七年前」

「西暦二一九一年──ヘイズさんが調べたとおりです」

「じゃあ、その前は？」

「……私たちがいったい何番目の実験体なのかは、正直、私にもよくわかりません。たぶん四番目か、五番目なんだと思います。……ほとんどの実験は一年か……長くても二年で失敗したみたいですから」

「ちょっと待て」ヘイズの声に、訝いぶかるような調子が混ざった。「じゃあ、なんでお前らは……お前らだけが七年も暴走しなかったんだ？」

「それは……」ルーティは、言いよどんだ。

　ファンメイはぎゅっと目を閉じ、肺の中の空気を残らず吐き出し、吸い込んだ。

　わたしが今日まで暴走せずに、生きてこられた理由。

　七年前に、この場所で起こった出来事。

　その答えを、ファンメイは、もう知っていた。

「──ルーティの、おかげなの」

　ヘイズが怪け訝げんそうに振り返る。

　その顔を見上げ、ファンメイはもう一度、息を吸い込んだ。

「ルーティは、ずっと前……生まれる前から、暴走を抑えるための薬を作ってたの」ヘイズの前に進み出て、まっすぐにルーティを見つめる。「そうよね？　ルーティ」

「……思い出したのね」

　ルーティの顔には、深い諦あきらめが浮かんでいた。




　　　　††††††††††††††




　今から七年前、西暦二一九一年。

　ファンメイは、この島にいた。

　シティ・北京ペキン自治軍、技術局特務三課、情報制御能力者開発班、験体番号27。

　Ⅰ－ブレイン埋め込み手術を受けて魔ま法ほう士となり、晴れてこの島に送られてきた、弱冠一六歳の士官候補生。

　それが、少女に与えられた記き憶おくだった。

　繰くり返される訓練と、日々の暮らし。

　三人の仲間と切せつ磋さ琢たく磨まする、厳きびしく、楽しい毎日。

　それが壊こわれる日が来ることなど、その頃ころのファンメイは想像すらしていなかった。




　はじめは、ほんの些さ細さいなきっかけだった。

　その日、中央訓練場でいつものように花の手入れをしていたファンメイは、奇妙な電磁波を感じた。はじめは待機ブースの端末の故障かと思ったのだが、どうもそうではない。ルーティたちを呼んで詳しく調べてみると、どうもその電波は島の外から来ているようだった。

　あとになってわかったのだが、ファンメイが聞いたその電波は、たまたま島の真下を通過した船のFWeyeが放った、通信信号だった。

　以前から外のことが気になっていたファンメイたちは、興きよう味み本位でこの電波を解析し、通信の中にいくつか奇妙な点を見つけた。

　通信の全体をもやのように覆おおう、あり得ないレベルのノイズ。

　どこの軍のものでもない暗号パターン。

　そして、会話の中に繰くり返される『大戦』という言葉。

　四人は交代で見張り役を設け、外の電波を集めるようになった。民間船のたわいもない雑談、軍の作戦行動を示す暗号──ほとんどノイズと変わらないような通信を拾い上げ、わずかな情報をつなぎ合わせて、やがて、四人は重大な事実にたどり着くことになる。

「外の世界が大変なことになってて、いつまで待っても誰だれも迎えに来ないんだってわかって……」ファンメイは、ヘイズを振り返り「それで、どうにかしてこの島を脱出しようって、みんなで計画を練ったの」

　言葉を切り、息を吐く。

　そのあとを、ルーティが引き継いだ。

「翼つばさを作って飛べばいい──メイが言い出したのよね。おかしな話だけど、あの頃ころの私たちはそんなこと思いつきもしなかったし、できるとも思ってなかった。メイが『わたしが実験台になる』って言って、みんなでⅠ－ブレインを調整して、何日も徹てつ夜やして、やっとできたって大喜びして……」

　とうとう翼が完成し、飛び立つ日がやってきた。見守る三人に『ちょっと行ってくるね』と言い残し、ファンメイは翼を羽ばたかせた。

　誰だれもが、成功を信じて疑わなかった。

　少女がガラスの天てん蓋がいを乗り越えた瞬しゆん間かん、誰もが歓かん声せいをあげた。

　だが、その次の一瞬に、希望は絶望へと変わった。

　少女が苦しみに身を仰のけぞらせ、黒い翼つばさが融とけ落ち、支えを失った少女の体はまっさかさまに訓練場へと落ちていった。

　ファンメイは、空に届かなかった。

「……私たちの頭に仕掛けられたプロテクトに、みんなが初めて気づいた。カイもシャオも私も自暴自棄になって、それでも、メイだけが諦あきらめなかった」

　プロテクトを解除する手段を求めて、ファンメイたちは通気ダクトから第二階層に向かった。Ⅰ－ブレインが使えない状態で、それでもどうにかデータライブラリにたどり着き、四人はそこで、すべての真実を知った。

　今のファンメイと、同じように。

「第一階層に戻った私たちは、必死に解決策を探した。私とシャオが暴走を抑えるための薬を作って、メイはカイと一緒にプロテクトを外すための研究を始めて──でも、それも全部ムダだった。なにもかも、とっくに手遅れだった」

　最初に症状が現れたのは、カイだった。

　頭が思うように働かなくなり、昏こん睡すいを繰くり返し、血の代わりに黒の水を吐き、ついには体が勝手に他者を攻こう撃げきするようになった。

　ほどなくして、ルーティの体にも異変が起こり、あとを追うようにシャオロンが倒れた。

　そして、五月も終わりに近づいたその日、最後まで残っていたファンメイが、とうとう体の異常を訴えた。

「今度も、最後まで諦めなかったのはメイだった。わたしたちがダメでもこの次は、せめて次に生まれてくる『わたし』たちにはこんな思いはさせたくない──メイ、あのときそう言ったわよね？　私もカイもシャオも、ちょっと感動したのよ」

　今の自分たちの記き憶おくと、自分たちがなし得た限りの研究を、なんとか形として残す。データライブラリに書き込んだデータはすべて初期化されてしまうから、データの保存先は実験サンプルの、次の『自分』たちのⅠ－ブレイン。

　第二階層に再び侵入し、験体培ばい養よう室に特攻して、サンプルのプログラムを書き換える。

　西暦二一九一年六月八日、ファンメイの誕たん生じよう日に、作戦は決行された。

「私とカイが突破口を開いて、そこにメイとシャオが突っ込む。一番まともな判断力が残ってるのはメイだったから、次の『私たち』にデータを書き込むのはメイの役目。そのあとのことは私の記憶には残ってないけど……」

「ちゃんと成功したの」耐え切れずに、ファンメイは言葉を吐き出した。「わたしはここにたどり着いて、サンプルの脳にデータを書き込んで、そこで動けなくなって……最後は、シャオに、殺してもらったの……」

　ルーティはそう、と呟つぶやき、先を続けた。

「──次に目が覚めたら、そこは私の部屋のベッドの上で、体はどういうわけか一〇歳の子供だったけど、でも、ちゃんと『前の私』の記き憶おくが残ってた。私は喜んで、真っ先にメイの部屋に行ったのよ。……なのに」

　ファンメイの部屋に駆けつけたルーティが見たもの。

　それは、七歳の子供の体をまとい、無邪気に笑う、ファンメイの姿だった。

「急ごしらえのプログラムだったから、どんな不備があったのかわからない。とにかく、前と同じように一六歳で生まれてくるはずだった私たちは一〇歳と七歳に分かれてしまって、おまけに、あなたとシャオは、昔の記憶を完全になくしてた」

　すべてを忘れてしまった七歳の二人を前に、ルーティとカイは途方にくれた。

　自分たちも、前の自分たちと同じように、いずれは暴走してしまう。

　いったい、どうしたらいいのか。

　二人は何度も話し合い、ひとつの結論に達した。

　ルーティは暴走を抑えるための薬を作り、カイはプロテクトを外す方法を探る。

　そして、ファンメイとシャオロンの二人には、すべての真実を隠し通す。

「なんで？」ファンメイは、思わず叫んだ。「なんで教えてくれなかったの？　なんで二人だけで抱え込んじゃったのよ！」

「教えてどうなるっていうの？」押し殺したような声で、ルーティは答える。「記憶のないあなたたちにそんなこと教えたって、なんの役にも立たないじゃない！　下へ手たなことをして混乱の元になるよりは、なにも知らないままでいてもらった方が都合が良かったのよ！　だから……だから……」

　言葉が途切れる。

　ルーティの喉のどから、低い嗚お咽えつが漏れる。

　こらえ切れなくなったように目を閉じ、

「……ごめんなさい。今の、全部ウソ」

　声を震ふるわせた。

「本当は全部、カイと私のわがままなの。ちゃんと説明して、記憶を取り戻させた方がいいって、何度も思った。けど……だけどあなたたち、本当に楽しそうで、本当に幸せそうで……それ見てたら私たちも、昔の自分に、なにも知らずに幸せだった頃ころに戻れる気がして……だから、言えなかった」

　あふれた涙が一滴、頰ほおを濡ぬらした。

　手の甲で涙を振り払い、ルーティは話を続けた。

「……それから七年は、毎日が戦いだった。私は来る日も来る日も薬を作って、それを食事に混ぜてなにも知らないあなたたちに投与し続けた。できそこないの薬でもそれなりの効果はあったみたいで、一年経たち、二年経ち、三年経っても暴走の兆候は影も形も見えなかった」

　このままいつまでも生きていけるのではないか──そんなことを考えながら五年が過ぎて、六年目の春だった。

　三月もいよいよ終わりに差しかかり、桜のつぼみがほころび始めたその日。

　とうとう、カイが倒れた。

　薬によって抑えつけられながらも、『黒の水』は確実に、カイの体を蝕むしばんでいた。

「それでも、ぼろぼろになってもカイは諦あきらめなかった。症状の進行を食い止めるために脳の一部を強制的に止めて、ものを食べることもベッドから起き上がることもできなくなって、そんなになってもカイは頑張り続けて……私は、それを見てることしかできなかった……」

　残り少ない時間を燃やし尽くすように、カイは狂ったように研究に打ち込んだ。ルーティは不安と恐怖を振り払うために、ひたすらに開発を続けた。一年が過ぎ、ようやく解決の糸口が見え始め、二人は最後の最後までがむしゃらに走り続けて……

「──結局、間に合わなかった」

　ルーティは、悲しそうに微笑ほほえんだ。

「一いつ生しよう懸けん命めい頑張ったけど、ダメだった」

　微笑みながら、泣いていた。

　ルーティは涙をぬぐい、ポケットから白い錠じよう剤ざいの入った小こ瓶びんを取り出して、ファンメイに投げてよこした。

　ファンメイはそれを空中でキャッチし、

「……これ……なに？」

「私が七年かけて作った、暴走を抑えるための薬。まだ完かん璧ぺきとはいえないけど、少なくとも症状の進行は食い止められる。カイにはもう無理だったけど、メイにならまだ間に合うかもしれない。体に、どこかおかしいところはある？」

　ファンメイの体が、びくりと震ふるえる。

「体が……勝手に動いて……」

　ルーティは、そう、と呟つぶやき、

「それなら、まだ大丈夫。無意識下の思考に体が自動反応するのは、暴走の最初の段階だから……それと、これ」続いて、一枚のディスクが渡される。「カイが作ってた、プロテクトを解除するためのプログラム。有機コードを使ってⅠ－ブレインに取り込めば、自動的に発動する……でも……」

「でも？」

「そのプログラム、完全じゃないの」残酷な事実を、ルーティは口にした。「カイは、自分にかけられたプロテクトを解除した──最後のピースは、カイのⅠ－ブレインの中よ」

　なにを言われたのか、わからなかった。

　手の中の小さなディスクを、じっと見つめた。

　ルーティの言葉が、少しずつ頭に浸透していく。

「……や……やだ……」やっと、意味がわかった。「そんなこと……できない……」

「やるのよ」ルーティの声は、冷酷そのものだった。「メイが助かるには、もうそれしかない。それに、このままカイを放っておいたら、とんでもないことになってしまう──カイを殺して、Ⅰ－ブレインからデータを取り出すの」

「……やだ……そんなの、できないよぉ……」逃げるようにあとずさり、はっと気づいて「そうよ、どうしてわたしなの？　ルーティだって、このままじゃ逃げられないクセに、なんでわたしにばっかりそんなこと言うのよぉっ！」

　必死の叫びに、ルーティは力なく首を振った。

「私は、もう、ここまでなの」

「なんで？　だって、暴走を抑えるための薬は完成したんでしょ？　じゃあ！」

　ルーティは、ゆっくりと前髪をかき上げた。

　ファンメイは、息を吞のんだ。

「ルーティ……それ……」

　額ひたいに開いた穴から、赤い筋が流れていた。

　Ⅰ－ブレインを貫通する、龍りゆう使いにとっての致命傷。

「カイが暴走したときに、私はなにもかも諦あきらめちゃったの。これはその代だい償しよう……私も、もうすぐ暴走するわ。だから、私はここまで」

「……ルーティ、わたし」

「カイは、第三階層に向かったわ」

　ファンメイの言葉を遮り、ルーティは言った。

「え？」

「カイは暴走して、でも、カイの頭の中にはもうプロテクトは存在しない」いったん言葉を切り、ファンメイの瞳ひとみをまっすぐに見み据すえて「この意味、わかる？」

　ファンメイは動けない。

　ルーティの言葉が、頭の中で明確な形を作っていく。

　カイの向かった、第三階層。

　ファンメイの記き憶おくが正しければ、そこにはひとつのシステムが存在するはずだ。

　龍使い専用の外部端末であり、同時に龍使いの原料そのものでもある特殊な原形細胞の集合体、『黒の水』。

　それを無限に生み出す、この島のもうひとつの心臓部。

　──脳内プロテクトから解放された暴走体が、無制限な量の黒の水を手に入れる。

　そんなことになったら、外の世界は……

　ルーティは、さらに言う。

「わかったら、メイはメイのやるべきことを──」

　突然、ルーティの体がよろけた。

　崩れるように膝ひざをつき、苦しそうに胸を押さえる。

「ルーティっ！」

　ファンメイは悲鳴をあげ、反射的に駆け出そうとして、

「──メイ！　危ない！」

　ルーティの叫び。

　ヘイズに肩をつかまれ、危うく立ち止まったファンメイの目の前を、なにかが走り抜けた。

　ルーティの右腕から生え出した黒い顎あごが、ぎい、と唸うなった。

「……危ないから……それ以上近づいちゃダメ」

　荒い息を吐き、無理やりに体を引き起こすルーティ。

　ファンメイは、魅み入いられたようにその姿を見つめた。

　ルーティは、きれいだった。

　今にも崩れそうな体を必死に支え、融とけ出した黒の水が肌に幾筋も流れ、それでも苦しみを押し隠し、毅き然ぜんと顔を上げたその姿は、

　本当に、きれいだった。

「……ごめんね、メイ。でも、私、がんばったのよ……がんばって、できることは全部やって……それなのに、どうしてこんなことになったのかしら……」黒の水に覆おおわれた目が、ファンメイの隣となりの男を向いた。「ヘイズさん……運命って、変えられると思いますか？」

　ヘイズの吐息が、震ふるえた。

　答えは、なかった。

　ルーティは、問う。

「私がもっとがんばれていたら、別の道を選ぶことができたんでしょうか。メイも、シャオも、カイも、みんな助かって、みんなで『よかったね』って笑えるようなそんな答えが、どこかにあったんでしょうか」小さく、笑う。「それとも、答えははじめから決まっていて、私たちはただそこに向かって走っていただけなんでしょうか」

　瘦やせ細った足が体重を支えられなくなり、砕けた。

「私たち……どうして……こんなふうにしか生まれてこれなかったのかな……」

　ルーティの体は、冷たい床の上に倒れ伏した。

　ファンメイは駆け出し、巨大な顎がその行く手を阻む。

　邪じや魔ま者を無理やり振り払い、なおも駆け出そうとして、追いすがる顎に足を取られ、あと五メートルというところで無様に転んだ。

　無我夢中で手を伸ばした。

　一いつ生しよう懸けん命めい伸ばしたのに、届かなかった。

　涙が、あふれた。

「……メイ」

　ルーティは、上半身だけになった体を捻ひねり、仰あお向むけになった。

　煌きら々きらと輝かがやく天井のライトを、見えない目で見上げた。

「……空が……見えるわ」

　それが、最後の言葉だった。

　ルーティの体は形を失い、ジャムのような細胞の塊と、黒の水に、融とけ落ちた。




　ファンメイの心が止まった。

　こんどこそ、もうダメだった。

　頭の中が空っぽで、まともなことはなにひとつ考えられなかった。それなのに体は震ふるえ、目からはとめどなく涙があふれた。涙が止まらないくせに、どうして自分が泣いているのかわからない。視界に映るすべてがひどくあいまいで、なにもかもが夢の中の出来事みたいだった。

　シャオは死んだ。

　ルーティも死んだ。

　そしてわたしは、今からカイを殺さなければならない。

　もう、なにもかもがいやだった。

　わたしなんで生きてるんだろう、と思った。こんなに苦しいのに、こんなに悲しいのに、どうして生まれてきちゃったんだろう──心の底から思った。

　錆さびついた機械みたいに、ぎこちなく、体を起こした。

　震える腕を持ち上げ、自分の頭に突きつけた。

　指の先を細い触手に変え、Ⅰ－ブレインに狙ねらいを定めて、目を閉じる。

　なんのためらいもなく、筋肉を解き放ち。

　肉と骨を貫く、鈍い感触があって。

　Ⅰ－ブレインには、なにひとつ損傷がなかった。

　どうして自分が生きているのかわからずに、ファンメイはそうっと目を開き、

「……ヘイズ……？」

　目の前の男と、血に濡ぬれた男の手を、呆ぼう然ぜんと見上げた。

　ファンメイの放った触手は、ヘイズの手を刺し貫いていた。

　おそるおそる、触手を引き抜く。

　ヘイズは、穴の開いた右手を無表情に見つめ、

　いきなりその手を振り上げて、ファンメイの頰ほおを叩たたいた。

「……しっかりしろ。まだなにも終わってねぇぞ」

　ファンメイは、動けない。

　ヘイズの顔を見つめ、いやいやと首を振る。

　お願いだから、このまま死なせてほしい。

　ヘイズの手が、肩を揺さぶる。

「こんなところで終わっていいのか？　ルーティがなんて言ったか思い出せ！　お前には、まだやれること、あるだろ！　おい！　聞いてんのか？」

　ファンメイは、答えない。

　そんな当たり前の理屈なんか、ほしくない。

　ヘイズはそんなファンメイをじっと見下ろし、

　自分の眼がん窩かに指を突っ込んで、右目を抉えぐり出した。

「……え？」

　止まっていたファンメイの心に、かすかな衝しよう撃げきが走った。

　ヘイズは取り出した眼球を手のひらにのせ、ファンメイに突きつけた。

「……オレのこっちの目は義眼でな。実験で脳組織を破は壊かいされちまったから、もう二度と元にはもどらねぇ」

「……実験？」

「そうだ。オレもお前と同じ、できそこないの実験体だ」

　ヘイズは、静かに語った。

　魔ま法ほう士実験の験体として生み出され、失敗作と呼ばれたこと。

　実験材料として売り渡され、空くう賊ぞくに拾われたこと。

　たった二年足らずの、幸せな日々。

　すべてを失った、その日のこと。

　──生きて、突っ走って、這はいつくばって、笑え──

「……オレの親おや父じの、遺ゆい言ごんだ」

　その言葉は、空っぽのファンメイの心にすとんと落ちた。

　ヘイズは、ファンメイの体を抱え、そっと立ち上がらせた。

「……生きてりゃいいことがあるなんて、オレは口が裂けても言わねぇ……けどな、そんなのは誰だれだって同じだ。どんなヤツも自分の道の上にいて、その道は曲がりくねってたり穴だらけだったりで、楽なところなんかほとんどなくて……それでも、他ほかにどうしようもねぇから、前に進むことしかできねぇから、だから、歩いてるんだ」

　膝ひざをつき、目の高さをファンメイに合わせて、言う。

「お前がもう歩けねぇって言うんなら、オレにはどうしようもねぇ。けどな、お前はまだ生きてて、まだやれることがあるだろ。せめて、最後にそれだけでも、やってみねぇか？」

　立ち上がり、ファンメイを見下ろして、

「どうする？」

　ファンメイは、その顔をじっと見つめた。

　本当は、行きたくなかった。

　心の中は空っぽのままで、体中のすべての細胞がなにもしたくないと訴えていた。

　それでも、ファンメイはうなずいた。

　ここで死んでしまうよりは、ほんの少しだけ、気の利いた選択だと思った。

　ヘイズは大きく息を吐き、義眼を元の位置に収めた。

「カイは第三階層に向かった──そう言ってたな？」部屋の奥、ルーティの示した道の向こうを見つめ「カイの目的はなんだ？　この下には、なにがある」

　無意識に、ファンメイはこくん、と喉のどを鳴らした。

　第三階層。

　そこにあるのは、

「……管理区画……重力制御システムを兼ねたこの島の中枢……それと」

　──プラント。

「黒の水の……培ばい養ようプラント」
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　ヒマラヤ山脈上空高度一万七〇〇〇メートル。

　ニューデリー空軍を中心とした布陣は、すでに完成しつつあった。

　作戦区域に集結した六ヶ国、三一隻の飛行艦かん艇ていは、『島』の直下、高度一万七〇〇〇メートルの地点を中心として、円陣を組む格好になった。

　雲上航行が可能な二隻の船──ロンドンの『ウィリアム・シェイクスピア』とマサチューセッツの『FA-307』はメンテナンスの不備により出しゆつ撃げきを断念した。

　途中に雲を挟んだこの位置からでは、荷電粒子砲はエネルギーを拡散されてしまい、有効な攻撃手段とはなり得ない。

　攻撃は電磁レールガンによる遠距離砲撃と決定され、FWeyeの観測データに基づく精密なシミュレーションが行われた。

　西暦二一九八年六月八日、現地時間〇五〇〇時。

『作戦開始まで、三六〇〇秒。三五九九、三五九八……』

　カウントダウンが開始された。







　第六章　龍は羽ばたく　～Sunny sky, Clear air～







　深く、暗く、底の見えない縦たて穴あなを、ゆっくりと降りていく。

　ヘイズの体を両腕で抱え、背中の翼つばさをいっぱいに広げて、どこまでも下っていく。

　昨日までファンメイを支えてくれた蝙蝠こうもりの翼は、そこにはない。代わりにあるのは、黒く、艶つややかな、鴉からす色の鳥の羽。かつての自分の背中にあった、遠いあの日に空を目指した一対の翼。

　すべての決着をつけるためには、これでなくてはいけないと思う。

　翼のサイズを補うために、ルーティの体を使わせてもらった。

　あと戻りは、もう、できない。

　行き交うエレベータをやり過ごし、カイが破は壊かいしたと思おぼしき警けい備びシステムの残ざん骸がいを避さけ、第三階層を目指して飛ぶ。

　闇やみは少しずつ濃こく、深く、密度を増していく。

　ファンメイの心の闇も、少しずつ濃のう度どを増していく。

　わたしはカイを殺せるのか、殺せないのか。

　生きていたいのか、死んでしまいたいのか。

　正しいのか、間違ってるのか。

　なにひとつわからない。

　それでも。

　それでも、他ほかにはどうすることもできないから。

　ファンメイは飛んだ。

　止まることも、振り返ることもできないから。

　──だから、ファンメイは飛び続けた。




　第三階層に着いた。

　痛いほどに静まり返るエレベータ・ルーム。あれだけ明るかった験体培ばい養よう室の光も、ここまでは届かない。周囲をかろうじて照らすのは、気まぐれに明滅を繰くり返す非常灯の小さな明かり。それも大半がおそらくはカイの手で──破は壊かいされてしまっている。にもかかわらず、壁かべを構成する強化カーボンは、なぜか無傷のままだ。破損はおろか汚れひとつない部屋は一〇年以上も前に作られたものとはとても信じられず、ただ、冷たい空気に染み込んだカビと埃ほこりの匂においだけが、歳月の流れをひっそりと告げている。出入り口は隔かく壁へきになっていて、ものすごい力で無理やりぶち破ったみたいに、中央に穴が開いていた。

　間違いなく、カイはこの先に向かった。

　壁かべに取りついてなにかを調べていたヘイズが、ファンメイを振り返った。

「いけそうだ。カイがプラントにたどり着くには、たぶん、まだ時間がかかる」

　なんで？　とファンメイは視線で問う。

　答える代わりに、ヘイズは指を弾はじく。

　強化カーボンの壁は、小揺るぎもしない。

　そっか、と思う。

　管理中枢によって情報強化された第三階層の構造材は、並大抵の攻こう撃げきでは破は壊かいできない。カイが律りち儀ぎにエレベータ坑から降りたのも、おそらく第二階層と第三階層を隔てる装甲板が破れなかったからだ。

　この絶望的な状況下で、数少ない明るい材料。

　管理システムとプラントの存在する区画まで何枚の隔かく壁へきが存在するかはわからないが、第二階層並みの防ぼう衛えいシステムが配置されているとすれば、期待はもてる。

　二人は互いに目配せを交し合い、カイのあとを追って走り始めた。

　隔壁を抜け、細い通路に足音を響ひびかせ、ただひたすらに奥を目指す。

　一分も走らないうちに、二枚目の隔壁が現れる。一枚目と同様に、ど真ん中を破られている。それを抜けると三枚目、さらに進むと四枚目。通路は緩ゆるやかなカーブを描き、枝分かれや扉の類たぐいはどこにも見当たらなかった。

　走り始めてから一五分が過ぎ、何枚の隔壁をくぐったか数えるのをやめた頃ころだった。

　なんの前触れもなく、目の前の空間が開けた。




　──幾重にも連なる水音を、ファンメイは聞いた。

　部屋、といってしまっていいのだろうか。むき出しの構造材がそこかしこに柱のように並ぶ、広大な空間。天井ははるか高みにあって、闇やみに融とけている。ファンメイたちが飛び込んできたのと同様の隔壁が外周のいたるところにあって、そのうちのいくつかはすでに打ち破られている。

　床一面を満たす『黒の水』が、侵入者に反応して小さざ波なみのように揺らめく。

　部屋の中央に立つ人影が、ゆっくりと振り返る。

　乳白色の髪に紅あかい瞳ひとみの、優しげな少年。

　瘦やせ細ったその体はなにひとつ身に着けず、黒い裸身をさらしている。

　黒──

　白過ぎるほど白い顔とコントラストをなすように、少年の首から下はのっぺりと闇色に染まり、ときおり水面のように揺らめいていた。

「……カイ」

　ファンメイの呟つぶやきに応こたえるように、少年が微笑ほほえむ。

　やわらかく、穏おだやかで、それなのにどこか冷たい笑み。

　カイにそっくりで、それなのにカイとは全く違う、作り物の笑顔。

　違う。

　あれはカイじゃない。

　少年の右腕が静かに持ち上がる。

　それに呼応するように、薄うすく広がっていた黒の水が主の下に集まり、体中に絡みついて融ゆう合ごうした。

　二〇メートル近いサイズをもった、軟体動物のような巨大な構造。黒の水の薄はく膜まくが、少年の体を花びらのように取り巻く。ときに胞え衣なのようにその体を包み、かと思うと次の瞬しゆん間かんには無数の触手の網と化し、花びらは不定形に揺れながら、絶えずその形状を変化させている。

「……おい」ふいに、ヘイズが言った。「あれ、見ろ」

　身構えたまま、目配せで部屋の奥を示す。

　ファンメイは少年の動きに気を配りつつ、そちらに視線を走らせる。

　部屋の奥、ファンメイが入ってきた場所から少年を挟んでちょうど反対側の隔かく壁へき。

　打ち破られた扉の前で、黒の水がしきりに蠢うごめいている。

　黒の水からは何本もの触手が伸びて、少年の体に接続されている。他ほかのものはすべて右腕に吸収されてしまったのに、その一角だけが相変わらず外部端末として機能しているのだ。

　ということはつまり……

「間違いねぇ」ヘイズは扉を睨にらみ「プラントは、あの奥だ」

　──培ばい養ようプラント。

　有機物から黒の水を生成する、巨大な分子配列変換システム。

　暴走体がそれを取り込んだとき、いったいなにが起こるのか。

　楽観的な予測を立てるのは簡単だ。培養プラントはどこまで行っても機械で、龍りゆう使いの能力でそれを制御できる確率は低い──そう考えるのは容易たやすい。

　だけど、最悪のケースを考えるなら。

　黒の水の生成能力を備えた暴走体が、世界に解き放たれたとしたら。

　……そんなことになったら、カイはきっと悲しむ。

　ファンメイは、静かに息を吸い込み、言葉に変えて吐き出した。

「──行って」

「あ？」

「ここはわたしに任せて、ヘイズは培養プラントを……お願い」

　決意を込めたまなざしで、ヘイズを見上げた。

　ヘイズは、その目をじっと見返し、

「……わかった」

　うなずいた。

　両手を顔の前にささげる独特の構えを取り、右足をじりじりと横に滑らせる。

　少年の目がその動きを追い、黒い肌がざわりと水面のように揺れる。

　ファンメイは黒い天使の翼つばさをいっぱいに広げ、タイミングを計り、

（絶対情報防御、展開。身体構造改変）

　一〇本の触手に変えて、少年めがけて解き放った。

　上下左右三六〇度に展開した、多方向からの同時攻こう撃げき。Ⅰ－ブレインは狙ねらわない。そんなことをすれば軌道が読まれる。少年の動きを封じることを目的に、ほとんどでたらめともいえる軌跡を描いて黒の水に埋没した体を狙う。

　少年の体が、揺らぐ。

　いたるところから飛び出した黒い腕が測ったように触手の軌道に立ち塞ふさがり、その攻撃をことごとく撃うち落す。ちぎれ飛んだ触手の先端が黒の水に融とけ、瞬しゆん時じに少年の体に吸収される。

　ファンメイは触手を巻き戻して翼に戻しながら、少年の左手にまわり込むように走り出す。

　時間稼かせぎはこれで十分。

　ヘイズはとっくに少年の側そばを走り抜けて、通路の入り口にたどり着いている。

　少年が振り返り、ヘイズに向けて腕を構える。同時に、通路の中からも黒の水があふれ出し、触手の群れと化して跳ね上がる。

　ヘイズは止まらない。

　指を鳴らし、足音を響ひびかせ、黒の水が支配する通路に飛び込んでいく。

　少年は作り物めいた笑顔をわずかも動かさず、その右腕に筋肉が盛り上がる。

　ファンメイは翼を力の限り羽ばたかせ、ヘイズをかばう位置に飛び込んだ。

　まっすぐに少年を見み据すえ、言葉を放つ。

「カイ……わたしのこと、わかる？」

　答えは、ない。

　少年の右腕が無数の細い触手に爆はぜ、ファンメイめがけて襲おそいかかる。

　後方に飛び退すさりざまにその攻撃をことごとく撃ち落し、押さえつけ、ファンメイはなおも問う。

「わたしのこと、ホントにわかんないの？　……ルーティのこともシャオのことも、忘れちゃったの？」

　少年は答えない。

　答えるはずがなかった。

　わかっていたことだ。

　カイと呼ばれた少年は、ここにはいない。

　どんなときでも微笑を絶やすことなく、誰だれにでも優しく、ファンメイのわがままを笑って受け入れてくれた少年は、もうどこにもいない。

　ここにいるのは、カイの形をした、ただの化け物だ。

　カイがかわいそうだった。

　止めてあげなきゃ、と思った。

　そのためになら、戦えると思った。

　必死に、そう思い込んだ。

「……カイ」

　右手に光る指輪を外し、ポケットの奥にそっと収めた。

　細胞組織を右手に集め、少年の頭部に狙ねらいを定める。

「──今、助けてあげるから」

　涙の混じった声で、呟つぶやいた。

　戦せん闘とう開始の、合図だった。
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　通路に飛び込んだ五秒後に、ヘイズははやくも自分の不利を悟っていた。

　黒の水に覆おおわれた狭い通路。第二階層でいやというほど経験した、触手との不毛な戦闘。『本カ体イ』のすぐ側そばであるこの第三階層では、どうやらそのルールに変更がなされたようだった。

（予測演算成功。『破砕の領域Erase circle』展開準備完了）

　足下から飛び出す触手を軽いステップでかわし、親指と中指を軽く弾はじく。小さな音が空気分子の配列を変更し、空間に論理回路を刻む。

　だが、論理回路に触れたはずの触手はなにごともなかったかのように宙で身を捻ひねり、さらにヘイズめがけて襲おそいかかり、かろうじてその攻こう撃げきを回かい避ひした瞬しゆん間かんにようやくすべての情報構造を剝はぎ取られて、黒い水に融とけ落ちる。

　情報解体に必要な時間が、現実に視認できるレベルまで長くなっている。

　黒の水の攻撃が無秩序なのは唯一の救い。もう少しまともに攻められていたらとっくに死んでいる。そうでなくても、Ⅰ－ブレインが疲労停止するのは時間の問題だ。

　本体との接続を断てばすべて無力化できるのはわかっているのだが、現実問題としてそれは不可能な話だ。『破砕の領域Erase circle』をぶつけて一時的に黒の水を断ち切ったとしても、生き残った水によってすぐに接続は修復されてしまう。

　これだけの量の黒の水を、一度にすべて消去するのは不可能。

　となれば一刻もはやくプラントにたどり着いて、そっちをどうにかするしかない。

　追いすがる触手の群れから半ば逃げるようにして、通路を走り、隔かく壁へきをくぐる。道はどこまでもまっすぐで、黒の水は途切れる気配を見せない。

　あるいは、もう手遅れか──そう思った途端、いきなり光が広がった。

　通路の終点は三〇センチほどの段差になっていて、それに気づかなかったヘイズはバランスを崩し、リノリウム張りの床に一回転して反動で立ち上がった。

　直径一〇〇メートルほどの、円形の部屋だった。

　全体が緩ゆるいすり鉢ばち状になっていて、そのふちにヘイズは立っている。外周に沿って無数の計器類が雑然と配置され、天井のライトに照らされている。

　部屋の中央、すり鉢の底に巨大な機械が配置され、底に向かって外周全体から無数のケーブルが接続されている。機械の上部は直径二〇メートルほどの水すい槽そうになっていて、かすかな粘性のある黒い液体がたたえられている。

　あれが、培ばい養ようプラント。

　どうにか、黒の水より先にたどり着いたようだ。

「間に合ったみてぇだな」

　呟つぶやくと同時に振り返り、両手の指を弾はじく。ヘイズに襲おそいかかろうとしていた触手が数秒の時間差をおいて消滅し、床に広がりつつあった黒の水が怖おじ気けたように通路に戻っていく。

　ひとまず、最悪の事態は免れた。

「さて、どうすっかな」

　一番はやいのは、黒の水が取りつく前に培養プラントを破は壊かいしてしまうことなのだろうが、この階層の情報強度を考えればおそらく『破砕の領域Erase circle』は効果をなさない。『虚無の領域Void sphere』を使えばプラントを消去することなど造作もないが、その後、ヘイズは目標を見失った黒の水と、Ⅰ－ブレインが機能停止した状態で戦うはめになる。プラントを停止させるためのシステムは存在するはずだが、この部屋にあるとは限らないし、あったとしてもそんな悠長な行動を触手どもが見逃してくれるはずはない。

　となればやることはひとつだ。

　ファンメイのいるあの部屋まで、黒の水を押し戻す。

　万が一ファンメイが死ぬようなことがあったら、そのときは。

「……ま、いいとことも倒れだな」

　努めて軽い口調で、呟つぶやいた。

　自分の選択が正解だったとは、さすがにヘイズも思っていない。培養プラントをどうにかしなければならないのは確かだったにしても、プラントの方をファンメイにまかせ、自分がカイと対たい峙じした方が、まだしも勝算は高かったはずだ。

　だが、少女の瞳ひとみに宿った決意の前には、そんな計算は無意味だった。

　ヘイズは、少女を助けると心に決めた。

　仮にヘイズがカイを倒したとしても、それは少女を助けたことにはならない。そうなれば、少女は『戦うべきとき戦わずに逃げた』という重荷を、死ぬまで背負うことになる。

　少女は、自ら戦う道を選んだ。

　なら、最後までつき合ってやりたいと思う。

　結局、シャオロンもルーティもカイも救えなかった自分にできるのは、それぐらいだ。

　──勝てよ。

　心の中で呟つぶやき、ヘイズはオーケストラの指揮者のように両手を構えた。

（予測演算成功。『破砕の領域Erase circle』展開準備完了）

「じゃ、ま。いっちょ派手にいくか！」
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　背中の翼つばさを力の限り羽ばたかせ、ひと息に天井すれすれまで飛び上がる。少年の頭部に狙ねらいを定め、右腕の触手を解き放つ。弧、螺ら旋せん、直線──五本の触手は互いを補う複雑な軌道を描き、音速をはるかに上回るスピードで少年のⅠ－ブレインに襲おそいかかる。

　少年の体を取り巻く花びらの一枚が、爆はぜる。

　あふれ出した無数の触手が、ファンメイと少年の間に立ち塞ふさがる。なんの計算もなんの戦術もない、でたらめとしかいいようのない防御。問題はその数だ。ひとつひとつはどうということのない防御でも、圧倒的な物量にものをいわせれば、結果としてすべての攻こう撃げきラインを防ぐことができる。ファンメイの放った攻撃は少年に到達することなく、代わりに防御の触手の一部を剝はぎ取り、黒の水を取り込んで巻き戻された。

　戦せん闘とう開始から、すでに五分以上が経過していた。

　ファンメイは唇をかみしめ、眼下の少年を睨にらんだ。圧倒的な不利は百も承知していたが、ここまででたらめだとは思っていなかった。ファンメイの放つあらゆる攻撃はどうあがいても少年の本体に到達することなく、ときおり少年が気まぐれに放つ攻撃をファンメイは全力で回かい避ひするのが精一杯だ。とにかく少しでも物量の差を埋めようと、さっきから少年の体を構成する黒の水を必死に奪い取っているのだが、総量の差はいまだに圧倒的で、この調子ではあと何時間かかるかわからない。

　どうしたら……

　迷いは一いつ瞬しゆん。地を蹴けり、翼を羽ばたかせ、滑るように少年の背後にまわり込む。絶対に無視できない軌道で三本の触手を放ち、迎撃のために打ち出された無数の爪つめの死角に飛び込む。囮おとりの触手と、あおりを食った右の翼が微み塵じんに刻まれ、飛び散った黒い羽根が融とける間もなく少年の体に取り込まれる。それを代価にファンメイは黒の水の防御をかいくぐり、少年の本体に肉にく薄はくする。

　少年の両腕が、霞かすむ。

　黒い腕がファンメイの知覚限界ぎりぎりのスピードで空間を流れ、頭部に襲おそいかかる。避よけざまに放った触手は少年の急所を大きくそれ、代わりにその左腕を根元から引きちぎる。融とけ落ちた黒の水を取り込んで肉体を再構成し、ファンメイは大きく後方に飛ひ翔しようする。

　追いすがるように放たれた黒い触手が、空間を縦じゆう横おうに貫いて走る。

　その攻こう撃げきをかろうじて回かい避ひし、一〇〇メートルの距離をおいて着地したときには、すでに次なる攻撃が脳内に組み上がっている。

　なにやってるんだろう、と、ふと思う。

　たとえ勝っても、生き残っても、シャオロンはもういない。

　ルーティも、カイも、誰だれもいない。

　なのに、どうして戦わなきゃいけないんだろう。

　わからない。

　なにもわからない、

　それでも、体は動くことをやめない。

　床を、壁かべを、天井を蹴けり、少年の頭上に躍おどり出る。正確な機動、正確な照準、一ミリの狂いも許されない完全な運動曲線。Ⅰ－ブレインが狂ったように戦せん闘とう記き録ろくを吐き、膨ぼう大だいな思考がシナプス回路を焼き尽くす。音よりも早く襲いくる無数の刃やいばが、脳内を駆け巡る数値データの鼓動が、一〇のマイナス九乗秒ナノセカント単位で進行する光速の戦場が、心からいっさいの感傷を奪い去っていく。

　頭の中が、真っ白に染まる。

　それでいい。

　心があるから、こんなに苦しいのだ。

　はじめからただの機械だったら、嘆くことも、涙を流すこともなかったのだ。

　わたしは龍りゆう使い。

　肉体を武器に変え、黒の水を操り、友達だって好きな人だって平気で殺す、ただそれだけの存在。

　他ほかには、なにもいらない。

　心のないただの兵器で、わたしはいい。

「わたしには──わたしにはもうなにもないんだからぁっ！」

　ファンメイは、叫んだ。

　叫び、翼つばさを羽ばたかせ、少年の懐ふところめがけて一直線に飛び込んだ。




　　　　††††††††††††††




　ヘイズの舞踏は果てしなく続く。通路から飛び出す無数の触手を紙一重にかわし、指を打ち鳴らし、ステップを刻む。

　……〇・三秒後に左、その〇・二秒後に上、〇・一三秒後に右、〇・〇八秒後に下……

　Ⅰ－ブレインの弾はじき出す予測の命じるままに、身を捻ひねり、体をかわし、ときには強炭素繊維カーポンナノチユーブを織おり込まれたジャケットで触手の攻こう撃げきをいなす。撒まき散らされた『破砕の領域Erase circle』が数え切れないほどの触手を打ち倒し、黒の水が下がった分だけ確実に前進していく。

　……あと、どれくらいだ？

　Ⅰ－ブレインはすでに疲労停止寸前で、いつ止まってもおかしくない。肉体の疲労も限界に近く、喉のどの奥に血の味が広がっている。それでも片時も立ち止まることはない。体が潰つぶれるまで、踊り続ける。

　ファンメイがすべての決着をつけるまで、なんとしても持ちこたえてみせる。

　新たに三本の触手が、通路から飛び出してくる。一本は左、二本は右。ヘイズはその攻撃を見切り、半歩飛び退のいてすべての触手をやり過ごし、返す刀で右足のステップを打ち鳴らそうとした。

　──すさまじい衝しよう撃げきと、地鳴りのような轟ごう音おんが、部屋を襲おそった。

　なにが起こったのかわからずに、それでもかろうじて論理回路の形成には成功した。無理な体勢からのステップに体が大きくよろめき、ヘイズは二歩三歩とたたらを踏んだ。

　なんだ！

　疑問に思ったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。その答えは、いやというほどわかっていた。内心の動揺をどうにか押し殺し、Ⅰ－ブレインからデータを呼び出した。

　脳内時計が『午前六時』を告げていた。

　とうとう、始まったのだ。

　軍の攻撃が。

「クソったれ……」

　呟つぶやき、そこでようやく、自分がすべての動きを止めてしまっていることに気づいた。

　……〇・〇一秒後に左

　Ⅰ－ブレインの予測に気づき、慌てて身を捻ひねったときには、すべてが遅かった。

　黒い触手の槍やりが、なんの遠えん慮りよもなく、ヘイズの脇わき腹ばらを貫いた。




　　　　††††††††††††††




　部屋を襲った突然の衝撃に、ファンメイは思わず攻撃の手を止めた。

　床に着地し、腕を巻き戻し、なにごとかと周囲に視線を走らせる。そんなことなどお構いなしに少年の体が再び弾け、黒い花びらから飛び出した無数の触手がファンメイに襲いかかる。その攻撃をかわし、打ち払い、少年めがけて突進しようとしたファンメイの視線が、突然、床の一点を捉とらえた。

　数十倍に加速された視覚が、チタン合金が赤熱していく様を、ゆっくりと捉える。

　なにかが、迫っている。

　Ⅰ－ブレインの助けを借りずともそれとわかるほどの、熱と振動。とっさに翼つばさを羽ばたかせ、ひと息に一〇メートル近い距離を逃れた次の瞬しゆん間かん、床面を構成するチタン合金を突き破って飛び出したなにかが、少年の体を貫いた。

　少年の体を取り巻いていた黒い花びらが、ハンマーで砕いたみたいに飛び散った。

　ファンメイには知る由もなかったが、それは四〇〇〇メートルに及ぶ雲の層を突き抜け、島の外がい殻かくを破は壊かいし、数十層に及ぶチタン装甲を貫通してここまで到達した、レールガンの砲弾だった。

　表面に論理回路を刻み込まれた三〇センチあまりの鉄塊が、少年の体を構成する黒の水の大部分を吹き飛ばした。

　すさまじい衝しよう撃げき波はに翻ほん弄ろうされて、ファンメイの体は林立する構造材のひとつに叩たたきつけられた。

　痛覚と損傷を表す膨ぼう大だいなエラーを、ファンメイは無視した。

　正面、距離にして一〇〇メートル。

　少年はすべての防御を剝はぎ取られ、周囲に触手を伸ばして通路との接続を修復し、必死に黒の水をかき集めている。

　今なら、やれる。

　全身の力をかき集め、翼を羽ばたかせ、床を蹴けりつける。一〇〇メートルの距離を一秒足らずで飛ひ翔しようし、触手の軌道を計算する。少年の体から突き出した黒い腕が、両の翼に突き刺さる。その数、わずかに二本。そんなものでファンメイを止めることはできない。

　がら空きの頭部に、狙ねらいを定める

　すべての力を右手に集める。

　筋肉の爆ばく発はつ的な収しゆう縮しゆく。

　少年の顔を、射殺さんばかりに睨にらむ。

　少年は……




　……カイが、笑ってる……




　思考に混じる、かすかなノイズ。

　それが、すべてを決した。

　一秒の、一〇〇分の一にも満たない、ほんのわずかな躊ちゆう躇ちよ。

　刹せつ那なの判断が勝敗を決する魔ま法ほう士の戦せん闘とうにおいて、あまりにも致命的な一瞬。

　必殺の一いち撃げきとなるはずだったファンメイの触手は少年の頭部を浅く抉えぐり、脳組織の一部を飛び散らせるのが精一杯だった。おそらくは純粋な生理学的反応によって少年の顔が歪ゆがみ、狂ったように振るわれた右腕から細い触手が飛び出した。

　絶対に回かい避ひ不可能なタイミングの、絶対に回避不可能な軌道だった。

　かろうじてⅠ－ブレインを守り通せたのはほとんど奇跡だった。頭部に突き刺さった触手は頭ず蓋がい骨こつの表面を滑り、眼球と視神経を切り裂いた。視覚を失い、それでも追撃を繰くり出そうとしたところにさらなる攻撃が叩たたき込まれ、両の翼つばさと右腕が根元から切り飛ばされた。

　ファンメイの体はすべての支えを失い、二〇メートルの距離を落下して、チタン合金の床に叩きつけられた。

　無数の羽根が黒の水に融とけ落ち、雨滴のようにファンメイの体を打った。

　視覚を修復する間もなく、正面に風を感じた。

　どっちに避よけたらいいのかわからない。

　体が、思うように動かない。

　不思議と、恐怖は感じなかった。

　わたし、一いつ生しよう懸けん命めいやったよね。

　もう、休んでもいいよね。

　そう思った。

　すべての意識を手放し、脳の闇やみに逃げ込もうとした。

　そのとき──

「──メイ！」

　声が、聞こえた。

　すぐ側そばからだった。




　　　　††††††††††††††




　腹部を襲おそう灼しやく熱ねつ感をかろうじてこらえ、ヘイズは必死に論理回路を繰り出した。

　脇わき腹ばらに刺さった触手が黒い水に融け、鮮せん血けつに混じってどろりとあふれる。

　そのまま一歩後退し、足音で次なる論理回路を生み出すが、それでは到底間に合わない。足下から飛び出した触手に左足を貫かれ、すさまじい痛みが全身を駆け巡る。

　もはや、立て直しは不可能だった。

　予測演算もへったくれもなく、無我夢中で通路を駆け戻った。途中で何度も足をもつれさせ、全身に触手の攻撃を受けた。ようやく出口に飛び込んだ瞬しゆん間かんに、目の前に待ち構えていた巨大な腕に吹っ飛ばされた。

　ヘイズの体はリノリウム張りの床を転がり、外周を取り巻く計測機器になす術すべもなく叩きつけられた。

　腹部に鈍い感触。おそらく、肋ろつ骨こつが二本は折れた。

　ぜい、と荒い息を吐き、嘔おう吐と感をこらえて顔を上げる。

　奇怪なオブジェが、そこにあった。

　機械と生物の、奇妙な融ゆう合ごう体。培ばい養ようプラントは黒の水にすっかり取り込まれ、軟体生物の表皮のような黒い膜に全体を覆おおわれ、しかしところどころに計器やパイプラインを露ろ出しゆつさせて、自分が機械であることを必死に主張していた。

　恐れていた、最悪の事態。

　黒の水に取り込まれたプラントは、重苦しい機械音とともに、ゆっくりと動作を開始した。

　ヘイズはその光景を呆ぼう然ぜんと見つめ、

　苦笑混じりに、ため息を零こぼした。

　どうやら、選択の余地はなさそうだった。

　……こりゃ、死んだな。

「ったく。とんでもねぇ依頼、引き受けちまったな」

　襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、呼びかけた。

「──おい、ハリー聞こえるか？」

　通信素子の有効距離から考えて、高度三万五〇〇〇メートルに待機しているはずのHunter Pigeonに声が届くはずはない。だが、ヘイズには確信があった。

　ほどなくして、通信素子の向こうで、機械合成にしてはやたらと抑揚の利いた声が答えた。

『……調子はいかがですか？』

「いかがですかじゃねーだろ」ノイズまみれのその声に、思わず苦笑を漏らす。「待機しろっつったのに……今どこだ？」

『中央訓練場。ヘイズの現在位置からだと、直線距離で二〇〇メートルほどになります』

「軍の攻こう撃げきはどうなってる？」

『一次攻撃は、とりあえず終了したようです。……FWeyeによる状況の確認を挟んで、次弾は三〇分後というところですか』

「そーか……じゃあ」言葉を切り、少し考え「……いや、なんでもねぇ。……またあとでな」

　一方的に通信を切り、大きく息を吐いた。

　オレが戻らなかったら、ファンメイだけ連れて脱出しろ──そんなことを言えば、ハリーはなんのかんのと文句を言うに決まっていた。

　あいつなら、指示などなくても、最善の選択をしてくれるだろう。

　Ⅰ－ブレインの稼か動どう状態を、変更する。

（システム稼動率を一二〇パーセントに再設定）

　すべての予測演算能力を、空気分子の運動に振り向ける。

（予測演算成功。『虚無の領域Void sphere』展開準備完了）

　ヘイズは、ゆっくりと右手を掲げ、培ばい養ようプラントに向かって親指と中指を構え、

　軽く、弾はじいた。

　──小さな音が、空気分子の配列に、直径五センチ足らずの論理回路を刻んだ。

　論理回路は時間とともに変化し、『情報制御演算』と同様の効果を生み出した。

　周囲の空気分子の配列を書き換え、より大きな、より稠ちゆう密みつな論理回路を形成する。

　生み出された論理回路はさらに演算を行い、ひとまわり大きな論理回路を空間に描く。

　情報制御の無限連れん鎖さが、いかなる演算素子を用いても実現不可能なレベルにまで、論理回路を成長させていく。

　これが、『虚無の領域Void sphere』。

　極限にまで膨ふくれ上がった論理回路は、Ⅰ－ブレインの機能停止を代だい償しように、対象空間内のあらゆる物体を情報解体する。

[image: ]

　いかなる防御も、いかなる情報強化も、その圧倒的な力の前には意味をもたない。

　全長二〇メートルあまりの機械と、そこに取りついていた黒の水が、かすかに揺らぐ。

　次の瞬しゆん間かん、ヘイズの設定した直系二〇メートルの球空間内のすべての物質が、存在情報を剝はぎ取られて砂のように崩れ落ちた。

　一瞬前までプラントの存在していた場所はクレーターのように抉えぐれ、原子レベルまで分解されたプラントと黒の水が、ざあっと音を立てて降り注いだ。

　ヘイズは満足げにうなずき、ふらつく体を引きずって立ち上がった。

　目標を見失った黒の水が、通路からあふれ出して床一面に広がっていく。

（システム、オーバーフロー。再起動には一万二〇〇〇秒以上の休止時間が必要）

「……さて、と」

　これで力は使い果たした。

　攻こう撃げきを予測することも、論理回路を展開することも、もはや不可能だ。

「キツイな……」

　もっとも、大人おとなしく殺されてやる気などヘイズには毛頭ない。

　ファンメイにあれだけ偉そうなことを言ったからには、そう簡単に諦あきらめるわけにはいかない。

　ジャケットの裏から銃を取り出し、音もなく蠢うごめく触手に向けて構え、

「ま、せいぜい足あ搔がいてみるか」

　苦笑混じりに呟つぶやき、喉のどにたまった血の塊を吐き捨て、ヘイズは黒の水が支配する通路へと飛び込んでいった。
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「──メイ、右！」

　ほとんど自動的に体が動き、ファンメイはその声に従った。生き残った左腕で床を突き放し、足を突っ張って体を右に逃がす。

　半はん瞬しゆん遅れて耳元で風が唸うなり、体の側そばをなにかが走り抜けた。

「左！」

　続けざまの指示に、体がついていかない。飛び起きようとして失敗し、動こうと足搔いたときにはすでに、高速で動くなにかが目の前まで迫っていた。

　反射的に、身をすくませる。

　だが次の瞬間、甲高い金属音が響ひびき、ファンメイの体は誰だれかに抱きかかえられていた。

「……え？」

　ようやく視覚が回復し、目を開けたその先に、光沢をもつ黒い輝かがやきがあった。

　黒い刃やいばの爪つめが、ファンメイをかばい、少年の触手を受け止めていた。

　心臓が、どきんと音を立てる。

　まさかそんな、と思いながら、ゆっくりと視線を動かしていき、

「……シャオ？」

　黒い髪に、とび色の瞳ひとみの少年が、そこにいた。

　右腕の肘ひじから先を巨大な刃やいばの爪つめに変え、小さな体にはなにひとつ身につけず、首から下はのっぺりとした闇やみ色に染まり、ときおり水面のように不定形に揺らめき、

　それでも、それは間違いなく、シャオロンだった。

「お化けじゃないぞ」呆ほうけたようなファンメイに、シャオロンは小さく笑い返し「メイのことが心配で、死んでられなかったんだ」

　言うなり顔を強こわ張ばらせ、ファンメイを抱きしめたままで跳ちよう躍やくする。一いつ瞬しゆん前まで二人のいた場所を無数の黒い触手が穿うがち、半瞬遅れて本体が着地した。

　カイは、見るも無残な姿をしていた。

　体を取り巻いていた花びらのほとんどは消え去り、本体も腰から下を失い、その顔には今や獣けものじみた凄せい惨さんな表情を浮かべ、一枚だけ残った花びらを翼つばさのように背にまとっていた。

　真紅の瞳が、ゆっくりとファンメイを向いた。

　びくりと震ふるえたファンメイの肩を、シャオロンがそっと撫なでた。

「メイ……行くよ」

　弾はじかれたように、ファンメイはシャオロンの顔を見上げた。

　中途半端に口を開き、なにかを言おうとして、なにを言えばいいのかわからずに、ただいやいやと首を振った。

　シャオロンは、そんなファンメイの体をそっと床に立たせ、まっすぐに瞳を覗のぞき込んだ。

「大丈夫。おれも手伝うから。……おれたちで、カイを助けるんだ」

　その言葉に、ファンメイははっと目を見開いた。

「たす……ける……？」

「そうだよ。このままじゃ前のおれたちと同じ、いつまで経たってもみんな悲しいまんまだ」シャオロンはうなずき、ファンメイの手を強く握った。「だから、おれと、メイの手で、全部の運命に決着をつけるんだ」

　静かな、子供に言い聞かせるような口調だった。

　心に力が満ちていくのを、ファンメイは感じた。

　カイは昆こん虫ちゆうの羽のように変形した花びらを羽ばたかせ、天井すれすれまで飛び上がった。

　両の腕を鋭するどい槍やりに変え、まっすぐにファンメイめがけて突っ込んでくる。

「メイ、さぁ！」

　ファンメイはシャオロンに視線だけで答え、静かに構えた。

　ゆっくりと左手を掲げ、慎重に照準を定める。

　防御のことなど、頭に浮かびもしなかった。

　カイの体が、ひどくゆっくりと近づいてくる。

　背の花びらから飛び出した無数の触手がファンメイめがけて襲おそいかかり、そのことごとくをシャオロンの刃やいばが撃うち落とす。

　交差まで、あと二秒。

　ファンメイは、叫んだ。

　ありったけの力を叫びに換えて、左腕を解き放った。

　鮮せん血けつが、飛び散った。

　最後の瞬しゆん間かん、カイが微笑ほほえむのを、ファンメイは確かに見たと思った。




　ずいぶん小さくなってしまったカイの体を、冷たい床に横たえた。

　いつもと変わりない穏おだやかな顔で、カイはまだ息をしていた。

　ファンメイはその傍らにぺたんと膝ひざをつき、シャオロンもそれに倣ならう。

「ん……う……」カイは小さくうめき、焦点の定まらない目で二人を見上げた。「メイ、シャオ……僕ぼくは……」

　そこで言葉を切り、ややあって、そうか、と呟つぶやく。

「また、失敗……でもないか」ゆっくりと右手を差し上げ「メイ、ちょっと」

　言われるままに、ファンメイはその手を取った。と、カイはその右手をファンメイの頰ほおに押し当て、

「え？」

「動かないで。今、プロテクトを解除するから」

　指先が細い触手に変化して、ファンメイの頭に潜もぐり込んでいく。

（システムエラー、コード６８４。全セキュリティー、強制終了）

　Ⅰ－ブレインにシステムメッセージが表示され、なにかが消え去る感触があった。

　するりと触手を抜き取り、カイは満足げにうなずく。

「これで……いい。これで、今度こそ、僕らの勝ちだよ……ん？」不思議そうにファンメイを見つめ「どうしたの？　メイ」

「カイ……ごめん……ごめんね、わたし……」

　ファンメイは、泣いていた。

　どうして泣いているのか、わからなかった。

　自分はやるべきことをやっただけ。黒の水に乗っ取られたときにカイはもう死んでいて、自分はカイを助けたのだ。

　これで良かったのに、そのはずなのに。

　それなのに、どうしてこんなに悲しいんだろう。

　どうして涙が止まらないんだろう。

「泣かないで、メイ」カイの指が、そっと涙をぬぐった。「僕は満足だよ……今度こそ化け物じゃなく、人間として死ねるんだ。メイのおかげでね……だから泣かないで」

　ファンメイはうなずいた。

　うなずき、手の甲で涙をすり潰つぶした。

　そうすることしかできなかった。

　カイは微笑ほほえみ、両手を胸の前で組み合わせた。

「メイ、僕ぼくらの分まで、どうか幸せにね」視線をちらりとシャオロンに向け「それじゃシャオ、ルーティが待ってるから、先に行くよ」

　それが、本当に、最後の最後だった。

　戒カイ・蒼元ソウゲンと呼ばれた少年は、二人の友人に看み取とられて、この世界から消滅した。




　ファンメイはじっと目を閉じ、目を開け、立ち上がった。

　涙があふれそうになるのを、必死にこらえた。

　しっかりしろ、と自分を叱しつ咤たする。

　もうひとつやらなければいけないことがあるのを、ファンメイは知っていた。

　隣となりで、シャオロンがゆっくりと立ち上がる。

　ファンメイは一歩下がり、向き直って、まっすぐ少年と向かい合った。

　シャオロンは、力なく笑った。

「……ごめん、メイ。おれ、ウソついた」

　通路を駆け戻って部屋に飛び込んできたヘイズが、目の前の光景に絶句して立ち止まった。

　そのことに、ファンメイは気づかなかった。

　ただ、体を震ふるわせ、目を開けているだけで精一杯だった。

　シャオロンは、ときおり陽炎かげろうのように揺らぐ自分の体を見下ろし、

「……ホントはいんちきして、ちょっと時間をもらっただけなんだ」

　右腕の肘ひじから先が、自身の重さに耐えかねたように、ごそりと落ちた。

　覗のぞいた断面には白い骨も赤い血管もなく、ただ、のっぺりとした黒色が、水面のように揺らめいていた。
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　中央訓練場から見上げる空は、今日もやっぱり、雲ひとつない快晴だった。

　明け方の薄うす明あかり。丸く切り取られた空に小さな太陽はいまだ姿を現さず、夜から取り残された淡い月と星の光が、訓練場を照らす青を包み、和らげていた。

　三人は、その空をじっと見上げ、眩まぶしさに目を細めた。

　リニアガンの砲弾がぶち破った穴から、シャオロンの動かす黒の水に運ばれて、三人は第一階層に帰り着いた。長さ二〇〇メートルに及ぶ縦たて穴あなは、深い闇やみのそこかしこに破は壊かいされた機器や送電ケーブルを覗のぞかせ、飛び散る火花を瞬またたかせていた。それはまるで、命の尽きかけたこの島が、最後の炎を燃やそうとしているかのようだった。

　ヘイズは、自分を運んできた黒の水の腕から真っ先に飛び降り、訓練場の隅に真紅の船影を見つけて、苦笑混じりに舌打ちを漏らした。

　沈痛な面おも持もちで、残りの二人を交互に見比べ、

「……あんまし時間ねぇからな……急げよ」

　それだけ言い残して、Hunter Pigeonに乗り込んだ。

　あとには、一人の少年と、一人の少女が残された。

　二人は、広場の真ん中に寄り添って、静かに空を見上げた。

　遠いあの日に、とうとう届かなかった、空。

　七年間、この場所から、何度も見上げた、空。

「これで、最後か……」

　ぽつりと、シャオロンが呟つぶやいた。

　呟き、すがるようなファンメイの視線に気づいて、寂しげに笑んだ。

「ここで、お別れだ」

「シャオ……」ファンメイは、なんとか少年を引き止めようと、必死に言葉を探し「……その、体……」

「ああ、これ？」シャオロンは、なかば黒の水に融とけかかった自分の体を見下ろし「おれにもよくわかんないんだけど、たぶん、おれの頭ん中に食い込んでた黒の水に情報が残ってて、それが自動プログラムみたいに体を再構成してくれたんじゃないかと思う」

　だから、と自分の頭を突つき、

「この中は空っぽで、脳ミソもⅠ－ブレインも入ってないんだ」

　そう、と呟き、ファンメイはうつむいた。

　うつむいて、必死に言葉を探した。

　なにか言わなきゃ、と思うのに、ろくな言葉が浮かんでくれない。

　──ごめんなさい。

　違う。

　──ありがとう。

　違う。

　──さよなら。

　ぜんぜん違う！

　こんな大事なときにろくに働こうともしない自分の頭が嫌になる。言わなきゃいけないことがあるはずなのに、それがなんなのかわからない。ばかみたいに押し黙だまったままで、ただ時間だけが過ぎていく。

　シャオロンは、ファンメイの肩に手を当て、そっと突き放した。

「メイ……もう、時間だ」

　ファンメイの体が、ひくっと震ふるえた。

　うつむいたままで、小さく言葉を搾しぼり出した。

「……シャオ……」

「この島も、もうすぐ沈む。いつまでもここにいたら危ないから……だからメイ、はやく」

「やだ……」

「メイ？」

　ファンメイは、猛然と顔を上げた。

　涙で潤うるんだ瞳ひとみでシャオロンを正面から睨にらみつけ、声の限り叫んだ。




「──そんなのやだ！」




「メイ……」

　シャオロンが、困ったように眉まゆを寄せた。

「……そんなの……やだ……」声が震えた。「わたし行かない……行きたくない……みんなを置いて、わたしだけ行けない」

　なんてカッコ悪いこと言うんだろう、と思った。

　シャオロンの困り顔に、胸が激しく締しめつけられた。

　それでも、自分が止められなかった。

「なんでよ……なんで、なんでこんなことになっちゃったのよぉ！　みんな、悪いことなんかなんにもしてないじゃない！　それなのに、なんでみんないなくなって！　なんでわたしだけ一人で！」

　涙が次々とあふれ、鼻水に喉のどがむせた。泣き顔を見られたくなくて勢いよくうつむき、拳こぶしを握りしめて必死に嗚お咽えつをこらえた。

　弱々しく、絞り出すような声で、

「……行きたくないよぉ……」

　それだけ言うのが、精一杯だった。

「メイ……」

　シャオロンの小さな手が、そっとファンメイの頰ほおを撫なでた。

　指先を目元まで這はわせ、そっと涙をぬぐった。

　こわごわと顔を上げたファンメイに、優しく微笑ほほえみかけ、

　こう言った。

「──だけど、メイは生きてるじゃないか」




　涙に濡ぬれたファンメイの顔を、シャオロンはまっすぐに見つめた。

「おれは……ここから先には行けないけど、でも……でも、メイはまだ生きてるじゃないか」

　何度も詰まり、考えながら、言葉をつむいでいく。

「どんなに苦しくても、どんなに悲しくても、メイはまだ生きてて……たぶん、生きてる限りはがんばらなきゃダメなんだ」

　ファンメイの背にそっと手を回し、抱き寄せる。

「だから泣かないで……笑ってくれよ。やっとここから抜け出せるんだ。おれたち、何年もかかって、やっとここまで来たんだから……」シャオロンの顔が、ゆっくりと近づいてくる。「……だから、笑って……行ってこい」

　唇が、触れ合った。

　ファンメイは目を閉じ、それを受け入れた。

　ひとつの情景が、目の前に浮かぶ。

　思い出が、心の中を駆け抜けていく。

　こんなときなのに、もっと他ほかにいい思い出がいくらでもあるはずなのに。

　心に浮かんだのは、毎日のように繰くり返した、たわいもない口くち喧げん嘩かのひとコマだった。




　──なにやってんだよ、このバカ女！

　──バカって言うなぁ、このカニ男！




　シャオロンは唇を離し、ファンメイの頭を撫なでた。

「もう、大丈夫だよな？」

　ファンメイは、こくんとうなずいた。

　涙は、いつの間にか止まっていた。

　なにも言うことはできなかった。

　──飛ばなければならない。

　決然と、空を見上げた。
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　翼つばさを広げる。

　大きく、力強い、二対の翼。黒い鳥の翼と、黒い蝙蝠こうもりの翼。

　かつて少女の背にあった翼と、今少女の背にあるべき翼。

　四枚の翼つばさが、風をつかまえた。

　地を蹴けり、力の限り羽ばたかせる。

　今度こそ、あの空に。

　足が、地面を離れる。

　それに従うように、真紅の船がゆっくりと浮上を開始する。

　少年は、静かにそれを見上げる。

　強い風を、体に感じる。

　舞い落ちる、一枚の羽根。

　手を差し伸べる間もなく、それは黒い水に融とけ落ちた。

　仰ぎ見る。

　視界を埋め尽くす、一面の青。

　その中心を切り取る、揺ぎない、四枚の黒。




　少女の体は、翼を広げ、天高く舞い上がった。
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　飛び立つファンメイの姿を見届け、すべての力を使い果たし、シャオロンはがっくりと膝ひざをついた。

　体が末端から崩れ始め、もはや座っていることさえままならず、地面に仰あお向むけになり、空を見上げる。

　体に振動を感じ、目に映る空が激しくぶれる。どうやら軍の攻こう撃げきが再開されたらしい。断続的な衝しよう撃げきに襲おそわれ、そのたびに体がもろもろと崩れていく。

　痛みは、感じない。

　ただ、自分が消えていくことだけがわかる。

　怖こわい。

　自分が今から死ぬというそのことが、泣きたくなるほど怖い。

　それでも、今、このときだけは。

　せめて、彼女の姿が見えなくなるまでは。

　笑っていたいと思う。

「……そうだ」

　思い出した。

　とても大事なことを、忘れていた。

　ファンメイにあげた、誕たん生じよう日プレゼント。

　小さな指輪に施された、たわいもない仕掛け。

　それを教えるのを、すっかり忘れていた。

　まあいいか、と思う。

　きっと、ヘイズが代わりに伝えてくれるだろう。

　でも。

「自分で、言いたかったな……ちゃんと」

　それだけが、残念でならなかった。

　……もう何度目かわからない衝しよう撃げきが、島を襲おそう。

　視界が闇やみに包まれ、意識が急速に遠とお退のいていく。

　彼女は、どこまで飛んだだろうか。

　どこまで飛べるだろうか。

　──おれの分まで、飛んでくれるだろうか。

　シャオロンは、空を見上げた。

　ファンメイが飛ぶ空を、最後まで見上げ続けた。

　見えない目で、見上げ続けた。
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　雲海を突き破って飛来した砲弾が、眼下の島に突き刺った。

　外がい殻かくのいたるところで爆ばく発はつが巻き起こり、直径二キロの巨大な建造物がぐらりと傾かしいだ。

　ファンメイは声もなく、その光景を見下ろした。

　世界の果てまでを途切れることなく覆おおう、漆黒の雲海。

　その中にあって、島はいかにも小さく、頼りなく見えた。

　あんなちっぽけなところから、自分はやってきたのだ。

　そう思うと、不思議な気持ちがした。

　新たな爆発が、島を襲う。

　重力制御の恩恵を失い、島はゆっくりと雲海に飲み込まれていく。

　ファンメイの生まれ育った場所が、ファンメイの友達が眠るその島が、闇の中にその姿を消していく。

　ファンメイは唇をかみしめ、体の震ふるえを必死に抑えた。

　泣くもんか、と思った。

　泣いたらシャオロンが悲しむから。

　ルーティも、カイも、安心して眠れないから。

　だから、笑わなきゃ、と思った。

　唇の端を不器用につり上げ、小さく声を震ふるわせた。

　冷たい滴が、頰ほおを濡ぬらしていた。







　終章　空　～World never ends unless you stop going ahead～







〈モスクワ軍特務局発、作戦報告〉

　……以上、『作戦番号２１９８０６０８Ｎ』の経過概要を報告する（詳細なタイムテーブルについては、別紙Ｋ38号を参照後、速やかに焼却処分のこと）。作戦終了時刻は、六月八日〇八〇〇時。同〇八一三には、当該目標、通称『島』の完全消滅が確認されている。

　FWeyeの解析データが示し唆さする『脱出者の存在の可能性』については、その後のシティ・北京ペキン跡地周辺での目もく撃げき情報を総合した結果、八四パーセント以上の確率で、当局がサンプル奪取を依頼した便利屋『ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ』であると結論された。この人物は作戦終了後、事前に通達していた当局からの秘匿通信コードに一切応じようとせず、その行方ゆくえは現在のところ不明である。また、FWeyeに目撃された『翼つばさの少女』については、『島』で育成されていた実験サンプルである可能性が極めて高く、その後の追調査が待たれる。このサンプルが前述の『ヘイズ』なる人物とともにシティ・北京跡地に現れた、という目撃情報も存在し、早急にこの人物を捕ほ獲かく、場合によっては消去する必要があると考えられる。作戦部には、一日もはやい計画の立案、発動を期待する。
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　一週間悩んで、やっぱりお墓は作ることに決めた。

　ヘイズに頼んで、ここまで連れてきてもらった。シティ・北京ペキン跡地にほど近い、小高い丘の上。どこもかしこも永久凍土に覆おおわれた大地を、土が見えるまで掘り返し、そこに、三人のためのお墓を作った。

　シティ跡地から拾ってきた強化コンクリートの廃材を、ひと晩かけて磨みがいただけの簡素な墓標。見た目が粗末な分を補うように、遺い品ひんはたっぷり埋めることができた。あの島から持ち出した、三人分の服や私物。こんなものでも売ればお金になるんじゃないかとヘイズに聞いたら、「しみったれたこと言うな」と笑われた。だから、三人が一番気に入っていたものをいくつかだけもらって、残りは全部埋めてしまった。

　朝から始めた作業も一段落し、今はもう午後の四時。

　あたりは夜のように薄うす暗ぐらく、おまけにひどく寒い。Ⅰ－ブレインを使って体温を調節しなければ、あっという間に凍え死んでしまう。

　それもいいかな、と、ふと思う。

　あれから、もう一週間が過ぎた。

　来る日も来る日も、ファンメイは泣き続けた。

　目覚めては泣き、眠っては枕まくらを涙で濡ぬらし、一週間かかって、とうとう涙が出なくなった。

　最後の一滴までも、流し尽くしたのかもしれなかった。

　白くて冷たい粒が、空から絶え間なく降り注いでいる。

　本物の雪を見るのは、生まれて初めてだった。

　舞い落ちた綿毛のような結晶が、墓標の上に小さな白い花を咲かせる。

　それを手のひらでぬぐい、ファンメイはでき上がったばかりの墓標に背中を預けた。

　そのままずるずると座り込む。

　空を見上げ、ため息を吐く。

　どこまで行っても途切れることのない、重苦しい鉛色。

　どっちを向いても、青空は見えない。

　この世界のどこにも、青空が見える場所はない──ヘイズは教えてくれた。

　……こんなの、ホントの空じゃない。

　ファンメイは、目を閉じた。

　そうすれば、夢の中に、あの幸せだったときに、戻れる気がした。




「──おい」

　ふいに声が投げかけられ、ファンメイは目を開けた。

　のろのろと体を起こすと、体に薄うすく積もっていた雪がぱらりと落ちた。

「ヘイズ？」

「ヘイズ、じゃねーだろ」

　防寒着姿のヘイズは苦笑し、抱えていたダンボール箱をファンメイの傍らに下ろした。

　中には大量のビデオディスクが、整然と詰め込まれている。

　ヘイズがルーティから預かったという、島での生活をつづった記き録ろくだ。

「それ、埋めちゃうの？」

「ああ。……いや、やめろって言うならそうするけどよ……」

「……いいよ」ファンメイは、力なく首を横に振った。「全部埋めちゃって。その方が、みんなきっと喜ぶから」

　ヘイズは、そんなファンメイを見下ろし、小さく息を吐いた。

「お前なぁ……元気出せとかそういう無茶は言わねーけどよ……」

　がしがしと頭をかき、それから、急になにか思いついた様子で「そうだ」と呟つぶやいて、

「お前、あれ持ってるか？」

「……あれ？」

「シャオロンのプレゼントだよ。指輪。今あるか？」

　なんだろう、と訝いぶかりながら、ファンメイはポケットから小さな銀色の指輪を取り出した。

　これが、いったいどうしたんだろう。

「そこ見てみろ。なにか、彫り込んであるだろ」

　言われるままに、ファンメイは指輪の内側を覗のぞく。

　注意して見ると、なにか細かい模様がうっすらと刻み込まれているのがわかった。

「なに、これ？」

「論理回路だ。いいか……」

　ファンメイは言われるままに指輪を操作した。刻み込まれた論理回路を指先でなぞり、それから指輪を強く手に握った。

　と。

　Ⅰ－ブレインの内側に、いきなり窓が出現した。

　わずか数文字のメッセージが表示された。

　ファンメイは驚おどろいて、指輪を取り落としそうになった。

「え？　……これ……」

「シャオロンがお前に宛てた、プレゼントだ」ヘイズはダンボール箱を抱え、立ち上がった。「やっぱ、これ埋めんのやめだな……それじゃ、はやく戻ってこいよ。ここも、いつ軍の連中に嗅かぎつけられねぇとも限らねぇからな」

　ファンメイを残して、船へと引き返していく。

　その背中を見送るのもそこそこに、ファンメイはもう一度指輪を握りしめた。

　シャオロンの遺のこした言葉が、脳裏に浮かび上がる。

　ファンメイは目を開け、手のひらの指輪を呆ほうけたように見つめ、

「……もう……なによ、これ……」

　くすくすと笑い始めた。

「なんでこれだけなのよ……もっと他ほかにいっぱい……ホントに……バカなんだから……」

　小さな指輪を握りしめ、ファンメイは笑った。

　いつまでも、いつまでも笑い続けた。

　涙が、あふれて止まらなかった。

　指輪の内側に刻まれた、論理回路。

　一人の少年が一人の少女に宛てた、誕たん生じよう日のメッセージ。

　そこには、ただひと言。

　こう記されていた。

　──これからも、がんばろう。




　いつの間にか雪はやみ、あたりを覆おおう闇やみは少しだけ薄うすらいでいた。

　ファンメイは立ち上がり、まっすぐに空を見上げた。

　鉛色に覆われた、太陽のない空。

　日の差さない、青空をなくした世界で、ファンメイは生きていく。

　それは、変えることのできない現実だ。

　それでも、がんばって生き続ければ、なにかが変わるかもしれない。

　いつか世界が青空を取り戻す日が、やってくるかもしれない。

　そう信じて歩き続けることには、きっと意味がある。

　たとえなにも変えられなかったとしても、そうやって生きた誰だれかがいたということは、無意味なんかじゃないと思う。

　だから、このお墓がここにある限り、わたしはきっとがんばれる。

　みんなの思い出が心にある限り、わたしはきっと、どこまでだって行ける。

　そう思った。

　三人の墓標を、もう一度だけ、真正面から見つめた。

　じっと目を閉じ、目を開ける。

　墓標に背を向けて、歩き出す。

　一度も立ち止まらず、一度も振り返らずに。

　ただ、一度だけ、小さく呟つぶやいた。




　──行ってきます。




　ファンメイの旅は、ファンメイの戦いは、まだ、始まったばかりだ。







　　　　あとがき







（注）作中、登場人物の一人がいわゆる「指パッチン」を多用していますが、筆者は生まれてこの方、ただの一度もこの「指パッチン」に成功したことがありません。この件について「JAROに訴える」「ご近所で署名を集める」等の抗議行動はどうか慎んでください、っていうか、誰だれか指の鳴らし方教えてください。




　どうもこんにちは。三さえ枝ぐさ零れい一いちです。

『ウィザーズ・ブレインⅡ　楽園の子供たち』、ここにお届けします。

　…………

　一一ヶ月ぶりに、お届けします（泣）。

　思えば、『次回はこんな話で行こうと思います』と担当さんにプロットを提出し、ＧＯサインをもらったのが二月頃ごろ。その後、実際に書き始めたのが三月に入ってからで、こうしてあとがきを書いている今が一一月ですから、ちょっと計算して……

　……ぐはあっ。

　期待して待っていてくれた読者の方、ごめんなさい。

　次はもう少しはやく出せるように、がんばります。




　さて、本編を読まれた方はすでにお気づきと思いますが、今回は前作の舞台から少し離れて、『もう一つのウィザーズ・ブレイン』を展開してみました。気に入って頂ければ幸いです。「錬れんとフィアはどうした！」「祐ゆう一いちの出番は？」等の突っ込みもあるでしょうが、彼らの物語は別にちゃんと用意されていますからご心配なく。今回登場した連中も、前作の面々と同様にかわいがってやってください。




　ファンレターを下さった皆さんへ。

　初めてファンレターを受け取った日は、テンション上がりまくって眠れませんでした。皆さんから頂いたお手紙は大切に保管して、原げん稿こうに詰まったときなんかに何度も読み返しています。『エネルギー充じゆう塡てん』ってやつです。個別にお返事は書いていませんが、その分はすべてこの作品に込めたつもりです。ですから、ファンレターの返事がいつまで経たっても返ってこないのは決して「筆者は殺人的に字が下へ手たであり、自分で自分の書いた字が読めないことなどしょっちゅうで、手紙を書くなんてもっての他ほか、っていうか年賀状はすべてプリントゴッコでごまかしました（笑）」なんて理由ではない、ということにしておく方向でお願いします。




　各方面へのお礼などを。

　まずは、筆が遅くて遅くてどうしようもない筆者に辛抱強くつき合ってくれた担当の鳥とり居いさん。それから、前作に引き続いて美び麗れいなイラストを書いてくださった純すみ珪けい一いちさん。容赦ないアドバイスの数々を与えてくれた友人一同に、今回も下読みにつき合ってくれた妹の人。

　そしてなにより、今、そこで、この本を読んでくださっているあなた。

　本当に、ありがとうございました。




　ではでは、今日のところはこの辺で。

　次回の舞台は北アメリカ、シティ・マサチューセッツ。『光使い』の物語。

『黒衣の騎き士し』は『双剣』と出会い、運命の車輪は静かに回転を始めます。




　一一月某日、『Shaft Drive』を聞きながら。


三枝零一



　本作執筆中のＢＧＭ：『anemoscope』『ornithopter』
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年生まれ兵庫県在住。属性は物理系ゲーマー。好きなデッキタイプはコントロール、好きな起き攻めはドリスぺ設置。Ｘｂｏｘとゲームキューブどちらを買うべきかが、ここ最近の悩みの種。現在『ウィザーズⅢ』の執筆に向けて、やる気だけは完全燃焼中。
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純すみ 珪けい一いち

黒が大好きな黒い絵士。描く事に全てを捧げた絵描きバカ。仕事中に大声で歌っては５分に１回モニターに飛んだ唾をフキフキしてる。最近は筋肉トレーニングにはまっている。
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ウィザーズ・ブレインII




楽らく園えんの子こ供どもたち








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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